
    
      
        
      
    

  






























本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ウェブページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。






本作品は本文縦組で制作しております。また、電子端末での閲覧に向くよう、一部デザイン等を変更しております。あらかじめご了承ください。
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　　　▼１




　こんにちは。

　何と書き始めるのか迷ったのだが、最初の言葉は挨拶がふさわしい。

　Hello,world.Hello,SHIROE.

　私は今、ヤマト中央部、サフィールの街の宿屋にてこの手紙を書いている。

　この手紙は書き終えた後、知己ミノリへと託すつもりだ。

　読むのはログ・ホライズンのシロエと聞いている。その名前を聞いて私は不思議な気分になったものだ。わたしの中にはあなたの記憶が残っているからだ。




　あなたたち〈冒険者〉が異なる世界からこのセルデシア世界へと受肉した存在であるように、私たちもまた異なる世界からこのセルデシア世界へと受肉した存在である。

　私の名前はロエ２。

　私たちは私たちを〈航界種トラベラー〉と呼ぶ。きみたちから見れば異世界の知性体だ。

　同時に私自身はあなたの妹でもある。




　おそらくあなたは期待しているだろうし、それに関しては申し訳ないと謝罪をすることしかできないが、私たち〈監察者フール〉も私たちと同じく〈航界種トラベラー〉に属する〈採取者ジーニアス〉も、〈合致エクリプス〉──あなたたち風にいうと〈大災害〉についてあなたたちに何かを説明することはできない。正確にいうならば、説明することはできるが、それは私たちなりの〈合致エクリプス〉に対する理解であり、原理の解明でもないし解決策でもない。

　それでも私たちはあなたたちよりもわずかではあるが先へ行っていると信じその義務を履行しようと思う。わたしはあなたの妹でもあるけれど、ミノリと約束したように、姉でもあるからだ。




　その点、私がなぜロエ２であるのか。

　なぜ妹であるのか。

　そのあたりから説明をすべきだろう。




　私たち〈航界種トラベラー〉はあなたたちと同じく、あの〈合致エクリプス〉によりセルデシアにたどり着いた。しかし、私たちの世界はセルデシアよりはるかに遠く、また私たちはそもそも物理的な形状や形状データをもたない種族だった。

　この世界にたどり着いた私たちは、それゆえ、この世界に既に存在した肉体を化身として借り受けるという形になった。

　ミノリの言葉が正しいのならば、あなたは非常に察しが良い知的な人物だという。

　ここまで説明すればおわかりだと思うが、私の現在の肉体は、月にて保管されていたあなたのものであり、この世界風にいうならば「魂との接続」がない状態であったものだ。

　無断で借りた形になるが許してほしい。

　この肉体にはあなたの思考や記憶が色濃く残っている。

　私がこうしてあなたに説明できているのは、あなたの語ご彙いデータを再構築してのことだ。この世界の言葉をしゃべることができるのもあなたのおかげが大きい。その恩義に報いるのも、この手紙を書く動機の一つだ。

　願わくは寛容の精神でこの手紙を読んでほしい。

　破り捨てるのはいつでもできるのだから。




　　　▼２




　シロエは天井を仰いで何度目になるかわからない溜息を吐き出した。

　手の中には折り目のついた数枚の便箋。

　ミノリ経由でシロエのもとへともたらされた手紙だ。

　几帳面な文字の形には見覚えがあった。誰のものだったかと手近な書類をめくれば、自分の筆跡である。筆跡まで似ているのかと、シロエは頭痛を抑えるように眉み間けんをもんだ。

　ここは〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のギルドホームだった。

　アキバ北部に立つ廃ビルをリフォームをしたそこは、いまやシロエにとって「家」ともいえる場所であった。それはなにもこのレンガ風の外壁を持つ七階建てのビルをシロエが有り金をはたく勢いで購入したからではなく、シロエを迎えてくれる仲間たちがいつでも一緒にいてくれるからだ。

　このギルドホームにはシロエを含めて、直なお継つぐ、アカツキ、にゃん太、ミノリ、トウヤ、五十鈴いすず、ルンデルハウス、新しくメンバーに入ったてとら──九名の〈冒険者〉が暮らしている。ビルは古代樹に貫かれているために、それぞれのフロアの中央部は利用できないのだが、それでも各階に三つから四つ程度の部屋が存在するため、メンバーはそれぞれの私室をひとつずつもっているし、狭苦しいという感じはしなかった。

　この部屋はシロエの執務室だ。

　九人というのは零細でこそないけれど明らかに中小ギルドの規模である。本来であれば「執務室」などという大おお仰ぎようなものは必要ない。私室に書類机が一つあれば十分だ。しかし〈記録の地平線ログ・ホライズン〉は〈円卓会議〉参加十一ギルドのひとつであり、シロエの処理しなければならない相談や陳情は数多い。来客もである。そのための執務室だった。

　シロエはメンバーから「引きこもり」と言われかねないほどの時間をこの執務室で過している。それは仕事が多いことももちろんだが、シロエが思索にふけりがちで、そんな自分がほかのメンバーに心配をかけてしまうと思っているせいでもあった。

　もっとも、〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のメンバーの多くはそんなシロエの考えを一顧だにしないことが多いのだったが──。




　シロエは執務用の椅子の背もたれで背中をぐっとそらせた。

　指先は腹の上にある手紙を折りたたんで封筒に戻している。

　重大だった。

　重大な問題提起をはらむ手紙だった。

　しかしシロエは眼鏡の奥の目をつむり溜息を吐いた。

「確かにこの手紙は大問題だけどさ。そんなこと言ったら、〈円卓会議〉のことだって、ミナミのことだって、〈神聖皇国ウェストランデ〉のことだって、クラスティさんのことだって、全部重大なんだよなあ」

　口に出して改めて気が付いたのだが、どれもこれも洒落にならない事態だ。




　クラスティ自身はともかく、彼のギルド〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉には運営上の問題が発生している。そもそもギルドリーダー不在でここまで問題が起きなかったほうが不思議なのだ。運営スタッフが優秀なおかげで今のところ周囲にまで問題は広がってないが、内部的には疲労がたまっているという報告も受けている。




〈神聖皇国ウェストランデ〉のことも問題だった。調査によれば、大規模でこそないものの、徴兵や騎士団の再編などの活動が見られるとのことだった。

　アキバを中心に東ヤマトをまとめた〈円卓会議〉、ヤマトの西半分をまとめ上げた〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉。思想の違う組織が二つできてしまったが、シロエはそのこと自体を悪いことだとは思っていなかった。そういうふうに分裂した状態でも〈冒険者〉は結局現代日本に根を持つ現代人である。そうである以上、戦争になるということはないと思っていた。いいや、今でも思っている。

　しかし、その常識は〈大地人〉には通じないらしい。

　西を取りまとめる〈神聖皇国ウェストランデ〉は〈自由都市同盟イースタル〉と戦争をするつもりであるように見えた。そしてひとたびそれが始まれば自分たち〈冒険者〉も決して無関係ではいられないとシロエは思っている。無関係を通せるほど自分たちの心を冷たくすることは出来ないだろう。

〈冒険者〉は良くも悪くも現代日本人なのだ。




〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉がそのことに気が付いていないなんてありえない。インティクス女史はそういうことについて、鋭敏という言葉では足りないくらいの洞察力のある人だとシロエは思っている。

　ミナミで何が起きているのか、シロエはある程度の情報を得ている。それを考えると憂鬱な気分になる。それはアキバがかつてたどりそうになった道でもあるし、今でさえその可能性がなくなったとは言い切れない道なのだ。

〈円卓会議〉。

　そう、〈円卓会議〉はいままさに、また新たな岐路に差し掛かっているようにシロエには思われた。モンスターや大異変などの目に見える危機であればシロエはここまで思い悩まなかっただろう。アキバの街には、クラスティこそ今は行方不明だが、アイザック、ソウジロウ、そのほかにもたくさんの英雄的な〈冒険者〉がいる。戦闘であればたいていの障害を排除できる自信がシロエにはある。

　だが今回の問題はそういうものではないようだ。

　それはどちらかと言えば、〈大災害〉直後の空気に似ていた。〈クレセントバーガー〉で振り払ったと思っていた、あの絶望が再びよみがえってきたようにシロエには見える。人々の倦怠と諦観は、見たことのない〈戦争〉さえ育はぐくむのだろうか。経験のないシロエには、それがどういうことだかわからなかった。

「っていうかなんでこんなになってるのかってそんなこと考えても無駄なんだけど、考えずにはいられないし仕事減らないし、ああもうっ」

　シロエはバタンと机に突っ伏した。

　死んだふりをしてたら厄介ごとが去らないかな、と甘いことを考えたが、ちっとも去らなかった。その象徴が投げ出した手紙であり、書類の山だ。




「シロエち」

　ノックに続いて扉を薄く開けて覗き込んできたのは、にゃん太だった。

　シロエがどうぞ、と招くと、にゃん太はほっそりとした身体をすべり込ませてきた。

　それを見たシロエは手紙をデスクの引き出しに突っ込んで、応接セットに移動した。意外そうなにゃん太もそちらにシルバートレイから飲み物を下ろした。

「にゃん太班長も座ろうよ」

「お仕事はいいのですかにゃ？」

「疲れちゃった」

　シロエは素直に笑った。

　にゃん太もそのシロエの言葉に「にゃはは。それならご相しよう伴ばんするにゃ」と腰を下ろしてくれた。

　二人はそのままホットチョコレートのような飲み物に口をつけた。それは温かくて、とびきり甘かった。
















　シロエはカップの表面に浮かぶ渦巻のような模様に視線をおとした。対流の影響なのかそれはゆっくりと回転をしている。マーブルの模様が螺旋のようだ。こういうどうでもいいことが気になるのは疲れている証拠だとシロエは自己診断した。甘さが染み入るようだった。

「シロエちは頑張りすぎですにゃ」

「班長もね」

　シロエが小さく笑い、にゃん太はびっくりしたような表情をした。

　にゃん太が最近すこし思いつめているのは、シロエだって気が付いていたのだ。それはミノリたち年少組の護衛として西へと向かってからの事だった。にゃん太からは、起きた出来事の報告は受けている。物静かなにゃん太は多くを語らなかったが、何を見たかシロエには想像できた。

（班長は、この世界になじめなかった〈冒険者〉に出会ったんだ……）

　それはアキバでも徐々に顕在化してきた問題だった。




「〈大災害〉からもう少しで一年たつんだね」

「あとひと月もたてば、そうなりますにゃ……」

「うん」

（この一年が、人々を分けてしまったんだ）

〈大災害〉が短期間で解決する一過性の事件であればきっとそれは問題にならなかった。驚嘆すべき未み曾ぞ有うの事態にショックを受けるのは人間として当然だし、茫然とするのも、取り乱すのも無理はない。

「長いようにゃ、短いようにゃ時間がたちましたにゃ」

「うん。帰りたい人、いるんだろうね」

「そうですにゃ……。たぶん……全てを捨ててもと、そう願っている人はいるのでしょうにゃ」

「そうだよね」

　シロエだって帰りたくないと言えば噓になる。しかしそれは「帰れるならば」だ。〈大災害〉から〈円卓会議〉を経て、アキバの街の住民のほとんどがこの世界に馴染むことができた。「もちろん帰りたい。帰れるならば」といえる程度には。それは「帰りたい」と思う一方で「帰れないのならば、仕方ない」という覚悟をも内包する言葉だ。

　全てを捨てて、というのは大きな言葉だ。

　全てを想像できる人も、捨てられる人も、いやしないとシロエは思う。

　それはむしろ、自分を消し去りたいという意味なのではないか？　何もかもをどうでもいいと無に帰すようなそんな思いなのではないかと想像する。

　しかし誰もがこんな頭のおかしくなるような事件に対応できるわけではない。それは、仕方がないことだ。そして一年間という時間は、その人々が、馴染むことができなかったことを証明することになった。

　彼らはこの世界にいたいとは思っていないのだ。言葉にするならば「帰りたい。帰れないとしても」となるだろう。

「その気持ちはわからないわけではないけど……」

「ええ、わかるのですにゃ。ですから責められないのですにゃ」

「切ないね」

「つらいですにゃ」

　二人はマグカップを覗き込むようにして、静寂を共有した。

　人々の中に未来を見ることができないほどの絶望が存在する。それは、どんな強力なモンスターよりも鋭い痛みをシロエに与えた。

「シロエちは……」

　にゃん太が珍しく言いよどんだ。雄弁なその沈黙が砕ける前に、彼は優しい声でシロエに「帰りたいですかにゃ」と尋ねる。

　シロエはその優しい声色が哀しかった。にゃん太に無理をさせているのはこの世界だ。そして自分の不安そうな表情だとも思う。だがそう思っても、自分の中に答えなんて見つからない。

　小さな溜息の後、シロエは絞り出すように言った。

「帰るべき、なんだと思います」

　ずっと考えてきた、シロエがたどり着いた、それは当たり前で薄っぺらな結論。どう考えてもそれ以外はないという正論。

「僕たちはやっぱりこの世界にとって異物です。この世界に生きて歪んでしまう人もいる。この世界を歪めてしまう人もいる。それはもしかしたら元の世界にいた時だってそういうことは起きていたのかもしれない。いや、起きてたんだと思う。でもやっぱり、避けられる悲劇なら避けるべきだし、僕らは──」

　にゃん太が小さくうなずいたのはわかったが、シロエは胸が詰まってその先を言うことはできなかった。手元の手紙を信じるなら、帰れるとは言わないまでも出来ることはあるのだろう。

　だがシロエが見詰める三十秒先においても、夜明けはまだ遠く、夜は深かった。




　　　▼３




「ああ」

　ため息のような声が唇からこぼれるのをリーゼは聞いた。

　顔を上げて窓の外を見れば、クリーム色の光が古代樹を照らしている。多くのメンバーが訓練や調達遠征で出払ったギルドホールはひっそりとしていた。

　リーゼの手元の書類は十数枚を数える。

　書式に沿ったきれいなものではない。

　余白にはみっしりとメモや考察が書きこまれた、雑然としたものだった。その手際の悪さに、リーゼは自嘲するような笑みを浮かべる。

　このメモはリーゼの足跡。残さなければ遭難してしまうような闇の荒野で、命綱のように書き連ねた奮闘の記録。




　答えは多くの場合シンプルなものだ。「今月、訓練用の代替武器は五百ほど購入する」それだけのことであったりする。しかし、その結論を得るためには、どんな思考をすればいいのだろう？　思考ではなくてもいい。議論でもいいし、計算でもいい。とにかく答えを得るためには何をすればいいだろう？　それがリーゼにはわからなかった。

〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉においてそれらの決定はほとんど半自動的なもので、現場では希望書類を書いて提出すれば集積されて次の月には配布されていたからだ。しかし、その種の自動的な分配処理は、〈エルダー・テイル〉外部に存在する〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉公式サイトのメンバー機能によるものであった。

〈大災害〉によってこうした外部サイトの事務支援は受けられなくなったが、そのことですぐさま問題が生じたわけではない。メンバーはそういった申請／支給という手続きに慣れていたし自主的にそういった事務書類を作成した。運営本部は書類を取りまとめて必要な物資を支給しつづけた。そういった仕組みは現在も生き続けているし、ヤマトサーバー屈指の超巨大ギルド〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉を生かし続ける重要な原動力となっている。

　しかし、一方でそれは〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉の物資調達能力がほぼ無限大であったころの仕組みだ。「訓練用の代替武器五百」が入手できないとき、調整する機能はシステム上に存在しない。さらにいえば、そのような既存案件の調整や変更というだけではなく、全く新しい要望や、部門ごとの職掌をまたぐような案件が次々と生まれてくる。




　リーゼは〈Drei-Klauen三羽烏〉と呼ばれる〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉の幹部の一人だ。このギルドの運営システムの理解については自負があった。事実、外部サイトを用いた物資手配やスケジュール管理をギルドマスターから一任されていたのだ。

　しかし、すでに稼働しているシステム──しかも半自動調整や事務補助を内包したシステムに乗りそれをただ管理することと、何らかの案件について正しい解決策を探り、それを手順化し、周知し、システムとして運用可能なまでにデザインするというのは全く別のことだ。

　──全く別のことであるということが、わかっていなかったのだ。

　リーゼはその事実に苦く笑う。

〈Drei-Klauen三羽烏〉なんて道化の名前だ。

　櫛くし八や玉たまはそれがわかったから離れたのだろう。今は素直にそう思えた。




　大きく伸びをすれば、仮設執務室はうっすらとレモン色の光に染まりつつある。午後も深まったようだ。夕暮れの茜あかね色いろではないが、やがてそれが訪れることを示す、柔らかい光。三月という初春においてそれは熱を持たず穏やかに美しかった。

　リーゼは気持ちを入れ替えるように立ち上がると、水差しから冷たいお茶をグラスにいれた。

　この仮設執務室は殺風景で茶器もない。二十人ほどが入れる会議室を間借りして使っているのでそれも当然だった。〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉にはもちろんちゃんとした執務室があり、豪奢でありながらも迫力のあるまるで貴賓室のような雰囲気なのだが、リーゼには少々精神的に使いづらかった。クラスティと一緒に過ごしていたころは、その空間を当然のように扱っていたのだから不思議なものだ。ギルドマスターには周囲の仲間たちさえふてぶてしくさせる、ある種魔法のような能力があったに違いないとリーゼは小さく笑った。




「おっとっとリーゼさん」

　ノックの返事も聞かずにひょいと顔をのぞかせたのは、陽気そうな瞳をした青年〈第八商店街〉のカラシンだった。カラシンは気やすい調子で滑り込んでくると、ドアを閉めて荷物を下ろす。かなりの頻度で通ってもらっているために、カラシンにとってもリーゼにとっても、カラシンが〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉に出入りするのは日常となっていた。

「お疲れ様です。カラシンさん」

「あははは。もうねー。やばやばですねー」

「ヤバいですか」

「鬼忙しいですもんね！」

「もう、いつもそんな軽口ばっかりですね」

　リーゼはそのまま指先で椅子をすすめた。カラシンは両肩から左右に下げたキャンバスバッグをおろして抱えた紙袋の中身を整理しながら、話を続ける。

「そんなこと……あるかあ。まあリーゼさんも忙しそう」

「手際が悪いだけですわ」

「またまたあ。本気で言ってるから始末に負えない」

　リーゼは視線で書類を指し示す。

　レベル七五、七七、八一、八五に属する〈大規模戦闘レイド〉計画書だ。この程度の戦闘、〈大災害〉以前の〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉であれば週に三百回は行なっていた。レベル帯からしても「挑戦」ではなく「巡回」に属する大規模戦闘レイドである。しかし、今ではすべてが様変わりしてしまった。

　現実化したこの世界における戦闘難易度はかなり上がっている。レベル七五の大規模戦闘レイドなど、以前はレベル七〇～七二程度の〈冒険者〉が挑戦するコンテンツだった。しかし現在ではそのレベルでの完全勝利は難しいだろう。たとえ可能であったとしても、それ相応の消耗を覚悟しなければならない。参加人員のレベルを吟味しなければならないのだ。

　また移動コストの増大も大問題だ。〈妖精の輪フエアリー・リング〉による移動が難しい現在、遠征はすべて騎乗生物によるものとなり、野営のための道具や食料も持ち込まなければならない。「腕試しの大規模戦闘レイドだ、これからちょっぴりやっつけてやろうぜ」そんなふうにいえるダンジョンは数えるほどになってしまった。

「〈大規模戦闘レイド〉っすか」

「ええ、近場で適正なものを選んで、ですけど」

　見ても？　というカラシンの問いかけにうなずくリーゼ。その目の前でカラシンは計画書をぺらぺらとめくる。注釈とメモは多いが、枚数は多くない。計画はシンプルだ。

「〈幻想級フアンタズマル〉の素材、やっぱ欲しいですもんね」

「ええ」

　リーゼはうなずいた。

　技術開発ラッシュで沸いているアキバであり、いまはその活況のなかで、ありとあらゆる物資が売買されている。食料もそうであるし、武器や防具といったアイテムもそうだ。様々なものが値段を乱らん高こう下げさせている混沌の中で、値段がひたすらうなぎのぼりなものがふたつある。

　ひとつは複製の利かない嗜好品だ。例えばおいしい料理や、娯楽の品などは、非常に高い値段をつけている。マンガや手作りのフィギュアなどは天井知らずだ。こんなファンタジー世界に閉じ込められたとはいえリーゼたちは現代地球人であり、心の渇きは何かで癒さなければならないということなのだろう。リーゼだって新開発のケーキと宣伝されれば財布のひもが緩んでしまうのは避けられない。

　もうひとつが〈幻想級〉の素材だった。

　この世界で「素材」というのは、ほかのアイテムの作成時に材料になるアイテム一般のことを指す。料理を作るにあたっては、小麦、トマト、サンマ魚、ほくり芋、すべてが素材だ。対して素材を加工したアイテムは加工品と呼ばれる。加工品も別のアイテムを作る際の素材になることもあり得る。

　これら「素材」は世界そのものから得ることが可能だ。木材は森林から。鉱石は鉱山から。魚は海から。畑や牧場といった人の手を要する素材入手ポイントも存在する。そういった素材の生産者はほとんどの場合、〈大地人〉だ。

〈冒険者〉になじみが深いのはモンスターのドロップ品であり、こちらは特にドロップ素材やモンスター素材などと呼ばれる。

　素材には多くの場合、明示的ではないにせよレベルが存在する。例えば同じ「鉄鉱石」であっても、低レベルのものと高レベルのものが存在するのだ。低レベルのものはモンスターが弱くて少ない安全な鉱山で入手できるし、高レベルのものを得るためにはそれ相応のリスクが伴う。

〈幻想級〉の素材とは、そんな素材の中で最高峰の入手難易度をもつ素材である。それらは〈大規模戦闘レイド〉で討伐しなければならないモンスターからドロップする素材なのだ。〈幻想級〉の素材は貴重な資源である。それは〈幻想級〉の武器防具を補修するために必要だというだけではなく、それらの武具を作り出すためにも今や必要となった。それどころか、〈大災害〉後のこの世界においては、武器防具だけではなく、あらゆる発明品や実験で需要がうなぎのぼりなのである。〈ロデリック商会〉が〈竜鱗煉瓦〉で超高温炉を作ったのは有名な話だ。




「補給のほう、いけそうです？」

「そりゃまあ、もちろんばっちりですよ。食料も補修素材もね」

「モンスター素材はいいんですけどね。それ以外がやっぱり滞りがちで」

「その辺は手分けってことにしましょうよ」

「はい」

〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉は本来完結性をもった単体ギルドだ。少なくともクラスティの興味はそこにあったとリーゼは理解している。「補給機能を内側に抱えた単体で機能し続けられるギルド」だ。

　しかし〈大災害〉を経た現在、その機能も欠損が目立っている。ゲームならばともかく、これだけ複雑化して〈円卓会議〉の一部となった状況で完結性は絵に描いた餅だ。遠征長期化に伴い、外部からの補給重要性は増していて、カラシン率いる〈第八商店街〉との連携は不可欠になっている。




「リーゼさんは頑張り屋ですからねえ。ミノリちゃんといい、アキバの女性陣はみんな、こう、眩しいなあ」

　遠征に必要な補給、その受け渡し方法（現地まで配達してくれるのであればそれに越したことはない）について短くはない打ち合わせを済ませた後、カラシンはおどけた口調でリーゼに言った。

「そんなことありません」

　否定するリーゼに、カラシンは苦笑しながらも「比べる相手が悪いんですよ」という。

　それはそうなのだろう、とリーゼは思った。

　クラスティミロードはやはり特別だ。彼の作った〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉という巨大組織システムに触れて、理解が深まれば深まるほど思い知らされる。リーゼが思いつくような問題点などとっくに想定済みで対処した形跡があとからあとから見つかるのだ。それどころか、リーゼが「不必要だな。簡略化したほうがいいな」と思った手続きでさえ、バランサーであったり、トラブルに対する冗長性であったりする。

　リーゼは「組織」という形の芸術品や作品があるということを初めて知った。〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉はクラスティの作品で、それは間違いなく隔絶した才能の作り上げたものだった。

　クラスティは特別で、比べるべきでないというのはリーゼにだってわかる。

　でもリーゼにはほかに手本になるべき教師はいないし、この世界にはテキストだってないのだ。




「あー。そう、えーっと。ね。腹ぐろ殿なんかがいいと思いますよ？」

「シロエさん、ですか？」

「ええ、そうそう。それ。シロエ殿」

　口ごもってしまったリーゼにかけられたのは意外な、そしてずいぶん無責任な口調の言葉だった。

「なぜでしょうか？」

「シロエ殿も不器用なとこありますしね。見た感じ、リーゼさんタイプでしょう？」

　いぶかしむリーゼにカラシンは滑らかに答える。

　まるで用意していたような回答だった。

「そうなんですか？」

「五割くらいそうですよ。シロエ殿、ほんと」

「五割なんなんですか？」

「シロエ殿ってば、五割凡人なんですよねー。四割秀才で一割やけくそっていうか」

「へ？」

　腕を組んで口をとがらせるカラシンの口調はおどけるようだった。

　五割凡人──。

　リーゼはその意味をかみしめる。

　ああ、そうなのか、と腑に落ちた。

　五割凡人で四割秀才とは言いえて妙だった。くすりと笑ってしまう。

　すっかり凡人であれば、自分の立ち位置さえもわからない。自分がどんなにわかっていないのか、無知なのか、わかる程度にはわかっているから、凡人であるにもかかわらず手が抜けない。それはそういう意味なのだろう。

　リーゼの作った小さな足跡と一緒だ。

　何日も必死に考えて、調べて、Ａ４程度のメモが五枚。それが等身大のリーゼなのだ。リーゼの中の「賢さ」はそのメモを作れとリーゼ自身に命じた。それが正しいやり方を身に着けるための唯一残された方法だと「賢いリーゼ」はわかっていたからだ。

　しかし、その一方で「凡愚のリーゼ」はそのメモを五枚しか作れなかった。それが今のリーゼの実力なのだ。不器用で、察しが悪くて、無能力。でも、それは仕方がない。今のリーゼの現実はその程度なのだから。

　たしかにそれはとても情けないことだけど、一方でホッとすることでもあった。

　この五枚はリーゼの領土だ。このメモに書かれたリーゼの考察は、リーゼが十分に考えて悩んだ範囲だ。もちろんその外側にはリーゼがよくわかっていないことがたくさんある。長年過した自分のギルドですらわからないことだらけなのだ。そしてリーゼにはこうしていやになるほどゆっくり領土を増やしていくことしかできない。それに絶望しかけていたけれど、カラシンの言葉でそれは違うのだと気が付かされた。

　ゆっくりであることは仕方ない。それが等身大なのだ。

　むしろ、そうして領土を増やしていくしかないのだと、どんなに迂遠に見えてもそういう手法でいいのだと、気が付かされた思いだ。

　同じ方法で〈円卓会議〉を立ち上げて、クラスティに深い笑みを浮かべさせた青年がいる。そのことをカラシンはリーゼに教えてくれたのだ。




「十割鬼なほうのスーパー眼鏡さんよりはまだ参考になると思いますよ？」

「ええ」

「えへへへ。やっと瞳がしっかりした感じっすね」

　顎に手をやったカラシンは気取ったポーズで、リーゼにほほ笑んでくれた。この明るい青年に気を遣わせたのかもしれないと、リーゼは恥ずかしくなった。リーゼを助けてくれる人はたくさんいる。アキバレイドからの毎日は、今まで気づかなかった助力に気づかされる日々でもあった。

「いえいえ。このカラシン、何も言わないでもわかってますよう。どら焼きどうです？」

「あーっ。わっかだんな、またナンパですかあ!?」

　カラシンが紙袋から取り出したどら焼きを受け取ろうとした時、大きな音を立ててドアを開け放ったのは、半ズボンの少年だった。たしか〈第八商店街〉で伝言や取次を何度か頼んだ、カラシンの仲間だったはずである。

「タロ、そうじゃないって」

「それさっき僕が買ってきた奴じゃないですか。本当に油ばっかり売って。ほらほらア、納品行きましょうよう」

「あ、じゃ、リーゼさん？　またー！　あ、あ。元気出たら今度食事でも！」

「仕入れありがとうございます」

「え、まじ？　タロ。今のナイス反応だったんじゃない？」

「カラシンさん、ほらほら。どうせ空振り三振だからあきらめて」

「これは仕事の潤滑油的な会話なんだってばタロ」

「だから潤滑油的にフラれるんですようっ」

　少年に引きずられていくカラシンの声が小さくなっていくのを、リーゼはくすくすと笑いながら見送った。高山三み佐さももうじき義手の更新から戻るだろう。自分は恵まれているとリーゼは思った。

〈円卓会議〉は苦難の時代を迎えている。それはリーゼにもわかっている。

　だから今は少しでも実力をつけたかった。

　それはレベルではなく、この異世界とも関係なく、リーゼという一人の少女が未来の自分に期待する、ひとつの決意だった。




　　　▼４




　アイザックはもともと春という季節が好きではなかった。

　ちょいと天気が良くなり気温が上がった程度の話であり、空気は埃っぽくて仕方ないし、夏でもないのに冬でもないだなどと中途半端な季節であることはなはだしい。

　街が奇妙に浮かれ始めるのもよくわからなかった。まあ、決算期やら学校で言えば学年の切り替わりがありそわそわする雰囲気になる理由はわかるが、だからと言ってそれはアイザックにとってメリットがあるかと言えばなく、どちらかと言えば面倒くさいことに属していた。

　子供時代、学生時代を通して春はただ面倒な時期であり、しなくていいケンカをする季節だった。稼ぎを得るようになってからは多少マシになったがそれは浮かれている連中から距離をとる自由が手に入ったことに起因する。

　とにかくアイザックはもともと春という季節が好きではなかった。




　しかしこちらの世界の春はそれとはやや趣を異にしているようだった。

　元の日本よりは冷え込みがきついこの世界において、冬はなかなかの厳しさだった。もちろん〈冒険者〉であるアイザックたちにとっては降りしきる雪も凍り付いた森も何ら障害になりはしなかったが、〈大地人〉にとってはそうではない。

　アイザックが二月から断続的に滞在しているマイハマの街は、位置で言えば元の日本の千葉に当たる。それゆえ豪雪に埋もれることこそなかったがたっぷり二ヶ月は雪景色に覆われたし、池の氷は四十センチメートルを超えたと聞いた。

〈冒険者〉の装備を持たぬ人々にとっては、活動が制限される季節だったのだ。

　ヤマト東部を占める〈自由都市同盟イースタル〉は貧しい同盟ではないし、いまや〈冒険者〉由来の新技術により様々な恩恵を受けているが、やはり冬ともなれば夏や秋に比べて様々な収穫物は減少する。雪国ほどではないがマイハマも、保存食を中心とした地味な食生活になりがちだ。春は春というただ埃っぽい中途半端な季節ではなく、冬の終了を意味する季節なのだ。

　ダウンジャケットで動き回り小腹が減れば街道沿いのファミレスで何でも自由に食べられた日本人として、アイザックは「すまねえお前ら、存分に浮かれろ」と多少反省した。




　そんな益やく体たいもない感想を浮かべたアイザックは、いま四月の風が吹く丘の上で大樹の幹に背中を預けて休憩中だ。

　マイハマの都から走って三十分ほどの郊外だった。

　このあたりは厳密にいえばマイハマの都の内側ではないのだが、都周辺の村々はほとんどその境界が隣接するほど近く、のどかな田畑が広がっている。

〈円卓会議〉というよりはシロエの頼みを聞き入れたアイザックら〈黒剣騎士団〉は、この地でマイハマ所属の公爵領騎士団である〈グラス・グリーヴス〉を鍛えていた。

　といっても、騎士団を鍛える実務にアイザックが出ていったら示しがつかない、と団員に止められたアイザック自身は暇を持て余していた。かといって完全に放り投げるわけにもいかず、こうして教練を丘の上から眺めてあくびをかみ殺しているというわけだった。




　丘はおおよそ半径一キロメートルほどの円形で、小高い中心部には小ぶりな校庭ほどのサイズの雑ぞう木き林ばやしがあるのだが、それはアイザックの背中方向に広がっている。見通しが悪いというほどでもなく、何か動物がいるとしても野犬か狐かイタチくらいのものだそうだ。

　アイザックの見下ろす丘の斜面には、水で洗ったばかりのような鮮やかな緑の春草が茂り、そこを一隊が駆けあがってくる。アイザックが率いる〈黒剣騎士団〉の団員三名ほどを先頭にした〈グラス・グリーヴス〉の一部だ。総勢四十名ほどだろうか。

　教練と言っても大人数では効率が悪い。

　全体を五つほどに分け、三部隊ほどがこの丘周辺にいる。丘のふもとをぐるぐる走り回ったり、木立相手に突撃の練習をしたりしているはずだ。セルデシアで生まれ育ったわけでもない、ましてや騎士なんかでもないアイザックにはさっぱりわからないが、騎士教練だといわれれば、ああそうなのかと思うだけだ。

　春の若草というのは意外なほどに水気たっぷりだ。

〈グラス・グリーヴス〉は騎士団の名を冠するとおり、コーウェン公爵家から支給された金属鎧をまとっているため、そこそこの重量がある。そんな連中が青草の斜面を教官役にあおられて駆け上ってくるのだ。足下の濡れた草に足を取られ無ぶ様ざまに転がるものも多い。訓練が始まって三十分もたてば、手入れをされた銀色の鎧も、青草と泥にまみれてしまう。

　しかし〈グラス・グリーヴス〉の連中は文句ひとつ言わずに跳ね起きると、自分の隊列へと戻るために猛然と駆け出すのだ。

　先頭を走る三人の〈冒険者〉、鋼暴丸、えふり、リイ＝ジェントはそれへ向かって「オラオラ！　腕ふり甘あめえ！」「声出せオラア！」などと叫んでいる。まったく暑っ苦しい連中だとアイザックは思ったが、そもそもアイザックが教練から外されたのは、〈大地人〉が耐えきれないほどの熱血体育会系スパルタ指導を行なって、部下からさえもドン引きされたからだということを本人は知らないでいる。

　うららかな日差しの中で他人事として眺めながら考えているのは、「暑っ苦しいバカどもだなあ」「本当にあいつら脳みそ入ってんのかよ」「いやだめか、〈黒剣騎士団うち〉の団員は頭悪いやつばっかりだし」「いやほんと救われねえわ」といういささか失礼な感想ばかりである。とはいえ呆れながらも頰は緩む。アイザック自身はそのバカが嫌いではない。むしろ可愛くて仕方ない部分もある。嫌いだったら、一秒だってこんなむさくるしいギルドのリーダーなぞやるわけがない。




「止まれ、止まれ！」

「三十分の休止！」

「休めー！　軟弱ぽんちども！」

　と教官役が百メートルほど先で声を張り上げた。なんだかんだ言っても楽しんでいるのがまるわかりなのだ。三人はアイザックのほうをちらりと見るとこそこそと話し合って、ぺこりと頭を下げた。こちらへ報告すべきことはないらしい。教練中は自由にやれと言ってあるので、アイザックも適当に手を振っておいた。

　連中ならばうまくやるだろうと思っている。

　むしろびっくりしているのは〈大地人〉側だ。

　公爵領騎士団〈グラス・グリーヴス〉はこのマイハマを守るコーウェン家の騎士団だ。コーウェン家は〈自由都市同盟イースタル〉の事実上の盟主のような立場にあり、そこが擁する騎士団なのだから、〈大地人〉の中では精鋭である。そんな事前説明をアイザックは受けている。

　まあ、とはいえそれは〈大地人〉基準で言えば、だ。レベル二五程度しかない集団なのだ。強いわけはないだろうと思っていた。まあその辺は今でも思っている。強くはない。

　しかし、思ったほど、弱くもないのだ。

〈グラス・グリーヴス〉の連中は根性がある。

　いまだってあの鎧を着て二時間のランニングをこなした。




　もちろんそれは九〇レベルの〈冒険者〉からすれば朝の散歩程度ではある。いやそもそもレベルという概念が存在するこの世界において、そこまで賞賛されることではないのかもしれない。しかし、連中は汗みどろになり、泥まみれになり、部外者であるアイザックらに怒鳴られながらも、今までにないほど厳しい訓練に弱音を吐かないのだ。なかなかの気合いだと言わざるをえない。

　宿舎に戻ったアイザックの仲間たちも、〈グラス・グリーヴス〉のいないところでは、彼らを褒めていた。教練を始めてはや二ヶ月、〈黒剣騎士団〉と〈グラス・グリーヴス〉は互いのことがわかりあってきたということなのだろう。

　全体を五つに分けた残り二つのうち一つは市中で休暇をとっているが、最後のひとつは〈ドゥヴァーチャーのバードランド〉でモンスターと交戦中だ。小規模に編成した班にバラし〈黒剣騎士団〉の先導のもと、レベルの高いモンスターを狩らせているのだ。いわゆるパワーレベリングである。

〈大地人〉は成長速度で〈冒険者〉には大きく劣る。報告ではおおよそ五分の一ほどであるらしい。しかしその不利があっても、二〇レベルも格上のモンスターを立て続けに倒させれば、〈大地人〉の常識から見れば冗談のような速度でレベルは上がっていく。

　もちろんレベルを上げさせたまま放置すれば戦闘力の使い方がわからなくて問題を引き起こすだろう。だからパワーレベリングをさせた後は、こうして肉体をいじめるような教練をさせて、さらには模擬戦を気絶するほど行ない、自分の肉体性能の上昇に慣れさせるのだ。このルーチンが〈黒剣騎士団〉がこの二ヶ月やってきたレベル上げの教練だった。




　アイザックは瞑っていた目をうっすらとあけた。

　そして再び閉じる。

　何か聞こえたような気がする。気のせいだろう。

　しかしスルーしようと思った現実は「アイザックさまー」というあどけない声で彼を捕まえにやってきた。

　何とも軽やかな仕草で走ってきた一人の少年が大樹に寄りかかったアイザックの近くで止まると、頰を染めて呼吸を整えた。白い肌に銀色の髪をもつ利発そうな少年だ。もともと色素が薄いのだろう。体格を見ると頑強さが微み塵じんもない。だからわずかな距離を走っただけで、頰がバラ色に染まって呼吸が乱れてしまう。

　ほとんど苦しそうなほど喉が鳴っているのに、その顔に浮かぶのは満面の笑みだった。

「アイザックさま！」

「アイザックでいいよ。おまえの呼び方はきもちわりぃ」

　息継ぎのために途中で途切れそうになる呼びかけに、アイザックは上半身を起こした。あとを追いかけてきたフードの〈冒険者〉と侍女たちが、日差し除けの巨大パラソルを立てて木陰を拡張すると、アイザックがずれてやった場所に帆布をひく。少年は許可を求めるような表情でアイザックをうかがうが、フードの〈冒険者〉──アイザックの副官レザリックが「どうぞ座ってください」とすすめたので、ちょこんとそこに腰を下ろした。

「でも」

「子どもが様とかいうのって鳥肌立たねえか？」

　アイザックは口をへの字に結んで飲み物の準備をする侍女に話しかけた。侍女のほうは困ったような笑顔で「はあ、さようでしょうか……」とあいまいにいうばかりだ。雇い主の子どもの礼儀について語るのははばかられるということなのだろう。いいおっぱいなのにもったいないことだと、アイザックはさらに口をへの字にする。

「お前さ」

「イセルスです」

「あー。イセルス」

　侍女から遠まわしに何とかさせる作戦をあきらめたアイザックが話しかけると、イセルスは嬉しそうに応えた。どうしてこんなに懐かれてるんだ俺は、とアイザックは自問する。

「どーにかなんないのか、その口調」

「父様と母様から、礼儀正しくしなさいといわれました」

　父様、母様ときたものだ。アイザックはげんなりとした様子で額を押さえた。

「俺はそういうの苦手なんだよ」

「アイザックさまは〈冒険者〉だし、いまマイハマの騎士団を鍛える、指南役を務めてくださっているし、それにマイハマを守ってくれたこともあるのです」

　こういう上品で面倒くさいものは、元の世界でも〈エルダー・テイル〉の中でも、アイザックは避けてきた。それはクラスティやシロエ、つまり眼鏡連中の担当で、アイザックの担当ではなかった。

　だが、この小さな子どもは何を勘違いしたのかアイザックを気に入ったらしい。

　子どもで、賢くて、弱っちい。まったく始末に負えないとアイザックは口をへの字にして横目でにらんでやった。

　しかも、イセルスは何を思ったのかにこにこしてる。

「そういうのは全部好きでやったんだよ」

「そうなんですか」

「そうなんだよ。俺ぁ別段さまとか殿とかそういう大したもんじゃねえんだ。そういうのが得意なエリート眼鏡はもっか旅行中でな」

「旅行ですか」

「まあ、お前の知ったことじゃねえか」

「はいです」

　イセルスはクラスティを知らないので当然だが、疑いを持つこともなくうなずく。

　そもそもあの〈狂きよう戦せん士し〉がいれば、自分はこんな役回りにはならなかっただろうと、アイザックは考えている。根っこはアイザックと似たようなところがある癖に、猫のかぶり方だけは超一流。クラスティこそ、〈大地人〉騎士団の教練にはうってつけだったのだ。

　原因不明の行方不明と聞いているが、アイザックはさほど〈狂戦士〉クラスティの身を案じていない。ひょっこり顔を出して、「ご迷惑をおかけしましたね。実は新しい大規模戦闘レイドクエストを発見しまして」などと言いだすに違いないと思っている。

　ただ、彼の不在のせいで、アキバにきな臭い匂いが漂っているのも事実だった。

　旗印リーダーはチームそのものであると言ってもよい。それがいなくなった集団というのは脆もろいものだ。アイザックは幾つも見てきたのだ。それは大抵が、面白くもない結末だった。だからと言ってクラスティの〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉が無防備だとは思わないが。──そう考えるアイザックにどこか茶化すような調子でレザリックが呼びかけた。

「アイザックくん」

「おめえはくん付けやめろ」

「ほらイセルスさま。くん付けでよぶといいですよ」

「アイザックくんですか」

　普段は貧乏くじを引いている副官は、アイザックをからかうことのできるチャンスは逃さない。そんな含み笑いでアイザックをちらりと見た。

「お前らマジで──」

「なんだか、かっこういいです。アイザックくん」

　イセルスとレザリックがサラウンドで輪唱してくる。何が面白いのか、イセルスはかくんかくんと頷いては納得している。その様子に侍女たちまでくすくすと笑いはじめる。

「口が四角くなってますよ、アイザックくん」

　レザリックの厄介なところは、いつもいつもアイザックが爆発する寸前で踏みとどまる点だ。まるでチキンレースのように、沸点ぎりぎりのラインで言葉を引っ込めてくるのである。

「くっ。お前らマジで〈ソード・オブ・ペインブラック〉つかうかんな!?」

　アイザックの叫びに肩をすくめると、レザリックはさっとイセルスの手を引いて「ささ、騎士団の訓練を激励しましょう。領主一族の仕事ですよ」などと言い始めた。

　前髪をぐしゃぐしゃとかきむしり、アイザックは視線を訓練中の騎士団へと移す。

　見れば、そろそろ駆け込みの足が鈍り始めている。レザリックにからかわれた憂さばらしも兼ねて、あいつらに活を入れるのもいいだろう。

　アイザックは愛剣をとって、ゆるやかな丘を下っていった。




　　　▼５




「結婚の〈典災ジーニアス〉カマイサル……？」

　ソウジロウの出した名を、シロエは繰り返した。

　聞いたことのない名だった。〈エルダー・テイル〉がゲームだった頃から、登場するエネミーの数は膨大だ。シロエとてその全てを把握しているわけではない。

　それでも、少なくとも日本サーバーに出現する主だったエネミーについては、概おおむね名前程度は記憶している。カマイサルというそのカタカナ名詞はともかく、結婚の〈典災ジーニアス〉というずいぶんと特徴的な名前を忘れるとは考えづらかった。

「ええ、そう名乗っていました」

「結婚というより結婚詐欺だろありゃー」

　ソウジロウの言葉を、ナズナが引き継ぐ。




　畳敷きに障子、床の間には、達筆な字の書がかけられている。

　アキバ有数の戦闘系ギルドのひとつ、〈西風の旅団〉ギルドハウスの和室をシロエとアカツキは訪れていた。出迎えてくれたのは〈西風の旅団〉ギルドマスターソウジロウと、その片腕のナズナ。

　シロエから見ればこのふたりは懐かしい〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉の同僚だ。

　テーブルと椅子で生活してきたシロエにとって、この和室はいささか落ち着かない空間だった。一方、アカツキの方はこの部屋の様子には慣れたもので、出された茶菓子に手を出している。アカツキは〈記録の地平線ログ・ホライズン〉の私室も、この部屋を小さくしたような和室にしつらえているのだ。正座を苦にする様子もない。

「シロ先輩が言ったとおりの変な敵でしたよ」

「ソウジロウが遭遇するとはね」

「予想してたんじゃないんですか？」

「予想してたというか、みんなに聞けば、もしかしたらそんな敵と会ったことがあるっていう情報が集まるかと思ってはいたんだけど」

　シロエとアカツキが〈西風の旅団〉を訪れたのは、ソウジロウに相談があったからだ。念話で話を持ちかけたところ、それならば直ぐにでも話が出来るというのでやってきた。「西風に行って来るけれど」と居間で言ったところアカツキがついてくることになったのだ。

　シロエがソウジロウに尋ねたのは「見なれぬおかしなモンスター」についてだった。〈大災害〉後におきたエネミーの変容。あるいは、特殊なエネミーの存在。その詳細を知るための情報収集を始めたシロエは、その最初で大当たりを捕まえたわけである。

　ソウジロウとナズナは、シロエの予感どおり……あるいは、その想像を超えた情報を彼にもたらした。

「うち以外も遭遇報告、あるみたいだよお？　同じやつじゃないみたいだけどね」

「ナズナさん相変わらずですね」

「まーねー。うちは女の子情報網あっから。そのへんすごいんだよ。いしし」

〈典災ジーニアス〉と呼ばれるモンスターについて、シロエは実は情報を得ていた。

　それらのモンスターが〈典災ジーニアス〉と呼ばれることこそたったいまわかったわけだが、このヤマトサーバーにおいて新種のモンスターが発見されたという報告は、実はそれほど珍しくはない。

　その多くは外部攻略サイトを失った〈冒険者〉の勇み足的な思い込みだったわけだが、そういった報告を精査していくと、どうしても見間違いや記憶違いではなく、たしかに新種であると思われる報告も混じっているのだ。

　そういった目撃証言は、〈大災害〉後、時間が経過するほどに増えてきている。

　単に「知られていなかった情報が、遅れて明らかになった」のではなく、まるで「時を追うごとに、それらの事例が増加している」かのように。

　そういった新種モンスターの全てが〈典災ジーニアス〉であるとは思わないが、ソウジロウたちの言葉によれば〈西風の旅団〉以外にも遭遇経験はあるらしかった。




　二人によれば、結婚の〈典災ジーニアス〉カマイサルというモンスターは、「〈大地人〉を装う」「異性を魅了する」という能力を持っていたという。

　都市の防衛機構が失われたアキバの街に〈大地人〉の青年商人を装って侵入し、様々な女性〈冒険者〉を味方に引き入れ、そのエネミーは一時的に無視できない影響力を持つに至った。

〈西風の旅団〉は、〈ソウジロウ親衛隊〉の一部メンバーが怪しんでこの敵の討伐に至ったらしい。

「相変わらず無茶するなあ」

「うちらは品行方正なギルドだかんね。うちの女の子に手を出すやからにゃ容赦ないのさ」

「そうなのだぞ主君」

　ナズナの言葉に、なぜかアカツキが自慢げに頷く。

「アカツキも手伝ったの？」

「いや、初めて聞いた」

　だとしたらなぜそこで機嫌良く頷くのかシロエにはよくわからない。

　そんなシロエを横目にナズナは胸を張り、アカツキは尊敬の眼差しで首をこくこくとしている。ソウジロウに目配せで「なんでこんな反応なの？」という救難信号を発してみると、「仲良しになったみたいですよ。女の子って、一緒に甘い物を食べるとすぐ友だちになれるんですね」という和やかな返答が帰ってきた。

　そんな太平楽なことを言ってられるのは、ソウジロウだけだ。

　シロエはそう思う。

　幸いシロエは記憶力はよい方だし、〈天秤祭てんびんさい〉での惨劇を忘れてはいない。〈ダンステリア〉のケーキバイキングで「一緒に甘い物を食べた」シロエたち三人がどうなったかをだ。ソウジロウとは所詮、持っている器が違うのだ。

　シロエはこの問題には深入りしないことを決意した。

　ナズナは手元の紙束に視線をおとすと続けた。

「いまこっちの耳に入ってるのは、疫病の〈典災ジーニアス〉シスラウ、醜聞の〈典災ジーニアス〉ザフン、度量の〈典災ジーニアス〉バグリスとー……」

「それに僕たちが倒した結婚の〈典災ジーニアス〉カマイサル」

「そんなところだね」

　その紙束は急遽作った報告メモのようだった。

「詳しい話はメモにまとめておいたけど。……こいつらなんなんだよ、シロ」

　ナズナの声のトーンが、一段低いものとなる。

　小さくつぶやいた言葉は「きな臭い」だった。ナズナの直感だろう。がさつでいい加減で大酒飲みでさぼり屋に見える彼女だが、勘だけは鋭いのだ。シロエは〈茶会テイーパーテイー〉時代そんなナズナに助けられたし、助けられた数の十倍は虐いじめられた。

　とはいえ、返事に困るのも事実だ。

〈ノウアスフィアの開墾〉で追加された新モンスター。そう説明するのは簡単だが、それが真相とも思えなかった。もっともシロエが知った情報の裏付けをとるあては、今のところない。多分、裏付けは取れないのではないか。そんな予感をシロエは持っている。

「……」

「敵なんですよね？　シロ先輩」

　だからソウジロウの言葉に即答することは出来なかった。

　敵なのだと思う。十中八九、シロエの道に、〈冒険者〉の未来に立ちふさがるのだろうとは思う。しかしそれが言葉どおりの意味での敵だという確信はなかった。いいやそれどころか敵ではないという予感もする。道をふさぐ倒木は障害ではあっても敵ではないのと同様に。

「こちらに攻撃を加えてくるんだから、戦わなきゃならない」

　だからソウジロウの言葉を肯定も否定もせず、シロエは言い換えた。




　しかしソウジロウの方はそれでも良かったらしい。

　安心したように大きく微笑むと「良かった。もう倒しちゃいましたし」とつぶやく。

　ああ、そうか。シロエを詰問するというよりも、すでに討伐した相手のことを心配していたのかと、シロエは納得した。

　ソウジロウという後輩は、なぜかシロエの事を慕ってくれているらしい。昔から懐いてくれていたものだ。その頃からよく〈茶会〉の活動だけではなく、パーティーを組んであちこちのダンジョンへも出かけた。ソウジロウとシロエが遊びに行く時は、直継やカズ彦と組むことも多く、当時からシロエは沙さ姫きなどのソウジロウ・ファンにねたまれたものだ。

　心優しい少年なのだ。ソウジロウは。

「でも普通のモンスターとはどこかが違う」

「こいつらも〈大災害〉の影響受けてるのかね。じゃなければ〈ノウアスフィアの開墾〉か」

　そんな考え事に気をとられていたシロエに、ソウジロウとナズナは尋ねてきた。

　二人とも聡い。事情を知らなくても直感だけでほぼ正解を言い当てている。

「その両方です」

「……ふぅん」

　シロエの返答にナズナはそれ以上問い返してはこなかった。ナズナにはシロエにはわからない進退の基準があって、そのラインより踏み込んでは来ないのだ。多分それは、彼女がシロエよりも年上な事に由来しているのだろう。

「僕らにできることは何かありますか？　シロ先輩」

　ソウジロウの問いかけにシロエは「もう少し情報がほしい。それから時間」と答えた。「この街を守ればいいってことだね」という相変わらず察しの良いナズナに、大きく頷く。

「なぁんだ。それじゃあ今までのとおりってことですね。任せてください」

　ソウジロウは、ふにゃりと力の抜けた笑顔で微笑んだ。

　脱力したような人の良いその表情にシロエはほっとするけれど、甘えてはいけないな、とも思った。

　光虫が舞う旧アキバ駅のホームを思い出す。

〈円卓会議〉を設立するために協力して欲しいというシロエの願いを、ソウジロウは理由も聞かず受け入れてくれた。

　ソウジロウの応諾の返事は軽いが、だからといって底に込められた決意や誓いが軽いなどということは断じてない。ソウジロウの支えがあったから〈円卓会議〉を立ち上げることが出来たという側面は確かにある。〈クレセントバーガー〉立ち上げ時の悪評や圧力から、〈三日月同盟〉を守ってくれたのは〈西風の旅団〉だった。シロエはそれを後から知ったのだ。詰めが甘い策士もあったものだ。シロエはただ救われている。それが温かく心にしみた。

「まあ任せておきなって。うちらも強くなってるからね」

「任せて下さい、シロ先輩」

「任せておけ主君」

　なぜだかわからないが、向こうのチームのように請け合うアカツキが面白くて、シロエはくすくすと笑った。ソウジロウもそれにつられて吹き出す。

「なんだよ、ソウジ」

「別に何でも。シロ先輩。……女の子って強いですよね」

　そりゃまあ、強いよ。強すぎだろうとシロエは立ち上がった。

　痺れる足に顔をしかめながら別れの挨拶を告げるシロエに、ソウジロウはぽつりと呟いた。

「変な敵でしたよ。シロ先輩」

〈典災ジーニアス〉のことだろう。

　記憶をたぐるようにソウジロウは眉を寄せる。

「なんていうんだろう。こっちの世界に来てから、一番、〈エルダー・テイル〉みたいでした」

「〈エルダー・テイル〉みたい……？」

「ええ。もちろん初めて見るし、奇妙な攻撃をしてくるし、強かったんですけれど」

「そうそう〈大地人〉よりよっぽど、なんていうかさ」

「ゲームみたいでした。〈エルダー・テイル〉のモンスターを倒したみたいな、すかすかした感じの敵でしたよ」

　ソウジロウの言葉はいつも感覚的だ。なまじ一足飛びに正解へと辿り着く能力があるだけに、その過程をわかりやすく説明する事が苦手なのだ。

　しかしシロエはその言葉を胸に刻んだ。

　きっとそこには汲み取るべきなにかがあるからだ。




　　　▼６




〈西風の旅団〉のギルドハウスを出る頃には、既に空が茜色に染まっていた。

　元の世界ほどではないにしろ、日暮れ時でもアキバの街は賑やかだ。

　宿を探す行商人。

　夕食の惣菜を売る味自慢の屋台。

　郊外のフィールドから拠点へと戻る〈冒険者〉たち。

〈冒険者〉や〈大地人〉が雑多に行き交う人混みの中を、シロエとアカツキは並んで歩いた。

　行き交う人々を漠然と眺める。オレンジ色に染まるその景色に、ソウジロウの「〈エルダー・テイル〉のような」という言葉が重なった。それはディスプレイ越しに眺めているしかなかったあの時代のことを指しているのだろう。しかしいま目の前にあるこの雑踏はゲームのそれとは思えなかった。

　何がソウジロウにその言葉を選ばせたのだろう。シロエはまだ〈典災ジーニアス〉にふれていない。だからソウジロウがなにを言いたかったのか、何を感じていたのかは、わからなかった。

「主君」

　十分ほど歩いただろうか。

　シロエはその時間経過を、時間感覚というよりは場所移動の結果として知覚した。

　思索に落ちていたシロエをすいくあげたのは、問いかけるようなアカツキの声と、シロエの袖を引っ張る、可愛らしい動きだった。

　いつの間にか、彼女の存在を忘れていたことに気がつき、シロエは立ち止まった。

「ん？　なに？　アカツキ」

　シロエの顔を下から覗き込んだアカツキは、思案顔で「主君はお疲れか？」と問いかけてきた。

「え？　なんで？　そんなことないよ」

「そうか」

　とっさに答えたシロエの返事に、アカツキも、いつものように言葉少なく返事を返した。〈大災害〉直後であれば、シロエの方も会話をつなげようとがんばっていたのだが、いまではそう思うことも少なくなった。アカツキは多分、しゃれた会話を求めているわけではないのだ。ただ本当に心配してくれただけ。いまのシロエにはそれがわかった。

　浜辺を歩いたあの時のような気分で顔を上げると、夕暮れのアキバは美しかった。




　昨日降った雨のせいだろうか、四月の緑はことさらにつややかで、茜色の夕日をキラキラと反射している。気の早い居酒屋がオレンジ色の〈蛍火灯〉をともし呼び込みを開始すると、二、三人の冒険者がその店へと入っていった。

　中央通りは地球の秋葉原のそれに比べて、古代樹や苔むした廃棄車両があるために、見通しは悪い。しかしコケに覆われた路肩には串焼きや揚げ物を並べた屋台が並び、温かな雰囲気を醸し出している。

　これがアキバの街の夕暮れなのだ。

　シロエとアカツキは立ち止まったまま、それをしばらく眺めていた。

　袖がつんつん、と引かれ、「美味しそうな匂いもする、主君」とアカツキが囁いた。

　それはきっとあげ饅頭の匂いだろう。

　シロエはそんなアカツキの反応が面白くて小さく笑った。

「別に買って欲しいという意味ではないからな。主君」

「そう思った訳じゃないよ」

「ならいい」

　そう答えてシロエは先ほどの〈西風の旅団〉での一幕を思い出した。

　こんなふうに言葉少なで、どちらかといえば人見知りのアカツキが、先ほどナズナとは随分親しげだったようにおもう。以前からそうだったわけではない。少なくとも、シロエがアキバを出るまで、アカツキが〈記録の地平線ログ・ホライズン〉以外の人と積極的にからむことはなかったように思う。

「ナズナと遊んだりするの？」

「うむ。ナズナは美味しいご飯屋にくわしいのだ」

「そっか」

　心なしか弾んだ口調のアカツキに、シロエは頷いた。

　どうやらアカツキの交友範囲は広がっているようだ

「ナズナだけではなく、リーゼや、ミカカゲや、姫とも行く」

「そうなのか」

　頷きながらも、シロエとしては、かなり驚いていた。

　もちろん驚いたところを見せるとアカツキがすねるのはわかっているので、表情には出さない。出さないが、それはなかなかに画期的な進歩だと言えた。アカツキが挙げた名前は、〈西風の旅団〉〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉それに確か〈ロデリック商会〉のメンバーを含んでいる。あげくにレイネシア姫だ。

　北の地へ供く贄にえ一族との交渉へ出かける前、シロエはアカツキにレイネシア姫の護衛を依頼したことを思い出した。

「主君がいない間にいろいろあったのだ」

「そっか」

　シロエが〈奈落の参道アビサルシヤフト〉で様々なものを得たように、アカツキもアキバで多くのものを手にしたのだろう。

〈大災害〉以降、変わっていったのは技術や自治組織やモンスターだけではない。

　シロエたち自身も変わっていくのだ。それは、レベルの変化や口く伝でんの取得といった意味だけではない。むしろ人との繫がりという目には見えにくいものだ。いままでそういう視点で考えたことのなかったシロエは北への遠征を思い出した。

　ずっとついてきてくれた親友直継。あっというまに親しくなっていまではギルドハウスの主のような顔をしているてとら。〈シルバーソード〉のギルドマスター、ウィリアム。供贄一族の菫きん星じよう。魔法学者のリ＝ガン。そしてデミクァス。

　良い出会いも悪い出会いも響き合い、いまに繫がっている。

　きっとそれらは無駄ではないのだ。

　シロエが見下ろすとアカツキが「うん」と答えた。夕日がゆっくりと沈んでいく。夕飯のためにギルドホールへと帰る時間だ。




「シロエさーん」

　二人がギルド会館の前に差し掛かったとき、アカツキとは別の少女の声が響いた。

「ミノリ」

　小走りに二人に駆け寄ってきたミノリは、冒険に出るときの巫み女こ装しよう束ぞくではなく、ブラウスにネクタイを締めた私服だった。

「むう。いい雰囲気だったのに」

「シロエさん、アカツキさん、今帰りですか？」

　弾むような足取りで二人にならんだミノリは、アカツキと反対側から、シロエを見上げてきた。笑顔のミノリは今日も機嫌が良いようだ。

「そうだよ。ミノリはバイト終わった？」

「ええ。今日はお土産もらっちゃいました」

「今日も、だ」

　アカツキは憮然とした口調でミノリの言葉を訂正する。

　ミノリは両手に、食材や薬品などでぱんぱんになった袋を持っていた。

　彼女のアルバイト先、〈生産系ギルド連絡会〉や〈円卓会議冒険斡旋所〉で渡されたものなのだろう。

　年齢に似合わず高い事務処理能力を誇るミノリは、これらの職場でも一級線の戦力として重宝されていると聞いている。気立てもよく、折り目正しい彼女は、窓口でもアイドルなのだそうだ。

　袋からあふれて落ちそうになる荷物をアカツキがすばやく押さえて、ミノリに大丈夫か尋ねる。お見合いのような体勢で固まる二人に「持とうか？」とシロエが尋ねるが、ミノリは見せたい物があるようだった。

「へいちゃらです。なぜなら、むふん」

　と、ミノリは肩から下げたバッグにあふれかけた荷物を手際よく押し込むと、その奇妙な布袋を見せびらかすように両手で差し上げた。

「わたしの〈魔法の鞄マジツク・バツグ〉ですっ」

「おお！」

　ミノリの満面の笑みに、シロエとアカツキもつられて微笑む。




　彼女たち年少組はとうとう〈魔法の鞄〉を完成させたのだ。こうして毎日のように使っているミノリだけではなく、トウヤも、五十鈴も、ルンデルハウスも。〈三日月同盟〉のセララもが〈魔法の鞄〉を入手した。

　それどころか、ミノリたちの一行は、小さくない恩恵をアキバの街に与えたのだ。

　ミノリたちが持ち帰った呆れるほどの〈鋼尾翼竜ワイヴアーン〉の皮はアキバの街の低レベル〈冒険者〉に〈魔法の鞄〉を普及させた。本来であればクエストを受けて一人一個までしか作れないはずの〈魔法の鞄〉だったが、カラシンが〈大地人〉の職人を説得して、クエスト受注のレベルを下げてもらったらしいのだ。製作料金さえも〈第八商店街〉が出したおかげで、アキバの街では一番の新人でさえ、自分なりのデザインの〈魔法の鞄〉を所持出来るようになっている。

　その〈鋼尾翼竜ワイヴアーン〉との戦闘も、沢山の出会いも、割り切れないような葛藤も、シロエはミノリの口から幾晩もの時間をかけて聞かされた。

　あの旅路で彼女たちは多くを経験した。楽しいだけではなく、苦しくて張り裂けそうな気持ちも味わった。それでもミノリたちはこうして笑っている。

　率直にすごいとシロエは思った。

　自分がその旅に参加していたとしても、ミノリやトウヤほど優しくなれたかどうかわからない。五十鈴やルンデルハウスほど勇気を振りまいて〈大地人〉を鼓舞出来たかどうかといえば、無理ではないかと思う。

「ほほう！」

　アカツキは年上ぶってくるんと回るミノリを見つめている。

「ミノリがデザインしたの？」

　シロエはカラシンから聞いて知っていることだが聞いてみた。よくわからないが手足のようなものがでろんと生えたミノリデザインの〈魔法の鞄〉は前衛的だ。「そうなんです！」と満面の笑みで話し出すミノリに、アカツキは「すごいな！　ミノリ！　女子力高めだな！」と意気投合している。

　シロエはその光景をなんだかまぶしいような気持ちで見つめた。

　やっぱり、変わっていっている。それは多分良いことなのだと、ふたりをみているとそう思えるのだ。

「ついでだし、お土産も買っていこうか」

「賛成です！」

「主君、わたしはあんぱんを所望する」

「アカツキさんはあんぱん好きですね」

　甘やかすわけではないがお土産を提案するシロエに、打てば響くように答えが返った。チームワークも向上して喜ばしい。が、シロエはテイクアウトを希望した。テイクアウトであれば、直継やにゃん太班長と一緒に食べられる。二人の攻撃を一人で受け止めずに済むはずだ。

「うむ、至高の甘味なのだ」

「たまには、ゼリーとかにしませんか？」

「ミノリはあんぱんに不満か」

「そういうわけではないですけど、その。バリエーション的に」

「むむむっ」

　ミノリとアカツキのやりとりは軽やかに続いた。互いにどこか遠慮していた様子がずいぶんとなくなっている。同じギルドハウスに暮らしているのだから、打ち解けていくのだ。こんな小さなところにも変化はある。

　自分をはさんで左右で会話するのさえ避けてくれれば完璧なのに。

　シロエはそう考えて眼鏡の奥で情けなく微笑んだ。

　一応そんな事を考えてはみたが、言っても聞き入れてもらえないのはわかっている。そもそも女性というのは機嫌が悪い時はこちらの言い分を意図的に曲解するし、機嫌が良い時はスルーするのだ。インティクスがそうだった。

〈彼女〉のほうはといえばいつでも上機嫌で話自体を聞かない。

「両方買っていけばいいじゃない」

「そうですよ、アカツキさんっ」

「仕方ないか」

「僕イチゴショートがいいな、いいな。シロエさん。ぼくにもご馳走しようそうしよう！」

　何とか上手い着地点を模索していたシロエを横合いから盛大に邪魔した可愛らしい声の持ち主はてとらだった。いつもどおり小さなシルクハットをピンクの髪にちょこんとのせた、コケティッシュアイドルの姿だった。

「むはーん！」

　シロエの腰にタックルをするような格好で飛びついてきたてとらをアカツキは引きはがそうとする。

「主君にくっつくな。半分アイドルめ」

「半分じゃないよ、ぼく完璧だよ英語で言うとパーフェクトだよっ。銀河と言えばギャラクシーだよ！　シロエさんだってくっつかれてうれしいと思ってるよ」

「思ってないよ」

「こんな時だけ決断力あふれる返事！」

　信じられないものを見たような様子でのけぞって驚くてとら。何事においてもオーバーリアクションなのがこの自称アイドルなのだ。ギルドに入って日が浅いにも関わらず、そんなキャラクターでてとらはすっかり〈記録の地平線ログ・ホライズン〉に馴染んでいた。

「えー、そう思われてたのか僕……」

「むう。ほら、シロエさん。加奈子さんのとこいきましょう！」

「主君、あんぱん屋がまってるぞ」

「うわあ、ショートケーキも買ってよー！」

「季節限定だ。さくら餡パンだ、今食べなくていつ食べるのだ」

「わかった。シロエさんを三人で引っ張って、最後までもげなかったひとのお願いをかなえてもらおうよ！」

「えっ!?　それじゃわたし左足がいいです」

「じゃあわたしは右足だ！」

　どんな拷問をする気なのだ。

　シロエは苦笑いを浮かべて肩をすくめた。

　三者三様の賑やかな声を聞きながら、シロエは紫色に変わりつつある空を見上げる。

　考えなければならないことは多い。こんな小さな幸せが切なかった。世界に黄昏たそがれが迫っている。シロエはただの大学院生なのにそれを知る立場になってしまった。

〈冒険者〉には死亡終了デツドエンドはない。

　しかし時間終了タイムアツプはあるのかもしれない。シロエはその予感をかみしめた。





































　　　▼１




　油と香辛料の香りが立ち込める広間の中を、給仕の〈大地人〉たちが右へ左へと駆け回る。彼女らには〈黒剣騎士団〉の〈冒険者〉たちから注文がひっきりなしに乱れ飛んでいた。

　慣れない〈大地人〉相手の訓練は、ともすれば冒険以上に疲労する。そして、疲労を癒すのはうまい飯と相場がきまっている。〈黒剣騎士団〉団員たちの食欲は、大規模戦闘レイドのエネミーをたいらげる勢いにも負けず旺盛だった。

　それは、ギルドマスター、アイザックとて例外ではない。よく動き、うまいものをよく食べる。それは、レベルによって身体性能が左右されるこの世界においても、体力作りの基本だと彼は考えていた。

　分厚い肉にナイフを入れたところでアイザックのテーブルに音高く書類が置かれ、テーブルの上の麦酒が波立つ。

「こんばんわー。アイザックさん」

「おう？　おう。カラシンじゃねえか」

「よいしょっと」

　悪びれもせず、生産系ギルド〈第八商店街〉のギルドマスター、カラシンはアイザックの向かいに腰掛けた。

　騒がしかった店内がにわかに静まる。〈黒剣騎士団〉は、どちらかといえば体育会系、上下関係を重んじるところのある集団だ。ギルドマスターと同じテーブルに勝手に座るような真似をすれば、団員であれば目端のきく先輩にこってりしぼられることになる。

　まして、カラシンは「他所者」だ。〈円卓の十一人〉の一人とはいえ、〈黒剣騎士団〉の基準からすれば軟弱な優男でもある。

　団員の数人が席から腰を浮かしたのを、アイザックはつまらなそうに手で制した。

　周囲の様子を知ってか知らずか、相変わらずの営業スマイルを向けてくるカラシンにアイザックは肉の突き刺さったフォークを向ける。

「お前、最近気やすいな」

「そういうの気にするタイプじゃないでしょう？　アイザックさん」

「まあそうだがよ。こっちじゃなくてお前の話だよ」

「あはははは。ボクだって相手は選びますよ」

「ったく。へらへらしてわかんねえ奴だなあ」

〈第八商店街〉は生産系ギルドの中でも、特に〈大地人〉たちとの交易に力を入れているという。そのギルドマスターであるカラシンは、海千山千の〈大地人〉商人たちと渡り合っている食わせ者だ。

　トレードマークの帽子を脱いで、カラシンは近くを歩いている〈大地人〉に声をかけた。「ああ、ぼくも冷たいのとメバルフライ」

　お仕着せの服を着たウェイトレスは、手元のメモに注文を書き取ると、一礼して厨房へ向かっていった。どうやら〈冒険者〉風の作法を徹底しているらしい。

「旨ーぞメバルフライ」

「ですよねー。それが楽しみで来てるようなもんで」

「今日も出稼ぎか？」

「出稼ぎなんて言わないで下さいよー。ここはわれら〈第八商店街〉初の支部商館なんですから。様子くらい。それに帳簿だって見ないとね」

　この食堂は、マイハマに置かれた〈第八商店街〉の出先とでもいうべき商館に併設されたものだった。〈自由都市同盟イースタル〉の盟主たるコーウェン公のお膝元に支部を置くことにあたってはいろいろと面倒な交渉があったようだが、その立役者がカラシンだったらしい。最大手の〈海洋機構〉でも、様々な先端技術を保有している〈ロデリック商会〉でもなく、〈第八商店街〉の支部が置かれたことに文句が出なかったのは、そういった背景があるからだと、レザリックが話していた。




「アキバから遠いわけでもないですしね」

　カラシンに水を差し出し、レザリックが二人の脇に腰掛けた。

　大規模戦闘レイドの資材用意の関係で、レザリックとカラシンは付き合いが長い。特に〈大災害〉後は、個人的に様々な情報交換をしていたと聞いていた。

「ええ。僕一人ならね。〈巨大梟ジヤイアントアウル〉でひとっとびです」

「お前アウルなんて乗ってるのか」

「大手ギルドならどこでも〈鷲獅子グリフオン〉持ってるわけじゃないんですよ。あれはレイドギルドだけです」

〈鷲獅子グリフオン〉と比べると、〈巨大梟ジヤイアントアウル〉は速度も航続距離も劣り、〈再使用規制時間リキヤスト・タイム〉も長い。レイドクエストで入手できるために利用者は〈鷲獅子グリフオン〉より多いが、アイザックにしてみれば「ぬるい乗り物」だった。

「お前ら弱っちいからな」

「そうそう、弱っちいんですよ。アイザックさんたちの料理の値段百倍にしますよ」

　笑顔はそのままに、カラシンはしれっと言ってのける。

「くっそおめえ」

「そういうのはどうでもいいんですけどね」

　アイザックの言葉を、レザリックが淡々と遮った。

「おいぃ」

「どうでもいいですよね」

「ええ」

　こいつもレザリックと同類だ、とアイザックは判断する。自分の爆発の寸前でひらひらと身をかわす、鈍感なんだか糞度胸があるんだかわからない野郎。そしてアイザックはそんな相手を見直しつつあった。

　ウェイトレスが湯気を立てている皿をテーブルに載せる。白い皿に、きつね色にあがったメバルフライと刻みキャベツ、こんもりと盛られたタルタルソースが食欲をそそる。

「お。うまそう。あつっ」

　フォークを差し込むと、ザク、と音を立てて衣が裂ける。玉ねぎいっぱいのソースをつけて、カラシンは勢い込んでそれを頰張った。

　しきりに頷きながらたちまちフライをたいらげたカラシンを見て、アイザックは鼻を鳴らす。レザリックはウェイトレスにもう二皿メバルフライを追加注文した。

「ったくおめー、邪魔しに来たのかよ」

「そんなわけないです。仕事ですよ、一応ね。はい」

　腰の書類鞄から、カラシンは一枚の書類を取り出す。アイザックはそれを受け取ると一瞥もせずにレザリックに手渡した。

「〈円卓会議〉ですか」

「まあ、ゆくゆくは」

　副官の言葉に、アイザックはカラシンの皿からフライを一つとりながら問いかけた。

「んじゃいまはなんだってんだ？」

「当面の話は、〈典災ジーニアス〉とかいうモンスターですかねえ」

　ウェイトレスが新たに運んできたメバルフライの皿から、カラシンはフライを一つ突き刺して取りつつ答える。

「ああ、耳にゃしてるがよ。なんだそりゃ……？」

　アイザックは減った方の皿をレザリックに回し、手元に熱々のフライの皿を引き寄せた。レザリックはため息をついて、自分の皿から数尾ずつアイザックとカラシンにフライを取り分ける。

「僕だってわかりませんよ。それに〈大地人〉さんも戦争気分っていうか」

「……西が集めてるっていう兵隊か」

　ミナミの〈冒険者〉と西日本の大地人組織〈神聖皇国ウェストランデ〉が手を組み、軍事を増強しているという情報は〈円卓会議〉の懸案の一つだった。

「そうです。もうね、面倒事ばっかり起こしてあっちの連中は。こっちはこっちで福祉だ、予算だ、平等だ」

「アインスの野郎面倒くせえな」

「まあそれでも顔つき合わせて何とかやってくしかないんですけどね」

「ふぅん」

　アイザックはメバルフライの最後の一尾を口に運ぶと、改めてカラシンの顔を覗き込んだ。

「なんですか、それ。アイザックさん」

　ひょろりとした優男で、いつもへらへらと笑っている。女に甘くてすぐ鼻の下を伸ばして、おしゃべりで上っ面の関係でわいわいやっている。小器用に振る舞って、物事のおいしいところばかりかっさらっていく。そんな軟派男の見本みたいなお坊ちゃん。最初は、そういうふうにみえていた。

　アイザックが元の世界にいた頃、彼自身はそういう男が気に食わなかったし、そういう男たちも、アイザックに近寄ってはこなかった。お互いに別の世界の人間で、それはもう、そういうものだと思っていたものだ。

　だがどうして、話してみればこいつにもそれなりの筋がある。軽いなら軽いなりにふわふわとあちこちを渡り歩く。柔らかいなら柔らかいなりに、緩衝材として両者の間に入りこむ。アイザックがしない戦い方をこの新しい世界でカラシンはしているのだ。それがわかったから、頭ごなしに叩きのめすことが出来なくなった。

「いや、おめえも、雑魚ざこじゃねえんだよなあ、と思って」

「ひどいな!?　それ！」

「まあ、いいじゃねえか」

「まーなんすか。これでも自治組織やってるわけですしね。放り投げるの簡単ですけど、もっかい作るの、大変でしょ？　〈円卓会議〉」

「まあな」

「アイザックさんもだから働いてくださいよー。ねえねえ」

「あーあー。うるせえよ、商売人。お前の声、頭の骨に響くってんだよ」

「僕をぶった切ったら二つに分裂して左右からサラウンドでおしゃべりきかせますからね」

　眉を撥ね上げたアイザックと、笑顔のカラシンが睨みあう。

　しばしあって、二人は同時に吹き出した。

「お前みてえな奴は身の回りにいなかったからよ。もっとビビり屋だとおもってたぜ」

「ぼくだってギルドリーダーですからそうそう小さくなってばかりもいられないんですよう。やれやれですよ。それにまあ、こっちだってアイザックさんのことはゴリラ八割人間二割だと思ってましたしね」

「実際はどうなんだ」

「コメント控えます」

「アイザックくんはだいたいゴリラじゃなくてほぼゴリラですからね」

　アイザックのグラスに麦酒を、カラシンに水を注いでレザリックが付け加えた。

「ってレザ、おめえ、どっちの味方だ」

　真面目くさったレザリックの口元が少しだけ緩む。カラシンが手を叩いて笑い声をあげ、波紋が広がるように、周囲のテーブルは賑やかな笑い声に包まれた。

　その渦に紛れるように、カラシンが小声で囁く。

「うすうす感じているでしょうが〈ウェストランデ〉の雰囲気が悪いです」

「ああ」

「軍の編成を進めているという……」

「〈円卓会議〉と〈Plant hwyadenあつち〉がやり合うことはないと思うんですけど、無関係でいられるかっていうと」

「難しいでしょうね」

〈円卓会議アキバ〉と〈Plant hwyadenミナミ〉は、表立って敵対関係にはない。だが、それぞれの同盟相手である、〈自由都市同盟イースタル〉と〈神聖皇国ウェストランデ〉が、万が一衝突したとしたら。

　知り合いが殴られて、知らん顔を決め込めるのか、という話だった。そのくらいは、アイザックにも直感的に理解できる。

「シロエのやつは、この絵が見えていて、俺たちに〈大地人〉騎士団のレベルアップを頼んだと思うか？」

「ありうる話ですよ。なんといったってシロエ殿腹ぐろですからねえ」

「その辺も聞いてみないとな」

　アイザックの言葉に、カラシンはにやり、と口元をつり上げた。

「じゃあ、〈円卓会議〉出席、と。アイザックさんはこのマイハマで任務中ですけど足あるでしょう？　なんせレイドギルドなんですから」

「ああ。あるぜ〈鷲獅子グリフオン〉な」

「彼女いないですけどね」

　召喚笛をぶら下げるアイザックに、レザリックが混ぜ返す。思わずアイザックの言葉が詰まった。

「女なんてのはな！　いいんだよあんなん。付き合ってやってもすぐ別れ話だなんだ、面倒くせえ」

「あははははは。企画します？　合コン」

「マジかよ!?」

「ええもちろん。ぼかあ、その道は詳しいんですよ」

「カラシンさんも彼女いないじゃないですか」

　レザリックの返す刀にばっさりと切られたのは、今度はカラシンの方だった。

　確かに、相手がいるなら合コンそのみちの百戦錬磨の勇士になるわけもない。カラシンが〈三日月同盟〉のマリエールにほの字だったのは、〈円卓会議〉では公然の秘密だったし、それが空振りに終わったことも同様だった。

　まあ、もっともそれを指さして笑えるほど、アイザックだって恵まれた立場ではない。この歳まで遊んでいれば、それは、そういう関係の異性の五人や十人はいるのだが、そういう関係になって幾晩か経つと決まってふられてしまうのだった。すっきりすると女の扱いが雑になる、ということらしい。

　カラシンをバカにできるようなアイザックではないのだ。

「ぶはははは！　こいつ、チャラ系のくせに女いねえとか！」

　だがそんなことは気に掛けず、アイザックは大きな口で笑ってやった。

「そうゆうのは合コンには関係ないんですよっ」

　ポーカーフェイスが崩れ、目を白黒させて反論するカラシン。

　それを見て溜りゆう飲いんを下げたアイザックは、温ぬるくなった麦酒を一息で飲み干した。気にくわないところだってたくさんあるが、だがだとしたところで、バカ話をして酒を飲むのに問題があるほどではない。

　アイザックが麦酒から切り替えた蒸留酒に、カラシンはけなげについてきた。

　面倒事が沢山あるとしたって目の前を楽しめないなんてことはない。人生は大体のことが面倒臭いのだ。目の前の酒をふいにするのは馬鹿のやることといえる。

　その夜二人は、酒場の石床に寝転がるまで杯を重ねた。

　カラシンの女の好みを笑いのめしたことだけは、楽しい記憶としてアイザックに刻まれたのだ。




　　　▼２




　アキバギルド会館。それはアキバの中でも最も高いといってもよい建物だった。地球世界の高層ビルには比べるべくもないが、高層建築がことごとく廃墟化されたこの世界においてはそもそも十階を超える建築物は珍しい。

　視線を遮るものの乏しいイースタルで、アキバの空を風が渡ってゆく。その風を受ける黒曜の石碑のような中心が、このアキバギルド会館。〈円卓会議〉の本拠地だ。

　その大会議場、古いにしえの姫をかたどる石像が見下ろす中にアキバを代表するギルドマスターが顔をそろえていた。〈円卓会議〉に参加する十一人はいつの間にか「デクリメント」と呼ばれていた。十二人ではなくひとり欠けるという意味だ。

〈黒剣騎士団〉の総団長、〝黒剣〟のアイザック。

〈西風の旅団〉の剣聖ソウジロウ。

〈海洋機構〉の〝豪腕〟総支配人ミチタカ。

〈ロデリック商会〉の〝妖精薬師〟ロデリック。

〈第八商店街〉を率いる広域商人カラシン。

〈三日月同盟〉のマリエール。

〈ＲＡＤＩＯマーケット〉の凄腕〈機工師〉茜屋。

〈記録の地平線ログ・ホライズン〉の鬼謀シロエ。

　そして〈ホネスティ〉からはアインス。

〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉のギルドマスターにして〈円卓会議〉代表を務めるクラスティは行方不明となり、また遠征軍への補給任務中のため〈グランデール〉のウッドストックはこの場にはいない。

　三つの席が欠けた〈円卓会議〉は、アインスにとってその数以上に不完全な印象を与える場となっていた。




「シロエ殿の計画がうまくいったのは重ちよう畳じようというほかないな」

「えー、ほんとうにありがたいですよ。これでボクらは干上がらないで済む。円卓会議の財政は帳簿上は破綻してましたからねえ。大手ギルドからの貸付で保ってたようなもので」

　茜屋の重々しい言葉にカラシンが軽薄な口調で相槌をうつ。しかし内容のほうは重いものだ。

「でも、これでほっとできるんやろ？」

「アキバ周辺ゾーンの解放は実施済みです。東北方面に向かってゾーンの購入および権利破棄をすすめている感じですねー。このまま所有禁止のゾーンが増えていくでしょう。購入可能であるってのは、今後を考えるとおっかないですからね」

　去年の秋口から〈円卓会議〉でもっとも重大であった問題。すなわち、ゾーンの維持費による財政圧迫は、〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のシロエによって解決の方向に向かっていた。そのせいで、会議には少しだけほっとした空気が流れている。

　維持費の総額は月間でも金貨数百万枚。〈円卓会議〉の予算を圧迫という表現では生ぬるいペースですりつぶしていた。アキバの路上空間全てをゾーンとして購入していたというのが最も大きな負担要因だ。

「すみません」

「シロエさんを責めてるわけじゃないですよう。ま、シロエさんほど善意の人ばかりじゃないっすからねえ」

　しかし「ゾーンを購入しない」という選択肢はなかった。

　謝罪はしているが、シロエは事実、このアキバギルド会館を購入し、アキバ〈冒険者〉一万数千の生殺与奪の権を握った。それが〈円卓会議〉設立のきっかけになったのは有名な話だ。そして、そうした重要施設はいくつもある。〈大神殿〉や中央商業施設、アキバ全域などは同じ程度の強制力を購入者にもたらすだろう。

　それらのゾーンは〈円卓会議〉成立後早い時期に購入された。誰に、という想定をはっきりとはせぬままにただ焦慮とあやふやな恐怖によって購入を強いられたといえるだろう。その後もアキバ周辺へ購入地域を広げていった。アインスは、これらが間違いだったとは思わない。必要な処置だったと思っている。その証拠に〈ホネスティ〉からも相応の資金拠出を行なったのだ。そしてその気持ちは〈円卓会議〉に属するその他すべてのギルドも同じだった。

　しかしそれらの負担が重くのしかかり、アキバの資産を圧迫したのも確かだ。〈冒険者〉の資産が多く、負担に耐えることが可能だったために問題が表面化しなかっただけのことだ。

〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のシロエはその問題を「一度購入されたゾーンの売却、および購入禁止処理」という荒あら業わざで解決した。土地ゾーンの持ち主をこのヤマトというサーバーそのものにするという手法だ。その初期費用としてまとまった資金も〈供く贄にえ一族〉から引き出した。この一件はアキバの一般の〈冒険者〉には知る者は少ないが、〈円卓会議〉参加ギルド上層部であれば知るところである。

　アインスももちろんその策には感心し、感謝している。

　だが、解決されたからこそ次の問題が出てきてもいるのだ。




「財政に余裕ができたのであれば、かねてから提案していた案件の議論を進めていただきたい」

　巨大な円卓に乗り出すように立ち上がったアインスは声を上げた。

「案件って、あれか」

　苦虫をかみつぶしたような表情のミチタカが、ちらりと横目でロデリックを見やる。ロデリックは視線をそらし、カラシンもややあきれた表情だ。アイザックはいつもどおり腕を組み不機嫌そうな表情であり、言葉をさしはさむ者はいない。

「えーっと……。提案ってなんでしたっけ？」

　空気を読まないソウジロウが、にこりと笑ってシロエに問いかける。

「アインスさんが提出した、情報公開と再分配に関する提案だ」

　アインスはシロエの答えにひとつ頷くと先を続ける。

　この場にアインスの焦慮を共有するギルドマスターはいない。

　それがアインスの胸を暗い感情で満たした。ここに集まっているのは「アキバを代表する著名ギルドの主幹」である。彼らがこの問題を正しく感じ取ることができないのは仕方ないのかもしれない。しかし、だからといって放置できないことを伝えなければならない。

「現在このアキバの街では急速に格差が進行しています。新しい技術開発ができる者やフィールドで狩りができる者は富を増やし、そうでないものは最低限の稼ぎを日々の暮らしで失っています。彼らの財産の差は急激に拡大している」

　一同はアインスの言葉に耳を傾けてくれている。

「これは問題です。どうにかしなければならない。口く伝でんも問題です」

「え！　なんで口伝が問題なんですか!?」

　素っ頓狂なソウジの疑問の声に、ミチタカが「提案書に書いてあるだろ」と返す。そう、ミチタカをはじめ、ここに集つどうギルドマスターのすべては誠実なのだ。それは疑いを容れることができない。アインスの意見に耳を貸すことをためらわないのだから。

「口伝や新商品開発などが目下問題にしている経済的な格差を引き起こしているのです。大規模ギルドはその規模を活かして事業、つまりは収入を拡大しています。それらは是正されなければならない。現在円卓には約四十種の口伝が報告されています。これらの情報を広く一般に公開すべきです。また生産系のレシピも」

「おいおいおい。ちょっとまてよ。レシピってのは〈エルダー・テイル〉のそれじゃなく、〈大災害〉後のアイテム作成方法だろう？」

「そうです」

「そいつはいくらなんでも無理だ。〈大災害〉後のアイテム作成は試行錯誤なんだぞ！　ラーメンひとつ、石鹼の作り方ひとつだって、職人が一生懸命考えだして、独自に工夫を加えたものなんだ」

「口伝もそうですよ。そもそもあんなもの、公開したからってどうなるものでもないでしょう？」

　ミチタカとソウジロウの反論を、アインスはこわばった表情のまま受け止める。予想はしてたが、焦りすぎたのだろう。レシピや口伝の公開は難しい。しかし、できればそのほうがまだソフトランディングができるというのがアインスの考えだ。

　しかしそれが無理であるというのならば、別の手法を検討してもらわなければならない。

「それが無理であるならば、資産の再配分を検討すべきです」

「再配分、ですか……」

　シロエも厳しい表情で何かを考える。

「そうです。ギルド会館の銀行に資産を八万ゴールド以上預金している〈冒険者〉はその余剰分を〈円卓会議〉会議で没収」

「没収なんー!?　そんなのえらい騒ぎになってまう！」

「そのうえで、没収分を資産が少ない〈冒険者〉を優先的に、資産額に応じた配分を」

「おい」

　その提案に待ったをかけたのはアイザックだった。

「さっきから聞いてりゃ、ずいぶん自分勝手な話をしてるんじゃねえか？　アインス」

「そうでしょうか？」

「金にせよ口伝にせよメシの作り方にせよ、それぞれががんばって手に入れた、それぞれのもんだろうが。そいつを取り上げたら大騒ぎになる。それがわからないお前じゃねえだろ？」

「しかし今無気力になって膝を抱える人がいるんですよっ!?　彼らを救わないでなんの〈円卓会議〉ですか」

「手は打ってる。街中は安全だし、周辺のＰＫはなくなった！　狩りだって商売だって自由にできる」

「ミチタカ殿は持てる側だからそう言うのです」

「そうかもしれねーが、んじゃ、アインスよ。聞くが、その座り込んでる連中、レシピとカネ渡したら元気百倍で動き出すのかよ？　お前がそれを保証できるのか」

　アインスはアイザックの瞳を見つめて、その拒絶に絶望を見た。

　結局問題は、危機感なのだ。

　アインスの危機感は〈円卓会議〉で共有されていない。だからアインスの言葉は届かない。何をどう語っても無駄なのだ。その前提が、伝わっていないのだから。

　かつて、アキバには恐怖があった。

　いうまでもなく〈大災害〉によってもたらされたものだ。その中心は未知の大事件によりこの恐ろしい世界に巻き込まれてしまったということであるが、無視できない大部分は、〈冒険者〉そのものでもあった。

　法というものを持たない荒廃したこの世界において、自分を傷つけるものは自分たちと同じ〈冒険者〉なのだ。いや、実際に傷つけるかどうかは重要ではなかった。その可能性が存在するというだけで、現代社会を生きてきた地球人である〈冒険者〉にとっては耐え難い苦痛だったはずだ。

　鬼謀の青年シロエが〈円卓会議〉を立ち上げることができた背景には、この感情がある。アキバに住む大多数の〈冒険者〉が互いへの恐怖を感じていたからこそ無意識に安定を求めた。つまり恐怖が〈円卓会議〉を作り出したのだ。

　その後のゾーン買収も全く同じだ。「どこかの誰か」に自分たちの生存権を奪われるかもしれない、そんな恐怖がアキバを中心としたゾーンを買い占めるという行動に〈円卓会議〉を駆り立てた。この恐怖は無意識であるにせよ、〈円卓会議〉が共有するものであった。だからこそその方針が可決されたし、負担が重くても実行されてきたのだ。



















「しかし、この問題を放置するわけにはいかない」

「それはわかるんやけど」

「開発レシピを公開すれば技術者たちのモチベーションがたもてませんよ」

「日銭稼ぐのってそんなに難しいっすかねえ」

「格差、格差っていうが、おれらは同じ〈冒険者〉なんだぜ？」

　アインスはにわかに騒がしくなる会議場の中で唇をかみしめた。

　アインスは現在の話をしているわけではないのだ。未来に属する話をしている。ほかのギルドマスターは本当にわかっていないのだろうか？

　恐怖に駆られた〈円卓会議〉は多くのゾーンを買収していた。その資金は、主に大手ギルドから供与されていた。大きな資産をもつ〈冒険者〉が一致団結して供与していたために、それは図らずも資産を持つ〈冒険者〉から公共への資産転移となっていた。企まずとも多くの資産を持つ〈冒険者〉がアキバの街のために寄付をしていたような状況だったわけだ。

　その状況下でもアキバの街では持つ者と持たざる者のあいだに溝が広がっていったということに注目すべきだ。もし仮にゾーン買収に費やされていた、高レベル大規模ギルド〈冒険者〉の資産が、それぞれ自分のために使われたらどうなるのか？　その恐ろしさにアインスは目がくらむ思いだった。




　この世界は、アインスに言わせればあけすけで不安定すぎる。

　お前はレベル九〇だ。すばらしい。

　お前はレベル三二か。雑魚だな。

　そういうレッテルを二十四時間首からぶら下げて歩かなければならないのだ。格差が存在することと、それを四六時中突きつけられるのは、全く別のことだ。

　それはレベルだけの話ではない。装備であってもそうだし、サブ職の技量であってもそうだし、商売の結果や狩りの結果でもそうだ。常に突きつけられ、そこから逃れようがない事が問題なのだ。

　人口もそうだ。現在アキバの街には、アインスの把握する限り一万数千人の〈冒険者〉しか存在しない。これは恐ろしく少ない人数だ。

　そのうち半数が〈大災害〉の当日九〇レベルであり、それ以下のレベルの〈冒険者〉は均等に分布していたとしよう。その場合、例えば三〇～三五レベルの〈冒険者〉は約四百十人ということになる。これは、つまり、三〇～三五レベルで狩りに出かける六人組のパーティーは六十八個しかつくれないということを意味する。当然その過半数は大手ギルドに属しているだろう。だとすれば、もし仮に三〇レベルの若手が街中で仲間を見つけようとした場合、仲間入りの可能性があるグループは三十程度しかないということを意味する。

　その三十のグループのうち新規参入者を募集しているグループはいくつあるのか？　きっと十を超える数ではない。その十のグループが、十二あるメイン職業のうちまさに自分自身の職業を募集している数は？

　あくまで机上の計算にすぎない。

　しかし現実として今このアキバにおいては、一度仲間やコミュニティ、ギルドからはぐれてしまった〈冒険者〉が、新しい居場所を見つけるのは、極めて困難である。ＭＭＯの常識で言えば、仲間がいるといないとでは、狩りの収益には天地の開きがある。いちどその輪から外れてしまった〈冒険者〉はどうすればいい？

　ソロで狩りをしても毎日食事をするには不自由しない。──そんな慰めが彼らのひび割れた心にどんな救いをもたらすというのだろう？

〈円卓会議〉は気がついていないだけで、アキバはその内側に、それだけの闇の芽を抱えてしまっているのだ。その危機感を共有できないことに、アインスは目の前が暗くなるほどの焦慮を味わった。




「提案そのものはわかりました」

　冷静な瞳で言葉を紡ぐ青年──シロエはそう告げた。大きな声ではなかったが、〈円卓会議〉参加者たちはそのシロエをはっとしたような表情で見る。十ヶ月にわたる〈円卓会議〉での活動で、この鬼謀の青年の言葉は参加者にそれなりの重みをもって受け止められるようになっている。

　アインスとしても、アキバの問題を共有するにあたっては、ぜひとも説得しなければならないキーパーソンの一人がこのシロエだった。シロエが賛成してくれれば、この問題を一気に解決することも不可能ではない。

　アインスの胸に希望が芽ばえた。

「たしかに何らかの施策は必要だと思います。しかし、〈円卓会議〉の予算は有限です。ミナミのように〈大地人〉貴族から莫大な資金供与を受けているわけではありませんし、供贄の黄金に手を付けるわけにはいかない。──この問題については、それぞれのギルドに持ち帰り、どんな手を打てるか検討してみましょう」

「シロエさん、それでは遅い可能性も──」

　アインスは叫んだ。

　シロエであれば供贄から追加の融資を受けることもできるだろう。

　分からず屋の戦闘系ギルドを説得することだってできるに違いない。

　しかし、アインスの願いはシロエのあげた手の平でせきとめられた。

「アインスさん。お気持ちはわかりますが、これ以上は無理です。〈円卓会議〉は脆い組織です。こんな重大な決定をこの部屋だけで採決した場合、〈円卓会議〉もアキバも、壊れかねません」

　シロエの言葉がじわじわとアインスの理解にたどり着いた。

　そのとおりだ。強引な決定は、この脆いアキバの街を壊してしまう

　しかし、時間をかけても壊れてしまうかもしれないのだ。

　説得しきれなかった苦い無力感の中で、アインスは一人うつむいていた。
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「できましたー！」

「これはきれいですにゃあ」

「すごいですねえ。わたしこんなの初めてです」

〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のギルドハウスの二階、キッチンには、甘い香りが立ち込めていた。中心にいるのは、ギルドの料理担当、にゃん太と、このところ足しげくギルドハウスに通いつめている〈三日月同盟〉の少女、セララだった。

　誰に頼まれたわけでもないが、彼女は料理の勉強と称してにゃん太の手伝いを続けている。買い物かごをもって自分の後ろをとてとてとついてくる彼女の姿は、にゃん太にとっても慣れ親しんだ日常となっていた。

「この時期スナップエンドウは甘くておいしいですにゃあ。冷水でしめてあるからエメラルドみたいですにゃ」

「きらきらしてます！」

「新じゃがはどうですかにゃ？」

「もうぜーんぶ茹でて下処理もおわってます」

〈大災害〉後の変化の影響で、簡単な下ごしらえくらいであれば、サブ職業が〈料理人〉でないセララにも問題なくこなせるようになっていた。それは〈新妻のエプロン〉のスキル提供とあいまって、セララのレシピは日々増えつつある。セララはどうやらそれをとても喜んでいるようだ。にゃん太はその様子に微笑んだ。

「おや？　ずいぶん手際が良くなりましたにゃ」

「にゃん太さんに教えてもらいましたからっ」

　にゃん太の言葉に、セララは胸を張った。

　二人の目の前には下処理が終わった大量の野菜。今晩のメニューは大皿の中華で行く予定だ。中華料理に必要なのは手早い加熱であり、そのためには入念な下処理が必要である。にゃん太が台所を預かるギルド〈記録の地平線ログ・ホライズン〉には健けん啖たん家かが多い。直継やトウヤはもちろん、ルンデルハウスやミノリも決して食が細いほうではないし、興が乗ればほかのメンバーだっていい食べっぷりを見せる。調理はなかなか大変だが、たっぷり作るのはそれはそれで独特の爽快感があるのも確かだ。

　湯気を立てた野菜からあら熱が取れるには、少し時間がかかりそうだと考えて、にゃん太はエプロンを外すと、戸棚からポットを取り出した。

「ではお茶にしますか」

「はいっ」




　わざわざ応接室までは戻らなかった。

　広いキッチンにある大きなテーブルは野菜の皮むきをしたりパスタをこねたりする作業のためのものだが、もちろんお茶を入れて休憩するためにも使うことができる。料理や家事の途中で一息入れることも多いし、もちろん、ここで試食と称したつまみ食いをすることもある。

　にゃん太は〈ダンステリア〉で買ったオレンジのジャムをひとさじ加え、紅茶に溶かした。紅茶の香りと柑かん橘きつのさわやかな香りがキッチンに広がる。

「おいしいですかにゃ？」

「はい。あったかいです」

　とろけてしまいそうな声でセララが答える。縁側の猫を思わせる無防備な表情が微笑ましい。

「今日は、ゆっくりした一日ですにゃあ」

「ええ。下ごしらえも早く終わったし、夕飯まではまだ時間があるし」

「こういう日はお昼寝したくなりますにゃあ」

「ふふふふっ」

　安心しきったセララの表情に、にゃん太の心の奥がざわめいた。この台所が暖かければ暖かいほどやりきれないような痛みがよみがえる。

　取り乱すほどの激情はなかったが、それは打ち寄せる波のような寂せき寞ばくであった。

　自分はこの世界に招かれていない、と叫んだ青年がいた。勝手に拉ら致ちされ、だから自分はこの世界で勝手をするのだと彼は宣言した。多くの〈大地人〉の命が奪われる作戦に「それがなんだ」と言い捨てた。

　この世界には、確かにそんな痛みが存在する。

　セララが微笑みにゃん太がオレンジフレーバーの紅茶を入れるその湯気の向こうに、この世界を受け入れることができない若者たちが、確かに苦しんでいるのだ。

　にゃん太は、そこでは何もできなかった。

　料理も、剣の腕も、そして積み重ねた経験も、何もかもが彼らには届かなかった。様々な経験を経てきたにゃん太にはわかる。自分とロンダークの間にある差など些細なものだ。

　ロンダークはにゃん太になりえたし、にゃん太はロンダークになりえた。

　ふたりの間にある差はわずかだ。〈大災害〉のあの日、あの瞬間、どこにいたのか？　だれといたのか？　いままで誰と過してきたのか？　胸に残る大事な言葉があったのか？　その程度の差だろう。

　それらの差違は努力や才能に由来するものではない。縁、出会い。いってしまえばただの偶然でしかない。それがにゃん太にははっきりとわかる。

　人は、この異世界に落ちてしまったにゃん太たちは、だれもがロンダークになりえるのだ。そして救うことはできない。




「セララちは楽しそうですにゃあ」

「楽しいですもん」

　弾むような声。跳ね返るように返ってきた返事に、だからにゃん太の方が一瞬遅れて言葉を返すことになった。

「そうですか」

「……にゃん太さんは、最近元気ですか？」

　その間を敏感に察したのだろう。セララは両手でカップを包み込みながら、にゃん太を見上げてくる。わずかにひそめられた眉は心配の表情だ。にゃん太は自嘲めいた気持を味わった。セララのような少女に、理不尽な痛苦を伝えるべきではないのだ。

「元気ですにゃあ」

　今度の返事は、滑らかに口にできた。当然のことのように。普段と変わらないように。それなりの時間を積み重ねてきた人生と、経験した多くの感情の揺らぎが、にゃん太の演技ロールプレイを支えていた。

「そうですかあ」

「……」

　ほっとしたようにセララは微笑んだ。屈託のない笑顔、揺らぎがちな感情、青い不安は、いずれもにゃん太が過去の世界においてきたものだ。それは未熟の証拠ではあるが、同時に可能性の象徴でもある。

　セララの健すこやかにある様さまは、にゃん太にとって、祈りたいほどに大切なものだった。

「セララちはこの世界に来てよかったとおもいますかにゃ」

　問うつもりもなかった質問を、にゃん太はついこぼしてしまった。

　何度も自問して、そのたびに意味を失った質問だった。にゃん太自身の答えはもちろん出すことができるけれど、でもにゃん太の答えは世界に届かないとあきらめた質問でもある。

「へ？　あ。はい」

　そんな問いを、もう少し、考え込むかと思ったが、セララは即答した。

「そうなのですか？」

「ええ、そうです。そりゃ、お父さんやお母さんと会えないし、困ったことも、大変なことも、たくさん起きたけれど、いいこともたくさんあったし、その」

「？」

「なななな、なりたい夢とか、その将来とか」

「あるのですか？」

　にゃん太の問いかけに、セララは震えるようにこくこくと小刻みに頷いた。

　なりたい姿。将来の望み。生きる道標。それが、確かにあるのだと、セララはつぶやいた。

　にゃん太は、紅茶で温まった呼気を、大きく吐き出す。

　ロンダークを前にしたときとは別の、ほのかに暖かな熱が、己の内側に灯った。ススキノ。チョウシ。そして、サフィール。彼女とて、この世界で多くの残酷な場面を目まの当たりにしているはずだ。それでも、彼女は、かくありたいという姿があるのだと口にしてくれた。

「セララちならどんな夢でもかなえられるはずですにゃあ」

　かくあれかしと。祈りをこめて、にゃん太は呟いた。

「は、はわわわわ……あ……」

　と、見る間にセララの挙動が怪しくなる。手が意味もなく空中をさまよい、表情は笑ったような、泣いたような様子をいったりきたりし、唇も言葉にならずにくるくると形を変えた。

「どうしました？」

「──でも、わたしの夢は、遠くて。いえ、その、諦めるとか！　そういうんじゃないんですよ？　でも、五十鈴いすずちゃんとかミノリちゃんとか見てると、ちょっと足りてないっていうか、わたしがダメダメっていうか」

「……」

　にゃん太は、セララの言葉を待った。

　口にすることで、相手に伝えることで、混乱した思考がまとまることもある。それは、他の人間が助言をしたのでは得られない、自分だけの答えだ。

　深呼吸を一つ。紅茶を飲み干して、ひとさじオレンジジャムをなめて、もう一度深呼吸。

　そして、セララは改めてにゃん太の目をおずおずと見あげた。

「──その、たぶん。わたし、ちゃんとしたセララにならなきゃ、いけないんだと思うんです。その、夢とかを、かなえる前に。ちゃんとした、一人前のセララにならなきゃ。それに、なりたいんです」

　にゃん太は、セララが急かされたような表情で、年少組の仲間を見ていたことを知っている。ミノリ、トウヤ、五十鈴、ルンデルハウス。セララが行動を共にしている子どもたちは皆、目覚ましいほどの成長を遂げてきた。

　シロエの背を追い、戦術や事務能力において、大人をも超える働きをみせるミノリ。

　自分より力量、年齢、共に上回る〈オデュッセイア騎士団〉相手に、この世界で生きることを呼びかけ続けたトウヤ。

　そして、戦場の中、自らの歌を見出し、声を嗄からして旋律を奏かなで続つづけた、五十鈴。

〈大地人〉でありながら人々を守る在り方に焦がれ、〈冒険者〉に至ったルンデルハウス。

　階段を二段飛ばしで駆け上るように花開く仲間たちの姿に、彼女は、自分を半人前だと感じていたのかもしれない。そんな焦慮や胸の軋みをにゃん太はセララから感じていた。大人であるにゃん太から見れば、それは幼い悩みだ。彼女の未来は無限に広がっている。気にするほどもないちょっとした足踏みにすぎない。

　しかしそんなセララが掲げた目標は「ちゃんとした自分になること」だった。その言葉が、いま、にゃん太の魂に確かに触れたのだ。

　若者たちは生まれなおす。

　理不尽な強制としてこの世に生を受けた幼子は、若者となり、己の意志でもう一度生誕を決意する。それは、今生きる世界との契約であり、過去と未来を繫ぐ絆だ。

　かつて、にゃん太はロンダークにそう言った。それは、願いであり祈りとしてだ。そうであればとは思っていたが、なかなか難しいとも思っていた生きるものの理想だ。

　しかし、セララは誰に何も言われずとも、光に向かって歩き始めた。いいや、すでに歩いているのだ。この感受性豊かで優しい少女は、毎日少しずつ「本当の自分」に近づいていっている。

　若者は自分自身に生まれ変わるのだ。

　願えばそのとおりに。

　今にゃん太が感じている感動と救済を、セララは到底わかるまい。それを彼女が理解するためにはまだ二十年以上の時間がかかるだろう。だがしかし、彼女は今にゃん太を救った。にゃん太は彼女に救われたのだ。

　にゃん太は言葉にならない思いで、唇の端を吊り上げた。微笑みの形になっていれば幸いだと思う。にゃん太の感謝はきっとセララには伝わらないだろうが、だとしてもかまうまい。この小さな淑女は最大級の敬意に値する。

「セララさん」

「はひっ」

　だからこそにゃん太は決意を込めて言葉を選んだ。

　彼女の、そして彼女たちの、二度目の産うぶ声ごえを祝福するために。

「我が輩は、セララさんを応援してますにゃ。みんなを、ずっと応援してますにゃ。ずっとずっと、応援していますにゃ」
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〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のギルドハウスはアキバ中央通りから一本外れた裏道にある。中心からやや外れたあたりだが、だからこそ、テラスからの眺めはアキバ中心街に向かって開かれている。

　昼間の眺めも悪くはないが、シロエは、夕暮れから夜にかけての展望が好きだった。

　この異世界において夜は暗い。チョウシやススキノへ向かう旅でシロエはそれを知った。自然豊かなセルデシアという言葉は、そのまま文明圏の狭さと直結している。地球世界のように大都市も整備された街道もないのだ。夜は闇の支配する世界である。

　だが、だからこそ、人の営みがもたらす明かりがかけがえのないものに映る。活気あふれるアキバの街は夕暮れから夜にかけても、炎の明かりや魔法の明かりが灯っているのだ。

　もちろんそれは東京の夜に比べるべくもない疎まばらさだ。あちらのビルがオレンジに、こちらの宿屋もオレンジに、中心部には〈蛍火灯〉がいくつも。そんな感じだ。しかしその程度であっても、この異世界においては破格のまばゆさを放つ大都市なのである。

　その光景を広いテラスデッキから眺めるシロエは浮かない表情だった。

　アインスの言うことはわかる、こうなることも想像していた。しかしだとしても、と思う。彼の言うことは正論であるとは思うけれど、だとしても、実行はできない。もしそのまま強行してしまえば、賛否の意見の激突は取り返しのつかない段階になってしまうだろう。〈円卓会議〉は自治組織ではあるが、政府ではないのだ。

（それも、逃げなのかな）

　自治組織であらねばならない理由はない。

　アキバは適当な領土を宣言して統治組織として自立することは可能だ。少なくともこの世界の常識で言えば、自衛能力も、領地を運営する経済能力も十分以上に有している。アキバがその二点で統治能力不足であるというのならば、〈自由都市同盟イースタル〉のどの領地、貴族であろうと、統治組織を運営することはできないということになってしまうだろう。

　シロエを含むアキバのギルドマスターたちが〈円卓会議〉を統治組織としなかったのは、ただ単純に「自分たちが政府なんて」「それは責任が重すぎそう」「ちょっとそこまで手を広げるのは」という程度の理由でしかなかった。

　しかしその程度、とはいえ、それは常識的な判断であるので、いまから統治に乗り出すというのは気が重いというのも事実である。現代日本人であるシロエたちにとってそれらは自然な感情なのだ。そもそも自治組織でありアキバ住民の協力のもと成立したという〈円卓会議〉の成り立ちからして、今から強権を持つ「政府」に生まれ変わるのはそれなりの抵抗があるだろうというのがシロエの読みである。

　アインスの見通しが通らないのではないか？　と思うのはその点で、アキバの意思というものは実在する。それは大多数のアキバ〈冒険者〉の気分というべきものであり、〈円卓会議〉のギルドマスターとはいえ、上意下達で好きなように左右できるものではない。

　供贄の黄金を借り受けることができたとはいえ、それはヤマトのゾーンをヤマト自身に返還するためのものだ。その資金を流用してアキバに何らかの変革をもたらすというのは、いろんな意味で悪手だろう。筋が通らないとも思うし、不測の事態が起きてしまったらという恐怖がシロエにだってある。シロエだって畏れは持っているのだ。だからこそ三枚のカードに分散してセキュリティをかけた。

　しかし、それももしかしたら、責任回避のための自己欺瞞だったのかもしれない。シロエはそんな疑いを断ち切れずにいた。

　それは終わらない悩みであり、いつもの悔悟でもあった。

　行動に出れば独りよがりではないかと悩み、行動を回避すれば傍観主義ではないかと迷う。何をしても、しなくても、これですべては良かったのだという大悟に至ることは難しかった。くよくよしているといわれることはあるのだが、それがシロエの性格なのだ。仕方がない。




〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉は統一ギルドによる強力な統治体制を築き上げた。それはもちろんある一面独裁的でもあるし、同じ〈冒険者プレイヤー〉に一部の人間の意思を押し付ける行為だろう。しかし、その単一ギルド強権体制が効率的な自治を可能にして、西ヤマトの安定や、〈冒険者〉の生活に大きな安定を与えたというのは紛れもない事実なのだ。

　その体制を成立させたというインティクスやカズ彦、元〈ハウリング〉のギルドマスター・ナカルナード、無名だったゼルデュスという〈冒険者〉の手腕は認めざるを得ない。

　今現在不幸な〈冒険者〉はどちらがより少ないのか？　そういう問いを立てた時、シロエは〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉を非難する言葉を持てないでいる。

　──もっともそれは〈神聖皇国ウェストランデ〉との強い関係の上でのことだ。〈神聖皇国ウェストランデ〉は〈自由都市同盟イースタル〉に比べて中央集権の政体である。中央集権体制は、より能動的な予算配分ができるために、〈冒険者〉にその予算をつぎ込むことができる。そうして〈冒険者〉から技術を導入し、富国強兵策を進めているのだ。〈自由都市同盟イースタル〉のような上下関係の明白ではない多数の領主の合議制である政体ではそうはいかない。

（そんな技術で戦争の準備を進めてるってことになるんだろうな）

　シロエはにゃん太班長からの報告を思い出してため息をついた。

　鉄鋼列車。不審な召喚生物。〈大地人〉の暗躍。

　シロエたち〈冒険者〉がこの世界で活動を続ける限り、速度はどうあれ技術拡散は避けられない。それはなにも〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉だけが拡散させているわけではないのだ。アキバの〈冒険者〉だって大人げない技術の様々をこのヤマトに広げてしまっている。戦争に向かわない平和的技術、などというものは存在しない。〈大地人〉の生活を向上させる技術でさえ、それで豊かになった諸侯の野心を煽り立てるという側面はあるのだ。極端な話、農業技術や医療技術でさえ、戦火のきっかけになる可能性はある。

　アインスの指摘するアキバの格差や人心荒廃の問題。

　ヤマトの東西にまたがる〈大地人〉同士の軍事的な緊張。

　シロエは胃が痛くなるような気分だった。

　しかもそれだけではない。

　シロエは腰の横にあるバッグから折りたたんだ数枚の便箋を取り出した。背後の窓から漏れ出すギルドホール内部の温かそうなオレンジの光の中で、几帳面そうな文字が見える。その筆跡が自分に似ていることにすら、シロエは苦笑を漏らしてしまった。




「こんなところにいると寒すぎてお腹が痛くなってしまうぞ？　主君」

「いつの間に」

　シロエは視線をあげて上の階のテラスからくるんと逆さに降りてきたアカツキを迎えた。仏頂面でもの言いたげにじっとりと見つめてくるアカツキは、後ろ手に持っていたブランケットをシロエに押し付けてくる。

　そのしぐさがかわいらしくて、シロエはくすりと笑った。

　そのブランケットをマントのように肩にかけるシロエに、アカツキは「それで、何を困っているのだ？」と尋ねてきた。

「主君は困るとここにしわが寄るのだ。お爺さんのおでこになってしまうからな」

「そうかな？」

「そうだぞ」

　シロエとしては自覚がないのだが、何度か指摘をされているうちに「もしかしてそうなのかな？」と思うようになっていた。そんなにしょっちゅう唸って困っているのかと思うと、情けないようながっかりしたような気分だ。二十代だというのに何をやっているんだ、という気分になる。




「おう、ここにいたのか。シロ」

「アイドルレーダーに反応あり！　夜間の逢引的な！　ラブの進行する音がした。つまりボクの出番！」

　アカツキの質問になんて答えようと躊躇っている間に、次の来訪者が訪れた。シロエの親友の直なお継つぐだ。からっと陽気そうな表情をもった青年は、最近まるで装備品のように載せている騒がしいてとらをともなってウッドデッキに出てくると、かしましいやり取りを始めた。

「ねえよ、お前の出番！」

「おや。出演料のダンピングですか？　困るなあ、世界的、ううん、銀河的アイドルの僕を値切るだなんて」

「自分でついてきたんじゃねえか。レーダーとか言って」

「おっとそうでした。何か悪巧みですか、シロエさん。ボク興味津々ですよ」

「そうだぞ、シロ。作戦中か？」

　何度か声をかけようとしたシロエだが、その隙間が見つからない。

　直継だけだったらもっと簡単にやり取りができるのに、圧倒的な肺活量を誇るアイドルのまくしたてに封殺されているのだ。もちろんアカツキはこういうシーンでは助けになってくれない。生真面目だか不機嫌だかわからない表情のまま、シロエの近くで正座するだけだ。

「可愛くって、魅力的で、有能な、アイドルが必要ではありませんか？　あ。間違えて疑問形で言っちゃった。必要です！」

「やべえ……俺はそこまでは言えねえな。でも〈守護戦士ガーデイアン〉は必要だろ？」




　シロエの落ち込みをまったく気にしないような笑顔だった。

　でもその笑顔に救われてシロエは顔を上げることができた。また同じ失敗をするところだったことに気が付いたのだ。

「その話、我が輩もぜひ聞きたいですにゃ」

　まるで見計らっていたように、熱いレモネードのポットとマグをトレイに載せたにゃん太があらわれて、シロエは決意する。手元にはシロエを悩ませた手紙がある。

　たとえどんな決断をするにせよ、何を迷うにせよ、その前にシロエには真っ先に相談すべき仲間たちがいる。ましてや、いまシロエのギルド居場所にはミノリやトウヤ、五十鈴にルンデルハウスという若手さえいるのだ。

　サフィールの街で辛い光景を見てきてしまった彼らのためにも、シロエたちは話し合わなければならないだろう。

「ログホラ、年長会議だな」

　親指を立てた親友を前に、シロエは仲間たちに便箋と封筒を差し出した。

「みんなに話さなきゃならないことがあるんだ」

　薄暮のテラスにあつまったシロエたちは、はるか彼方からやってきた旅人の手紙を検討し始めるのだった。




　　　▼５




　──私たちはあなたたちの言葉で言えば、人工的な知性体であり、創造者の社会を補助するために生み出された。

　私たち、つまり〈監察者フール〉と〈採取者ジーニアス〉はある種の使命を持って送り出されている。それは私たちが〈共感子エンパシオム〉と呼ぶ資源の探索と採取だ。私たちの社会はこの資源の限界から停滞、そして衰退期を迎えている。しかしこの資源は私たちから既知である世界においては上限が存在し、さらなる発見ができないということは早くから知られていた。

〈共感子〉を生産するためには〈共感子〉が必要なのだが、その意味と危険をひとびとが実感するはるか以前の段階で私たちの文明は〈共感子〉を浪費しつくしてしまったのだ。気が付いた時にはこの貴重な資源は需要をまかなうにはもはや手遅れであった。

　創造者の社会はこの資源的ボトルネックのために千年の停滞をすごしている。人工的な加速を加味しないこの時間は、おおよそ永遠と等しい。

　この危機的状況を打破するためには別の世界が必要とされ、〈素数亀裂バツクドア〉という数学的な手法で「探索可能な別の宇宙」を探すために作り出されたのが我々だ。

　つまり、私たちはまったくの不意打ちで〈合致エクリプス〉に巻き込まれたわけではなく、ある程度は期待して巻き込まれたといえる。〈合致エクリプス〉の発生は天文学的な偶然によるものだが、私たちは天文学的な遍在によってそれを待ち受けたのだ。

　もちろん君たちも知るように宇宙は知的生命体一種につきひとつしかない。〈摂理地平線の原則〉によれば知的生命体は別の知的生命体と出会うことができない。また〈無矛盾の大原則〉によれば矛盾は誕生と同時に消滅するために、宇宙に矛盾は存在できない。

　これらの原則によればそもそも私たちの探索は開始前から失敗しかありえなかった。だが何事にも例外は存在するし、その原則を無視するために、多くの制限を受けているのがこのセルデシア亜世界だと我々は考えている。

〈合致エクリプス〉に関しては私たちも十分な確証を持って言えることは少ない。

　こちらとしても初めての経験だからだ。

　わたしたちが生み出された総数や活動期間は、天文学的な数値を用いて表すしかないほど巨大だ。わたしたちは総当たりで〈合致エクリプス〉を引き当てた。つまり〈合致エクリプス〉に関してわたしたちが何かを知っているとすれば、わたしたちは巨大母数によって偶然を引き当てたにすぎないということだ。

　そのような事情があるので、私たちは私たちが理解しているなりの説明しかあなたたちにはできないし、それは私たちに存在する規律によっても抑制されるのを理解していただきたい。




　私はあなたたちが倫理規定上、ランク３以上の知性体だと考える。ミノリがわたしにそれを証明したからだ。もしそれが正しいのであれば、セルデシア世界の資源所有権はあなたたちにあるのではないかという疑義がある。〈採取者ジーニアス〉は採取優先の〈指令〉を受けているが、わたしたち〈監察者フール〉は探索が任務だ。ゆえにこの疑問を調査するため、また、あなたたちの権利を保全するために、私はジャクセアと呼ばれる地を目指すことにした。資源保全のために必要な任務だ。




　未来は流動的であり、予断を許さない。

　様々な可能性がある。比較的影響が小さい分岐を検討すれば、前述の無矛盾原則により我々、冒険者、大地人の三者のうち二者あるいは三者は「知的生命体ではない」と観測されるだろう。その分岐はある種の悲劇であるように、今の私には思えるが。

〈合致エクリプス〉の影響はこのセルデシア亜世界全体に及ぶうえ、この世界の内包する〈共感子〉の総量は私たちの出身宇宙の十五パーセントに匹敵する。この量は恒星間戦争を引き起こすほどの巨大利権であると言って、君たちに伝わるだろうか？　前述の分岐以上に破滅的な未来が無数に存在する。

　この手紙を読むのが兄にあたるシロエなのかどうかはわからないが、もしそのつもりがあるのであれば月への通信設備入手を勧める。

　セルデシアの月には〈監察者フール〉コミュニティがあり、状況を観察しているはずだ。

　あなたたちが〈帰還〉を望むのであればその助力は可能である。〈摂理地平線の原則〉によれば私たちは本来出会うべきではなかったのだ。あなたたちが〈帰還〉をすれば、細かい矛盾は遡及的に解決されるだろう。それもひとつの分岐である。




　最後になるが〈採取者ジーニアス〉について警告する。

　彼らは私たちと同じく〈航界種トラベラー〉ではあるがランク２相当の知性体である。またセルデシアへ受肉するにあたって、月に準備されていた戦闘能力の高い怪物体を利用している。探索をするためにあなたたちと同じ肉体を借りたわたしたちとは別の選択をしたのだ。

　彼らはどの程度かわからないが、受肉した肉体の影響をうけている。

　あなたたちにとって極めて危険な相手になりうる可能性が高い。

　十分に用心することを勧める。

　あなたたちが熟慮の末、あなたたちの未来を作ることを願っている。




　　　▼６




「ロエ２ろえつー？」

「誰ですそれ」

　手紙を読み終わって最初に出てきた声はそれだった。

　ロエ２の名前を知る直継ににゃん太、そしてその名を知らないアカツキとてとら。仲間たちの反応は二つに分かれた。

「シロエのサブキャラだ。ゲームだったころゲームシステムの調査のためにテストサーバーで作った、シロエの別のキャラさ。〈召喚術師サモナー〉で、通称えろ子」

「えろ子」

「えろ子とは……」

「説明しよう。えろ子とはシロエがキャラクタークリエイトしたサブキャラだ。胸はでかい」

「でかいのですか！　むむ。アイドル的にはギルティですね」

「そうなのか、主君」

　説明しようとしたシロエを先回りするように直継が告げる。

　余計なことまで言わなくていいのに、と眉をしかめるシロエに異様なくいつきを見せるてとらとアカツキだった。そこはそんなに大事じゃないでしょう、と言い返そうとする間も二人はああでもない、こうでもないとつつきあっている。

　えろ子というあだ名はＫＲケイアール命名なのだ。広めたのはラムマトンで、乗っかったのは直継である。まじめな話の冒頭からひどい罠だ。

　場の空気を読んだのか、にゃん太がとりなすようにつづけた。

「そのロエ２が手紙を書いたということですかにゃ？　そもそもどうやってここに？」

「ミノリが届けてくれたんだ。旅の途中に出会ったらしい」

「そうですか。あのサフィールの街で……」

「そうだったのか」

　サフィールの街。その言葉にアカツキも、直継も苦い表情で言葉を飲み込んだ。ここに集まったのは〈記録の地平線ログ・ホライズン〉では年長に属するメンバーだ。てとらでさえ、ミノリたちが巡り合った〈オデュッセイア騎士団〉との顚末は聞いている。

　暗くなってしまった雰囲気を切り替えてくれたのは、アカツキだった。

「結局、差出人は主君なのか？　主君のサブキャラクター。なんでそんな人が手紙を出せるんだ？」

「彼女は、ロエ２の身体キヤラクターデータにやどった魂だと名乗っているにゃ。〈航界種トラベラー〉というくだりですにゃ。異世界の知性体だと」

「やっべーぞ、おい。シロ。異世界人だぜ。もしかしてＳＦかよ」

「少なくとも彼女はそういってるね。この手紙によれば、〈航界種〉のなかには彼女たち〈監察者フール〉と〈採取者ジーニアス〉と呼ばれる二つの種族がいるらしい。彼女たちは〈共感子〉という資源の採取を使命として生み出された人工知性体とのべているわけだ」

　周囲はシロエの言葉を咀そ嚼しやくするように黙り込んだ。

　あまりにも突飛な話だったということだろうか。シロエは心配になって仲間を見回し、アカツキと目があった。つぶらな瞳できょとんとシロエを見上げるアカツキからは、信頼の気配しか伝わってこない。これは何も考えてないな、とシロエはほんの少しホッとする。

「直継さん」

「なんだよ。さすがのお前も度肝抜かれたか？」

「やっぱり僕、銀河ツアーを企画しないといけませんよね。新たなファンのために」

「ブレないな!?」

　いやんこまっちゃうなあ。フェロモン、フェロモン、と小躍りする自称アイドルを引きはがして、直継は情報をかみ砕くようにつづける。

「〈航界種トラベラー〉かあ。ずいぶんぶっ飛んだ話だが、シロは実はそんなにびっくりしてないな？　なんでだ？」

　そんなことはない。シロエはそう答えた。

「ただ、うん。なんていうか、なんとなく考えてはいたんだ。なんで僕たちはこの世界に来ちゃったんだろうって。おかしいよね。ここが本当にファンタジーな異世界だとすれば、僕らの知ってる〈エルダー・テイル〉にこんなにそっくりのはずがない。偶然のレベルをはるかに超えている。でもここはゲームの世界で僕らがそこに飲み込まれたなんてナンセンスだ。ありえない。僕らの知っている限りテクノロジーはそこまで進歩していないし」

　その言葉に、直継やにゃん太はしっかりとうなずいた。アカツキやてとらだって興味深そうに、シロエが次に話す言葉を待っている。

「〈大災害〉以降の変化だっておかしい。現実的な物理法則とゲーム時代の常識が、この世界ではいっしょくたになっている。まるでふたつのルールを混ぜたみたいに。僕たちは適当にこの異世界に飛ばされたわけじゃないってずっと思ってた。そしてこの世界には、それを説明できる三番目の誰かがいるんじゃないかって……。〈大地人〉でも、僕たちみたいな〈冒険者プレイヤー〉でもない、この状況を説明できる誰かが……。たぶん、それは、この手紙の差出人、ロエ２なんだ」

　ご都合主義でいえば、それは機械仕掛けの神デウス・エクス・マキナとでもいうべき存在だ。すべての謎をつかさどる黒幕。事態を解決してくれる究極の責任者。しかし、期待したそんな存在はいないと、シロエは気がついてもいた。

「神様じゃないんだ。そんな都合のよい存在じゃないって、途中で気が付いていた。だってこの世界が世界だとすれば、〈大地人〉が本当に生きてて僕たちと同じだとすれば、その神様は彼らの生まれてきた理由も運命も知っていることになる。そんなことはない。彼らも人間で、この世界も世界だから、神様なんていないんだって思った。それでも『誰か』はいるし、探そうと思ってた。だから、びっくりしたけど、そこまでじゃない」

　直継は男らしく太い笑みを浮かべると、そうか、と答えた。

「でもずいぶんわかりにくい手紙ですよね」

「ずいぶん、じゃないぞ。まったく、だ」

　指さして否定するアカツキにシロエは便箋を再び取り上げる。

「わかりにくいのはこちらになじみのない事を説明しようとしているせいだと思う。〈摂理地平線の原則〉とか〈無矛盾の大原則〉なんてのは確かにわからないよね」

　ぼんやりとわかると、シロエは言わなかった。

　わからないなりにわかるというか、字じ面づらからおおよその意味はつかめる。だがしかし、シロエが考える想像どおりだとすれば、この異世界──ロエ２のいう亜世界セルデシアは「結果を出すためのテスト中」なのだ。特別なサンドボックスではないかとシロエは考えている。

　この場所では、決断ですら大きな意味を持つ。すでにシロエは決断によって〈円卓会議〉という組織の設立のきっかけを生み出してしまった。だから制限時間の存在に関する予測なんて、口に出すことはできなかった。




「要するに〈典災ジーニアス〉ってのは異世界怪獣だ。異世界怪獣は〈共感子〉っていう謎のエネルギーを奪うために異世界からやってきた。このロエ２ってのは異世界人で、異世界怪獣と同じところからやってきたけど、人情味があるからこっちに気をつけろって警告してくれてるんだよ」

「おお、わかった！　賢いな直継のくせに」

「くせにってなんだよ！」

「直継さんあったまいーい！」

「登るなよ、おいっ！」

　アカツキ、直継、てとらの楽天的なやり取りに、シロエとにゃん太は笑ってしまった。確かに要約すれば、そんな事が書かれているように読める。

「とはいえ、それだけではないですにゃあ。あちらこちらに記述が欠けているような、理由や意味がつながりにくい箇所がありますにゃ」

「そうだね、班長」

　シロエは何度も読み込んだ文面に視線を落とす。

「たぶん、だけど意図的なものなんだろうね。外部に情報が漏れるのを警戒したという感じではないけれど──この段階で明らかにすべきではないという意味なのか。それとも彼らにとって都合が悪いということなのか」

「んなことねーだろ」

　直継がそうさえぎる。

「そういう感じの文章じゃないぞ、これ。どっちかっていうと、『誰でも知ってる常識だから説明すらしなかった』とか、そんな感じじゃねえかな」

　確かにそうかもしれない。シロエたちの知識から言えば荒唐無稽で風変わりな手紙は、なにかしら真しん摯しなものを秘めているようにシロエにも思えた。

「この手紙、信じるんですか？」

　ふと真面目になった声で尋ねたのは、てとらだった。

　そのまなざしに、直継は肩をすくめ、シロエは困ったように頰を搔いて、「うん」と頷いた。

「正直、とんでもない内容だとは思うよ。ほら話にしか思えないような手紙だと思う。でも、ある日ゲームに似た異世界に突然迷い込んでしまいましたに比べて、そこまで荒唐無稽な内容ではないと思うんだ」

「まあ、それはそうですよね」

「それに、この送り主、ロエ２さんはなかなかお茶目なところがあるのですにゃ。『追伸、ミノリへ。お姉ちゃんらしく真面目に書いてみたぞ。また会えるかどうかはわからないが、君の答えは忘れない。キミの温かい〈共感子〉がわたしを照らしてくれたように、キミがキミの未来を照らしますように。──お姉ちゃんより』なんて書いてありますにゃ」

　にゃん太の読み上げで、直継やアカツキは明らかに口を半開きに驚愕している。それはそうだろう。〈異世界人〉にしては砕けすぎだ。

「信じるとか信じないとかじゃなくって、もしかして、ロエ２さんこの人、ボクのライバルなんじゃないかな」

「半分アイドルとライバルなんてそんな人がいるものか」

「アカツキさんがいじめるよう」

　どうしても脱線してゆく会話に辟へき易えきしたのか、直継は仕切りなおすように声を張って答える。

「どっちにしろ信じて失うものも、今のところなさそうだしな。要するに、月になんかある。連絡とれってだけだろ？」

　そりゃそうですね、とてとらもあっさりと認めた。

「うん。この手紙を信じるならば、月にいる彼女の仲間と連絡を取れば、少なくとも情報面で今より進展するはずだ。元の世界に戻るためのヒントが得られると思う」

「そうなるな」




「月、ですか。なにがあるのですかにゃ」

　それは、と口を開きかけて、シロエはアカツキを振り返った。

　アカツキも、夢から覚めたような表情でシロエを見上げた。

　どこからか、懐かしい澄んだ鐘の音にも似た響きが、シロエの耳じ朶だによみがえった。

「うん──。月には、確かに、何かがあったんだ。あの膨大な思い出、光の渚、捧げられた誓い──。〈奈落の参道アビサルシヤフト〉で死んだとき、見たんだ」

　遠浅の海だった。

　地球から降り注ぐ透き通った玻は璃りの欠片は、些細な、だがかけがえのない思い出を宿らせていた。茶色の小犬が見えた。定期券と改札口が見えた。夜闇に浮かぶコンビニの頼りない明かりが見えた。鉄橋を渡る自転車の二人乗りが見えた。

　それらがしんしんと降り注ぐ冬の海岸を、シロエとアカツキは歩いた。

　あれは夢ではなかったのだ。残っていた記憶をなぞり蘇らせるように、シロエはアカツキの瞳の中を探した。

「月の砂浜は、遠くまで澄んでいて、水晶の音がした」

　つぶやいたアカツキは、びっくりしたように目を丸くした。

　そしてとてもうれしそうに何度もうなずくと、シロエの服をぎゅっと握った。たぶん意識してのことでないそのしぐさは、彼女の不思議な感動を表しているようだった。

「うん。アカツキがくるくると回って、転びそうになった」

「主君がフードをかぶせてくれたのだ」

　秘密の自慢話を聞かせるような彼女の声がシロエの中に残るあの瞬間の記憶を、より鮮明に浮かび上がらせた。

　静かな浜辺の清せい澄ちようさが二人を満たした。澄み切った青い入江の浜で、アカツキと並んで波打ち際に座った。つま先を濡らした光は、何か特別なもので、二人は畏敬の念を強くした。

〈死〉を通り抜けた二人は、その浜辺で己を振り返り、弱さを目まの当たりにした。押しつぶされそうなほど巨大な後悔のなかで、小さな希望を見た。

　あそこは特別な場所なのだ。

　シロエは言葉によらない直感でそれを理解した。あの浜辺にはまだシロエたちが知らない秘密がある。ロエ２が言う「月」とはあそこのことなのだ。きっとあの浜辺へ再び行くことができれば、地球へと帰還できる。すくなくとも、そのためのきっかけを得ることができる。

「私も……。私も見た！　主君と一緒に、あのキラキラを見た！」

　シロエはアカツキに頷いた。

　そして仲間たちを、直継を、にゃん太を、てとらを見回した。

　シロエとアカツキは、確かに一度は月の地を踏んだのだ。

　だからこそこの手紙を信じることができる。

「そこで僕たちは──たぶん〈共感子誓い〉を捧げた。あそこにもう一度いければ……」

　この世界の秘密の一端をつかめるのだ。




　　　▼７




「どしたー？　兄ちゃんたち」

「トウヤ」

　大きな階段をリビングへと降りてきたミノリへトウヤが声をかけた。

　夕方から始まったシロエを中心とする年長組の会議は長引いているらしいとルンデルハウスは判断した。

「やはりまだかかるのだろう？」

「うん、そうみたい」

　生真面目な表情でミノリは答える。

　その言葉にがっかりした表情を見せたセララだったが「それなら、私が夕ご飯を用意しちゃいましょう！」と立ち上がった。

「もう用意してあるらしいから、先に食べて、って言ってたよ」

　セララに合わせて五十鈴も立ち上がる。三人の女子は厨房へとスープを取りに行ったようだ。実際には、もう夕食の用意はほとんど終わっている。にゃん太が昼の間に用意したので、温めるだけで出来上がりなのだ。

「どうしたのかなあ」

　頭の後ろで手を組んだトウヤはソファに身を投げ出した。

　夕暮れをほんの少し過ぎた浅い夜だ。居心地の良いリビングはルンデルハウスの呼び出した〈マジック・トーチ〉で照らし出されている。ウィンクするその明かりに肩をすくめながら、ルンデルハウスは「なあに、我らがギルドマスターは思案者なのだ。きっと我らの行く末について考えているのだよ」と答える。

　トウヤは優しい男だ。

　ミノリも五十鈴もセララも、もちろん優しい仲間たちだが、トウヤはその中でも少し違うとルンデルハウスは思う。

　きっと彼の中には、サフィールの街でのいろんな経験が、今でも渦巻いているのだろう。あの冒険から半月以上がたった今でもトウヤはぼんやりと宙を眺めていることがある。




　人間の心のなかには二つの部分があるのだとルンデルハウスは思う。

　ひとつは、規律であり、ルールであり、制約だ。しなければならないこと、と言い換えてもいいだろう。どうにもならないこと、でもあるかもしれない。ルンデルハウスは元々は〈大地人〉の貴族である。貴族というのはしがらみの多い生い立ちだ。多くの義務を抱えている。家の命令という皮相なものだけではなく、貴族ゆえ許されること、許されないこと。そういった事はたくさんある。何も貴族の専売特許というわけではない。正しさというのもひとつの制約だ。誰が考えてもそうすべきこと。正しいこと、効率が良いこと、有利なこと──そういう物事はありふれている。

　もうひとつは、情動であり、衝動であり、動機だ。やりたいこと、と言えるだろう。義務ではなくて、感動だ。貴族であったルンデルハウスにはなかなか許されなかった部分でもあり、〈冒険者〉になった理由でもある。自分の願いに自分を添わせる贅沢だ。

「優しさ」というのはなかなかに厄介で難しい。

　例えば〈緑小鬼ゴブリン〉に襲われている山小屋がある。放置すれば山小屋に立てこもる五人の狩人が犠牲になる。しかし、救援するために騎士を派遣すれば、百人が住む村が無防備になる。──そんな状況があるとする。この時、騎士を派遣するのが、世人のいう「優しさ」だ。

　正しいのは見捨てるという判断である。

　貴族というのはその正しい判断をするために生かされていると言ってよい。

　だが見捨てたくはないという気持ちがないわけではない。一人の犠牲者も出したくはない。そんな気持ちは誰の中にだってあるだろう。心の中の二つの部分が相争う。そして、正しくない判断に揺れる。貴族的な価値観から見れば、それは弱さだ。唾だ棄きすべき弱点だ。しかし、それは優しさという美徳でもある。

　ルンデルハウスは己の身を投げ出すような無私の献身にあこがれて〈冒険者〉になった。〈冒険者〉になればすべてを救うほどの能力を手に入れられるのではないか？　そう考えたのだ。

　しかし現実は違った。

　もちろんルンデルハウスは、かつてに比べて大きな力を手に入れた。今のルンデルハウスの〈妖術師ソーサラー〉レベルは六〇だ。かつての三倍以上である。このレベルは、〈大地人〉としては破格であり歴史に残る大魔法使いに匹敵する。ルンデルハウスの〈火刑バーンドステイク〉は大木でさえ焼き尽くすことができるし、〈ライトニング・ネビュラ〉はただの一撃で〈悪夢魔ドリームインプ〉十体を葬ることができる。単純な戦闘能力でいえば、〈ミラルレイクの賢者〉や〈ランブルタイドの魔狩人〉、〈大魔導士アリスリア〉に匹敵するだろう。

　だがだからといって、「選択」を避けうるようになったわけではない。もちろん、ルンデルハウスの腕は力強くなった。救える人々は増えた。しかし、増えるということと全てになるということは、全く違うことだ。ルンデルハウスは、今も選び続けているし、見捨てなければならないし、それがこの先もずっと続くということをやっと理解した。




　ルンデルハウスの親友トウヤは違う。どうもそのことを最初から知っていたような気がするのだ。

　普通、優しさというものは、献身や、理不尽に対する怒り、無力感の中にあらわれるものだ。

　子どもは、正しいと思われる決断と、自らが選びたい決断の差がわからない。普通はその板挟みの中で、自らの無力を知るのだが──その二つがまだないまぜになっている子どもは、自らが選びたい決断を選ばせてくれない周囲に憤るだけだ。つい先日まで子どもだったルンデルハウスには自分自身のこととしてそれがわかる。

　トウヤは、その二つの区別がついている。正しさも限界も知っている。

　サフィールの街でトウヤが向かい合ったのは、断絶だ。シュンイチという〈冒険者〉の拒絶はトウヤが変えられるものではなかった。〈鋼尾翼竜ワイヴアーン〉の侵攻はトウヤが防げるものではなかった。もちろんルンデルハウスであっても無理だったし、ミノリや五十鈴、セララであっても無理だったろう。あそこにあったのは拒絶と断絶であって、自分たちにできることは、なにもなかったと思う。

　しかしそんなことはわかったうえで、傷つくとしても自らの魂が命じる献身の選択をとることができる。それがトウヤという友人なのだ。

　セララや五十鈴は少し違う。彼女たちは、出来ると信じていたのだ。だからこそ出来なかったという結果に本気で落ち込んでいた。自らの弱さを克服しようと奮い立つこともした。もちろん、その信じるという気持ちは希け有うな素質で、その無垢さを守らなければならない。

　けれど、トウヤは少し違う。彼は「おそらく言葉が届かないこと」をわかっていたはずだ。しかしそのうえで、あの虚無にとらわれた〈冒険者〉と対峙したのだ。

　ルンデルハウスが二十歳になってやっと知った「この世界には英雄と呼ばれるほどにその能力を伸ばしたとしても、救うことはおろか触れ合うことのできぬ絶望がある」ということを、トウヤは最初からわかっていた。わかっているのに、やめなかったのだ。




「……俺は帰るよ」

「そうか」

「うん」

　厨房から漏れ伝わってくる五十鈴たちの華やいだ声が小さく響く中、トウヤは唐突に呟いた。

　帰る。その言葉の意味を取り違えたりはしない。

〈冒険者〉はいずこかにある「〈冒険者〉の国」からこのヤマトにたどり着いた漂流者なのだ。〈大災害〉によってさらわれた理不尽の被害者だといったほうが正確かもしれない。いきなり故郷から引きはがされ、右も左もわからない異郷に投げ出された囚人だ。

　ルンデルハウスは、あの町で〈オデュッセイア騎士団〉の戦士が発した悲痛な叫びを聞いた。俺たちは帰りたいんだよ。竜さえも葬るはずの〈冒険者〉の叫びは、迷子の子どものように寄る辺なく響いた。

「故郷があるなら帰るのは当たり前のことさ」

　だからルンデルハウスは素直にそういうことができた。その判断は正しい。正しいことを伝えることができる強さを、ルンデルハウスは持っている。トウヤたちに囲まれて戦い、〈冒険者〉として手に入れたのだ。

　おそらくあの闇はすべての〈冒険者〉の中にある。

　ミノリも、トウヤも、セララも。ギルドの年長者たちも。

　五十鈴の中にも、あの悲嘆があるのだ。

　それは目には見えないが、心臓に突き立てられた短剣のようなものだ。〈冒険者〉の心は、今でも血を流し続けている。彼らは解放されるべきだ。ルンデルハウスはそう思った。

「きっとシロエ兄ちゃんたちは、そのことを話し合っているんだ。もう、その話をしなきゃいけない時期が来たんだ。帰れるにしろ、帰れないにしろ、はっきりと口に出さなきゃいけない時期が」

　だから、トウヤの言葉を誇りとともに聞くことができた。

　トウヤは強い。その友人にふさわしい強さを身に着けたいとルンデルハウスは思った。

「ごめん。ルディ兄」

「謝罪の必要がどこにある？　別離の覚悟なんてとうにできている。この世界は、そういう世界なのだ。巡り合った人々がいつまでも一緒にいられるとは限らない。だからこそ出会いが尊いのだ」

　なぜ謝るのか。ルンデルハウスは憤慨して胸をそらした。

　そんなに弱い男だと思われるのは心外だ。

「ルディ兄。俺は、この異世界に来てよかったよ。大好きな人に沢山会ったよ。走り回って騒ぐなんていう嬉しさももう一度味わったよ」

　楽しかった。

　そういわれるのは喜びでもあり、寂しさでもあった。

　もちろん今だって超楽しいんだぜ？　そうトウヤに言われて笑った。厨房からは、五十鈴の小さな歌声と、セララの料理解説が小さく聞こえてくる。

「前にいた世界で事故にあったんだ。ああ、そんな顔するなよ。たぶんたいした事故じゃない。いや、大した事故だったのかな。でもそれはそんなに大事じゃないんだ。俺はそれでなんだかくじけちゃって」

　トウヤはルンデルハウスではないどこかを見つめて小さく語った。

「お休みするのが一番いいと思ったんだ。みんなに迷惑をかけないように小さくなって、負担をかけないようにしようとした。それって間違いじゃないんだろうけど、それで得られることってないんだよな。俺は幽霊みたいなモノになって、いなくなっちゃったんだ。……なんだか全部がぼんやりした時間だった。良いことも悪いことも灰色で。そして、ミノリをいっぱい泣かせた。きっと涙を見せないで、ミノリは泣いた」

　女の子たちは二人で守らなければいけない。ルンデルハウスは〈妖術師ソーサラー〉だから腕っぷしでいえば仲間の中で一番弱い。しかし、そういうことではない。男の矜きよう持じの問題だ。ましてやそれが姉であるのならば、弟として守らないわけにはいかないだろう。ルンデルハウスにはトウヤの痛みが我が事のように感じられた。

　トウヤはそこで照れくさそうに頭を掻いて「でも、望んでじゃないんだ。何の努力もしてない」と続けたのだ。

「こっちに来ていいことあったしすごいラッキーだからさ、俺、今度はそういうのちゃんとわかんなきゃいけない。欲しいものを欲しいって言って、じたばたして、だからこれは俺のものなんだぞって、言わなきゃいけない」




　虚を突かれたルンデルハウスはその言葉の意味を考え、理解した。

「だから、『次』は望むよ。次は望んで自分の居場所を作るよ。それをシロエ兄ちゃんから教わった。だから、もし帰っても終わりじゃない」

「わかった」

　ルンデルハウスは真剣な表情のトウヤにうなずいた。

　トウヤはルンデルハウスが思ったとおり優しい男だった。

　そしてルンデルハウスが思った以上に意地っ張りで、気宇壮大だった。

　この世界に望んで来たわけじゃない──。あの〈冒険者〉はそう叫んだ。それはすべての〈冒険者〉の叫びでもあった。その残酷に抗議の雄たけびを上げたのだ。それは正当な権利だと、ルンデルハウスは思う。

　しかしトウヤは、それを認めて、認めたうえで「あれは理不尽な強制だった。だから一度帰って、今度は望んで来る」と言ったのだ。

　不可能事だろう。戻るあてさえもないのだ。

　アキバの街では年齢よりもレベルと行動が重視されるとはいっても、それでもトウヤの年ごろの発言として、一笑に付され取り合ってもらえないだろう。ルンデルハウスが言ったところでおなじだ。いいや、あるいは、シロエほどの大物が言ったとしても夢物語として流されてしまうかもしれない。

　しかし、ルンデルハウスはトウヤという友人を知っている。冗談で言ったわけではない。それは誓約だ。

　ルンデルハウスはトウヤの親友なのだ。それに男同士だ。一回も口に出したことはないが、二人は約束したことがある。誓い合ったことがあるはずだ。戦場に立った親友同士はお互いを信頼しなければいけないのだ。出来ると信じなければいけない。

　トウヤの決心はあるいはトウヤを傷つけるだろう。

　その姉ミノリを傷つけることもあるだろう。願いというのはそういうものだとルンデルハウスは理解している。野望はその高さに比例して苛烈な炎で魂を焼くのだ。一度死を経たルンデルハウスはそれを知っている。しかし止められない願いがあることもまた知っているのだ。

　ならば、ルンデルハウスもトウヤの願いを信じてやらなければならない。

　何ができるかはわからないが、手伝ってやらなければならないだろう。

　ほんの少しだけ、五十鈴のことを思い浮かべた。きっと無茶をするなと怒られるだろう。殴られると非常に痛いのだ。彼女はもうすこし自分を立ててくれないだろうか？　と愚痴に近い思いが胸をかすめる。

　しかし男同士の約束というのは重いものだ。トウヤの願いが正しいかどうかは、まだよくわからない。しかし、ルンデルハウスがそれに協力したいという気持ちは、すでに本物だ。

「まだあてがあるわけじゃないだろう？」

「うん、それはそうだけどさ」

「じゃあ、今は夕食だ。マスター・シロエたちだって、何かを考えついてるかもしれない」

「そーいえばそーだよな。すっごく難しい願いだし。まだ時間あるよな」

　ルンデルハウスはそのとおりだと頷いた。

　きれいにカットしたフルーツを持ったセララがリビングに入ってきて、食器が並べられる。ルンデルハウスたちは、今日も最高においしい、にゃん太特製ジャガイモのスープに舌鼓をうつのだった。





































　　　▼１




「なんかこの街、アキバっぽくなってねえか？」

「〈冒険者われわれ〉が影響を与えているんでしょうね」

「んなもんかねえ」

　アイザックはレザリックの解説に腕を組んで首をかしげた。

　春を迎えようとしているマイハマの街は活気にあふれていた。まだ朝晩の風は冷たいが日が差せばぬくもりを感じるようになり、それにつれて街の人々や商店も明るくなってきているのだ。

　まあ、それはいい。良いことだ。〈冒険者〉がこの街に有形無形の様々な影響を与えて、それで活気が出たのも事実だろう。しかし、〈冒険者〉を「我々」と言われると釈然としない感じになる。

　アイザックは振り返ったカラシンの顔をじっと睨んだ。

「何ですか、その目は。〈第八商店街僕ら〉のせいだけじゃないですよ」

「お前のせいだよ」

　そうなのだ。

　あののぼりに書いてあるのは「大特価、稲荷いなりずし弁当」だし、その隣にあるのは「ウォシュレット作ります」だ。大通りの店に食品をあふれさせているのは、アキバ製の鍬くわや鋤すきといった農作業具である。ただの農具が魔力付与されているはずがないからだ。

　まあその辺はまだしも、「１／６フィギュア・レイネシア姫（お出かけバージョン）」や「１／６フィギュア・レイネシア姫（冬薔薇バージョン）」は明らかにカラシン率いる〈第八商店街〉のせいだろう。

　アイザックとしては「僕ら」などと一緒にされても困る。「お前ら」だ。

　しかし睨み付けたはずのカラシンは「賑やかですねえ、いやあ良かったなあ。どうです、イセルス様」などと明るい声を上げている。

　そのカラシンと連れ立ってアイザックの前を歩いている小さな男の子は、イセルス＝エルアルド＝コーウェン。レイネシアの弟であり、つまりはマイハマの貴族だ。いまだ八歳ということで、その姿は年相応に小さく幼い。子どものことなどわからないアイザックだが、その年齢は小学校に入るくらいだったか？　それとももう少し上か？　程度の認識だ。

「これからの時代は〈大地人〉は〈冒険者〉の文化を取り入れて発展していくのが大事なのだ、ってお爺様もおっしゃってました」

　その割には発言が大人びていてくそ真面目なので閉口する。

　イセルスと喋っていると「俺が八歳の時ってこんなんだったか？」という疑いがどうしようもなく湧き上がる。

「……お前何でついてくんだよ」

「僕もお姉様のように〈冒険者〉の皆さまのことを知りたいんです。いろいろ教えてください」

　それは何回か聞いた。

　どうもこのイセルスという子ども（ガキ、と思いかけてやめた。そういう言葉遣いは教育上よくないと、レザリックにこってり怒られたからだ）は、そこだけは子どもらしく、剣だの騎士だの戦いだのに興味があるらしい。

　アイザックが訓練をしていると、足下にちょろちょろとやってくることがある。大粒のビー玉みたいな瞳でこっちを見上げてくるので始末に負えない。姉貴は高級猫路線だが、弟は室内犬路線なのだ。付き合いきれない。

「ほら、アイザック君。護衛も我々の任務なんですし」

「だりぃ」

「うははあ。またずいぶんと疲れちゃってるじゃないですか。アイザックさん。イクメンですよ。評価高いポイントですよそれ」

「柄じゃねえよ」

　しかしそうは問屋が卸さないようだった。

　レザリックの言うとおり、コーウェン一家の護衛はアイザックたちに託された依頼のひとつでもある。マイハマの騎士団グラス・グリーヴスの訓練と護衛。どちらが主たる依頼なのかシロエは言わなかったし、アイザックも聞かなかった。マイハマにやってくるまでは簡単な任務だと思っていたのだ。

　今だって決して難易度が上がったとは思っていない。

〈冒険者〉は〈大地人〉よりもずっと上の戦闘能力を持っているし、アイザックの仲間は頭は悪いが腕利きぞろいだ。訓練だって護衛だってこなすだろう。しかし、難易度と複雑さというのは同じではない。

　難しいとは思わないが煩雑だな、とは思う。

　ゲームのクエストのように「三日の間護衛対象を守り切れ！　（０／３）」というようなわかり易い表示はない。それだけではない。ゲームのように簡単で割り切れる関係もまた、今のこの世界にはないのだろう。なにせゲームではなくなってしまったのだ。異世界なのだ。アイザックはそのセリフをいったまじめ腐った眼鏡顔を思い出していた。

　面倒くささの主要因、イセルスは子ども特有の弾むような動きで意気揚々と歩き出した。駆けださないのは育ちの良さだろう。しかしまるで行進をするような歩調である。朗らかすぎてアイザックから見ればお遊戯の時間のようだ。要するに気恥ずかしいのである。




「いいことですよ。アキバとマイハマの関係も強固になる。あの子、将来領主になるでしょうしねー」

「おいおい。まだわかんねーだろ」

「確かに未来のことですけどね。でも未来って準備して迎えるものでしょ？」

　イセルスが織物屋の店先に寄っているのにレザリックと侍女たちがついていった。アイザックはついていくつもりもないので腕を組んでそれを眺めていると、カラシンが話しかけてきた。

　まあ、継承者とか、初孫とかいうんだから、そりゃ可能性としては領主になるかもしれないし、カラシンがそういうのなら可能性も高いのだろうが、目の前で店主の説明に耳を傾けているちびすけと、「領主」という言葉はどうも結びつかなかった。

　アイザックは憮然と「……そんなもんかね」と答えてやる。

「アイザックさんのいうことももっともで。ヤマトの勢力図は不安定ですからね。先行きどうなるものかはわからない。〈ウェストランデ〉はきな臭いし、謎のモンスターなんて報告もある。アキバの内側だって面倒くさい。っていうか帰還へのヒントが得られるかもしれないって、シロエ殿報告書あげてましたしね」

「ふぅん」

　アイザックは生返事をする。

「あれれ。恋しくないんですか？　故郷」

「俺ぁ場所だの家だのにこだわりのある出身じゃねえからな。身内ツレがいるところが家だよ。今は手元にそれがたくさんいる。面倒くせえことは、目の前に出てきてから考えるさ」

　正直言えば目の前に出てくれば選んで食うだけであるので、考えるのはまっぴら御免というのがアイザックの方針だ。そもそも「考える」なんてのは考えてましな答えが出せる奴の方針であって、アイザックはそうではない。むしろその時になってその場の判断で最善を選べば、アイザックはそれでよいと思うのだ。

　宝くじの使い道は当たってから考えればいいのである。

　今この場で帰れたらとか、帰った後は、なんていうのはとらぬ狸のなんとやらだ。

「こりゃまた男おつとこらしいですね。さすが八割」

「そういうチャラ夫は帰りたいのか？」

　しかしそれはアイザックの内心のことであって、他人の帰りたいという気持ちは否定しない。わからないでもないからだ。もっともカラシンにそれを尋ねたのは、全くの気まぐれであった。イセルスは最近アキバからもたらされた染色技術について店主の詳しい話を聞いている。そのせいで路上のアイザックは手持無沙汰だったという、それだけの理由だった。




「ええまあね。食事デートの約束した娘が何人かあっちにいますし」

　しかしまあ、尋ねるだけ無駄だった浅薄な答えに「俺お前のこと尊敬しかけてるわ」と返す。もちろん嫌味だ。顔と同じくらい能天気なカラシンは、そんなアイザックの威嚇にへらへらと笑って言い訳を始める。

「帰るってなった時気持ちの整理ついてないと取り乱しそうでしょ？　どっちに転んでもいいように言い聞かせてるんですよ。自分に」

「ふぅん。整理、つくのか」

「つけますよそりゃあ。でも、戻れたとしても会社は辞めちゃうでしょうね」

「そうなのかよ？　広告代理店コーコクのイートコだったんじゃねえのかよ？」

　それは何回かの宴会で互いの境遇を明かしあったときに聞いた情報だった。あまりの境遇の差に、大笑いをしあったものだ。赤坂だかどこかのでかいビルで下っ端仕事をしているとの話だった。

「そうなんですけど。でも、こっちで自分の腕試ししちゃったらもう戻れないじゃないですか。自分で人を口説いて手を携えて商売する味を知っちゃったら、パワポで薄っぺらい企画書つくって予算の中抜きするなんて、ダルすぎて燃えられないですよ。毒されちゃってますかね？　この世界に」

　アイザックはまじまじとカラシンを見つめた。

　ヘラヘラ笑いを浮かべてるはずの男は、なんだかふてぶてしい表情でアイザックの視線を受け止めている。

　このちゃらけた若旦那の中にも、それでは男らしい骨があるのだなあとアイザックは感心した。正直いってアイザックには広告代理店もパワポとやらもわからないが、カラシンがいうのは要するに独立するということなのだろう。でかい屋根の下を出て、そう、一部上場とやらの庇護を離れて、博打を打とうとこの男は言っているのだ。

　それがなんだかおもしろくて、アイザックはその背中を力任せにたたいた。そして「いいじゃねえか」といってやった。

　カラシンのほうはげほげほと咳き込み「ふざけないで下さいよ、燃える瞳は原始のゴリラですかこの脳筋！」と笑って流してやる。カラシンの罵声などじゃれあいのようなものだ。




「あ、おい！」

　アイザックはとっさに前に出た。

　いつの間にか隣の店に移ったイセルスは、キラキラした瞳で店頭の展示品を眺めて、そのうち一振りの剣を手に取っていたのだ。それは小剣シヨートソードというよりは短剣ダガーなのだが、イセルスの百十センチメートルほどの身長では大ぶりで立派に見える。

　イセルス本人からしてもそうなのだろう。刃渡り十五センチほどの短剣を嬉しそうにじっくり見ている。

「格好いいです」

　イセルスの服装は貴族の子弟としてふさわしいものだ。マイハマ領の文化として華美なものではないが、庶民と比べれば布地からして違う。それを見て上客だろうとわかったのだろう。店の奥から小太りの店主が飛び出してくるのを、あきれたアイザックは手の平を突き出して黙らせた。

「そんな剣、おまえ、ピカピカしてるだけで全く使えねえぞ！　レザ、おまえも止めろよなっ」

「ほら。イセルス様。アイザック君が目利き、してくれるそうですよ？」

「!!　ったく。お前らなあ」

　わかっていてにやにやと眺めていただろうレザリックのむこうずねを一つ蹴飛ばして（レザリックも板金脚甲プレートグリーヴをつけているのでこの程度では痛がりもしないのだ）、イセルスから短剣を取り上げた。

　イセルスは「ああ……」と落胆の溜息をもらす。

　やはり男子だ。こういうものに憧れはあるのだろう。

　アイザックにだってそれはわかる。〈大災害〉でこちらに来た時に、鎧の重量感や、ずっしりした剣の輝きに心ときめかなかったかといえばウソだ。バイクを乗り回していたのだってそうだ。大きな鉄の塊を自在に操るというのは、男にとってはいくつになっても興奮させられるものなのである。ましてや小学生程度の子どもだ。興奮して鼻血を出すくらいでも、驚きはしない。

「もう、わかったよ。ほら、これにしろよ」

「……でも、これ。高いです」

　仕方なく見繕った狩猟用の短剣に喜色をうかべたイセルスだが、表情が落ち込む。値段を見てみれば、まあ確かに先ほどのごてごてした短剣よりはゼロが二つ多い。〈大地人〉が作ったものと、アキバから流入したものの差だ。しかもこんな大通りの武器屋にあるにしては、アイザックの選んだ一本はなかなかの性能を持っていた。

「そりゃまあ多た々た良らの数打ちだからなあ。ま、興味ないならいいさ」

　アイザックはいった。無理に勧めるつもりはもちろんないのだが、さっさと背を向けたイセルスが本当は少しだけ未練があることだって見抜いている。確かにイセルスは賢い、よくできた、気丈な子どもだとアイザックだって思う。しかしそれだって八歳なのだ。視線や足取りから気持ちを隠すなんて不可能だ。

　肩をすくめたアイザックにカラシンが「それじゃイセルス様。今度アイザック君が見繕ってくれますよ。ねーアイザック君」と声をかける。背中をむけた少年に聞こえるような、わざとらしいセリフだった。

　振り向いたイセルスに、すましかえったカラシンは告げる。

「献上品ですよ、イセルス様。ああ、遠慮なんてしないで下さいよ？　僕もちょっぴり貴族みたいなことをしてみたくなっただけで。ええ、貴族ごっこです。アイザック君も乗り気です。これも商人の甲斐性ってやつですからね」

　いや全く乗り気じゃねえよ、面倒くせえ、とアイザックは思った。

　だがカラシンはけろりとしている。たしかに嫌みのない笑みにウィンクは似合っているのだが。どこまでも軽薄でつかみどころのない男だ。

「まあ、それは今度選ばせますからね。ついでに、ゴリラへの差し入れも。さあ、視察の続きをしましょうよ。まだ日も高いですし」

　大喜びで駆けだすイセルスの後ろ襟をアイザックは反射的につかんだ。体重の軽いイセルスの靴が宙を掻くのを、アイザックは仔犬のように持ち上げる。




「血圧上がったからって走り出すなよ、お前は子どもか」

　いや子どもなんですけどね。

　子どもでしょう。──と答えるカラシンとレザリックを無視してアイザックはイセルスを肩に乗せた。「高い！」と感極まった声をあげるイセルスにそりゃまあ高いだろうと思う。

　後先考えずにあちこち暴走されるよりは、肩車をしてた方がまだ楽だった。そこでアイザックは思い知る。休日に子どもを担いだり、ベビーカーに入れている夫婦者は、あれは子どもに対して過保護だったわけではなくて、子どもを野放しにして余計に体力を使うのが大変なだけだったのだと。

　アイザックはやれやれと歩き出した。

　護衛というのは本当に面倒なものだ。

　ただまあ、休日の散歩としては悪くない。




　　　▼２




　ゆっくりと時は過ぎ春は深まっていった。

　アイザックもまあまあ忙しい時間を過している。実際やることはいくらでもあるのだが、全部を丸ごと抱え込むほどアイザックは勤勉な男ではない。

　騎士団の訓練はリイ＝ジェントだのゼッカ＝イーグルだのに任せておけばいいのだ。〈黒剣騎士団〉には脳まで筋肉で構成されている体力バカがたくさんいる。そういう連中は疲労というものを知らないほどバカなので、疲れることは押し付けるべきなのだ。アイザックは「俺はギルドマスターだしな」という言い訳にもならぬ言い訳でもって、週のうち三日は昼寝などをして過している。ライオンと同じ生態だ。

　昼寝をしてしまった夜はなかなか眠気が訪れず、アイザックは今しているように彷徨さまよい歩あるくことも多かった。夜の散歩というやつだ。

　もちろん酒場に繰り出して飲むことも少なくはなかったのだが、アイザックの仲間はほとんど例外なく声がでかくて男臭い。そういう連中の相手をするのも疲れるからな、とほかのギルドからはアイザックがまさに言われている事を思う。

〈円卓会議〉で仕立てられた制服を着たアイザックはぶらぶらと廊下を歩いていた。このあたりは〈灰姫城キヤツスル・シンデレラ〉本館の三階部分である。

　時刻は二十一時ほどだろうか。多くの〈大地人〉にとっては眠りについているべき時間だ。この世界での灯りは地球世界よりも貴重品である。もっともそれは庶民の話であって、さすがは〈自由都市同盟イースタル〉、その貴族たちを束ねる筆頭領主の館ともなれば、廊下の角々には〈魔法の灯り〉がともされている。防犯上の理由からも必須なのだろう。

　そして灯りは人の生活習慣も変える。

　アイザックが顔だけ出して覗き込んだ執務室の中では、領主セルジアッド＝コーウェンがまだ執務中だった。




「訓練の様子はどうだね」

「まあまあってとこかな。騎士たちのレベル上げは順調だぜ」

　おいっす、というような適当な挨拶をして執務室に入り込むと、アイザックは特に許可もとらずに応接セットに座り込んだ。小声で問いかけてくる侍女にお茶を頼んで背中を投げ出す。

　深夜の訪問はこれが初めてではない。

　最近では週に一度は訪れているくらいだ。

　今日は招かれてだが、最近ではふらりと訪れることも多い。アイザックは深い色の茶を供してくれた侍女に「おう、あんがとよ」と礼を述べると一口飲んだ。

　酒は好きだが、こうして茶を飲むのも悪くはない。

　セルジアッドに告げたことはないが、この執務室はなんだか居心地が良いのだ。豪華ではあるが歳月の洗礼で華美さが洗い流されている。何もかもが質実でしっとりと落ち着いた雰囲気だ。故郷でいえば手入れの行き届いた寺社にも通じる雰囲気を持っていた。

　それが好ましくて、アイザックは夜の徘徊のコースにこの執務室を入れているのだった。部下との大騒ぎに疲れているときなどはさらに好都合だ。

　執務机の書類をまとめたセルジアッドも応接セットへと移動し、アイザックと向かい合うと表情を緩める。

「それは心強い。いつ何が起きるかわからない時勢だからな」

「世間話をするためにわざわざ呼び出したのか？」

「そうじゃよ」

「おいおい」

　まあ、いいんだけどよ。

　とアイザックは肩をすくめる。

「老い先短いこの身の楽しみを奪うてくれるなよ」

「爺さん、九〇レベルがぶん殴ったってけろりとしてそうじゃねえか」

　アイザックはセルジアッドと笑いあった。

　このマイハマにアイザックがやってきて、もうかれこれ三ヶ月以上がたとうとしている。最初の挨拶からセルジアッドとはずいぶんさまざまな話をした。

　もちろんアイザックだとて、相手が〈大地人〉であり、〈冒険者〉である自分たちの戦闘能力に畏怖に近い感情を持っていることはわかっている。また貴族領主として〈円卓会議〉に対して接近を図り、技術や経済の助力を得ようと意図しているということもだ。

　しかし、それだけではないともアイザックは感じている。

　セルジアッド＝コーウェンというこの老人は、なかなかでかい男だとアイザックは思う。年齢でいえば二回りも年下の自分に気さくに接してくれる。それは立場上のことや損得勘定といった理由もあるだろうが、それ以上にアイザック個人にたいして歩み寄ってきてくれている。礼儀作法もろくに知らない自分に恥をかかせぬように降りてきてくれているのだと思う。

　骨が太く、姿勢の良い老人だ。

　若いころにずいぶん鍛えたのだろう。がっしりした身体つきで、いまでも廊下を歩くときにふらつきなど見られない。ソファに腰掛けるその姿にも、威厳がある。

　そのわりには好奇心旺盛でお茶目なところもある。どら焼きが好物で取り寄せているとも聞くし、アイザックには特注の眼鏡も見せてくれた。「〈冒険者〉特製の眼鏡をかけると泉の如く智謀が湧くと聞いたのだが」とがっかりしてたのも、楽しい話だ。頼まれたからにはアイザックだって口外はしない。




「まあ、イセルスのことだ」

　ひとしきり笑った後、セルジアッドはけろりと切り出した。

　呼び出したくらいだから何かの話があるとわかっていたアイザックも、「おう。まったく。素直にいいだせよ」と返す。

　セルジアッドは臣下から絶大な尊敬を受ける名君である。

　しかし、どうもセルジアッド本人の個人的な性格は、ずいぶん洒落っ気のある面白い老人なのではないか？　とアイザックは疑っている。皆威厳にごまかされてはいるが、この老人はずいぶんと様々なことを面白がったりしているのだ。最近では〈冒険者〉相手に洒落が通じるかどうかを、アイザックで実験している節があった。そのせいで、アイザックの方も随分気やすい口がきけているのである。

「近々、あやつの誕生日を祝い、大々的な祭典を執り行なうこととなってな。〈冒険者〉から見れば、不合理極まりなくも見えるのだろうかね」

「俺らだって宴会ぐらいやるさ。誕生日ともなれば、酒を飲んでくだを巻く程度のこたぁするよ」

「ふむ。貴族の政治なぞ、下らぬとなじられるかと思っていた」

「政治のことはよくわからねえが、これはイセルスの誕生日だろう？　祝い事にケチをつけるほど俺ら野暮じゃねえやい」

　アイザックはそう流した。

　祭典というからには、まあ、面倒くさいことはあるのだろう。

　ご苦労なことだとも思う。イセルスはまだほんの子どもなのだし。

　しかしそう考えたアイザックの耳に「その場でイセルスをコーウェン家の跡取りとして指名するつもりだ」というセルジアッドの言葉が響いた。

「後継者？　おいおい八歳だぞ、あいつ」

　信じられずに入れたアイザックのツッコミに、セルジアッドは何も答えず茶をひと啜すすりしたのみだ。

「そもそも、爺さん。息子いただろ。真面目系の」

　アイザックの重ねた問いに、セルジアッドはひげをしごきながら、考えをまとめているようであった。そんな仕草はセルジアッドによく似合ってもいたし、アイザックも見慣れてはいた。

「フェーネルは入り婿でな。あれはよくできた男よ。文官の出ではあるが武の心だって忘れてはおらぬ。マイハマの河川をよく治めてくれた。私はあれを高く買っているのだが、領民が納得せぬ。後継者にはコーウェンの血が望まれているのだ」

「うーん」

　そのあたりのことは、アイザックも聞いていた。

　別段他人の家の事情など興味もないのだが、護衛対象である領主一家の構成となると無関心でいるわけにもいかない。また、娯楽の限られたこの世界において、為政者の家庭事情というのは格好の噂話の種だといえる。

　三ヶ月も暮らせば、酒場でも市場でもこのあたりの知識は井戸端会議の前提としてすっかり刷り込まれるのだった。

「わが娘サラリヤと婿フェーネルの間には三人の子がいる。長女のリセルテア。次女のレイネシア。そして末子のイセルス」

　そのあたりも聞いている。

　セルジアッドは男子を得なかった。

　子どもは二人姉妹。姉のサラリアと妹のラングリッサだ。どちらももう三み十そ路じではあるが優美な美女であり人気は高い。姉のサラリアは婿を迎えた。それが話に出ているフェーネルだ。いま、このマイハマの領地は、セルジアッドが領主として統治をしつつ、その片腕としてフェーネルが交易や内政を取り仕切っている。

　その二人の間に生まれたのが話に出た三人の子どもだ。

「リセルテアは継承権を放棄してな。騎士のもとへと嫁いだのだ。言い出したら聞かん娘でな。愛する人のもとへ嫁げぬのなら喉を突いて死ぬなどといいよる。誰に似たのやら嘆かわしい事よ」

　誰に似たって爺さんに似たんだろ。アイザックは口の中でもごもごとつぶやいた。その嫁いだ騎士というのはジャリスという男だ。マイハマの騎士団〈グラス・グリーヴス〉の若手の中では一番の使い手である。団長を務めるには年齢が足りないということだが、根性と剣の腕だけでいえばすでに騎士団三傑に入るだろう。

「残るはレイネシアとイセルスとなるわけだ」

「姫さまいるじゃねえか。爺さんの娘が婿をとったんだから、次も婿だっていいんだろ？」

　アイザックはセルジアッドの低い声に返す。

　とはいえ、答えについては予想をしていないわけでもない。

「──あの娘には別の仕事が向いているであろう」

「別の仕事、か」

　セルジアッドはわずかに苦い微笑みを浮かべて、窓の外の月を見やっている。アイザックも付き合うようにそちらへ視線をやった。




「このヤマトは古くから〈ウェストランデ皇王朝〉という国が治めておった。知っておるかな？　古いにしえの話だよ。その後戦争があった。世界中を巻き込む大戦争だった。アルヴ族とそのほかの人間種族が争ったのだ。六傾姫ルークインジエの戦乱を経て、〈ウェストランデ皇王朝〉は滅びた。──その後ヤマトを二分したのがわれら〈自由都市同盟イースタル〉と西を治める〈神聖皇国ウェストランデ〉よ。わがコーウェン公爵家の公爵とは、古の〈ウェストランデ皇王朝〉から与えられた爵位なのだ。〈自由都市同盟イースタル〉も〈神聖皇国ウェストランデ〉も、もとはその古の王朝の末まつ裔えいなのだよ」

　セルジアッドが語り始めたのはヤマトの歴史だった。

「〈神聖皇国ウェストランデ〉は、古の〈ウェストランデ皇王朝〉の正当なる後継者なのだとさ」

「はあ……？」

「〈自由都市同盟イースタル〉は統治下に入れと、そういわれておるよ」

「面倒くせえ」

「たしかにの。面倒くさいことだ。そして危ういことでもある。我の目には、ヤマトは大きな歴史の曲がり角を迎えようとしているように見える。尋常ではない時代だ。我々〈大地人〉と〈冒険者〉が話し合うようになった。たくさんの素晴らしいことも起きるが、たくさんの恐ろしいことも起きるだろう」

　難しいことはアイザックにはわからない。

　正当だの後継者だの言われてもどちらが、あるいは何が正しいのかなど分別がつかない。しかし、今現在マイハマも関西も不都合があるようには見えないのだから、放っておけばいいじゃないかとは思う。わざわざ好んで面倒事を起こす必要はないだろう。

　そもそもこんな話をアイザックに聞かせるのが間違いだ。〈腹ぐろ眼鏡〉にでも聞かせるべき事柄である。

「つまりどういうことなんだ？」

　頭をぼりぼりと搔きながら尋ねたアイザックに、セルジアッドはからからと笑い、ゆっくりと話を再開した。

「そんな時代に領主になるというのは過酷なものだ。──我はレイネシアを見誤っておった。道理はわきまえておるが、覇は気きのない娘だと思っておった。氷の宮廷の大会議場に入り込み、貴族を相手に啖たん呵かを切ったレイネシアを見て、我は己の愚かさを知ったのだよ。礼節をわきまえよ、〈冒険者〉をよく見よ、とな。ああ、そのとおりだ。レイネシアの言うとおりだとかえりみた」

　セルジアッドは小さく笑うと、己の間違いを誇らしげに語った。

「わが孫娘のこともわかっていなかったこの老人が、〈冒険者〉のことなどわかろうはずもない。せめて今からでも〈冒険者〉と向き合いその全てに耳を傾けねば、このセルジアッドは正真正銘のバカ者、大うつけであるのだと思い知ったのだ。レイネシアのやつめに、あの怠け者の娘に、鉄棍棒モールで殴りつけられたようなものよ。〈鷲獅子グリフオン〉に乗って飛び立ったあの娘をみて、我はこの齢にして初心に返らされた思いであったよ」

　アイザックはセルジアッドの言葉を遮らなかった。

　夜のひっそりとした執務室に、その言葉は告解のように響く。

「あれはなかなかに聡明な娘だ。怠惰ではあるが義務をわきまえておる。あの娘を立てて、あるいは夫をつけてマイハマを任せるのもよいのだろうな」

「ほらみろ。姫さんでもいいんじゃねえか」

「だが、それは正しいのだろうかなあ」

　セルジアッドはまだ迷い、見果てぬ答えを宙に探しているように見えた。

「あの娘にはもっと大きな仕事があるのやもしれぬ。我にはわからぬがこの難局にあってもっと大きな運命があるのかもしれぬとも思う。──それに領主はやはり男の仕事であろう。それはイセルスもわかっているのだ。あの歳でな。イセルスは賢い。そしてそれ以上に愛情深い子だ。この領地を愛している。それは領主にとって必要な資質のひとつだよ」

　アイザックは肩をすくめて返答とした。

　ここはマイハマで、セルジアッドはその領主だ。

　セルジアッドがイセルスを後継者にするというのならば、部外者であるアイザックに言えることなどない。実際、イセルスが領主に向いていないとは、アイザックだって思わないのだ。八歳という年齢は地球の常識で言えば早いとは思うが、生まれる家を選べないのはこの世界だって地球だって一緒だ。同じような例は、きっとあっちにだってある。アイザックはそう思った。




「〈自由都市同盟イースタル〉は激動の時代を迎えるだろう。いいや、イースタルだけではない。〈冒険者〉を迎えたヤマトは、この世界は新たな時代を迎えたのだ。我らと貴殿らは同じような存在かもしれないが、それだとしたところで出会えば新たな可能性が次々と生まれる。その産うぶ声ごえが街からこの〈灰姫城しろ〉へも届いているのだよ」

「へいへい、爺さん耳がいいもんな」

「これからのヤマトでは〈冒険者〉とわかり合わねば民を導くことはできぬ。アイザック殿、あれはあのとおりまだ幼い。マイハマにいる間、我らには教えられぬことを教え導いてやってはくれまいか？」

「はあ。いいのかよ、俺なんかで。自慢じゃねえが俺はアタマ悪いぞ」

「そうは思わぬよ。まだ幼いあの子に必要なのは、アイザック殿のような灯りだと我は思う」

　セルジアッドがそう決めた以上、部外者であるアイザックは依頼に従い、騎士団を鍛えることくらいしかできないだろう。そして領主一家を守る。領主一家には、あの小さな子どもが含まれているから、それも当然守らなければならないだろう。

　ほかのことは「ついで」だ。

　幸いにして〈冒険者〉は強い。アイザックと〈ソード・オブ・ペインブラック〉は大概の危難を打ち砕くだけの力を持っている。マイハマの都は、悪くない場所だ。コーウェン一家は悪くない連中だといえる。もちろん組織の付き合いや損得はあるだろう。しかし、ならず者同然の〈黒剣騎士団アイザツクのなかま〉をもてなしてくれたのは事実なのだ。

　一宿一飯なんていう、手垢の着いた言葉をアイザックは思い出した。セルジアッドにはわかってもらえない笑みが唇の端に上る。

「ああ……。いいぜ。できる限りな」

「頼むよ。アイザック殿」

　ふたりはさらに取り止めのない話題で夜のひとときを過すのだった。




　　　▼３




　イセルスが八歳になる初夏、のちに〈大災害〉と呼ばれる事件がやってきた。

　それは爆発や閃光、あるいは大地の揺れを伴うことはなかったが、決定的な大事件だった。この出来事は、まず、マイハマの街から急に〈冒険者〉が消えるという現象で始まった。

　初めの数日はただの偶然かめぐりあわせだろうと思っていた大人たちは、次第にそれが一過性の混乱ではなく何か重大な出来事なのだということがわかると、あらゆる噂を伝えあった。その多くは〈冒険者〉が突然怠惰になって反逆を企てたという非難に満ちたものだったが、イセルスは最初からそれが的外れな言いがかりではないかと思っていた。

　騎士道物語に憧れるイセルスにとって、〈冒険者〉もまた伝説のような存在だったからだ。

　やがてゆっくりとだが新しい報せが街へともたらされはじめた。

〈冒険者〉はアキバの街に集い会合を持ったというのだ。〈冒険者〉たちも何か大きな問題に直面し、その解決のめどが立たずに立ち往生しているのだということを、イセルスは母サラリヤから伝え聞いた。

　大人たちはそれを知って、交渉すべきだとか、いいや、領主会議に取り込むべきだとか盛んに言い合いを始めたが、イセルスにはどうすべきかわかっていた。

　英雄である〈冒険者〉たちが問題に直面して困惑しているということは、それはすなわち世界が大事件なのだ!!

　そんな危機的な状況でどちらが上か、序列をどうするか、相手のいないところで話し合っているなんて間違っている。そうイセルスは主張したのだが、大人たちは自分の都合に振り回されてイセルスの声など耳に入らないようだった。

　もちろん大人が悪かったわけではない。イセルスの説明する力が足りなかったのだ。一年たった今のイセルスにはわかる。

　イセルスは領主の孫なので、〈グラス・グリーヴス〉の騎士たちも領内の豪商たちも丁寧に頭を下げてくれる。それはたしかに誇らしい気分にさせてくれる経験だけれど、同時にひどく居心地が悪い気分にもさせられた。

　彼らが褒めてくれるとき、その言葉が噓のように響くことがあった。それは悲しいことだ。彼らがイセルスに従ってくれるとき、それはイセルスが正しいからではなくてイセルスの祖父に気に入られたいからなのだと感じるときもあった。そんなときは自分自身がとるに足りない存在であるかのように思い、かんしゃくを起こしたこともある。

　つまりイセルスの言葉は、周囲の都合によって聞いてもらえたり、聞いてもらえなかったりするのだ。子どもなのだから仕方ないのだと、イセルスはそう思い傷ついていた。




　状況が変わるきっかけは姉レイネシアがくれた。

　レイネシアはお披ひ露ろ目めを兼ねて領主会議に参加していたのだが、紆余曲折の結果、アキバ赴任という任務を得たのだという。姉は領主会議終了後、祖父セルジアッドの命を受けてアキバに旅立ち、そこで領民を手助けする使命を得たのだった。〈冒険者〉を一目見たいイセルスからすれば、たまらなく羨ましい事であった。

　そしてそれはイセルスに大きな衝撃を味わわせた。

　レイネシアのことは綺麗で優しくて守らなければならない家族として大好きだったが、同時に男として育てられたイセルスは、将来家の（つまり領主の）仕事を手伝うのはレイネシアではなく自分だと無意識に思っていたのだ。

　年齢差があるとはいえ仕事を与えられたのが姉であるという事実にイセルスはショックを覚えずにはいられなかった。

　姉は姫護きごの騎士クラスティと轡くつわを並べ、〈緑小鬼ゴブリン〉の軍勢に立ち向かったのだという。しかしそれは〈冒険者〉に対する憧れからではなく、領主一族の聖なる義務としてだった。姉には騎士道物語に対する憧れなどはない。それは弟として知っている。〈冒険者〉ときちんと手を取り合いその友ゆう誼ぎをもって民を救った姉は、イセルスのように浮ついた気分ではないのだろう。

〈冒険者〉を一目見たい、その戦いを見てみたい、と思っていたイセルスはやはりまだ子どもでしかない。自分の姉は美しいだけではなく、気高く素晴らしい女性なのだとイセルスは思った。姉に比べれば、自分はひよっこに過ぎない。周囲の扱いに文句を言う資格さえ、本当はまだないのだ。

　そしてそうとわかれば、やることは山のようにあった。

〈冒険者〉と手を取り合うためにはイセルスだって家の仕事を十分に知ち悉しつして、貴族として成長しなければならない。イースタルでもっとも麗しい貴婦人、冬薔薇の姫といわれた才女である姉だからこそ、〈冒険者〉とともに仕事ができるのだ。姉の半分の年齢のイセルスには、学ばなければならないことがいくらでもあった。

　幸いにしてイセルスはセルジアッド公爵家の最有力後継者であって、教師役には不自由しなかった。母サラリヤからは〈自由都市同盟イースタル〉内外の歴史や地理を学ぶことができたし、父フェーネルからは領内の産業や地勢について詳しい話を聞くことができた。騎士団の訓練に付き合うのはまだ早かったが、庭師や馬丁でさえいまのイセルスから見れば誰もが専門的な知識と技術を持った、学ぶべき教師であった。




　そしておおよそ一年の月日が流れ、九歳の誕生日を迎えようとしているイセルスは（自分では）すっかり背も伸び（たつもり）、〈冒険者〉のなかでも〈黒剣〉の二つ名を持つアイザックに稽古をつけてもらっている。

　小さな中庭に乾いて高い音が響く。

　イセルスの身長に合わせて作られた木剣はどんなに工夫しても、アイザックの服にさえ届かなかった。

「アイザック君……これじゃ、ダメですか」

　荒い息を隠してイセルスは尋ねる。

「んなこと知らねえよ。もっと動いていっぱい剣ふれ」

「はいっ」

　両手で袈裟懸けに、そのまま横薙ぎ、手首を返して突き。

　イセルスの剣は八歳にしては悪くないものだったけれど、それは当然のように〈大地人〉の子どもとしてはである。アイザックはイセルスの木剣の十倍も重いはずの大剣を片手で棒切れのようにうごかすと、イセルスの攻撃をそらしてしまうのだ。

　アイザックとの訓練は、ほかの指南役とのそれとはまったく違った。

　素振りも型もなしに、ただひたすらに模擬戦が続くのだ。切れ目もないし、決まった時間制限もない。息が続かなくなっても、アイザックは鞘をつけたままの大剣でイセルスをつついてくる。

　それは攻撃でもなんでもない、ただ剣の鞘でこちらの身体を押しやってきているだけなのはイセルスには十分わかっている。なのに躱かわすこともできないし、受ければ自分の身体が玉突きのようにころころと転がされてしまうのを止めることもできない。まだ体力が続くうちはそんな戦いが繰り返され、いよいよもって息が苦しくなってくると、その場に倒れて休憩となる。

　型や術理の説明もないから、剣をどう振ればいいかもよくわからない。腕に違いがあるのももちろんだが、そもそも八歳の〈大地人〉イセルスと、数々の大規模戦闘レイドを戦ってきたアイザックの間には、基礎的な身体性能に差がありすぎるために、差が縮まったとか離れたということすらもわからない。昨日の自分と今日の自分では、良くなったのか悪くなったのかもわからない有様だった。

　アイザックとの訓練は、イセルスが味わった中でも、群を抜いて厳しかった。しかしそれがちっとも苦にならない自分にイセルスは驚いていた。

「ほい」

「あっ」

　アイザックの鞘つきの大剣がいつの間にか動いて、イセルスの手の中から感触が消えた。背後の空間で風を切るくるくるという音が響き、木剣が撥ね飛ばされた。

　見上げようとしてバランスを崩したイセルスは倒れこんで空を見上げた。

　呼吸が荒くなってしまって立ち上がることができない。

「アイザック君は──はぁっ。はあっ」

「おー休憩。いーから、寝っ転がって呼吸整えろよ」

「はい。はぁ、はぁっ」

「お前弱いなあ」

「はい……」

　さすがにはっきり言われると悲しい気分になってしまう。疲れて身動きもできないほどだが沈んだ声が出た。

「まあなんだ。そんなに気落ちするなよ。お前ら〈大地人〉は全員弱いから似たようなもんだ」

「そうですか」

　イセルスはその気遣いに小さく笑う。風の感触が柔らかく、日差しが温かい。この中庭にも三色菫パンジーが揺れているのだ。イセルスは優しい気分になってアイザックに話しかけた。

「騎士団のみんなも、アイザック君からすれば弱いですか」

「あー。弱ぇな。まだまだだ」

「むう。僕どうすれば強くなれますか」

「あんまり強くならなくてもいいんじゃねえのか？」

　イセルスはアイザックのそんなセリフに、無責任ですよ、と抗議の声をあげた。いずれ領主になる可能性があるイセルスは、剣の腕だって乗馬の腕だって磨かなければならないのだ。

「根性の方が大切だろ。強さはぼちぼちついてくらあ」

　アイザックは取り合わずに流すと、腰につけていた収納袋をあさり、長さ二十五センチメートルほどの反りのない短剣を取り出すと、それをあっさりとイセルスに投げ渡した。




「ほれ、それ使えよ」

「え……」

　くるりと半回転して、手のひらにすっぽり収まった短剣を凝視したイセルスには、すぐさまそれがとてつもない値打ちものだということがわかった。貴族であるイセルスは〈大地人〉一般庶民よりも武具の類は見慣れている。

　名剣、魔剣といわれているものでさえ見た覚えがある。しかしそれらだって〈大地人〉であるコーウェン家に伝えられているものだ。〈大災害〉以降、〈冒険者〉の作ったさまざまな器具がマイハマへ流入し、それは武器も例外ではなかったが、この世界において装備アイテムには作成レベルや適正レベルが存在する。そのために、一流の〈冒険者〉職人が作ったアイテムは天井知らずの価値を持つ。

「お前身体軽いから木剣じゃ重心が遠すぎるんだよ。使いこなせるようになれば剣の腕も上がる」

「〈冒険者〉の剣ですよ？　すごく高いのに」

　そうなのだ。

　きっとこの短剣はすごい値段なのだ。

　アイザックは〈冒険者〉で常識がなく、がさつだからわからないのだろうが、この剣一本でマイハマに家が買えてもおかしくはない。剣は明らかに強きよう靭じんそうな輝きを宿して、イセルスを虜にしそうだったが、それでもイセルスは振り絞るような声を出してアイザックにそう尋ねざるを得なかった。

　イセルスは、アイザックが大好きなのだ。

　朗らかで荒っぽくて細かい事には気が回らない、この巨大な戦士が大好きなのだ。だから、こんな厳しい訓練を受けていても、いやだなんて思ったことは一度もない。

「べつにいつでもじゃねーよ。お前誕生日だっていうじゃねえか。男はよお、そういうの持ってねえとだめなんだよ。バイクとかよ、鎧とかよ。そういうのでワクワクしなくなったら終わりだぞ？」

「アイザック君の金銭感覚ってどうかしてます」

　バイクというのはよくわからないが、イセルスは胸が温かくてどうにかなりそうだった。照れ隠しに無愛想なことを言ってしまったが、ほほが緩んで仕方ない。男子としては情けない笑顔になってしまっただろう。

「いらないのかよ。わぁったよ。返せよ、ほら」

　訓練で疲れ果てて指先ひとつ動かせないとは噓だった。

　剣を抱えてくるくると回ると、「わあー！　ダメです。すごく嬉しいです！　〈冒険者の短剣〉ですよ！　ありがとうございます！」と礼をのべた。この紋章は何だろう？　よく眺めて、そこに多々良という記名と、小さな〈黒剣〉のしるしを見つけた。

　この短剣はアイザックたちとお揃いの特注品なのだ!!

　イセルスの心はその発見に沸き立った。ヤマト最高の騎士団と信じて疑わない〈黒剣騎士団〉の紋章は、騎士位よりもなお輝かしいものである。

「そーやって素直に礼を言えばいいんだよ。まったく」

「ふふふ。あっ」

「どうした？」

　何回もぐるぐると回ったイセルスは、飛び上がるように空を指さした。

　その先には、春の薄く曇った空を駆けてくる一騎の影がある。見覚えのあるその形はアイザックが見せてくれたものと同じで、イセルスは素直に声を上げた。

「〈鷲獅子グリフオン〉です！」

「あー。〈円卓会議えんたく〉から誰か来たか？　あれは、リーゼ嬢ちゃんか。お披露目へ姫さんをつれてきたのかな」

「アイザック君、お風呂入りにいかないと」

「面倒くせえなあ」

　そういえば今晩こそはお披露目の宴だったのだ。

　急にそれを思い出したイセルスは体当たりをするようにアイザックの腰の後ろを押しやった。〈鷲獅子グリフオン〉の影はぐんぐんと近づいてくる。あれに姉が乗っているのであれば、身支度の時間はあまり残されていないかもしれない。

「だめですよう。宴にはお婿探しの女の人だって来るんですから！」

「わかった。わかったよ、本当にお前、そういうとこだけ細けえっていうか」

　いやがるアイザックにお小言を言うイセルスは、だが腰にさした短剣へ何度も目をやってしまう。これは大事な宝物だ。アイザックから剣を習ったという証拠でもある。

「耳の後ろもきれいにしないとだめなんですよっ」

　大好きなアイザックに抱き付くように、イセルスは館の中へと入っていくのだった。




　　　▼４




「電波式のものの開発となると、それ相応のアンテナのサイズが必要になりますよ」

「サイズ、ですか？」

「パラボラの、まあ、お皿部分ですね。そこのサイズが必要ですよ。技術程度が低いですから、どうしても力技というか大きさでカバーになりますよね」

「期間と予算は」

「予算は今のアキバの財政だと……三年分くらいかかるかもしれませんねえ。〈冒険者〉の発明は一点物を作るには向いてるんですが、量産や巨大なものを建築するのはまだまだ力不足で。建設期間は投入する人員次第ですけど、技術的な開発がありますからね……。研究時間を含めると、すぐにはお答えしかねます」

「……そうですか」

「いまのアキバの体制では現実的とは言えませんねえ」

　──ロデリックとの会話はそんな形で終わってしまった。

　シロエは春のアキバを自分のギルドへと向かって帰途についた。

　自分自身では表情に出していたつもりもないのだが、最近妙に勘が利くようになったアカツキに「主君、落ち込むな」と袖を引っ張られたりもした。「大丈夫だよ」と答えてはみたものの、手詰まり感はぬぐえない。

「主君はおじいさんのおでこになってるぞ」

「そうかなあ。そんなことないと思うんだけどなあ」

　シロエはアカツキの視線のささる額に手をやってもみほぐしてみる。普段と変わらない。この世界ではなんらかの外部的な力を加えない限り、髪の毛は伸びない。指先に触れる前髪の長さも、だからいつもどおりだ。

　帰り着いた〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のギルドハウスはひっそりとしていた。黒板にはにゃん太の文字で「夕飯の買い出しにいってくるにゃ」と猫マークがある。直なお継つぐは小竜たちの修行に同行しているはずだし、てとらも〈三日月同盟〉に向かったはずである。ミノリたちは、最近ではシロエたちに頼らなくても自分たちで行動を決めるようになっていた。

　無人でも落ち着くギルドの中の空気を呼吸して、シロエとアカツキは階段を昇って行った。リビングを見下ろす踊り場を抜けていつもの執務室のドアを開ける。かるく脇の下越しに後ろを見ると、アカツキが目線だけで「なにをしているのだ？　早く部屋にはいれ」と促しているように見えた。どうやら一緒に部屋に入って、お茶をしたり、護衛をしたり、隠れたりするらしい。シロエは小さく笑うと、アカツキを招き入れた。




　月への連絡手段を入手する。

　そんな目標を持ってみたはいいものの、それで別に日頃の悩みがなくなるわけではない。アキバの街は毎日新しい発明や発展のある活気あふれた街だ。しかしそれは、毎日新しいトラブルや問題が発明されるという意味でもある。

　シロエが思うにアキバの問題点の半分以上は人材不足が引き起こす問題だ。解決するリソースはあってもそれを運用したり指揮したりできる人間が少ない。それが現在の〈円卓会議〉の偽らざる姿である。

　原因はいくつもある。たとえば〈円卓会議〉代表を務めていたクラスティの失踪もそのひとつだ。彼のカリスマや指導能力、指揮能力というのは文句なく素晴らしく、彼がいなくなったのは痛手だとシロエは思う。

　周辺にやる気を起こさせる。あるいは何か問題が起きても何とかなるだろうという信頼感を持たせる。そういう能力は実際の実務能力とは全く別物だ。シロエの知ち己きでいえば〈彼女〉……。〈エルダー・テイル〉を引退して欧州へ渡ってしまったカナミなどがそれにあたるだろう。〈放蕩者の茶会テイーパーテイー〉は間違いなく彼女そのものだった。無制限の前向きさと無鉄砲な笑顔を旗印にして〈放蕩者ゲーマー〉は集つどっていたのだ。

　彼女の場合はやる気エンジンだけだが、このやる気というのを周囲に感染させるというのは選ばれた人の特別な能力なのだとシロエは思っている。クラスティもその限られた才能の持ち主だ。

　もっともクラスティの場合、それに加えて政治能力も実務能力も事務処理能力も指揮能力も運動能力も芸げい事ごと能力もあるので、ことさらに持ち上げるのも面倒だ。のらりくらりと逃げ回っていた領主会議、後で聞いてみればクラスティはソシアルダンスだってキャリア十年単位だというではないか。シロエはそれを聞いてすっかりだまされた気分になったものだ。




　クラスティやカナミのような存在は例外だとしても、アキバの〈冒険者〉は互いに譲り合って責任者を回避してしまう傾向が強い。これは〈冒険者〉がどうこうというよりもおそらく日本人の性格なのだろう。リーダーというのは何かあれば周囲に叩かれる、面倒くさくてうまみが少ない役割だと全員が思っているのだ。

〈円卓会議〉という自治組織が生まれ、曲がりなりにもこの一年間続いたのは、そもそもの最初から、大手ギルドのリーダーに声をかけるという手法で立ち上げたおかげだとシロエは思っている。全員公平な状況からさあ選挙で決めようと言い出していたら、選挙管理をする運営主体すら組織できなかっただろう。

　さらにいえば技術的な問題も存在した。メールもない、表計算ソフトや文章作成ソフトもない、記録装置もないし、郵便も発達していない。そんな異世界であるセルデシアでは、地球並みの会議をするのも一苦労だ。複写機コピーすらないのである。「今日の会議はこういった内容で行ないたいですよ」というレジュメを人数分つくるのでさえ、手書きでやれば一日仕事になってしまう。

　そういう意味でシロエは大人気である。

　サブ職業〈筆ひつ写しや師し〉は写本作成全般にかかわる能力を会得し、その中には紙やインクの作成といったクラフト系から、表や題字を描く際の補助というアシスト系、さらには眼前の書類や地図を複製するコピー能力も含まれている。当然魔法のアイテムは複製できないし、それなりの素材も必要だが、会議資料程度であれば下級素材であっても問題はない。

　その能力を当てにして、〈円卓会議〉の参加ギルドマスターや参加ギルドからは複製希望の書類が持ち込まれてくるのだ。人間複写機扱いである。




　ふと気が付くと手に持ったペンの影の長さも十センチを超えていた。

　数時間は作業に没頭してしまっていたらしい。

　背筋を伸ばすとゴリゴリと音が響く。ゼミでも机仕事は多かったので慣れきっていることではあるのだが、眼鏡を拭こうかと視線を上げると、アカツキとリ＝ガンが応接セットでお茶を飲んでいた。

「どーもお」

　ひょうきんな笑顔で手をひらひらと振る〈魔法学者〉の姿は、ススキノでわかれたときとまったく同じように見えた。

「リ＝ガンさん。いつこちらへ？」

「いまさっきですよ、シロエ様」

「ふふん。わたしがもてなしておいたのだ」

　ソファで正座をして胸を張るアカツキは眼前の低いテーブルを目で指し示した。湯呑みにはほうじ茶、豆菓子。完全にアカツキの趣味ではあるが、客人への対応としては間違っていない。「それならそれで、声かけてほしかったな」などと思うシロエであるが声には出さなかった。声をかけるかけない以前に、来客があっても気づかない自分のほうが問題だという認識はあったからだ。

「ススキノでの調査がやっと一段落しましてね……。ずいぶんと遅くなってしまって済みませんでした、シロエ様」

「みんなは元気ですか？」

　シロエも自分の湯呑みをもってアカツキの隣に腰を下ろしながら、そう声をかけた。リ＝ガンは目を細めてにこにこと笑っている。これまでの付き合いで、このリ＝ガンという賢者というにはいささか年若い男が、辛しん辣らつな部分はあるもののひょうきんで面白味があるということは、シロエもよくわかっている。魔法や魔法装置、それに付随して古代文明の歴史に対する彼の学術的好奇心は本物だということもだ。

「ええ。よろしくお伝えくださいといってましたよ」

「〈都市間転送装置トランスポート・ゲート〉、何かわかりました？」

　シロエは尋ねた。

　リ＝ガンは沈黙したままの〈都市間転送装置〉を調べるためにススキノに残ったのだ。もちろんその調査はシロエたち〈冒険者〉にとっても有益なのだが、シロエが尋ねたのはほんの世間話程度のつもりだった。

「〈都市間転送装置〉の沈黙は、魔力供給マナサプライの不足のせいですねえ」

　しかしその答えは非常にあっさりとしたものだった。

　驚くシロエに向かって、「その程度のことだったら調査初日にわかっていたんですけどね」とリ＝ガンは首をかしげたまま照れたように笑う。しかし、魔力供給の方法やエネルギー源がわからないために調査を続けていたのだという。調査を進めれば進めるほどに、大型の魔法道具としての機能や仕組みに興味が惹かれ、それこそ細部にわたるまで調べつくしたのだそうだ。

「いろいろ調べていくうちに〈妖精の輪フエアリー・リング〉はやはり月齢にかかわりがあるということがわかりました。月には古代アルヴ族の遺跡があるという伝承も残されていますしね。〈都市間転送装置〉も類似の機能が採用されているようです。こちらの書類にまとめてありますけどね」

　シロエは思いがけず出てきた「月」というキーワードにひかれて、リ＝ガンのまとめてきたレポートを手に取った。要約であるのか、枚数は多くない。

　魔法的な技術の詳細を省けば、それは月が管理する転送用の位置ガイド機能に関するものであるらしかった。〈妖精の輪フエアリー・リング〉、〈都市間転送装置〉、〈大神殿〉──すべての転送にそれは影響を与えている要素なのだ。

（やっぱり、月にはなにかの施設があるのか……。ロエ２さんの手紙を信じるのであれば月には〈監察者フール〉のコミュニティがあるという。彼らはおそらくテストサーバーにある〈冒険者〉の身体を使用しているんだろう。その彼らが、アルヴの遺跡でなにかの作業をしているのか……）

　あるいは待機でもしているのか。

　シロエはそう考える。ミノリからの報告を合わせて考えると、〈監察者フール〉というのは、もちろん大きな力を持ってはいるものの〈エルダー・テイル〉とセルデシア世界のルールに縛られた存在らしい。十二クラスのひとつ〈召喚術師サモナー〉の能力を用いて戦っていたというのがその証拠だろう。




「……やっぱり通信が必要か」

「通信？」

　その気持ちが声に漏れてしまい、リ＝ガンの好奇心を刺激してしまったようだ。シロエは素直に相談を持ち掛けた。

「はい。〈冒険者〉がもとの世界に戻る方法を模索しているんです。そのために、月と通信する必要があって。方法を探してるんですけど」

「ほうほう！　〈冒険者〉の通信装置ですか？　どういうのでしょうね。ワクワクしますね！」

「いや、そう簡単には。予算も技術も一いつ朝ちよう一いつ夕せきには」

　ロデリックのけろりとした顔を思い出す。

　ギリギリで無理ならばもっと悔しげな表情をしていただろうから、あれは本当に当面は望みがないのだ。

「まあ技術開発は時間のかかることです。一生の仕事です。仕方ありませんとも。でもまあ、それならシブヤの通信設備を使えばいいのでは？」

「は？」

　シロエは聞き直した。

「月に連絡を取る」「月に至る」「月を調べる」。そういったクエストはゲーム時代存在しなかった。それは攻略サイトをわが城としていたシロエにとっては保証できる事実だ。しかし、ゲーム内の伝承として月が出なかったわけではない。むしろ、テストサーバーのある月が、どの段階でかはわからないが冒険の舞台になるのではないかという予測は存在した。各地に残る月に関係する遺跡がその証拠だ。

「シブヤの。遺跡の」

「あれ、壊れてません？」

　だから、シブヤに残る放送局遺跡を考慮に入れなかったわけではない。しかし、真っ先に除外した可能性でもある。あの遺跡は完全に採取しつくされ破壊され、放棄されたという設定なのだ。ゲーム時代でさえ、非攻撃性の低レベル動物程度しか生息していなかったはずだ。

「でもゲート調査中に通信ネットワークに反応がありましたよ？　生きているのではないですか？」

　リ＝ガンの言葉にシロエは考え込んだ。

　全く考えが逆だったのだ。

　シロエはゲーム時代の〈エルダー・テイル〉の知識を前提にシブヤという可能性を排除した。しかし、今や異世界となったセルデシアであれば新しい何かがそこにあるのかもしれない。ゲーム時代には見つけられなかった隠し部屋、外壁を上りたどり着くアンテナ、あるいは出入り口のない地下の施設──そんな可能性が存在しうる。

　さっそく調査を、と腰を浮かしたシロエだが、その時着信した念話は悪いニュースを運んできた。

　眠りをもたらす月の蛾が、ヤマトの夜に忍び込んだのだ。




　　　▼５




「あいつ、本当に領主サマになるんだなあ」

　好みではない甘い酒のグラスを手に持ったアイザックはそうぼやいた。

　広間の中は無数の灯りで満たされ、室内楽の響きで満ちている。夜会、というのは〈大地人〉の文化の中でも貴族のそれに属するようだ。日が暮れた後でも光であふれる饗宴を催すことができるというのは、わかり易い権力のアピールなのだろう。

　マイハマは〈自由都市同盟イースタル〉の中でも筆頭の立場にある領地である。その次期領主ということもあり、招待客はかなりの数に及んだ。近隣の領主及びその家族は残らず出席しているし、遠方の領地をもつ貴族も名みよう代だいを送ってきている。広間にはその護衛や、マイハマ側の給仕も併せて三百名をくだらない〈大地人〉がひしめいている。

　アイザックはワインを持ったまま、挨拶を受けるイセルスを離れた場所から見つめて感慨にふけっていた。出来がいいのは認めるが、それでも八歳だ。アイザックの常識で言えば、やはり幼い。

「ええそうですよう。これからは難しい時期になりますし大変かもしれませんねえ」

「これから？　それってミナミの連中が何か企んでるってのと関係あるのか？」

　隣のカラシンの指摘に、アイザックは視線を向けずに答える。

　面倒くさいが今回のお披露目会、アイザックとカラシンは〈円卓会議〉からの正使と副使という位置づけなのだ。そういうしゃちほこばった役目は苦手だと逃げ出したかったアイザックなのだが、いまの〈円卓会議〉には人手が足りないのだ、といわれてしまえば仕方なかった。

　交渉ごとはカラシンに任せて飲んだくれてやろうと思うものの、貴族の宴会など好みに合わない。メバルフライを肴さかなに冷やした酒というほうがよほど気が利いてるというものだ。

　護衛という立場がある以上、すっぽかすつもりはまるでないアイザックだが、火傷しそうな美味を思い出さないわけでもない。

「お。珍しく察しがいいですね。野生の勘ですか」

　カラシンはそんなアイザックの気持ちなどお構いなくからかってくる。「おまえな」と口をへの字にしつつも、少し気分が浮揚するアイザックだった。

「冗談ですってば、ほら。そんな顔してるとモテが逃げる。スマイル、スマイル。あとでメバルフライだって出前させますよ」

「むう」

　唸ってはみるがそんなのはカラシンもお見通しのようだった。なんだかんだで気の利く男ではある。

「ミナミは〈神聖皇国ウェストランデ〉と組んでいますしね。そのウェストランデがイースタルを本気で支配下に収めようとするのならば、戦争は避けられないでしょうね」

「爺さんが言ってたあたりか」

　アイザックはつぶやく。

「あらそーなんですか？」

「ああ。ちぃっとばかし説明は受けたよ」

〈自由都市同盟イースタル〉と〈神聖皇国ウェストランデ〉の間にある確執と現在の混乱は〈大地人〉貴族の間ではもはや共有された認識であるようだった。〈円卓会議〉の上層部でもそういう空気の存在は報告されている。

　しかしそれをアイザックが実感したのはマイハマにきてからだ。やはり、人間は、直接に縁を結ばなければ「自分のこと」として問題を感じ取れないらしい。会ったことのない奴の悲劇など他人事なんだよなあ、とアイザックは考えた。当たり前の話だ。

「ふふん。まあ、人が集まれば面倒は起きるんですよ。たくさん集まればたくさん集まるほどね。僕たち〈冒険者〉が絡んで状況は複雑なんですよ」

「お前、いろいろ詳しいよな」

「わっ。アイザックくん僕をなんだと思ってるんです？　商人ですよ、商人。商人にとって情報は命なんですよ？　そっちはどうです？」

「なんかブンブン飛んでる感じはするな」

　アイザックは装飾度の高い耳飾りをいじりながら答えた。〈大地人〉の間では、身分や権勢の誇示のために、男性でもこういったアクセサリーをつけることは珍しくない。だがアイザックの価値観から言えば、ホストじみているように思えて落ち着かないのも事実だ。

「僕ら貴族とかわかんないですからねえ。こういうのが普通なんですかね。ちゃんと使ってくださいよね」

「邪魔になんなきゃな」

　カラシンへのおざなりな返事は歓声で遮られる。

　今日のお披露目会の趣旨からいえば主役はイセルスだ。しかし個人の威厳や魅力というのはそういった会の趣旨などを無視しうる。大扉が開かれて、アイザックと同じ〈円卓会議〉の制服をまとった護衛を引き連れた、銀の髪の華きや奢しやな少女がしずしずと進んでくると、アイザックはイセルスの近くへと移動を開始した。




「レイネシア姫だ」

「あいかわらず麗しい」

「アキバの〈冒険者〉との間の懸け橋となるため長い間赴任していたと聞いたが」

「今朝〈鷲獅子グリフオン〉で帰城したそうですよ」

「〈鷲獅子グリフオン〉!?」

　声を落としたささやき声であろうと、これだけの数がまとまれば背景音としてそれなりのボリュームとなる。少しうつむいて控えめな笑みを浮かべるレイネシアは、前評判どおり〈薔薇園の姫君ローズガーデン・プリンセス〉として〈大地人〉の間では圧倒的な人気を得ているようだった。

　レイネシアの人気をアキバでも感じているアイザックにとって違和感のある反応ではない。むしろ「気品のある姿ですなあ」「あれで領地を切り回す宰相に匹敵する智謀の持ち主だとか」というリーゼへの評価ににやりと笑ってしまう。

「遅くなりましたお爺様」

「お帰りなさいませ、お姉さま」

「あなたのお誕生日に遅れてしまってごめんなさいね。許してね、イセルス」

「お姉さまはアキバの街でお勤めをしてるんですもの！」

　人ごみに割って入ってアイザックがたどり着いたのは、レイネシアがセルジアッドとイセルスに挨拶をする一番良いシーンだったようだ。暖かい広間の輝きの中心部で、腰をかがめて弟に微笑みかけるレイネシアは確かに絵にとどめておきたいような美しさだった。

　まあ、話しかけるまでもないだろう。そう考えたアイザックは二歩ほど下がってコーウェン一家を視界に収められる位置を確保する。このまましばらく家族のだんらんでも眺めていようと思ったのだが、続くイセルスの言葉でアイザックはひきつった表情となる。

「お姉さま、僕にもお姉さまのように〈冒険者〉のお友達ができたんです」

「……イセルス？　そんなに簡単に〈冒険者〉の方とお友達になれると思ってはいけませんよ。お友達というのは大変な勇気をもって苦難を乗り越えて得られるものです」

「お姉さまは？」

「ええ、私はもちろん、試練を乗り越えました」

「すごい！」

　すごくはねえだろ。

　友だちツレなんざ気が付きゃできてるもんだ。

　疲れた視線でみやれば、リーゼも困惑したような、それでいて止めるに止められないような表情で、中途半端にあげかけた腕を下した。きっとあれは諦めたのだろう。詳しくは知らないが、彼女はレイネシアの護衛兼後ろ盾のような位置にいるはずだ。殺人鬼の事件は、〈水楓の館〉を拠点とした、アキバの女性〈冒険者〉が力を合わせて解決したということは〈円卓会議〉でも報告されている。大規模戦闘レイドということで記録はアイザックも見たが、その作戦指揮をとったのがこのリーゼという少女なのだ。

「それに〈冒険者〉の中には、妖怪や魔物や眼鏡が潜んでいるのです」

「妖怪……？」

「ええ。眼鏡は要注意です。眼鏡に逆らうとろくなことにはなりません。いえ、逆らうような隙がもし万が一発見できたならそれは罠です」

　話はさらに脱線をしているようだ。

　いまや完全にしゃがみこんでイセルスを説得しようとするレイネシア姫は、流麗な形の眉をひそめて心配げな声をかけている。話の内容がわからない遠巻きの貴族にすれば、領主の大任を背負う弟に忠告を与える聡明で心優しい姫の図だが、内容的には完全に駄だ法ぼ螺らの類だ。

　いやそうでもないか。

　アイザックは考えなおした。話題に上がっているのはクラスティエリート眼鏡とシロエ腹ぐろ眼鏡だろう。そうだとすれば「逆らうとろくなことがない」と「それは罠」は噓というわけでもないだろう。どうも〈大地人〉の間にはアキバの〈冒険者〉の様子がねじくれて伝わっているようだ。このままでは自分だってどう思われているかわからない。

　クラスティのことなんかどうでもいいが、これ以上言わせておくと面倒かもしれないな、と声をかけようとしたがそれは一手遅かったようだ。




「大丈夫ですよ。アイザック君は眼鏡じゃありません」

「わりいな、眼鏡じゃなくてよ」

　イセルスの高らかな宣言が飛び出てしまい、アイザックは憮然とツッコミを入れることになる。別段イセルスに何を言われようといいのだが、立場上離れるわけにもいかない。アイザックは姉弟の会話にいい加減な相槌をうつと周囲を見回した。

　耳元で響く幻音は使い慣れていないせいで精度が荒くいいかげんだった。この広間の多すぎる参加者のせいで、あいまいな感知しかできない。

「は？　え。えへへ。そういうわけではありません、アイザック様。ごきげんよう」

「ご機嫌ばっちりだこら。おいこら。クラスティにいいつけんぞ」

「……いませんもの。あの方」

　なんだこの姫さま。そんな顔も、できるんじゃないか。

　アイザックは貴族の生まれも育ちも、生き様も知らない。なんとなく、金持ちなんだから幼いころから厳しくしつけられるんだろうな。義務だのしがらみだので雁がん字じ搦がらめなんだろうな。けったいなもんだ。そんな暮らしはまっぴらごめんだね。そう思っているだけだ。

　レイネシアも〈円卓会議〉の大事な客人で〈大地人〉の重要人物だと思っていた程度だ。現実世界でいえば金持ちのアイドル、程度の認識で、ゲームのＮＰＣという刷り込みがなかなかふりきれない。

　しかし、穏やかで清楚な微笑よりも、先ほどのふくれっ面のほうが、はるかに年相応だろう。そう思ったのだ。

　クラスティのバカも足下見えてないらしい。

　そう思うと痛快な気持ちになった。




「あ、姉さま！　ゆずのジュースです。美味しそうです。アイザック君の分も」

「あーおい。イセルス、そんなにはしゃぐなよ」

「でも、うれしいんです」

　心が決まると身体もそれにこたえるもんだな。

　アイザックは不思議に落ち着いた気分で、イセルスをひょいと持ち上げて手元におろした。姉そっくりの銀髪は絹糸よりも細くて、アイザックが乱暴に撫でる指の間をさらさらと抜けてゆく。

「男はもっとどっしり構えとくもんだ。ましてやお前、これから頭かしらになんだからよ」

「かしら？」

「領主だよ。──なあそこのお前。と、そっちのも、そっちのもだ」

　アイザックは節くれだった太い指を差し上げた。〈大地人〉から見れば見慣れぬ魔法陣を空中に描くようなその指の動きは、実際にはアイテムメニューから〈苦鳴を紡ぐものソード・オブ・ペインブラツク〉を実体化するジェスチャーだ。〈円卓会議〉の制服に身を包んだ赤髪の偉丈夫が異空間より呼び出した漆黒のまがまがしい大剣に、広間は騒然となった。

　その騒ぎが滑稽で、アイザックに指さされた侍女や貴族たちの青白くひきつった顔にアイザックは凶暴な笑みを投げかけてやる。

「お前らやんちゃが過ぎるんじゃねえの？」

　カラシンに押し付けられた〈奇襲警戒の耳飾り〉が強い鈴の音を立てた。

「暗殺ってのはもうすこしこっそりやるもんだろうが」

　その音は、まるで敵を威嚇する獰どう猛もうな獣の鳴き声のようでもあった。




　　　▼６




「は、あ、あの……。不手際でもありましたでしょうか？」

　意を決したような、ふてくされたような〈大地人〉貴族の言葉をアイザックは完璧なまでに無視した。倒れておびえる侍女をねめつけると、肩に担いだ大剣をかちゃりと鳴らす。

「このような祝いの席でまがまがしい大剣を持ち出すとは!!」

　気丈に叫ぶ貴族に両手を上げてまあまあと進み出たのはカラシンだった。この年若い青年はなだめるような穏やかな笑顔で、しかし一片の容赦もなく「ばれちゃってんだし、そりゃ不手際じゃないっすかねえ」と言い放った。

「それ、ロデ研製のアクセサリなんですよ。効果は『奇襲警戒』。半径二十五メートル以内からの待ち伏せ、隠密接近、毒攻撃、即死攻撃、害意を魔法で警告。ああみえて〈準幻想級〉ですよ。〈単眼竜〉の魔法素材使用ですからね」

「役に立つじゃねえか。カラシン」

「まいどお」

　男同士の笑みを含んだ会話を耳にした周囲は一斉に二歩は退いた。大領マイハマの舞踏会だ。出席者はあちこちから集まったものばかり。もちろん互いに顔見知りもいるだろうが、その多くは、他領からの特使であったり、侍女であったり、あるいは護衛であったりと互いに親しいわけではない。

　アイザックの言葉はこの場に不審者がいるのではないかという示唆だ。いいや、もっとあからさまに眼前の使者を暗殺者だと名指ししたに等しい。

　そのせいで周囲の人間と疑いの目を見かわす人々は、小動物のような臆病さで互いに距離を取り合った。

　布団を叩くような軽薄な音が上がるとともに、アイザックが睨み付けていた侍女や抗弁していた貴族は、その衣装を一気に脱ぎ捨てた。その変わり身に、抑えられていた広間の雰囲気は一変し悲鳴が上がる。

　しなやかな黒い服は忍者じみていて明らかに戦闘用のものだ。目の前の貴族と護衛のみかと思えばそうでもないらしい。十数人の暗殺者が瞬きするうちに姿を現したのだ。腰を抜かして後ずさる老婦人を見れば、自分が雇った侍女がスパイだなどと疑いもしていなかったのだろう。

「散れっ！」

　アイザックが飛ばした剣気を潜入者は目配せを交わしもせずに左右へと回避する。

　正直に言えば、アイザックはこの時点で見直した。

　半殺し程度にしてやろうかな、とは思ったが、避けられるとは微塵も思っていなかったのだ。同じ〈大地人〉ではあるが、アイザックたちの鍛えているマイハマの騎士よりも腕は上だろう。

「クソッ。これもヤマトの平和のため」

「なに雰囲気出してんだ」

　しかしそれは比較すれば、という程度でしかない。

　アイザックは短刀を構えたまま体当たりしてくる忍者を〈苦鳴を紡ぐもの〉の腹でたたき、回り込もうとしたもう一人の横腹を革靴で蹴飛ばす。

「くそう、〈冒険者〉め」

　うめき声をあげる刺客に「だからなんだ」と言い捨てた。〈冒険者〉だからといってなんなのだ？　そんな事を言われてもアイザックにはどうすることもできないし、痛つう痒ようも感じない。

　だがその刺客にとってそれは悪罵だったのだろう。血走った瞳で二言三言、金切り声を張り上げた刺客は胸元から取り出した球状のアイテムを足下にたたきつけた。金属的な音ともに薄気味悪い色の煙がもうもうと吹き出してくる。

　今度こそお披露目の広間に蜂の巣をつついたかのような大混乱が巻き起こった。

「おい、吸うな！　離れろっ。窓開けろ、カラシン！　解げ毒どくっ！」

　警告の声をかけた隙を突くかのように、どこからかあらわれた新あら手ての刺客が唸り声をあげて、アイザックの横を駆け抜けようとした。斧が似合いそうなその男を裏拳で跳ね飛ばし、アイザックは狙われていたイセルスを猫のように摘み上げた。うろちょろされては守りにくくて仕方ない。

「アイザック君！」

「肩車してやるぜ。イセルス」

　実際には米袋のように肩に担いでいるのだが、イセルスは一も二もなく頷いたようだった。

「その小僧を差し出せば命は助けよう」

「なに上から目線ってんだよっ。あん!?」

「〈石化蜥蜴バジリスク〉の石化毒だ。いくらレベルの高い〈冒険者〉とて、蓄積でしびれ、麻痺から石化に至る。〈冒険者〉を相手にする手段などいくらでもあるのだ」

　ヒキガエルのようにつぶれた声でうそぶいた男は、粘液質の視線でアイザックに笑みかける。下劣で、濁った表情だった。気に入らない。

「レザ！」

「お任せを！」

　一声叫ぶや、控室に詰めていたであろう〈黒剣騎士団〉の精鋭が雪崩れ込むのが見える。彼らは緑色の輝きを振りまいて煙や毒を魔法で中和すると恐怖の悲鳴を上げる広間の〈大地人〉を保護し始めた。

　確かに蓄積型の毒は、高レベル相手にであっても効果を発揮する。毒にもレベルがあり下位の物は上位者に効果がないが、蓄積型は上書きすることで自分の毒レベルを上げてゆくのだ。だがそれは、途中で解毒されないということが前提である。ただでさえ初動のおそい蓄積毒の解呪に失敗するような〈黒剣騎士団〉はいない。

　そこかしこで乱闘が始まった。

　刺客たちは〈大地人〉としてはかなりの戦闘能力を持っているらしい。先ほどの毒といい、特殊な道具といい、専門的な訓練と組織をうかがわせる。しかしそれは〈大地人〉の枠内でのことだ。九〇を超えるレベルと〈冒険者〉の装備は理不尽なまでの性能を〈黒剣騎士団〉に与えていた。

　もちろんだからと言って一方的な展開になったわけではない。

　この広間には〈自由都市同盟イースタル〉の貴族やその家族が大勢いるのだ。

　いいや、貴族ではない侍女や騎士、商人にいたるまで、その全てを〈黒剣騎士団〉の団員たちは守っている。

　金属音を立てて刺客の手裏剣を団員の剣が叩き落とした。

　不敵な笑みを見せる前衛の後ろでは〈回復職ヒーラー〉が解毒のオーラを振りまいている。彼らも全ての力を発揮できるわけではない。ダンジョンでもないこんな場所で広域破壊呪文や巨大召喚呪文を使えば二次被害がとんでもないことになる。

　しかし防御的に戦う剣戟でさえ圧倒的な実力を見せていた。




「らちがあかぬ。小僧をやれ！」

　その戦力差は刺客たちにもわかったのだろう。集団を率いる統率者とひときわ腕のよさそうな五人はお互いの位置を隠しあう陣形を作るとするするとアイザックに駆け寄ってきた。

　お互いをかばいあう一般的な陣形ではない。

　互いが互いの姿を死角へと隠す、攻撃的な、もっといえば奇襲向きの陣形だった。アイザックの〈神炎の鎧〉は腑抜けた攻撃などものともしないだろうが肩に担いだイセルスは別だった。特に毒の吹矢などを使われては面倒この上ない。死なせるようなことはないと誓えるが、イセルスに流れ矢でも当たった日にはメイドたちからどんな嫌がらせを受けるかわかったものではない。

　アイザックは獰猛な笑みを浮かべて身をひるがえすと置き土産のように〈マーシレスストライク〉を放って〈ランダムステップ〉で駆けだした。

「イセルス、吸うなよ。んでもってしばらくはそこでくつろいでろ」

「無理ですよ、アイザック君っ」

　思ったとおり、忍者もどきはアイザックを追ってくる。いいや、真の狙いは肩に担いだイセルスだろう。その数は五人か。耳飾りがチリチリと震えて害意を知らせる。この大広間の外にも何人か忍んでいるようだ。

　アイザックにすればこの状況は想定内だ。

　そもそも、アイザックたちを探っている密偵がいるのには早い時期から気が付いていた。その密偵たちが何らかの襲撃計画を持っている可能性も、シロエから警告されていたことなのだ。

　そのうち何人かを捕まえることは可能だっただろう。しかし、それで計画を阻止できるとも、全容をつかめるともアイザックたちは思わなかった。〈黒剣騎士団〉は戦闘に特化した大規模ギルドであり、謀略や都市部での偵察行為は専門外である。

　だからこそ襲撃させた上での一網打尽を狙った。それは間違いではなかったと考える。領主一家には残らず護衛が付いているのだ。




　アイザックは慣れ親しんだ仕草で右手を振った。身体の熱を手首に流すように意識する。肘を突き出して加速すればそれはそのまま〈オーラセイバー〉となった。発動したその攻撃は衝撃波を伴って輝きに満たされていた広間の窓に一条の斬線を刻む。アイザックは躊躇なくそこに突進した。

　砕け散るガラスはテラスの外側に吹雪のように舞う。
















　春の夜に飛び出したアイザックは、石造りの壁面を蹴って胸壁を目指した。五メートルや十メートルの距離は〈冒険者〉の身体能力をもってすればさほど恐れるほどのものではない。

〈灰姫城〉は中世的な、もっといえばファンタジー的なシルエットを持つ西洋城だ。複雑に配置された本館と別館、胸壁、装飾的な回廊、そして主塔を中心に円錐形の先端を持ついくつもの塔が寄り添っている。

　今日のお披露目のために城下町は祝祭気分だ。

　眼下に見下ろす大通りは〈大地人〉の街にしては珍しく、日の沈んだこの時間でも、オレンジ色の光の群れとなって輝いている。

　腹に響く音とともに光の花が天を彩った。

　祝いの花火だ。

　その輝きを背にアイザックは藍色の屋根を蹴って駆け抜けた。

「アイザック君──」

「だまってろ、イセルス。舌嚙むぞ」

　たしかに広間を突破するにあたって胡乱な煙幕を突っ切らなければならなかった。しかし夜闇のなかで放った〈オンスロート〉の剣風が広間の煙を多少なりとも打ち払ったはずである。こうして屋根の上に飛び出したのも、毒の効果を避けてだ。

「だって、毒って」

「大丈夫だ。ちょいとばかし痺れるだけさ」

「アイザック君は、でも、だって」

「男がうだうだ考えるなよ」

　戦闘中にもかかわらず不思議と穏やかな気持ちがわいてきた。

「今日は僕のお披露目なんです。一人前になった日だから、僕だって。ううん、僕が戦わないと」

「そうなのか？」

「だってアイザック君は」

　まあそうだな、とアイザックは思った。

〈冒険者〉だから、と続くのか。それとも、いなくなってしまうから、と続くのか。気の回る子どもだ。賢すぎて呆れてしまう。

　お披露目式の広間の窓は、次々と開け放たれ、砕かれている。〈黒剣騎士団〉が煙を逃して救助活動を開始したのだろう。

　肩に担いだイセルスは身を固くして、邪魔をしないように縮こまっている。まあよくできた領主候補だ。アイザックはそう思った。アイザックが戦うのを妨げないように、怖いのを必死に我慢しているのだ。自分が戦うつもりでもある。なぜか？　貴族の誇りか、それとも過信か。

　違う。友達だと口から出したからだ。

〈冒険者〉の友人だと見得を切ったからだ。

　子どもガキでもその見得にこだわる。男だからだ。悪くない。そして面白い。決まってから考えようとアイザックは思っていたがそうではなかった。決まっているから考える必要がないのだ。友人ダチがいればそこがアイザックの国である。




「覚悟っ！」

「なにが覚悟だ、クソ野郎がっ」

　飛翔するクナイを追いかけて飛び込んできた忍び装束の〈大地人〉を撥ね飛ばす。空中で十分な体勢ではなかったため、その男はくるくるとまわってダメージを逃がしたようだ。すぐにアイザックの追撃に移る。

　ちりちりという幻の音が新たな脅威を知らせる。

　全部で十人というところだろうか。アイザックは円卓の制服の裾をさばいて中庭へと降り立った。

　見上げれば螺旋階段の窓から身を乗り出したカラシンが大きく手を振りながら叫んでいた。内容は距離がありすぎてわからない。バカか、あいつは、とアイザックはあきれた。念話を使えばいいだろうに。しかし、伝えたい内容は表情としぐさでわかる。広間の安全が確保できたのだろう。

　見たところ襲撃犯のうち精鋭はこちらに引き連れてくることに成功したようだ。

　普段は園遊会などに用いられるのか、きれいに刈り込まれた立ち木に囲まれた庭は段差のある立体的な作りだった。芝生のひろがる中央部にアイザックが肩からイセルスを下ろすと、何を盛り上がったのか色めき立った刺客の一人が剣を振り上げて突っ込んでくる。

　その突進はアイザックの眼光だけでためらい、中途半端になった踏み込みの剣先をイセルスは腰の短剣で受け止めた。澄んだ音を立てて剣はイセルスを守る。アキバ製の一品だ、そこに刃こぼれはひとつもない。

　レベル差があるにもかかわらずよく受け止めた。装備がよいとはいえ、大したものだ。

　しかし体重というのは技術や気合いとは別の要素である。

　イセルスはその衝撃を受け止めかねてころころと芝生の上を転がされてしまう。アイザックはわかっていたからその襟首をつかみ、気軽な様子で立ち上がらせた。目の届く範囲なのでやらせてみたが、やはりイセルスの筋はいい。今日はイセルスのお披露目なのだ。剣のひとつも振らなければ納得はするまい。イセルスは男の世界に足を踏み入れたのだから。




「手ごわい！」

「いいや、やつは煙玉で弱っているはずだ！　八甲の陣を敷け！」

「もはや奴は動けん。十と重え二は十た重えに取り巻いてとどめをっ」

　襲撃者が剣を構えて包囲網を布しく。この芝生は広く、障害物もなく、その中心部にはアイザックとイセルスがとどろく花火に照らされて立ち尽くしているのみ。理屈でいえば、包囲をした襲撃者が圧倒的に有利であった。彼らの戦術判断は正しい。アイザックのレベルが彼らと同じ五〇程度であるのならばその命運は尽きたといってもよいだろう。

「お前らバカだろ」

　だがアイザックはいった。

　こいつらは正真正銘のバカだ。

　この程度の手て勢ぜいで〈黒剣アイザツク〉が折れると思っているあたりが度し難い。

　自分たちが何の片棒を担いでいるのかわからないのがバカだ。

　狐耳をはやしているのがバカだ。

　だから仕方なくこんな仕事に手を染めているのか？

〈黒剣騎士団〉はバカばかりの集団だ。総じて頭が悪い。草だらけの丘の周りを〈大地人〉と一緒になってぐるぐると駆けずり回って、おまえらどこの養豚場だよとおもったこともある。早寝早起きになったせいで二倍も大食い大酒のみになって、メバルフライメバルフライとわめいているのも頭が悪い。金を出し合って姫さんフィギュアを購入する計画立ててるのを見ると、バカを通り越して頭がおかしいんじゃないかとさえ疑う。

　ＨＰヒツトポイントを半分にすることを「半殺し」だと思ってるのもおかしいし、そのダメージを半分回復させることを「半治し」だと言い出したのは頭が痛くなる。それじゃ二十五パーセントのダメージが残ってるじゃないか。とことん救われないバカどもだ。

　だが、この痛ましい襲撃者よりはずっとました。誰がこんなことを命じたのだ。




「〈苦鳴を紡ぐもの〉」

「な、なんだこの鎖は!?」

　アイザックが横に一閃させた暗鋼色の大剣からは、軋るような音を立てて半透明の鎖が飛び出した。うねるように四方へと散った鎖は大地へともぐり、その大地そのものをアンカーとして、襲撃犯の身体に絡みつき、自由を奪う。

〈守護戦士ガーデイアン〉の基本的な特技、ヘイトを集中させて敵を固定する〈アンカー・ハウル〉をアイザックの持つ黒い大剣は強化する。

「そいつはお前らのヘイトだよ。お前らの自由は制限させてもらった」

　アイザックはぎらぎらと光る瞳で狐耳の襲撃犯を威嚇した。

　カラシンから仕入れた情報でその正体はわかっている。〈神聖皇国ウェストランデ〉の使う諜報部族だ。〈狐尾族〉という新興の小種族は〈ウェストランデ〉では勢力が小さい。もっといえば奴隷のように使われている。だからこんな、自爆テロじみた、片道切符しかないような任務にも使われる。

（こいつらにも事情や経緯いきさつってのはあんだろうが）

　アイザックはそれがたまらなく苛立たしかった。

「だからってよ、子どもに剣上げて、なんかしたつもりになってんじゃねえよっ！」

「アイザック君、ダメです！」

　あえて剣技は使わなかった。

　力任せに〈苦鳴を紡ぐもの〉を振り切る。それも剣としてではない。野球のバットのように、その腹で襲撃者を一掃する。それだけの力がアイザックにはあるのだ。正しいかどうかなんてわからない。それはシロエやクラスティの考えることだ。アイザックは気持ち悪いことはしない。すっきりする方向にしか歩かない。とうの昔にそう決めている。

「ふんっ」

　だから、心配そうなイセルスにも鼻を一つ鳴らしただけだ。

　襲撃者は、すべて気を失って倒れていた。

　撃退するだけならまだしも、命を奪うつもりはアイザックにはない。そのための足止めヘイトであり誘い出しだ。アイザックは〈守護戦士ガーデイアン〉だ。その本来の戦い──敵の攻撃を受け止め、足止めをして、仲間を守る。それをしただけだ。

　あとの始末は〈大地人〉の仕事だろう。貴族同士の揉め事など御免こうむる。所場争いだと思えば理解できなくもないが、アイザックの頭は犯人探しなどには向いていないのだ。




「良かった」

「良くはねえよ」

　にっこりと笑うイセルスに答えてアイザックは口をへの字に曲げる。イセルスはそのアイザックにニコニコと微笑みかけた。空には次々と花火が打ち上げられる。

（コイツはまた、なんの裏表もなく俺に怪我がなかったことを喜んでいるんだな）

　アイザックはそう思った。

　騒動の中心が自分だとか、命を狙われていたとか気が付いていないのかもしれない。いや気がついていないわけはない。ガキを狙えなんて襲撃者あいつら叫んでいたもんな。だとすればなかなか性根の座ったヤツだ。

　なんにせよマイハマを襲撃した暗殺者たちは退けられたのだ。捕縛した彼らを取り調べれば、この先の展開も多少はましになるだろう。

「おい、イセルス」

「はい？　アイザック君」

「俺の故郷じゃ十八から一人前だからよ」

　成人は二十歳なのだが、まあいいだろう。アイザックが働きだしたのだってそのくらいからだ。

　また巨大な破裂音。パラパラと舞い散る火の粉。夜空に黄金の花が咲き、キラキラと大地に降り注ぐ。

「そうなんですか。僕じゃまだまだですね」

　キラキラしい花火の炸裂する夜空を背景に、アイザックは肩を落とすイセルスの髪に指を差し入れ、その頭部を乱暴に揺さぶった。

「まあそのくらいまでは遊んでやるよ」

「え？」

「お前の友達、やってやるよ」

　何を言われたのかわからないイセルスが理解に達し、ぱっと上を向いて輝くような笑顔を見せる。わかりやすい奴だ。

　それにしてもとんでもないお披露目会だった。会場からはあわただしい人の出入りと、〈マイハマ騎士団グラス・グリーヴス〉の姿が見える。暗殺者たちの確保だろう。これだから上流階級なんてものは、と肩をすくめるアイザックの手をイセルスは引いた。

「お爺様のところへ戻らなきゃ、アイザック君」

「おう、急せかすなよ。どうせ散らかってるし、掃除終わるまで待ってようぜ」

「サボるつもりだ」

「ちげーよ。メイドさんたちに迷惑かけねえためだよ」

「アイザック君のお世話したい侍女さんたくさんいるのに」

「んなわけねー」

「えー。お昼寝当番までいるのに！」

　小さなイセルスとじゃれあうアイザックの耳に、鋭い、今夜聞いた中でももっとも甲高い警告音が届いた。

　アイザックは一瞬にして緊張を取り戻すと耳を澄ました。

　花火の破裂音にまぎれて何かが潜んでいるのだろうか？　周囲を見渡すアイザックの視界には、ただ黄金の光の粒が炎のようにきらめくだけだった。アイザックは言葉にできない予感に導かれて天を仰いだ。

　光の粒は、口を引き結んだアイザックの視線の先で、マイハマに降り注ぐ。

　天の川が氾濫したかのような綺羅をばらまいて無数の光点が接近しつつあった。あまりの数の多さにほとんど連続する通底音となったのはステータス窓の表示である。光点はモンスターだった。

　幾千幾万におよぶ空飛ぶ脅威が、マイハマとヤマトに侵攻してきたのだ。
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　光る鱗りん粉ぷんはヤマト全域の夜に降り注いだ。

　赤い月から来襲した輝く運河は、その毒々しい流れを春の夜に解き放ったのだ。吸い込んだだけの人々は、ちょっとした目眩めまいや立ちくらみを覚えただけで済んだ。しかし、鱗粉の主である蛾に遭遇したり攻撃を受けた〈大地人〉は意識を失い、目覚めることはなかった。

　なにより天から飛翔する巨大な蛾は人々に恐怖を与えた。セルデシアはモンスターの闊かつ歩ぽする世界である。〈大地人〉たちはかなわぬまでも異形を見慣れてはいる。しかしだからといって日常生活で巨大な昆虫を目にする機会は多くない。特に都市部の人々は防塁の存在を無視して上空から襲いかかる敵に怯え、パニックを起こした。

　決定的な崩壊に至らなかったのは、蛾のモンスターたちは少なくとも石で作られた建物を壊して入り込むほどの力はないということがわかったからだろう。

　神殿や祠ほこら、集会所などに集まって不安な夜を過した人々が発見したのは、凍り付いたように動きを止めた幾人かの同胞たちだった。

　それは深い眠りであると診断されたが、彼らがただ眠っているだけではないことは、誰の目にも明らかだった。

　断続的なＭＰマジツクポイントの減少はウィンドウの情報からもわかる。光る蛾の攻撃を受けると、あるいは過度にその鱗粉を受けると、ＭＰが減ってしまうのだ。その度合いがひどい場合、症状は常態化し断続的な減少となる。それはＭＰにおける身体衰弱であるかのように見えた。人はＭＰを完全に失うと意識を保っていられない。この昏睡の原因は明らかにＭＰの喪失と、回復がままならないほどの継続流出にあるのだった。




　蛾のモンスター、〈常蛾〉があらわれて人々を襲ったあの夜から一日が過ぎていた。

「眠ってる……」

「やっぱり〈大地人〉さんです」

　ミノリたちはにゃん太班長に引率されアキバの北東方面へと足を延ばしていた。フィールドゾーンで意識を失ってしまった〈大地人〉を保護するための自主的な活動だった。

　シロエら代表ギルドの幹部たちはギルド会館を離れることが難しい。

　ミノリたちだってのんきに狩りに行ける気分ではないので、それならば多少でも手伝いができれば、と考えた結果のボランティアだった。

　こんなふうにしていられるのも〈冒険者〉の被害が確認されていないせいだろう。だからミノリたちでも救援の作業ができるのだ。




　アキバのすぐ東には〈メトロポル環状陸上橋〉と呼ばれる遺跡がある。これが〈大地人〉の間では防壁だといわれていたが、シロエにいわせれば「首都高の向島線じゃないかな」ということになる。都心部を走る高速道路の遺跡、ということなのだ。

　この種の遺跡は数多くしかも程度良く残っている。〈エルダー・テイル〉がゲームであった時代、アキバ周辺、つまり関東は〈冒険者プレイヤー〉の集まるエリアだった。限られた面積に、さまざまなバリエーションのモンスターを配置しようとすれば当然何らかの境界線や仕切りが必要となる。高架道路はその役割としてぴったりだったのだ。

　アキバ周辺の高架道路はすべて〈メトロポル環状陸上橋〉という名前で呼ばれているが、向島線のあたりは単純に「東側の」程度の名称で呼ばれている。周辺には〈丘巨人ヒルジヤイアント〉が多く生息していたのだが、疫病事件と〈黒剣騎士団〉の大規模演習で間引かれて安全が確保されている。

　この高架道路遺跡は〈大災害〉直後は苔むして荒れ果てていた。あちらこちらに朽ち果てた金属塊が鎮座していたし、鉄柱が崩れ落ちて徒歩以外では通行できない場所も数多くあった。

　しかし〈大災害〉からこちら、〈ホネスティ〉をはじめとする戦闘系ギルドや〈第八商店街〉の努力によって状況はずいぶんと改善している。〈カンダ川〉の河川運輸と並んで物資の動脈として期待されたからだ。

　現在では瓦礫は撤去され、大型の馬車であっても問題なく通れるように整備されている。起伏が多くビルの廃墟を縫って進まなければならない低地の道路に比べてずっと快適であり、主に東北地方との通商を担う〈大地人〉からは絶大な支持を集めていた。今では〈モリヤ〉で川を渡ればアキバについたも同じこと、などと〈大地人〉商人の間では言われるほどだった。




　ミノリたちはその〈メトロポル環状陸上橋〉をアキバから北に向かって探索している。この半日ほどで、三組目の〈大地人〉の集団を発見した。

「どこのひとかな」

「北の方の人だと思いますにゃ」

　トウヤの質問に思案顔のにゃん太が答えた。御者台から前のめりに脱力している男性をミノリは調べたが、外傷はない。ＭＰを失い眠っているだけだ。

「お馬さんは逃げちゃったんでしょうねえ」

「うん、私たちの時とおんなじだ」

「こういう時には便利かもしれないって、思っちゃいますね」

　荷台を調べていたセララと五十鈴いすずが戻ってきてそんなやり取りをしている。ミノリが見上げる先で、大きく旋回した巨大な鳥が一声鳴いて南へと去っていった。〈巨大梟ジヤイアントアウル〉だ。おそらくアキバの〈冒険者〉の偵察員を乗せていたのだろう。飛行できる優秀な乗騎だが持続時間が短いために本拠地からあまり離れた所へは向かわないのだと、ミノリはシロエから聞いていた。

　アキバから北東に十数キロメートル離れたこのあたりは河川の密集地帯だ。ビルの廃墟はその数を減らし、木立や森が割合を増やしていくこの地域は、開拓さえすれば村落をつくるのにピッタリであるらしい。実際いくつかの開拓村ができているはずなのだが、それらについては別働隊がすでに避難誘導に出ていると聞いている。




「後送しないと」

「そうだな」

　ミノリとトウヤは早速馬車の内部に寝入っている〈大地人〉を寝かせてゆく。荷物の隙間に挟まるような形だが、半固定されてかえって都合がいいだろう。三名の〈大地人〉を抱きかかえて運ぶよりも、馬車ごと押していった方が早いのだ。貸してもらった〈召喚の笛〉は高性能で力の強い軍馬を呼び寄せられるし、この程度の馬車なら一頭で十分だ。

「シブヤどうするのかなあ」

「うん……」

「リ＝ガンのおっちゃんはシブヤになんか遺跡あるっていってたみたいじゃん？」

「こんな状況じゃそれどころじゃないよ」

　ミノリはトウヤの問いかけにそう答えた。

　それどころではないとは、まさに今の状況だ。いいや、それは考えてみれば〈大災害〉からこっちずっとそうだったような気がする。いつでもいろいろな出来事が起きてその対応に追われているのだ。しかし、それにも少しずつ慣れてきていた。もちろんトラブルが発生した時その対応方法がすぐにわかるであるとか、そういう意味ではない。正確に言えば「何かが起きる」ということに、慣れてきたのだ。この世界では何かが常に起きる。突拍子もない事だ。〈ラグランダの杜もり〉でも〈チョウシの町〉でも〈サフィールの街〉でも、様々なことが起きた。どうすればいいのかは今だってあいまいだけど、逃げても仕方ないし、逃げ場所なんてないし、立ち向かわなきゃならないということを、ミノリは学んだ。

「兄ちゃんたちも大変だ」

　頭の後ろで腕を組んだトウヤがため息交じりにそうつぶやいた。

　全くそのとおりだと思う。

　大人たちは大変だ、とは、トウヤもミノリもとっくのとうに考えなくなっていた。この世界に「大人」なんていないのじゃないか。それがトウヤとミノリの出した結論だ。元の世界にだっていなかったんだとミノリはやっと気が付いた思いだ。

　ミノリが思うに大人というのは、大人組合とでもいうべき組織に所属している成人済みの人たちだ。自分で命名しておいてふわっとした名称だとは思うのだが、大人組合というのは一人前の大人が必ず所属しているあいまいな組織で、その組織の内側では何やら難しい決定やら議論が行なわれている。大人というのは大人組合の命令で大人のふりをしている成人なのだ。大人組合は非常に大規模な組織なので（なにせ大人全員が所属している！）、難しい問題が起きても、しばらくすればふさわしい対応を所属員に連絡してくる。だから大人たちは大人のような態度をとっていられるのだ。

　大人組合というのは、会社とか、世間とか、保険とか、口座とか、市町村とか、政府とか、つまりはそのような何かだ。混ぜ合わせたものなのだろうと、ミノリは漠然と思っている。

　しかしこのセルデシアのアキバの街にはそんなものはない。〈円卓会議〉は大人組合のようなものなのだろうが、そこにいるのはシロエであって「どこかの誰か」ではない。つまりそれは、賢くて責任感はあるけどあいまいでよくわからないどこかの誰かがシロエの代わりにシロエの問題を解決してくれるということは、ないということだ。シロエは大人組合の組合員ではいられない。シロエ自身がほかの人の悩みを解決する係だからだ。

　つまりシロエは大人組合のサービスを受けてないので大人ではないし、この世界には、大人は一人もいないのだ。




　同じ意味で、ミノリとトウヤの両親も大人ではなかった。

　トウヤが事故にあった時、その完治が難しいと判明した時、両親は取り乱し、悲嘆にもくれた。頑張ろうとしたけど、多分、成功していなかった。母親は職場を変えなければならなかったし、父は家に帰るのが遅くなった。ミノリはそれにちょっぴりショックを受けた。両親は自分たちよりずっと「大人」であると、「大人」なはずだと漠然と思っていたからだ。

　だがしかし今考えればそれは当たり前なのだろう。あの時、大人組合はミノリとトウヤの両親を助けてはくれなかった。正しい指令のようなものを送ってよこさなかった。ミノリたちの両親は二人っきりで問題に立ち向かおうとしたけど、なかなかうまくいかなかった。

　トウヤを襲った災厄の前に、ミノリたちの家族は、大人の両親であるとか双子の子どもであるとかはなくて、ただ単に四人の家族だった。それは、仕方ないし、悪くないことだったと思う。ミノリたち家族はチームになって問題を切り抜ける方法を探すことになった。ミノリはミノリのできること、トウヤはトウヤのできることをやった。〈ラグランダの杜〉の合宿と、今思えば一緒だ。




「マイハマでもセルジアッド様が倒れちゃったらしい」

「騎士団の先頭に立って指揮を執ったのだ。すばらしい領主を持った地だよ」

　ゆっくりと進む馬車のわきから、茶色のおさげを揺らす細身の少女と、輝かしい金髪の表情豊かな青年が現れた。

　彼らはミノリの仲間の五十鈴いすずと、ルンデルハウス。「大丈夫ですかねえ」そう答えながら、荷台からぴょこんと顔を突き出したのは、柔らかい輪郭の優しげな少女のセララ。

　みんなミノリの大事な仲間だ。彼らが大人だとか子どもだとか、もうそんなことを考えたのはどれほど前だかわからなくなった。例えばミノリがそうであるように、五十鈴は五十鈴という女の子で、ミノリは彼女のことをよく知ってるから、大人だとか子どもだとか乱暴な区分で考える必要がないのだ。五十鈴にできることも、できないことも、やがてできるようになることも、ミノリたちは互いをよく知っている。

「大丈夫だと思います。少なくともすぐに問題はないって。ＭＰがなくなって昏睡しているだけだから」

　ミノリの言葉に仲間たちはうなずいた。

　今頃シロエたちはギルド会館で様々な手助けを進めているのをミノリは知っていた。アキバの元気がない人たち、〈サフィールの街〉の〈オデュッセイア騎士団〉、眠りから覚めない〈大地人〉、元の世界への帰還。シロエたちが考えなければならないことはたくさんある。それはけっしてシロエが大人だからというわけではなく、ただ単にたまたまその席に座ってしまったからだ。──たぶんミノリとトウヤが助けを求めたことも完全に無関係ではないのだ。

　だからミノリたちはシロエを助けなければならないし助けたい。家族だからだ。家族が協力し合うとき、大人とか、子どもとかは、関係ないのだ。

　ミノリは小さく力こぶを作って胸を張った。

　よく考えたのですっきりした。そういうことであれば何の問題もない。家族が増えるようなものだ。いわば、シロエをお婿の旦那様にもらうようなもので……そこで熱くなる頰を振り切るようにかぶりをふる。そうじゃなくて、もっと純粋なものだ。そういうことだ。

「ひ、光る……。は……ね……」

「夢、見てるんでしょうか」

　荷台で意識不明の〈大地人〉の様子を見ていたセララが声を上げる。うわごとを呟いているようだ。夜が明けて蛾の姿はすっかり見なくなったが、彼らは夢の中でまだ襲われ続けているのかもしれない。

「蛾のやつ、今晩も……くるのかなあ」

「わかんないけど、アキバに帰って準備をしなきゃ」

「そうですにゃ。探索はここまでにして、おうちに帰るとしますにゃ」

　にゃん太の言葉にミノリたちは一斉にうなずいた。

　まだ事件の全容は、はっきりしていなかったのだ。
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　シロエたち〈円卓会議〉中枢は、そのミノリの想像どおり、一睡もできぬ夜を過した。それも二日続けてだ。ミノリたちが〈メトロポル環状陸上橋〉の探索に出たその夜にも、モンスターの襲撃はあったのだ。

　それは前夜にも増して〈冒険者〉たちに衝撃を与えるような一撃だった。

　アキバの街は夜通し多数の伝令が行き交う騒がしい夜を過し、未明にほんの少しの休息をはさんだだけで再び動き出した。ギルド会館のいまでは円卓の間と呼ばれるようになった広間には、半日前と変わりないメンバーがそろっていた。

「ついに、〈冒険者〉までやられちまったか」

「目撃者の証言から、光る羽を持つ蛾のようなモンスターの仕業と考えられます」

　二日前の夜ヤマトを襲った謎の飛行昆虫型モンスターは、未知のバッドステータス攻撃による昏睡状態を引き起こす。それはすぐさま命にかかわるような被害ではないが、かといって看過できる脅威でもなかった。

　一昨日の夜、襲い掛かったモンスターは多くの〈大地人〉を襲った。その数は円卓会議が把握しているだけで百数十人に及ぶ。その時点で、この未知の現象は〈大地人〉にのみ発生すると思われていたのだ。

　しかしどうやらそうではなかったらしい。

　会議室に集まった〈円卓会議〉のギルドマスターたちも表情が暗かった。

　無尽蔵に近い体力にあふれた彼らでも精神的なストレスは別だ。シロエはそんなメンバーの様子を見回して、ため息を押し殺す。ここは弱気を隠すべき場面だろう。




「蛾の精霊っちゅうところやな」

「名称は〈常蛾〉。レベルの分布は広く、八〇台から九〇程度まで。ゲームだった頃には、そんなモンスターいなかったはずですが」

　マリエールの確認に、リーゼが報告された情報を追加する。メンバーの手元にはシロエが複写したレポートが配布されていた。しかし、その厚さはわずか二枚。判明している事実が少なすぎるのだ。そのレポートの貧弱さはメンバーの心理的不安感そのもののように思われた。

「月が昇るのと同時ですね。正確には十八時二十二分。今夜には攻撃の第三波が来るとおもわれます」

「一度目の襲撃で〈大地人〉が昏睡、二度目では〈冒険者〉さえ」

「蛾の数も増えていたしな。モンスターも泡を吹いて寝ている連中がいる」

　レポートの内容を確認するかのように、ロデリック、茜屋、ミチタカといった〈円卓会議〉の中核を占める重鎮が口を開く。それらは今朝短時間で作ったレポートに記載された共有情報であるのだが、口に出すのが重要だ。黙りこくるのが一番よくない。そう考えたシロエは頷き、「三度目の攻撃では更に増えるでしょう。……あの不思議な能力も強化されてゆく可能性がある」と私見をつけくわえた。




「あれはいったい何なんだ」

「現時点では新種のモンスターであるとしか」

　茜屋の唸るようなぼやきに、ロデリックは学者然とした声で答える。

「〈グランデール〉の連中がいうには、連中上から来るそうだ。月からな」

　だが新しい情報もあった。

　飛行型の騎乗生物〈鋼尾飛竜ワイヴアーン〉を駆るウッドストックがそう答えたのだ。彼が率いる中堅ギルド〈グランデール〉は運送を得意とする支援ギルドだ。メンバーの多くは騎乗動物を調教テイムしているし、そのなかには希少な飛行型のものも多い。

「お空のお月さんから？」

　マリエールの確認に、ウッドストックはひげだらけの顔をしかめて頷いた。地上で昏睡状態になっても転んで寝続けるだけだ。もちろんそのまま物理的攻撃を受ける危険はあるが、直接的で即時的危険はない。しかし、騎乗生物で空中を移動中に意識を失えば、地上へとまっさかさまに落下してしまうだろう。〈冒険者〉の身体がどこまでの防御力やタフさを持っているか不明のため結果はどうなるかわからないが、それは十分即時的な危機だ。〈グランデール〉にとって今回のモンスターは〈冒険者〉一般が思うよりもやっかいで喫緊の危機なのだろう。




「おいおい。なんだっけ？　〈監察者フール〉のコミュニティがあるとかいってただろ。壮大な話だとは思ってたが、本当なのか？　〈典災ジーニアス〉と呼ばれるモンスターたちもいるんだったけ」

「じゃあ、あの〈常蛾〉っちゅうのも〈典災ジーニアス〉の一種なんか？　でも、なんで、みんなのＭＰを……？　食べるん？」

　シロエはロエ２の手紙の報告を、そのアウトラインについては〈円卓会議〉に済ませている。むしろ報告した直後の今回のトラブルだ。疑われても仕方がないほど狙いすましたタイミングでの危機である。

　当たらずと言えども遠からずかもしれない。シロエはそう考えた。ロエ２の手紙には〈共感子エンパシオム〉を集めているとあった。もちろん確証はないが、手紙の内容や、今までの経緯、月での体験、そしてリ＝ガンの話を全て重ね合わせれば想像できることはある。

〈典災ジーニアス〉というのは、普通のモンスターではないのだろう。

　報告を見返す限り、彼らは知能を持っている。〈冒険者〉の動きを予想して、陰謀を仕掛けるだけの能力を持つ。むしろそれが特徴のモンスターなのだ。

　ロエ２の言葉を信じるのならば「怪物体を使用した」存在なのだ。むしろ〈エルダー・テイル〉のモンスターの姿と性能を利用した、より厄介な存在だと考えることができるだろう。




「〈典災ジーニアス〉かよ。話にゃ聞いてたが……」

「いえ、まだ〈典災ジーニアス〉そのものかどうかははっきりしません。これだけの大群が急にあらわれるのは、さすがにおかしい」

「ＭＰが肉体から抜けてしまうのですね。『脱魂病』とでもいいましょうか」

　考え込むシロエのわきから、ロデリックは空中に文字を書くようにしてそういった。脱魂病。〈魂魄理論スピリツト・セオリー〉によれば、ＭＰは魂の乗り物だ。そのＭＰが抜けるというのは、なるほど魂が肉体を脱する状態だといえるだろう。

　理論が正しいのなら、今回の襲撃は図らずも〈大地人〉と〈冒険者〉の同一性を証明してしまったともいえる。一日の差はあったものの、どちらにも被害が出た。どちらもＭＰや魂を持っているというわけだ。そんな思考にひねくれたユーモアを感じてシロエは苦笑した。そんな証拠が今の現実を解決してくれるわけではない。

「せやけど、平気なもんもおるで？　うちもヘンリエッタも襲われたけど、ちょっとめまいがしたくらいで」

「レベル差じゃないんですか？」

「いや、そうとも言えない。高レベルの〈冒険者〉でも被害は発生しているようだ」

「眠りにつく者とつかない者、その違いについて、ですか……」

　それに〈魂魄理論〉や魂の有無が今回の一件に関係あるとすれば、それは新たな疑問にもつながる。攻撃を受け眠りについたものと、そうでないものの差だ。そこにはやはり何かの秘密があるのだとシロエは思う。しかしシロエの疑問をよそに、会議は進んでいった。




「死ぬことはないんだな？」

「はい」

「死ねば大神殿で蘇ることができる。だが、眠ってしまうとそうもいかない。そもそも死んで蘇生すればこの眠りが解除されるかどうかも不確かだしな」

「厄介ですね」

　リーゼの言葉はある意味ここに集まった全員の総意だった。

　厄介、その表現がふさわしいだろう。破滅的な危機であるとも思えないが対抗手段が見当たらない。

「カラシンさんとアイザックさんは？　それに〈西風〉のソウジロウさんも」

「お二方は引き続きマイハマを警戒してもらっています。ソウジは偵察にでてます」

「マイハマも災難だったな」

「お披露目ってことで諸侯が集まってたからなあ」

「セルジアッド公もか」

「ほかの都市はどうなんだ？」

「ミナミは〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉が守っているようです。大きな混乱はないとの情報を得ています。ススキノは〈シルバーソード〉が守備中。もとより人口が少ない都市ですから」

　シロエは執務室の戦略地形図を思い出しながら答えた。関西方面のプレイヤータウン・ミナミは〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉の防備が固い。アキバよりも前線の人材が豊富なあそこは容易に陥落することはないだろう。ススキノは元々が城塞都市だ。防御力に優れたあの都市に少人数の〈大地人〉であれば、〈シルバーソード〉が十分撃退可能だろう。

　むしろ心配なのはそういった基幹都市ではなく、〈大地人〉のみが住んでいるような小さな領地や村落だが、シロエはその点をさほど心配していなかった。〈常蛾〉は大都市を狙う性質があるようなのだ。襲撃報告も、東ヤマトではアキバやマイハマ、ススキノ、ヨコハマあたりに集中が見られる。

　一般的に言って、モンスターはその姿にふさわしい程度の知能を有する。蛾の姿を持つ昆虫型モンスターはゲーム時代には発生指定されたゾーンで発生し、周辺をうろつき無差別に犠牲者を襲うだけだった。「大都市を襲う」という一事だけを取り上げても、この事態が〈エルダー・テイル〉的ではない何かを秘めているのは明白だった。




「シブヤはどうするのですか？」

　しばらく黙っていたアインスが、意を決したように問いかけたのはシブヤのことだった。「シブヤ？」そう疑問気に問い返すウッドストックの方も見ようとしないアインスは、巨大な円卓の中央に向かって、そう、まるで、絞り出すように言葉をつづけた。

「リ＝ガン氏からシブヤの放送局跡が生きているとの情報が入ったそうですね。そちらの調査を急ぐべきでは？」

「おいおい、こんな時にかよ。被害者だって出ているんだぜ？」

　アインスの言葉に真っ先に反発したのはミチタカだった。みっしりと肉のついた巨体を震わせて感情をあらわにするミチタカに、アインスはいっそ許しを請うような悲痛の表情で、だが声だけは毅き然ぜんと言葉を重ねた。

「冷たいようですが、眠りにつくだけならば命の危険は当面ないわけですし……。戦力のあるうちに打開の一手を放つのも我らの役目ではないですか」

「そんな！」

「我々は、我々自身が思うよりも追いつめられた存在なのですよ。衛兵の暴走、フレーバーテキストの具現化、東西の緊張、それに今回の事件、〈典災ジーニアス〉という新たなる脅威……。我々は博愛をしている余裕などないのではありませんか？　それは傲慢というものでは？　──我々も一杯一杯なのです」

　アインスの言葉はシロエも予感していた。

〈冒険者〉の犠牲が出てしまっている。今はまだ十数人だが、今晩もまた〈常蛾〉の侵攻はあるだろう。二日だけ攻撃があって、そのあとトラブルが自動的に解決すると期待するほどシロエは楽観的にはなれなかった。

　アインスの危機感はわかる。〈冒険者〉の博愛精神はこれまでのところ、その卓越した戦闘能力や財力に支えられていたのだ。その根底は不死性にある。

　今回の危機は、その不死性そのものの根幹を揺るがすものだ。意識を失い植物状態になるのであれば、不死の権能も戦闘能力も意味はない。〈大地人〉も〈冒険者〉も等しく眠り続ける無力化された肉体にすぎない。

　そんな状況でパニックになっていないのは、その危機感の本質について気が付いている〈冒険者〉が多くないからだろう。まだどこか他人事の者が多いのだ。そして気づけば、逃避の欲求からアインスのような意見が芽吹くのは当然だった。




　シロエはこぶしを握り締めたまま、会議室に満ちる沈黙に耐えた。

　フレンドリストから一つの名前を探し出し、じりじりとした数分を耐えるシロエに、涼やかなベルの音が着信を知らせる。

　この会議に先がけて託したシロエのクエストを、どんな時にでも結果を出してくれる頼りがいのある後輩はこなしてくれたらしい。

「シロ先輩、見つけましたよ。〈常蛾〉の巣を！」

　頷いたシロエの気配を察したのか、いつもよりも緊張したソウジロウの声が偵察の結果を報告してくれる。

「その……がっかりしないでくださいね。シブヤなんです。シブヤの街が、街ごとダンジョンになっています。ゾーン設定が。本丸はシブヤの放送局跡です。あの低レベルダンジョンですよ。こっちは大規模戦闘レイドゾーンになってしまってますよ。新しい名前は〈呼び声の砦〉。ちょっかいかけるには手ごわそうな雰囲気です」

　──ある意味予想どおりだった。

　わかっていたからこそ偵察候補地として真っ先にシブヤを指定したのだ。

　そして予想よりも厳しい戦いが待ち受けているという確信を持った。

〈典災ジーニアス〉は知恵をもつモンスターだ。きっとこちらの事情も察しているに違いない。自分が〈典災ジーニアス〉だったらアキバの街をどう攻める？　アキバの希望をどう打ち砕く？　答えは明らかだ。

　シブヤに〈典災ジーニアス〉がダンジョンを生成。そう報告がわりにつぶやいた声に〈円卓会議〉はどよめき、蒼白になったアインスは椅子にへたり込んだ。

「大規模戦闘レイド──？　大規模戦闘レイドランクの、〈典災ジーニアス〉やの？」

　マリエールの呆然としたつぶやきにシロエは頷いた。

　敵は、月への通信設備を奪ったのだ。
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　ひんやりした朝の空気の中でシロエは沈んでいた。

　大通りを〈三日月同盟〉のメンバーや〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉の補給部隊があわただしく駆けていく。大規模戦闘レイド部隊の派遣が決まったのだ。その準備に、選抜メンバーもその周辺も、あわただしい空気に包まれていた。

　シロエは木陰に座ってその様子を眺めていた。

　周辺に人影はない。ときおり念話で準備資材の確認の問い合わせに答えながらシロエは物思いにふける。

　すでに攻略部隊の編成は終了した。満足のいく編成ではないが出来る限りの編成ではある。部隊は最小限の抽出メンバーだ。アキバやマイハマの防衛の優先を主張する声も無視できなかったからだ。結論として、〈記録の地平線ログ・ホライズン〉全員を含めたシロエに近しいメンバー、それも〈常蛾〉と交戦し眠りに対する耐性が証明された〈冒険者〉だけを選ぶことになった。そのために中堅レベルのミノリたちを連れていくことになり、不安は残る。

　とはいえ、事態は流動的で最精鋭を投入できる状態ではない。

　たとえば帰還を優先するにした所で、シブヤ遺跡の通信設備が帰還の決定打になる保証はないのだ。無事に確保できるかどうかという話ではなく、確保したところでちゃんと使えるのか？　利用できたとして月への通信が本当に帰還へつながるのか？　それらのすべては現時点では「たぶん」としか答えられない可能性だ。

　一方で〈大地人〉保護を目的としたところで現時点ではシブヤ大規模攻略レイドがそれに直接結びつくという保証はない。ソウジロウたち〈西風の旅団〉の報告は異変を知らせるものではあったけれど、まだ解決の確証はないのだ。〈呼び声の砦〉と呼ばれる元遺跡であった大規模戦闘レイドゾーンはまだその内部は偵察されていない。入り口は封印されていてソウジロウたちでさえ内部に入ることはできなかったのだ。

　そんなわけで十分な戦力とは言えない。とはいえソウジロウやリーゼなど大規模戦闘レイド経験豊富なメンバーが参加を表明してくれたのは僥ぎよう倖こうといえるだろう。

　シロエの憂鬱の種は、実はそれではなかった。

　どちらかといえばシロエは自らの内面に深く沈み込んでいたのだ。思いは千ち々ぢに乱れていたが、それは一言でいうのならば、釈然としないというものであった。

　敵が現れた。倒しに行く。言ってしまえば、今の状況はそれだけのことだ。しかしそれはシロエが作り上げた状況ではない。危難があらわれて排除をしに行くわけだから、主導権は危難にある。シロエにとっては、そのことそのものがなんだか違和感を覚える状況なのだ。そのなんだか釈然としない感じはもっとさかのぼれば、シロエがにゃん太班長に言った言葉にまでたどることができる。

　──帰るべきなんだと思います。

　もちろんその言葉は、考えなしに発したわけではない。シロエなりの思い悩みも逡巡もしたうえでひとつの選択だった。しかし結局それはどこまで行っても「べき」でしかなく、「帰りたい」とも「帰りたくない」ともシロエは言えない。現在のヤマトの諸事情を勘案したうえでそれがおそらく正しいのだろう、そうすべきなのだろう、そう結論しただけだ。

　それは状況からすればほとんど自動的な答えであり、その答えの中にシロエはいない。主導権は社会情勢で、シロエはその中でおそらく正しいであろう答えを口にしただけだ。

　シロエの中にあるもやもやした気持ち。

　それはシロエにとって見知らぬものではなかった。むしろ慣れ親しんだ感情だといえるだろう。自分ではいかんともしがたい状況があり、その中で理性的に合理的に対応しようとすれば答えはおのずと出てくる。

　答えは少ない。多くの場合ひとつしかない。

　それはシロエにとっては日常といってもよい境遇だ。両親が共働きで仕事をしているのなら自分一人で食事を摂るしかないし、引っ越しをするのであればついていくしかない。ある特定の問題や状況があり、その中で意味があって有効な答えというのは、いつだってひとつしかない。それは改めて考えるほどがないほどの常識だ。

　シロエのその正しさや常識や選択によって周囲は助かりいくつかのトラブルは未然に防がれることはあった。その選択は家でも学校でも「上手く」やることを可能にしたけれど、結果シロエは深夜のアスファルトの上をどこまでも歩き続けなければならなかったし、シロエが感じているのは、つまり「あの頃」と同じ感覚なのだった。

　その常識はひどく息苦しいものであったけれど、結局答えとはそういうものなのだろう、どうしようもないのだろう、シロエはそう思った。今までもそうだったしこれからもそうなのだろう。

　いらいらした気分の正体はシロエの焦慮と躊躇なのだ。

　月の浜辺でシロエはあの時代に別れを告げたはずなのに、いままたこの苦しさを抱えている。決心だけではだめなのだ。シロエは今、別の答えを持っていない。




「シロエ様」

　照れくさそうに笑うリ＝ガンが顔を半分覗かせて手招きをしている。

　シロエが物陰から立ち上がり怪訝に思いながらも近づいていくと、廃墟の中から両手を広げて飛び出してきた〈大地人〉の賢者はぐるりと回って装備を見せてきた。

「どうですー？　格好いいですか。これで私も準備は万端ですかねえ？」

　リ＝ガンは巨大な箱型の背はい嚢のうを背負い、頰を緩めた。彼が背中に手を回し、その金属製と思おぼしき箱についたメーターやパイプをいじりまわすと、魔法石の脈動が強くなる。

「いやあ。我が〈ミラルレイク〉の歴史もバカにしたもんじゃないですねえ！　ちゃあんと個人用装備だってあるんですよ、シロエ様。これはアルヴ戦争時代に作られた障壁発生装置です。何とかお供できると思いますよお、そりゃもう。ね、ね！」

　そんなふうに言うリ＝ガンはこんな状況にもかかわらずとても楽しそうだった。リ＝ガンの言葉につれて、魔法装置からは白い蒸気が奮起するように小分けに漏れる。

「おっさんも行くのかよ？」

　通りかかった直なお継つぐが大盾を広場におろしてそう尋ねた。

「はい。〈呼び声の砦〉の入り口には特殊な封印がほどこされているようで。それを、解呪して欲しいとシロエ様に頼まれました」

　リ＝ガンが照れて頭を搔きながら答える。

　シロエとしては申し訳ない気持ちでいっぱいだ。

　この〈大地人〉の研究者のＨＰはさほど多いわけではない。大規模戦闘レイド攻略部隊に参加できない、安全な位置からついてきてもらうつもりだ。今回の放送遺跡ダンジヨンは通常の大規模戦闘レイドゾーンと比べて危険度は比較的少ないとシロエは考えている。モンスターの多くは襲撃から推測するに二十四人戦闘フルレイドランクではなく、六人戦闘パーテイーランクだろう。だがだとしたところで、当然危険がないわけではない。

「このような事態、この世界の歴史で初めてのこと……。〈ミラルレイク〉の名を継ぐ者として、見届ける責務がありますからね」

　謝罪するシロエに、リ＝ガンはそう答えた。

　その表情はにこやかな中にも強さがあり、決してそれがただの義務感だけではないとシロエに知らせる。リ＝ガンにはリ＝ガンなりにやりたいことや知りたいことがあり、それは一命をかけるに値するものなのだ。それは今のシロエにはまぶしく見えて少し羨ましかった。

「まあそれにわたし」

　リ＝ガンは恥ずかしいのかしきりに頭を搔きながら、困り顔で微笑む。

「ちょーっぴり、憧れてましてね。地下遺跡ダンジヨンっていうんですか？　探索っていうんですかね？　冒険っていうんですかね！　〈魔法学者ローアマスター〉なんて名乗ってますが、やっぱり、まだ見ぬものをこそ見たいというのは学者の本能じゃないですか。〈世界級魔法〉の研究だって進みましたよ。いやはや、不思議なこともあるものですねえ。関係ないと思ってた研究がふいに結び付く瞬間ってあるんですねえ。魔法における極大がもしかしたら極小と巡──」

「うっちもフル装備やでえ！　直継やん」

「ボクなんてフルアーマーですからっ。直継さん！」

　何とも言えない金属的な音を響かせて、直継の両脇からマリエールとてとらが激突した。中央でひしゃげている直継は力任せにはねのけるわけにもいかなくて、交通事故にあったかのような表情で青ざめている。十二職業のうち最も高い防御能力をほこる〈守護戦士ガーデイアン〉だとはいえ、非戦闘時で気を抜いていればこうもなる。ましてや相手の二人も〈施療神官クレリツク〉であり十二職業の中では決して武装も筋力も劣るわけではないのだ。

　リ＝ガンが「呼吸いきぴったりですねえ、連携ってやつですねえ」とにやにやと呟くのにシロエも苦笑いするしかなかった。どこがフルアーマーなん、一張羅のくせに！　失礼ですねアイドルたるもの常にベストの可愛らしさをファンの皆さんにお届けしてるんですよ一張羅ではなくベストエフォートですよ！　と言い合いを始める二人の間で直継はおろおろとなにかコメントを挟もうとしていたが上手くいかないようだった。てとら一人が相手であれば丁々発止のやり取りができる直継でも、大変な戦いバトルなんだな、とシロエは小さく笑った。




　答えを出すのが難しい問いはある。

　迷夢のなかで時間だけが過ぎる。それが正解であるような問いも、多分、世の中にはある。

　しかしシロエの胸を冷たく焼く焦りがあった。論理的に考えて正しい答えを選んでいるはずなのに、シロエの気持ちは晴れなかった。

　大事な何かが失われるような恐怖がシロエの背中を波打ち際のように洗っている。シロエは呼吸を止めるように、ぐっと気持ちに力を入れる。そうしていないと、拳も膝も震えてしまいそうだ。

　今回の大規模戦闘レイドは多くの〈冒険者〉と〈大地人〉の運命を変えてしまうだろう。それは予感ではなく、現実的な可能性として目前にある。この切迫した状況において、シロエは十分な選択肢を探すことができなかった。予習不足だ。シロエの得意分野ではないのだ。間違えてしまうかもしれない。取り返しがつかないかもしれない。失敗の予感がシロエの背中にへばりつき精神を真っ黒な冷水に沈めようとする。その気持ちを意図的に押さえつけるのはシロエにとってずいぶんな重圧だった。

「シロエち。準備完了のようですにゃ」

「うん、班長」

　にゃん太の言葉で視線を上げたシロエは背伸びをして広場を見渡した。

　攻略部隊二十四名フルレイドが遠征用の装備で揃っていた。

　シロエの友人、直継、アカツキ、にゃん太、てとら。ギルドの後輩、ミノリにトウヤ、ルンデルハウスに五十鈴。

〈三日月同盟〉からはマリエールとヘンリエッタ。小竜に飛燕。そしてセララ。

〈西風の旅団〉のソウジロウにナズナ。さらに〈武士サムライ〉のイサミ、くりのん、オリーブ。

〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉からはたっての希望で参加したリーゼ、リチョウ、ユズコ、孤猿。そして〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉ゆかりの高レベル回復職ランカーヒーラーの櫛くし八や玉たま。

　シロエとリ＝ガンを足せば二十五名。小さな部隊ではある。

　結局シロエは本当の意味でフリーハンドな部隊召集をすることができなかった。自分のギルド〈記録の地平線ログ・ホライズン〉。古くから付き合いのある〈三日月同盟〉と〈西風の旅団〉。助力を申し出てくれた〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉（というよりもその部隊長リーゼ）が今回の攻略部隊のすべてだ。

　他人に頼ることが苦手、などというのは優しい言葉だと思う。人間関係構築能力が絶望的なのじゃないかと、自分自身に失望を禁じ得ない。

　色んな事を予想してそれなりに手を打ってきたとシロエは思ったが、やっぱり足りない。現実というのはいつでも容赦ないなあ、と肩を落とした。それでも悪い事ばかりではないだろう。マイハマはアイザックとカラシンが支えてくれた。たとえそれが誰かの予定どおりであったとしてもだ。

　だがモンスターは待ってくれない。〈典災ジーニアス〉だなんてシロエの手には余る。こちらはただの凡人に過ぎないのだ。ただ、こうしている間にも太陽は巡り、〈常蛾〉の羽ばたく夜が迫ってきている。




「冒険者がどのような判断を下すか、見守らせていただきましょう」

　見送りに出てきてくれた菫きん星じように頷くと、その背後に勢ぞろいした〈円卓会議〉のギルドマスターたちと視線を交わした。焦慮の色の濃いアインスを見つければ小さな苦笑がこぼれる。目指す場所は多分同じなのに、どうにもボタンを掛け違ってしまったこのギルドマスターをシロエは嫌ってはいなかった。

　だからこそ、空元気でもいいからと声を振り絞って出発を告げる。

「目標はシブヤダンジョン奥にある、レイドゾーン〈呼び声の砦〉。そのアンテナを破壊し、常蛾の増加を阻止、これを殲せん滅めつします」

　九時三十二分。

　シロエたち〈呼び声の砦〉攻略部隊はアキバの街を出発した。

　目指すは〈プレイヤータウン〉シブヤ。

　シロエはまた新しいテーブルにつくことになった。今度の賭けのチップは大きい。そしてシロエは、まだ勝利がなんなのか、それすらもわかっていないのだった。




　　　▼４




「静か、ですわね」

「そんなわけないじゃん。大規模戦闘レイドゾーンなんでしょ？　どっかから狙ってるって」

　たどり着いたシブヤの街は不気味に静まり返っていた。〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉に入ったはいいものの右も左も分からなかった自分に、大規模戦闘レイドのノウハウを仕込んでくれた櫛八玉の声を聞きながらリーゼは頷いた。

　緑に浸食された廃墟群はアキバと同じだが、こちらの街は元々商業のメッカであるせいか幾分カラフルだ。「生きている」古代のビルはガラスのように見える〈玻璃硝子グラスタル〉で煌きらびやかな姿を見せている。だがその見かけに反して人の気配はしない。

　大規模レイド攻略チームは魔力の切れた〈動力甲冑ムーバブルアーマー〉の横を通り抜けた。〈供く贄にえ一族〉の巡回衛士が身につけていたものだ。あの〈常蛾〉の鱗粉はある種の魔力を奪う。選別基準は不明だが、それは無類の力を誇る〈動力甲冑〉の防御力、抗魔力をも磨滅させるほどだ。昏睡状態になった〈供贄一族〉は救助されているはずだが、重量がある鎧はこうして取り残された。

　大規模戦闘レイドといえばパーティーランクの十倍以上のＨＰを誇るレイドエネミーばかりが脅威として注目されるが、実はそうではない。二十四人級フルレイドともなれば、〈冒険者〉側の攻撃力も単純に考えて二十倍以上、連携によっては五十倍に達する。本当の脅威はエネミー側の連携や増援といった要素であり、つまりそれはゾーンの地形そのものが〈冒険者〉たちに牙をむくということなのだ。シブヤの街区はプレイヤータウンにふさわしくモザイク状に切り分けられ、立体的な交差を見せている。それが戦闘エリアとなった今、遮蔽物の多い見通しのきかない戦場へと変貌した。

　頰にふれる髪を手袋に包まれた指先で後ろへと流したリーゼは機械式懐中時計を取り出すと視線を落とした。

「月の出まで……。あと六時間」




　このエリアは〈エルダー・テイル〉五番目のプレイヤータウンとして設置された街だ。それまでの四つ、アキバ、ミナミ、ススキノ、ナカスの反省を踏まえ、それらとはまた違った作りになっている。

　既存四つのプレイヤータウンの問題点とは、街の中心機能、すなわちギルド会館、銀行、大神殿、解放市場マーケツト、〈都市間転送装置トランスポート・ゲート〉に人が集まりすぎてしまうということだ。これらの重要施設はゲームのプレイヤーが日常的に使わざるを得ない施設であり、もっといってしまえば、プレイヤータウンだとはいえこれらの施設以外の部分はゲーム時代、ただの背景にすぎなかった。だからこそこれら施設は混雑の発生源になってしまったのだ。

　シブヤはそういった問題点を踏まえ、ギルド会館、銀行、解放市場を持たないプレイヤータウンとしてうまれた。その代わりに多数の〈都市間転送装置〉を備え、残りの四つの都市に常時接続をすることで都市機能をまかなう設計だったのだ。

〈都市間転送装置〉が沈黙し〈常蛾〉があふれる現在、この街はほとんど無人になっているという。




「おお、来た来た！」

「右前方から八！　人型、〈人食い鬼オーガ〉亜種」

「〈絶命の一閃アサシネイト〉！」

「〈飯い綱づな斬ぎり〉！」

「〈フレアアロー〉！」

　戦闘が始まった。

　リーゼは誘導性の高い〈サーペント・ボルト〉を撃ちながらも周辺状況の把握に努める。〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉であればレイド初期の情報収集はエリア構造と敵構成の把握が最重要課題だ。しかしそれは、メンバーの能力を事前の連携訓練で十分に相互理解しているからである。寄せ集めである今回のメンバーでは仲間の能力確認と連携構築が最重要課題だ。幸い、モンスターの能力は決して高くはない。リーゼは情報収集に意識を割いて戦闘を継続できていた。

　それは先輩の櫛八玉もそうであるし、〈西風の旅団〉古参メンバーもそうであるようであった。身に沁みついた動きとでもいうべきか。大規模戦闘レイドに重要なことが言葉にしないでもわかっているのだ。

　そして、それは不思議なことに〈記録の地平線ログ・ホライズン〉の若手でも同様であるらしかった。

　金髪の青年ルンデルハウス、中衛型〈吟遊詩人バード〉五十鈴、巫女服をまとうミノリ、その弟で〈武士サムライ〉のトウヤ、後衛支援型〈森呪遣いドルイド〉のセララ。この五名はレベル六〇弱だ。今回の探索行の主力が九〇レベル以上であることを考えると、レベルの低い彼らを連れてくるべきではない。

　しかし、彼らは〈常蛾〉のＭＰドレイン攻撃に対して極めて高い耐性を持っていることが証明されている。高レベル〈冒険者〉であれＭＰを失うことが避けられない彼らの鱗粉攻撃をほぼ無効化できるのだ。それがどんな理由かはわからないが、その一点を買われて侵攻メンバーに編入された。アキバ防衛のために突撃部隊への過剰な戦力配備が躊躇われたという事情もある。〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉から今回のレイドへ出向しているメンバーもリーゼを含め四名にすぎない。それも無理を言って参加を希望したのだ。

　そんなわけで通常戦力としては期待していなかった中レベル組の五名だったが、思ったよりもずっと動きがよい。連携の形になっている。

　もちろん彼らには好材料がある。彼ら自身は六〇レベル程度だとはいえ、その彼らに対して支援バフをしている大規模戦闘部隊レイドチームのレベルは九〇オーバーだ。つまりかれらは強力な能力上昇特技の支援を受けている。しかも十名以上の多様な支援を得られる二十四名規模フルレイドでは支援そのものも多重化され、彼らの現在の実質的な戦闘能力は七〇レベル程度に達しているだろう。九〇レベルのチームが同様の支援を受けても上昇幅は二～三であることを考えれば、これは有利な点だ。

　またヘイトの問題もある。いくら支援を受けたとしてもその結果彼らの能力は見かけ上七〇程度にすぎない。つまり彼らが全力で攻撃をしたり回復をしても、現在この二十四名部隊フルレイドの第一防衛役メインタンクを務める〈守護戦士ガーデイアン〉直継の発生させるヘイトには到底かなわない。ヘイトを過剰に稼ぐ心配がないというのは、つまり、敵に狙われないという意味だ。

　つまり、彼ら中レベル組は周囲の支援を十分に受けて、限界以上の能力を思うままに発揮できる環境にあるのだ。

　しかしそういった好材料を差し引いたとしても、彼らの動きはよい。

　ヤマトサーバーを代表する超大規模ギルド〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉で教導部隊を率いてきたリーゼにはわかる。前後の位置取り。前衛を邪魔しない角度での攻撃の出し入れ。選択する特技の順番と、その構成。モンスターからの攻撃を受けないという条件にもかかわらず、常に全体攻撃を意識した周辺メンバーへの頼り方。そして、声を出しての伝達。たとえ九〇レベルになったとしても、いいや、レベルとは全く関係のないプレイヤースキルの領域で、五名は新人とは思えない動きをしている。

　あらかじめアカツキ経由で「新人の面倒を見てほしい」と頼まれ、教導部隊出身ということで当たり前のように引き受けたが、彼らの技量は想像以上、いやかなり非常識なレベルにあるようだ。〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉にスカウトしたいほどである。

「そっちに漏らしますよー」

「食べちゃえー、リーゼ──」

　場違いに明るい声は〈西風の旅団〉のソウジロウとナズナ。かつて〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉に参加していた、ある意味伝説級のふたりだ。この侵攻部隊では第二パーティーに属して第二防衛役サブタンクと第二回復役セカンドヒーラーを務めている。第一パーティーフアーストが敵主力を食い止めてひきつける役割を受け持つとすれば、そこから漏れたモンスターを捕捉して足止めをする、遊撃的な防衛を任務とするチームだ。

　その二人が、意図的にモンスターを後逸させる。

　セオリーにないその行動の意味は「乱戦時の動きを確認しておけ」「第三サード、第四フオースパーティーの連携を磨け」であり、それ以上に「中レベル組ひよつこを育てろ」というメッセージだ。

　その証拠に〈朧おぼろ渡わたり〉から放たれたソウジロウの攻撃は、〈人食い鬼オーガ〉に移動速度低下のアイコンを張り付けている。

「前衛を〈人食い鬼オーガ〉四が突破！」

　リーゼを振り返るようにミノリという少女が報告する。もちろんその景色はリーゼにだって見えていた。本来であれば省略してもよい動き。しかしそれをミノリは省略しない。その意図は「指示を求める」というメッセージ。このミノリという少女は戦術眼が抜群に良い。いいや周囲の人々の考えに鋭敏なのだ。「なにをやりたいのか」を全力で察しようとしている。その姿は警戒心の強い小動物にさえ見えた。

「リチョウ、バックアップに！　ミノリさん。小隊を指揮して全力攻撃！」

　弾かれたように進む五人組を見てリーゼは目を細める。良い部隊運用だ。




　その一方で期待外れだったのが総指揮だった。

　大規模戦闘レイドの成否を決める要素は多いが、その中でも重要なのは指揮だとリーゼは考えている。今回の攻略部隊のようにタレントがそろっていればなおさらだ。

　第一防衛役の直継は安定したタウントワークで前線を強力に維持している。遊撃の中心であるソウジロウ、ナズナの動きも素晴らしい。アカツキ、にゃん太といった攻撃陣の処理能力も高い。個人技でいえば、サーバーイベントさえも攻略できるレベルであるとリーゼは評価する。

　だからこそ全体の戦術判断でいえば、特筆すべきところがなく、凡庸で、しかも思い切りが悪いように思われた。慎重であるといえば聞こえはいいが、果断さに欠ける。

「なんだいなんだい。しけた顔しちゃってさあ」

　第一パーティーに前線を任せて下がってきたナズナが気やすい調子でリーゼに声をかけた。リーゼは少しだけ躊躇ったが、率直な感想をこぼしてしまう。

「不甲斐ない」

「何がさ？」

　ひょうたん型の水筒からぐいっと飲んだナズナがのんびりした声でリーゼに問いかける。

「──ミロードも認める〈放蕩者の茶会テイーパーテイー〉の名参謀、シロエさんの戦闘指揮を見られるかと思っていたのですが、思ったほどではありませんね」

「あははははは。ま、そうかもね。シロエはヘタレだから」

「そう……なんですか？」

　ナズナの意外な言葉にリーゼは視線を上げた。

〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉で長い間一緒に戦っていたはずのナズナは、リーゼの評価に気を悪くした様子もなく、いつものからかうような笑みを浮かべて胸をそらしている。

「そうそう。ヘタレだよお。名参謀っていうよりはヘタレ参謀だよ」

　リーゼは胸の痛みを覚えた。

　ナズナの言葉に反発したくなって、そして気が付いたのだ。自分がシロエに押し付けようとしていた期待はリーゼ自身の都合だった。自分に出来ないことを──今のギルド運営の問題点やクラスティがいないことの不安をすべて解決してくれるような。一陣の涼風のような。そんな万能をリーゼはシロエに求めていた。なにもリーゼ自身を救ってほしいとか、そこまで甘い望みを抱いていたつもりはない。しかしそれが可能なほどの才能を見せてほしい、そんな願いを抱えていたことに気が付いたのだ。それを願って、この攻略部隊に志願したのだと、リーゼはやっと気が付いた。

「ミロードの認めた人ならと、なんだか甘えてばかりですね、わたし」

　しかし気が付いたとしても失望や自己嫌悪がぬぐえるわけではない。

　リーゼ自身の手は小さく、出来ることは少ない。

　しかしそれでも今目の前の大規模攻略レイドは成功させなければならないのだ。シロエの指揮が振るわないのならば、自分が前面に立ってでも。リーゼは胸の痛みと苛立ちを込めて、前方に現れた敵群に〈フリージング・ライナー〉を解き放った。




　　　▼５




〈呼び声の砦〉に侵入してから、モンスターの攻撃は熾し烈れつになった。

「戦いづらいぞ、こいつは」

「直継、もう少し前に！　マリエさんっ」

「わかったで！　〈リアクティブ・ヒール〉！」

　シロエは前線を押し上げながら周囲の様子を必死に探る。

　けっしてモンスター個体の戦闘能力が高いわけではない。本式の大規模戦闘レイドゾーンでは出現するモンスターも大規模戦闘レイドランクとなる。このゾーンで登場するモンスターの七割程度はパーティーランクだった。レベルそのものが高いとしてもそれぞれの職分を活かした連携と集中攻撃で各個撃破はたやすい。

　問題はこのゾーンの構造と間断のない増援だ。

　シブヤの街はプレイヤータウンというオープンフィールドエリアだった。スペイン坂は入り組んでいるとはいえ、おおよそ道の幅は五メートル以上はあり、隊列を組むにせよ連携するにせよ余裕があった。しかし旧世界の放送局だったというこの古代遺跡は屋内ゾーンとなっている。迷宮じみて複雑なその通路は幅三メートルがやっとでやたらに曲がり角が多くて見通しが利かない。

　朽ちる様子のない鋼鉄ハイスチール製の扉にはどれも個性がなく、気を抜けば前方と後方の区別を失ってしまいそうな怖さがあった。

　そして、その迷宮の奥からはまるで廃棄物ででもあるかのように無尽蔵のモンスターが供給されてくる。〈人食い鬼オーガ〉や〈牛頭戦鬼ミノタウロス・ウオリアー〉、そして数多いのは〈常蛾〉に〈月兎〉だ。




　あらゆるドアを確認する必要があるのも進行速度にストレスを与えた。

〈呼び声の砦〉には数多くの広間がある。天井の高い空虚な空間はしかし、通路の先端や曲がり角から連結しているわけではなかった。一様な表情を見せる鋼鉄のドアの向こうにあるのだ。モンスターが潜んでいることは多くなかったが、それらの空間には半透明の卵に包まれた〈月兎〉や白い糸につつまれた繭まゆなどがぎっしりと壁に張り付いていることが多かった。

　近寄るとはじけて襲い掛かってくる〈月兎〉や生まれ出る〈常蛾〉は、放置すればシロエたち攻略部隊の後背を遮断し挟み撃ちを仕掛けてくるかもしれない。もしそうはならなかったとしても、日が暮れれば羽化してアキバを襲うだろう。それを考えれば、討伐しないという選択肢はなかった。

「追加出現ウサ六ですー」

「局長にばっかり、戦わせないんだからっ！」

「あと、三時間四十五分！」

　仲間をかばいながらもソウジロウと盾役タンクを交代するのは〈西風の旅団〉のイサミという〈武士サムライ〉だ。同じギルドだけあって手慣れた交差シザースでターゲットの受け渡しを行ない、前線に出る。負担軽減のための基礎的な連携。しかし、シロエはそれに打ちのめされる。

　いまの処理はシロエが先に気が付くべきだった。

　シロエの指揮の遅れをメンバーの個人的な技量がカバーした形だ。不注意、躊躇ためらい、不完全な予測。それらが大規模戦闘レイドチーム全体の効率を悪化させている。

　シロエの弱さがこのチームの足を引っ張っている。

　その自覚がありながらも対応策を打てない自分がいる。

　月がのぼるまでの時間はあと三時間半程度だろうか。外部景観からの予測によれば、このダンジョンを探索する時間は十分にあるはずだ。にもかかわらず得体のしれない焦りがシロエの胸にはある。判断に確信が持てないのだ。いくら未見のエリアだとはいえ、大規模戦闘レイドにはそれなりの定石セオリーがある、攻略方法にさえ存在するのだから、ゾーンの設計やモンスターの配置などにあるのは当然だ。

　シロエがこのエリアで見かけたモンスターは五種。巡回や通常配置のそれとしてはこれで出そろっただろう。特定の広間や中ボスとしての追加はあっても、ゾーンの出現モンスターの傾向はつかめたといえる。ダンジョン構造の方も徐々にわかってきた。天井が低く狭い通路と巨大な広間の組み合わせ。没個性な階段と鋼鉄製のドア。先ほどの回廊から外部の巨大な別施設が見えた。おそらく敵の首しゆ魁かいはその別施設か、そうでなければ当初からの予測どおり〈呼び声の砦〉の特徴的な塔部分にいるはずだ。

（大丈夫。まだ時間はある）

　シロエはまるで自分を説得するかのように現在の状況を確認して、中庭へ向かう指示を出した。部隊のＭＰは半減に近い状況だ。最後まで保たないとなればどこかで回復をさせなければならない。

　中途休憩ビバークは大規模戦闘レイド攻略のための基本的な戦術行動だ。間違いはないはず。怪訝そうな顔の直継に頷くとシロエは率先してそこだけは緑が残された中庭へと進むのだった。




「やっばいね。戦闘の汗をぬぐう少女。きらめく香りっ」

「西風は仲がいいですねぇ」

　やっと休息ができたのはダンジョン中央と思しき場所にある十数メートル四方の中庭だった。数十メートルはあるコンクリート製の廃墟に囲まれて、吹き抜けのこの空間は開放的で、元は庭園だったのだろうか、芝生には観葉植物や背の高い広葉樹が生えている。

「まあ、局長が厳しいからね。喧嘩禁止」

「そのおかげで毎晩ときめきハプニング」

「くりのん、ステイ」

　足を投げ出してへたばる〈西風の旅団〉はまだまだ減らず口をたたく元気があるようだった。

「ふへえ」

「大丈夫か、マリエさん」

「えへへへ。やっぱりこういう本格的なのは、難しいんやね」

　一方で〈三日月同盟〉の方は消耗が激しいようだった。ＭＰ残量も残り二割を切っている。〈エルダー・テイル〉においては回復呪文をはじめＨＰの回復手段は比較的多いがＭＰのほうは手段が極めて限られる。

　一番有力なのが非戦闘状態で安静にすることだ。じっと座っているか横になっていればおおよそ二時間ですべてのＭＰを回復することができる。この数値は何の付与も与えていないときのもので、適切な食料アイテムや〈付与術師エンチヤンター〉のマナ回復特技や〈吟遊詩人バード〉の歌で加速することができる。大規模戦闘レイドチームを形成している現在ならば、三十分程度の休憩で最大ＭＰの半分は回復できるだろう。

　ゲーム時代であればほんの数分の休憩なのだがこの世界ではそうもいかない。初見の大規模戦闘レイドゾーンでは安全地域の確保も難しい。この吹き抜けの庭園が確保できたのは幸運だったといえるだろう。

　四方を壁に囲まれて出入りできるように見えるのは二ヵ所だけ。〈呼び声の砦〉入り口付近でリ＝ガンが待機している〈復帰地点リターンポイント〉を除けば一番安全であるかのように思える。

　シロエも腰を下ろして、じっとＭＰ表示を見つめた。

　コップに水がたまるかのように、表示バーはその長さを増してゆく。〈付与術師エンチヤンター〉であるシロエは他の職業よりもＭＰ回復速度で優れている。装備も回復速度を重視する効果を持つものが多い。

　回復が早く意外にも元気なのは年少組だ。

　緊張こそしているものの油断をしない表情で背中合わせに固まり、四方を監視しながら休憩している。

　ソウジロウやナズナ、直継ににゃん太班長はそれぞれに疲弊したメンバーに声をかけて飲み物を配っているようだ。その様子は〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉当時にそっくりで、シロエは微笑ましい気持ちになった。

　マリエールにヘンリエッタ、小竜に飛燕の〈三日月同盟〉組は肩で息をするようにうつむいている。ここまで本格的な大規模戦闘レイドははじめてという話だったのでそれも当たり前かもしれない。特にマリエールは第一パーティーで直継専属の回復職として集中を続けていた。てとらが歴戦の経験を活かして無数のフォローをしていたが、それでもマリエールの精神的な疲労は大きいだろう。もしかしたらこの中庭で、編成を変更したほうがよいかもしれないとシロエは思った。とはいえ、代わりをどうすればいいかと考えるとなかなかに難しい。ナズナはたしかに手て練だれの回復職だが、ソウジロウとの連携に習熟しすぎている。〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉のころからそうだった。




　物思いはくるくると表情を変えてシロエを弄もてあそんだ。戦闘中ならまだ少しはましだが、こうして一息つくような状況になれば、懸念や焦慮があふれ出してくるのだ。

　アインスの言うアキバの沈鬱が心配だった。アイザックたちによって窮地を脱したとはいえ、マイハマを襲った刺客は、この後訪れる〈神聖皇国ウェストランデ〉と〈自由都市同盟イースタル〉の間の関係悪化を予言している。〈魂魄理論〉を聞いた時の言い知れぬ違和感。終わりのない変転を遂げる〈大災害〉後のこの世界。〈航界種トラベラー〉を名乗る一団、シロエのサブキャラクターであるはずのロエ２。

〈オデュッセイア騎士団〉と〈北風ボレアスの移動神殿〉。

　シロエの手には余る、かといって無視をするわけにもいかない無数の軋みが氾濫を起こしている。いいやそれも多分おためごかしなのだろう。シロエはそんなに傲慢に思い上がっているわけではない。もっと個人的な問題だ。シロエは自分の判断に覚悟ができていない。納得ができていない。ただそれだけなのだと思う。

〈円卓会議〉を立ち上げた時も、レイネシアの演説を後援した時も、ルンデルハウスを助けた時も、供贄の黄金を求めた時も、シロエはその決断に覚悟があった。その選択でもし不利益が生じたとしても後悔はしないという納得があった。

　振り返れば今のシロエには覚悟がない。シロエの選択には納得が足りない。だからその失敗が恐ろしいし選んだ未来を信じることができない。それだけのことなのだ。




　ふと灯りが陰った。吹き抜けの中庭の直上、青空を遮って落下してきたのは数十体の〈人食い鬼オーガ〉だった。一瞬混乱しかけるシロエに追い打ちをかけるように東西の壁に亀裂が走った、爆発するかのように瓦礫を走らせて飛び出してきたのは牛頭のモンスター〈牛頭戦鬼ミノタウロス〉。

「敵襲！」

「安全地帯じゃなかったの!?」

「どこから」

「──こいつら連携をして」

「ちょ、待てよまだっ」

「ひゃああ、あかん！　あかんって!!」

　それは青天の霹へき靂れきだった。

　安全だと思い込んでいたこの中庭で、しかも監視していた出入り口ではない部分から強力なモンスターが襲来してきたのだ。

「こいつら、大規模戦闘レイドランクだ！」

「僕が右を、直継先輩左頼みますっ」

　左右に分かれる二人の盾職タンク。しかし、回復職は追随できなかった。装備変更をしていた隙を突かれてマリエールは出遅れたし、ナズナとソウジロウは距離が離れていた。その穴を埋めるようにミノリとセララが全力の呪文を矢継ぎ早に飛ばすが、中庭は一気に乱戦に持ち込まれた。

　隊列は完全に崩壊した。

　そしてそれを無理に支えようとしたのはまたしても個人の技量だった。

「休ませちゃあくれないって──訳かあ」

「レイドって言うと、いっつもこうだよな」

　メンバーの中でも最も大規模戦闘レイド経験が豊富な〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉参加組はいち早く精神的体勢を立て直し、戦線を構築すべく動き出す。〈武闘家モンク〉であるリチョウを先頭に、前衛型の〈神祇官カンナギ〉櫛八玉が続いた。

「まあ〈どん引き〉の姉御と一緒と聞いたときから拙者覚悟していたでござるよ」

「私を疫病神みたいに思ってないか？　泣くぞ？　ゴザルも後で絶対泣かす！」

「私も行きますっ」

「援護しますわっ。〈ドレッドウェポン〉！」

　軽口をたたきながら猛然とした勢いで敵軍を切り裂く。〈暗殺者アサシン〉の孤猿。そして〈召喚術師サモナー〉のユズコ、〈妖術師ソーサラー〉のリーゼが続く。

「おおおお！」

　雄お叫たけびを上げて〈人食い鬼オーガ〉が迫った。

　巨大な頭部に野太い手足を持つ巨人族の一種だ。巨人と言ってもその身長は三メートル程度。しかし体重の方は一トンに迫るだろう。建築機械のように頑丈そうで力強い顎には鋭くはないものの悪夢に出そうな歯が並んでいる。

　大男のリチョウの拳がその腕に炸裂した。リチョウを軽々と超える巨大な〈人食い鬼オーガ〉がよろけ、その隙に付け込んで孤猿が疾走する。とどめはユズコの〈火蜥蜴サラマンダー〉が炎の息を吐きかけた。

　五人の職業のバランスは悪くなかった。盾職、回復職、白兵戦闘職がそれぞれ一名に、遠距離魔法職が二名。実際、〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉の五人組はシロエの目の前で十体に迫るモンスターを撃破した。

　だがそれはだからこそ悪手だった。

　二十四名規模の大規模戦闘レイドチームは第一から第四の四つのパーティーで構成されている。それぞれの機能を果たすために計算された六名パーティーが四つだ。その四つのパーティーから五人のメンバーを突然抜いてしまったらどうなるか？　残った十九名のバランスは崩れてしまう。

　これが〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉の本隊であったら話は違っただろう。彼らの習熟訓練はこんな突発状況のチームメンバー組み換えにも対応しているに違いない。しかし今回のチームは〈呼び声の砦〉攻略のために組まれた臨時のものだった。




「ひゃわん」

「セララさん！」

　振り返り目を見開いた一瞬で固まるセララをにゃん太がかばった。

〈絶命の一射アサシネイト〉でモンスターのヘイトを引き付けてしまった飛燕が後退した。その些細な隊列の穴から〈常蛾〉が飛び込んできて金色の鱗粉を撒き散らした。魔法阻害だ。恐怖という真っ黒い本流のように、〈牛頭戦鬼ミノタウロス〉がなだれ込んできた。

　乱れた戦列を立て直すために直継が〈フロントライン〉を叫んだ。とにもかくにも前線のエネミーを自分に引き付けようとしたのだ。それは決死の覚悟を伴った決断だった。そんな直継を救うべくシロエは〈フォースステップ〉を中断したが、次の一手が見つからなかった。比較的冷静だったのはてとらだ。〈残響の宝石杖〉をかざして〈オーロラヒール〉を唱えようとしたのだ。強力な全体回復呪文は、この致命的な乱戦の中でも、仲間全員の寿命を十数秒は延ばすことができるだろう。その余裕で逆転の秘策を練ればよい。それは今この瞬間では最も冷静で戦術的な考えだった。

　しかし、その〈オーロラヒール〉の中心を設定するために周囲を見回したてとらの足下が裂けた。

　シロエたちの努力をあざ笑うように、中庭の土を撥ね飛ばし巨大な触手状の蔓を持つ植物型モンスターが現れた。

「エネミー追加！　〈毒根の多頭花ヴエノムハイドランジア〉!!」

　九三レベルの大規模戦闘レイドランクエネミー。

　絡み合うその姿は複数体の個体だ。数人の前衛では支えきれない。

　大地は沸騰したようにひび割れ、背丈を超えるほどの瓦礫を突出させて奈落への顎あぎとを開いた。

「あ、ひゃわあ!?」

「ダメぇ！」

　可愛らしい悲鳴を上げてお尻から飲み込まれそうになるてとらを、マリエールが突き飛ばした。てとらは真ん丸な瞳でマリエールを見つめた。いま、大規模戦闘レイド初心者のマリエールが、歴戦のてとらを助けようとしたのだ。もちろんそれは無意味な行動だった。突き飛ばしたマリエールは崩落に巻き込まれて、てとら自身だって〈毒根の多頭花ヴエノムハイドランジア〉の紫色の槍根に貫かれている。いままさに大規模戦闘レイドチームは壊滅しようとしているのだ。でも、マリエールはその中で善意を見せた。




「ダメです、私の〈四方拝〉じゃ一瞬でっ」

　そこかしこで戦線は紙のようにちぎれていた。

　ミノリの詠唱した緊急回復呪文の障壁などでは、このランクの猛攻を抑えることはできない。ガラスの割れるような音は崩壊を意味していた。

　無力化呪文アストラル・ヒユプノで複数のモンスターを停止させているシロエの背中が一気に凍り付く。その程度では焼け石に水なのだ。にゃん太が、マリエールが、トウヤが、オリーブが、孤猿が──虹色の光の泡となって弾ける。

「ロスト三！　死亡五っ！」

　土煙の向こうで悲鳴のような声が聞こえた。

　この惨劇はシロエのミスだった。

　安全だと思いこんだ油断が、立て直せると考えた未練が、被害を拡大させた。

　攻略チームはもはや立て直せない領域にまで片足を突っ込んでいた。安全だったはずの吹き抜けは怪物どもが暴れまわるミキサー内部のようだった。罠だったのか、そんな思考が頭の中をぐるぐる回るばかりで、明敏な反応を返すことができない。

「シロ先輩！」

「シロエ、こっちももう、もたない！」

　切迫した声に背中を蹴られるようにシロエは唇をかみしめる。身体はすでに黄泉よみへ行ったかのように冷たく、心は凍り付いたように重かった。

「──撤退しますっ。〈フリップ・ゲート〉!!」

　断ち切るような光に包まれて、〈呼び声の砦〉攻略チームは戦力の半分を失い撤退を決めた。

　荒れ果てた中庭には異界のモンスターの勝かち鬨どきが響き渡るのだった。




　　　▼６




　めまいのような感覚が引き伸ばされる。

　これは転移に付きものの見当識失調だ。〈大神殿への転送デスバツク〉や〈帰還呪文〉などにみられるあいまいな移動の感覚。

　シルバーソードとの攻略中にも何度か使った〈緊急転移呪文フリツプ・ゲート〉である。この呪文はチーム全体を、攻略中の大規模戦闘レイドゾーンの緊急安全地域まで転移させる。安全地域は多くの場合、ゾーンの入り口もしくはその付近のモンスターが現れない空間だ。現実となったセルデシアにおいてどこまで安全が保障されるかはわからないが、今のところ敵性存在の姿はないようである。

　先ほどの戦いで犠牲者が出た。ロストとは死亡した後に蘇生呪文が間に合わずゾーン入り口の安全地域、すなわちここまで転移させられたことを示す。死亡者もその後の時間経過によりロストとなったはずだから、合計八名がシロエの呪文ではなく、死亡による転移で再合流したことになった。

　周囲を見渡せば、そこは二十メートル四方ほどはある大きな箱型の空間だった。調度は存在せず、ガラクタのようなものが壁際に積まれているばかりのその部屋は、倉庫のように見える。

　転移直後の緊張した雰囲気は数分もたてば途切れたように消え去った。

　耳を澄ましてもモンスターの立てる物音は遠い。少なくとも最低限の安全は確保されたといえるだろう。蘇生直後は能力値にペナルティが課せられる。大神殿での蘇生や高位蘇生呪文であればこのペナルティは軽減されるが、攻略中の死に戻りともなれば筋力や敏捷性などほぼすべての数値が数十パーセントは低下するのだ。メンバーのうち三割の能力値が低下中とあらば、すぐさまの戦闘は厳しい。だからこれは助かった、といえるだろう。




　すこしだけほっとした空気の中でぽつぽつと雑談が始まった。

　まだ目を覚まさない死亡者もいるせいで、その会話は控えめなものだ。

　こんな大規模戦闘レイドは久しぶりだと軽口をたたく〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉のメンバーもいた。シロエ自身も〈奈落の参道アビサルシヤフト〉に参加していたからには理解しているが、大規模戦闘レイドはそもそも初見で攻略するようなものではない。何度も全滅を繰り返し攻略法を見つけていくようなものだ。

　しかし、シロエは今戦っているこの戦場を、純粋な意味で大規模戦闘レイドだとはみなしていない。その証拠にこのゾーンは〈奈落の参道〉に比べれば小規模で、通路は細いし、出てくるモンスターの大半もパーティーランクのものだ。このゾーンは明らかに大規模戦闘レイドエリアとして設計されたものではない。何らかの要因で突如徴用された施設なのだ。そしてシロエはその原因もロエ２の手紙からうっすらと察しているし、仲間たちもおそらく〈典災ジーニアス〉の仕業だとあたりをつけているはずだ。

　シロエは、それなりの勝算をもって攻略に挑んだ。

　しかし現状は戦線崩壊の上撤退だ。

「ごめんな、マリエさん。俺がいながら、みすみす突破されちまった」

「大丈夫やって。あんな地面からガオー！　なんて予想できひんもん。うち、参加決めた時からちゃあんと覚悟決めてるんやで？　アカツキちゃんと大規模戦闘レイド練習したもん」

　ささやきで謝罪をかわす直継とマリエールの姿に罪悪感がわく。

　先ほどの奇襲がしのげなかったとは思えない。予想できてさえいれば対処できる程度の敵レベルと軍勢だった。そして予想は、しておくべきだった。シロエのミスだ。

「みんな、ごめん……」

　自分自身に愛想が尽きるとはこのことだ。

　不完全な決断で大勢の仲間をこの戦場に連れ出した。シロエは指揮官レイドコンダクターだ。この大規模戦闘レイドに対して責任を持つべき立場だ。しかし、何に責任を持てばいいのかわからない。勝利、だとは思う。でもいったい何が勝利なのだろう？　〈典災ジーニアス〉の撃破なのだとシロエは思い込もうとしてきた。しかし、それをしたからといって何かが解決されるわけではない。アキバの街で失意に沈んだ人々も、にゃん太が出会った青年も、〈オデュッセイア騎士団〉も救われることはない。

　シロエはここにいたってもはっきりした結論を出せない自分を不甲斐なく思っていたし苛立ってもいた。




（結局、アインスさんのいったことが引っ掛かっているんだ……）

　今まで言葉にできなかったことがほんの少しだけわかった。

　この世界は、狭い。

　その狭さがシロエの感じている息苦しさの原因だ。

　アインスの言う「動けない人たち」のことはわかる。アインスが求める援助は間違っていないと、シロエも思う。

　しかしそれを受け入れれば、アキバの大多数の住民は反感を持つだろう。大手ギルドは分裂してしまうかもしれない。

　どちらが正しいかと考えること自体がおそらく罠なのだ。

　この世界は狭い。ヤマトサーバーに現在存在する〈冒険者〉は三万人弱。〈大地人〉はその数十倍程度と推測される。合わせても百万人程度しかいないのが〈弧状列島ヤマト〉であり、おそらくその人数比はセルデシア世界全てでも大差はない。

　さらに言えば〈冒険者〉の力は強力すぎる。戦闘能力に限って言えば、〈大地人〉の百倍にすら匹敵するだろう。生産能力などはさらに隔絶が予想される。

　少ない人口と過剰な能力が、この世界を狭くしている。例えば自分が不幸になった時、それがすぐさまほかの誰かの責任だと思い込んでしまうほどに。だから持つ者と持たざる者の間に亀裂が生まれるし、帰還を最上位の課題だと考える人々とそうではない層の間に反目が生まれる。互いに互いが原因だと考える。そう考えざるを得ないほどに、互いの間に距離が近く、この世界には互い以外が存在しない。

　世界がゼロサムゲームの呪いにとらわれたように閉鎖されていて、逃げ場がない。この世界ではだれもが被害者であり当事者なのだ。

　もちろんシロエはそうは思わない。けれど、そう信じ込んでしまう気持ちはわかる。

　今回の大規模戦闘レイド攻略で胸が塞いでいたのもおそらくそれが原因なのだとシロエは理解した。

　この狭い世界においては〈典災ジーニアス〉を倒して〈大地人〉を救うのも、〈大地人〉を見捨てて通信のための設備を守るのも、それぞれが不完全で誰かに不利益を与えてしまうのだろう。シロエたちが最善を考え、良かれと思ってした行動も、どこかの誰かにすれば簒さん奪だつ者しやのそれなのだ。

（にゃん太班長の苦しみも、根っこは多分同じなんだ……）

　正解がないという予感。

　何を選んでも失敗してしまうという痛み。

　それがシロエの足を停滞へ釘付けにした。シロエの歩いている道は、おそらくどこにもつながっていない。




　乾いた音ともに、シロエは一瞬訳がわからなくなった。

　火が付いたような頰の熱さにうつむいた顔を上げれば、心配そうな仲間たちが見えた。どうやら、シロエはその先頭に立つヘンリエッタに頰を叩かれたらしい。

　ヘンリエッタさん泣きそうな顔をしてるなあ。

　最初に考えたのはそんな事だった。五十鈴も。ミノリは口を引き結び、意志の強い顔をしている。トウヤの決意、セララの心配、ルンデルハウスの期待。

　なんだか急に視界がはっきりしたかのようにみんなの表情が見えた。やけに冷静に彼らの表情について考えて、その他人事のような感情に罪悪感と羞恥心を覚える。

　シロエを見上げるヘンリエッタは柳眉を逆立てていた。

　柔らかな髪が肩に流れて、本当にきれいな人って怒っている表情でも美人なんだなあ、などという益やく体たいもないことを考えた。もちろん現実逃避だ。平手打ちを受けて、思考が飽和しているだけだ。
















　次の言葉を見つけようとして、失敗して、痺れる頰と雰囲気に謝罪の言葉を述べようとして、それはしてはいけないことなのだとシロエは思った。

　ヘンリエッタにそんな顔をさせてしまったのは、自分なのだから。

「シロエ様」

「はい」

「殿方は──もっと我がままに生きるものです」

「はい」

　シロエは反射的に頷いた。

　そんなことを言われてもすぐにそんなふうに生きられるわけがない。シロエには何が正しいかわからないのだ。それなのに何かを選ぶなんてできない。でも、ヘンリエッタの真しん摯しさがシロエの言い訳を許さなかった。ここは「はい」と答える以外にない場面だ。シロエにだってそれくらいはわかる。

（この人ヘンリエツタさんにはいつも世話をかけているよね。〈クレセントバーガー〉の時も、商業系ギルドの引っぱり込み作戦の時も、〈天秤祭〉の時も、ゾーン解放計画や、それにいまだって……）

　考えてみると甘えてるんだろうな。シロエは申し訳なさとふがいなさの中で、年上の女性をみた。甘えてる自覚なしに甘えているというのは自分の悪癖かもしれない。




「あ、あの……、シロエさん。わたし……たちはこの世界に残れます」

「ミノリ？」

「……サフィールの街で、なんか、うまくいかなくてさ。ありがとう、助かったって言われたから全部失敗じゃないよ。でもさ、帰ってこないものもあるんだ。だからさ……うまくわかんないけど」

「トウヤ」

　必死な双子がシロエに言葉をかけてくる。

「元の世界に帰るのって幸せなことだよね。帰りたいのは、幸せになりたいからだ。だったら、みんなが幸せにならなきゃ」

「はい。そうです！　わたしたちが幸せになるために〈大地人〉さんを見捨てていくのは違います」

　ふたりがシロエに語り掛けるその意味が、ふわふわとしたシロエの中に染み込んできて、ゆっくりと理解されてきた。たぶん、それは、心配するなということなのだ。そして、自分たちは後回しだということを訴えているのだ。

　子どもは大人に「心配しないでいい」と叫ぶ。それは強がりかもしれないけれど、同時に彼らなりに精いっぱいの協力の姿勢で、自分たちだって足手まといになりたくないという意思表示だ。シロエは、そんな事、一番よくわかっていたはずではなかったのか。

「あー。わたしたち、もっと後回しでも、いいです。シロエさん」

「僕にはコメントする資格はないがね。でもギルドマスターの辛い顔は見たくない」

　その証拠に、口をへの字に結んだ五十鈴やすまし顔のルンデルハウスがミノリとトウヤに続いた。その後ろではにゃん太に見守られたセララが小さな拳を胸の前に集めるように何度もうなずいている。

「シロ、だっていってるぞ」

「そんなこと言う必要はないのだ直継。主君は、主君もわたしも絶対に大丈夫だ」

　振り向けば、一番最初から〈記録の地平線ログ・ホライズン〉についてきてくれた二人がいた。励ますような男臭い笑みを浮かべる直継と、はにかみと憮然を混ぜたようなアカツキだ。小さな蹴りと押しやりを繰り返す二人を見て、シロエはやっと眼前の光景の意味を理解した。




　シロエが自分に失望している間、ここにいる人たちはシロエに期待してくれていたのだ。




　その自覚はささくれ立っていたシロエの思考を清流のように洗い流した。その視界で見つめなおしてみれば、シロエを責めるような表情は仲間たちの中にはひとつもなかった。

　自責の念で自分自身を苦しめていたのはシロエだけだった。

　それは良い事では少しもなく、結局シロエは自分が後悔するに足るほど高い能力を持っているとうぬぼれていたと自覚した。等身大の自分を見ていなかったのはシロエ自身だ。

　シロエ自身のことなのに、仲間のほうがシロエのことをわかってくれていた。

「シロエさん。先ほど航空偵察のウッドストックさんから連絡が入りました。敵首魁の位置が判明、二十四名フルレイドランクボス八六レベル〈召喚の典災ジーニアス　タリクタン〉。このゾーン屋上部鉄塔の根本で、虹色の光をもってモンスターを召喚中とのこと。──月の出まで残り三十四分。時間がありません。百名規模の討伐に切り替えるなら、ここが変更不能点です」

　渦巻く黄金の髪をもつ〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉の戦術士官は現在の状況を丁寧にまとめてくれている。挑発するようなその物言いですら、隠された心配でしかなかった。

「そんな召喚やなんて。あんなに仰山いたのに、もっと敵が増えるんの？」

「厳しい戦いになるだろうねえ。どうかなあ白眼鏡は」

「今までの指揮であれば、この先は突破できません」

「シロエ様次第でしょうね」

　腕を組んでそっぽを向いたヘンリエッタの冷たく見える眼鏡の奥の瞳が揺れている。憤りに見えるそれは多分、そんなものではなくて、多分期待と信頼なのだ。ヘンリエッタは周囲に嫌われるかもしれないのに、シロエの目を覚まさせようとしてくれたのだ。きっとそれはシロエが今まで見過してきた、好意の形だった。

　シロエには見えないものが、たくさんある。

　言い出すのが怖かったわがままを、かなえようとしてくれる人がいる。もちろん世界はそんなふうには動かないけれど、シロエ一人というわけでもない。理解してみればそれは当たり前のことだったが、見えない何かは、当たり前なりに、れっきとした奇跡でもあった。

「わかった。どちらか一方なんて、無理だったんだ。そんなのは設問が間違えていたんだ。目指すべき価値のない答えは目指すことができない。少なくとも、僕には無理だ。でも望んだゴールわがままなら攻略することができる」

　強く言い切ったシロエは拾い上げた眼鏡をかけた。

　シロエの前には最初から自分たちのわがままを通すために集まった二十四人フルレイドがいたし、まだ月の出までには十分な時間がある。願いをかなえるための時間は、いつだって十分にあるのだ。

　諦めない限りいつだって。シロエはそのための経験を〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉で繰り返してきたではないか。

「残り三十分。行きましょう。ここからが攻略作戦の本番です」

　望めば勝算はいつだってあるのだ。月の出まで残された時間、その限界で〈呼び声の砦ダンジヨン〉をクリアするために、シロエは最後の作戦指示ブリーフイングを開始した。





































　　　▼１




　そして作戦が開始されミノリたちは戦闘の真っただ中にいた。

　年少組の役割は攻撃手アタツカーである。もっともそれはその方面に優れているというよりも、防衛役タンクや回復役ヒーラーを務めるにはレベルが不足しているという理由に依った。攻撃もレベルが低い分どうしても与えるダメージが低くなる傾向がある。しかしその点は、高レベルの支援とＭＰ補給による連続攻撃でまだ解決できる可能性があった。

　もちろん九〇レベル級のモンスターの相手をすることはできない。

　六〇レベルから七〇レベルの〈常蛾〉や〈月兎〉を選んでの範囲攻撃によって貢献するのがミノリたち中堅レベル組の役割だ。




「まーだいくよ！　ルディ！」

「心得た！　〈オーブ・オブ・ラーヴァ〉!!」

　五十鈴いすずのリードに従ってルンデルハウスが火球の呪文を投射する。レベルが上昇して個数の増えた小火球は金髪の青年の誘導に従い、次々と〈常蛾〉を打ち抜いていった。一撃で倒しきることはできずとも、翅はねを焼けば鱗りん粉ぷんを減らし地上に落とす事が出来る。

〈呼び声の砦〉の内部は一般的なダンジョン、たとえば〈ラグランダの杜もり〉にくらべて狭くて入り組んだ通路が続く。愛想のないくすんだ色の直線と、交差路の連続だ。その圧迫感のある空間でミノリたちの混成部隊は闘っていた。

「トウヤっち、掃討しますにゃ」

「了解っ！」

　にゃん太とトウヤ、加えてセララの呼び出した召喚狼が駆け出してゆく。魔法砲撃でＨＰを失った敵集団を撃破するためだ。

「〈護法の障壁〉!!」

「さんきゅっ！」

　ミノリの余裕を持ったダメージ遮断魔法を援護にしてトウヤは刀を振るう。その背中を見つめながらミノリはひとつうなずいた。ここまでのところ、役割分担はうまくいっている。

　目の前には十数個の半透明な表示窓ウインドウが存在した。普段使用しているパーティーメンバー全員の状態表示以外にも、各リーダーの表示、第一防衛役メインタンクの表示など、合計で十数人分だ。普段のたかが二倍程度の情報量なのに、ミノリはその動静におぼれそうだった。

　ＨＰを回復する魔法は当然のようにＭＰを消費する。ダメージを与える魔法や白兵特技もだ。前線に出れば状態異常バツドステータスを受ける可能性があり、それを予防する特技や解除する特技が必要となる。

　このように状態ステータスにおける数値や表示は相互に依存しあう関係にある。前に出るのか、下がるのか、人数が増えればその選択肢は爆発的に増加する。表示窓がたかが二倍になっただけで、考慮すべき自由度は十倍になっている。ミノリはほとんど初めての大規模戦闘レイドのなかで、その負荷と目まぐるしさと必死の格闘を続けていた。

　まるで海底まで潜るかのように息を詰めて数字を睨み付ける。基本的なルールは六人小隊パーテイーと同じだ。ＨＰとＭＰの交換。殲せん滅めつペースと防御能力の釣り合い。殲滅ペースと補給能力のトレード。しかし、その基本的な交換レートが複線化し、絡み合い、大きな波になってミノリを翻弄する。

　主幹通路を挟んだ向かい側の枝道にライトイエローのたなびく髪が見えた。ミノリは祈るような気持ちで状況を確認する。あの髪の持ち主はリーゼだ。現在の作戦の柱となる存在。彼女のＭＰ七十八パーセントに合わせるために、ルンデルハウスには自重を伝える。

「そろそろ行くよ！」

　聞きなれた親しい声が通路に響く。シロエだ。

　虹色の光があふれ出し、激しいＭＰ変動が観測される。




　ミノリはずっと考えてきた。

　自分の中にある不思議な決意の正体はいったい何なのか、それはどんな所へ自分を連れていくつもりなのか、ずっとずっと考えてきた。

　もちろんシロエは大好きだ。ミノリの大好きな人だ。

　だから自分の中にあるとても頑固な塊を恋だと誤解した時期もあった。でもそれは勘違いなのだと気が付いた。シロエとは関係のないところでも顔を出すそれは、ミノリ自身の行動を、それはダメ、それは良いというように寸評するのだ。トウヤによれば、それはシロエに出会うずっと前からそうであるらしい。ミノリはずっと前からそうだったといわれた。

　トウヤによればミノリは聞く耳を持たない暴走気味の姉ということであるらしい。自分ではそんなつもりはさっぱりないので、その評価は不本意なものだった。

　しかしこの世界セルデシアにきてから、そういわれても仕方ないのかな？　と思わないでもない。

　ミノリの中にはミノリでもどうすることもできない断固たるものがあって、それが時にミノリを突き動かすのだ。その塊は、たぶん、シロエの栄養をうけていて、〈記録の地平線ログ・ホライズン〉で過す毎日で成長しているように思う。そしてそのことをミノリは喜んでいるのだ。きっとそれは悪いことではない。

　ある夜ミノリはベッドに寝転がってぼんやりと考えた。

　身体の中にあるその頑固な塊は別にミノリだけの専売特許ではない。

　トウヤにだってあるし、セララにだってある。五十鈴にももちろんルンデルハウスにもある。普段、それはうずもれていて見えないが、いざというときになれば出てきて、ピカピカと輝きだすのだ。それは思いも寄らない知恵深さであったり、優しさであったり、びっくりするほどの捨て身だったりする。ミノリはラグランダやサフィールの街にいたる旅で、それを何度も見てきたのだ。

　人間の中には普段は見えない隠された宝物のような中心があって、それはふとした瞬間に浮かび上がって周囲に触れるのだと、ミノリはそんな風に思った。

〈ハーメルン〉で希望を失っていたあの頃、あの締め付けられるような朝の来ない夜の底で、小さく響いた念話の声に感じたのは、シロエの中の宝物だったのだ。ミノリとトウヤだってまさか何回か一緒に遊んだだけの大学院生が、監禁されている自分たちを危険を冒して助けに来てくれるなんて思ってもいなかった。

　なんで助けてくれたのだろう？　ミノリはそれがずっと不思議だった。自分たちに好意を持っていたのも事実だろう。でも本当の理由はシロエの中の宝物にあるのだ。シロエは普段あまりおしゃべりではないし、忙しくてミノリたちにかまってる暇もあまりない。でもあの時、シロエの中心がふいに輝きだして、二人を救ってくれたのだ。

　思い出してみれば、父や母にもミノリはその気配を感じていた。疲れ切って苛立っている父母も父母だが、それだけが両親の姿ではないのだ。誕生日にトウヤと自分を祝福してくれる父母も、多分本物ではない。もっと深く隠された、例えばダイニングキッチンでトウヤと二人で宿題をしているとき、アップルティーのための湯を沸かしながら、学生時代の自慢話をしてくれる母のような──よくはわからないが、たぶん、指先がかすかに触れたあの感じが大事な宝物だったのだと思う。

　ミノリはトウヤの事故をきっかけに「良い子」になったと言われていた。でも、それは不幸だったからとか、トウヤがかわいそうだからだとか、そういう理由で「良い子」を演じていたわけではない。

　ミノリはただ単純に父母とチームになりたかったのだ。幼い時からトウヤとはチームだっから、そういう関係が増えるといいな、と思っただけなのだ。

　頼りに、されたかったのだ。

　実際にはミノリはただの子どもで、日本ではあまりにもできることが少なく、学校へ行って帰るしかできなかった。お金を稼ぐこともできなかったし、強行すれば余計に父母にも心配をかけたと思う。だから、今よりもっとよくわかってなかったミノリは説得も出来なかったし、結局チームにはなれなかった。幸せな家庭だったとは思うけど、やっぱりミノリとトウヤは父母の子どもだった。

　ミノリは、トウヤやセララ、五十鈴やルンデルハウスの中の輝かしさを見ることができる。それはチームである証明だ。直なお継つぐやアカツキ、にゃん太やシロエの中にも見ることができる。でも自分たちは心配される側の年齢なので、まだ、チームではない。

　背伸びかもしれないけれど、トウヤが言ったのは、そして自分が願ったのはそういうことなのだと思う。自分たちはまだまだ大丈夫だ。近くにシロエたちがいればもっともっと頑張れる。だからシロエたちに「足手まとい」扱いされたくない。〈記録の地平線同じ家〉に住んでいるのだ。仲間はずれは嫌なのだ。




「ミノリちゃん、先行ウルフちゃんが蛾の群れ発見、メイン通路です」

「予定どおり迂回します。トウヤ、次の右手階段を上がって！」

　荒く弾む呼吸を我慢しないで吐き出したミノリは、振り返って確認しながら隊列を調整する。今この臨時六人組パーテイーのなかでルンデルハウスが一番体力に余裕がない。ルンデルハウスを振り切ってしまっては、パーティーの編成が崩れてしまう。だから隣の五十鈴が〈子鹿のマーチ〉で移動力を上げながら励ましている。五十鈴とルンデルハウスの好一対にミノリは小さな笑みをこぼしてしまう。これだったらまだまだ大丈夫だ。




　ミノリは現在遂行中のミッションを正確に把握していた。

　おそらくその把握の深度は周囲の予想を裏切るレベルだったろう。いまこの大規模戦闘レイド攻略チームにおいて、シロエの立案した作戦を完全に把握しているメンバーといえば、シロエ本人、リーゼ、にゃん太、ナズナ、櫛くし八や玉たま、直継──つづいてくりのんやてとらが入る程度であり、レイド慣れをした〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉のメンバーでさえ結果がわからない、それくらい先例のない戦術が進行中だったのだ。

　この〈呼び声の砦〉攻略における現在の問題点は何か？

　それは無制限の増援だ。

　ここの敵の強さそのものよりも増援の頻度と断続性によって、精神力やＭＰがすりつぶされているのが敗退の原因だ。

　勝てる相手であるとはいえ、戦闘に遭遇してしまえば「第一防衛役がヘイトを稼ぐ」、「その防衛役に回復呪文をかけて安全を確保する」、「ヘイトの範囲内で攻撃を与えてモンスターを殲滅する」という手順が必要になる。一度に十体の敵が現れるのならこの手順は一度で済むが、一体の敵が十回あらわれるのなら、十回すべてで手順を繰り返さなければならない。これではいくらＭＰがあっても枯渇してしまう。

　シロエが考えた作戦はこの問題点を解決するものだ。

　通常、戦士職のヘイト上昇特技は、単体対象のものでも範囲対象のものでも、視界内の敵にしか効果がない。それは〈エルダー・テイル〉の常識だ。しかし、今回に限り別の手段が存在する。〈常蛾〉も〈月兎〉もＭＰを好むのだ。そもそも彼らは、ＭＰを奪うためにアキバやほかの街を襲っていた魔物なのである。ＭＰにひかれてこの〈呼び声の砦〉から各地へと襲来していたのだ。「その性質と彼らの探知能力を用いて撒き餌をする」。シロエはそういっていた。

〈マナ・チャネリング〉と〈マナ・サイフォン〉の組み合わせで、付近に高密度のＭＰをばらまく。シロエ自身が生餌になって、モンスターを引き付ける。作戦の第一段階の要諦は、シロエ自身を防衛役にした引き回しカイテイングだった。




（でも、それはシロエさん自身を的にした危険な作戦だから……）

　ミノリは緊張のあまり乱れる呼吸を歯を食いしばることによって整える。

「かかった！」

「こっちだ、主君！」

　直継とアカツキの声が聞こえた。

　作戦は決行され、虹色の光をたなびかせながらシロエたち第一パーティーフアーストが駆けてゆく。数十メートル遅れて追いかけてゆくのはモンスターの群れだ。普通のヘイト増加特技は視界内のモンスターにしか効果がないが、この方法だったら、おそらく施設内すべてのモンスターに、いいやより広範囲のモンスターにさえ効果があるはずだ。

　事実息をひそめるミノリたちの前の通路を、まるでミノリたちが透明であるかのように〈常蛾〉の群れが飛び去ってゆく。

　それはなかなかに悪夢的な光景だった。人間大と言って良いほどのサイズの巨大な蛾が群れをなして飛行してゆくのだ。幼稚園くらいの子どもがクレヨンで描く日記にはよく蝶々が飛んでいるが、あれはそこに描くべきという気持ちに駆られて描いているだけで、本当の蝶や蛾を見たことはないのではないだろうか。少なくとも日記に必ず描くほどに好んでいるとは思えない。

　遠目に見れば鮮やかな羽の模様はアクセサリのように見えるかもしれないが、こんな距離で、しかも巨大化したそれを見れば、背筋がぞわぞわして叫び声を上げたくなる。

「待機地点に移動だ、ミス・ミノリ」

「うんっ！」

「ルディ、〈瞑想のノクターン〉するから」

　ミノリたちは武器を構えたまま早足で通路を進む。気持ちは前向きだが空元気な部分もある。大声で自分たちを鼓舞しているのだ。

　複雑なこの階層を大規模戦闘レイドチームは召喚獣をつかってある程度構造把握マツピングしていた。

　目指すのは最も長い主幹通路。その通路に罠を張るのが、ミノリたちの役割だ。




　配置についたミノリたち第三パーティーサードはそこでリーゼ率いる第四パーティーフオースと合流する。ミノリたち年少組をまとめて再編成した第三はにゃん太以外は六〇レベル程度。正直言えばこのチームの弱点だ。しかし、それでも所定の位置まではたどり着いた。

　視線が合ってふわりとほほ笑んだリーゼは、そんなミノリを褒めるように通路の奥を指さした。複雑な経路をたどって疾走するシロエたちフアーストが、それこそ雲うん霞かのようなモンスターを引き連れてくる。

「用意はよろしくて？」

　リーゼの凜とした声に一同は強く頷いた。

　迫ってくるモンスターの群れは恐ろしかった。

　緊張のせいか、密生した毛皮のようなものに覆われた胴体や、微かに発光しながら舞い散る鱗粉までよく見える。それでなくとも狭い空間にひしめき合う様は生理的嫌悪感を引きおこした。

〈付与術師エンチヤンター〉が防衛役を行なうなどという命を投げ出した戦術。その報酬は、ダンジョン全体のモンスターをこの長い通路へと駆り集めることだ。直線状の通路には何百という〈常蛾〉、〈月兎〉、〈人食い鬼オーガ〉がＭＰを奪おうと殺到している。

　この状態であればこそ、可能な攻撃があった。

　これだけ密集して逃れられないモンスターに対してならば、範囲攻撃の効果は何倍にもなる。

「火力集中！　お願いします！」

　叫ぶような指示が聞こえた。それはミノリたちとすれ違うように駆け抜け、反転するシロエ。そのシロエをかばうように、アカツキ、直継が再度飛び出してくる。

　まばゆいばかりの輝きが基幹通路を満たし、炎と氷、そして電撃の魔法エネルギーが水蒸気とイオン臭を周囲にぶちまけた。

　殲滅作戦が開始されたのだ。

　中心となるリーゼの〈フリージング・ライナー〉は怒濤の水流と化して通路を洗い流し、そこへ限界まで範囲を広げたルンデルハウスの〈ライトニング・ネビュラ〉が重なる。本来連発できない大型呪文は、詠唱速度加速の支援を受けて、二回、三回と連続で放たれた。

　ミノリもまた〈比礼の神呪〉を解き放った。邪悪なる昆虫や精霊に追撃効果のある退去呪文は〈常蛾〉を押しとどめるのにぴったりだ。嫌悪感の八つ当たりをするようにその攻撃は、ダンジョンそのものが静けさを取り戻すまで続けられた。




　　　▼２




　一方そのころ、第二パーティーセカンドは全く別の経路をひた走り、上階を目指していた。

「うん、あーん。……わかった。無理すんじゃないよ、髭爺さん」

　ソウジロウの隣を走るナズナは、耳元から片手を離す。戦闘中であれば難しい念話だが、パーティーの周辺にモンスターの影はない。すべての敵はシロエの放つ虹色のＭＰに引かれて罠へと殺到しているのだろう。

　その度合いまではわからないが無茶な作戦なのはソウジロウも理解している。防御能力もＨＰも低い魔法職キヤスターが敵を引き付けるのだ。事故が起きればあっという間に戦線は崩れて作戦は失敗に終わるだろう。

　しかしソウジロウはさして心配はしていなかった。

「続報入ったよ、ソウジ」

「どうなってます？」

「狙いばっちり。屋上の放送塔を使って召喚してるみたいだ。〈召喚の典災ジーニアスタリクタン〉。レイドランク八六レベル」

「そうですか」

　ソウジロウは笑う。これで役目が果たせそうだ。

〈グランデール〉のギルドマスター〈キャノンボール〉のウッドストックといえば腕利きの飛龍乗りだ。そのウッドストックが〈呼び声の砦〉上空からの航空偵察を行ない、その結果をナズナに連絡してくれたのだ。敵首魁の名前はタリクタンというらしい。姿そのものは払ふつ暁ぎようの偵察で確認されていたが、これは朗報だった。

　ソウジロウたち第二パーティーが、シロエたち主軸三部隊から離れて別行動をとっているのには理由がある。

　シロエの戦術──ＭＰ漏洩による疑似タウントでゾーン内のモンスターを一網打尽にするというのには欠点がひとつあるのだ。もし、その範囲内に敵の首魁、レイドモンスターがいるのならば完全に乱戦になってしまう。増援モンスターを狭い通路で殲滅するという戦術はボスモンスターを巻き込んだ時点で崩壊してしまうだろう。この戦術を行なうにあたって、ボスモンスターはシロエのもとに行かせてはいけない。分断して、最終的には打倒するのが作戦の要諦だ。

「ソウジ、なんだかうれしそうだね」

「はいっ」

　ナズナの問いかけにソウジは答えた。

　身体が軽い。両脚に翼が生えたようだ。いつにもまして切れのよい肉体は迷いのなさの反映だろう。〈放蕩者の茶会テイーパーテイー〉時代を思い出す。あの頃、ソウジロウはまだ新入りニユービーだった。

　相棒と〈エルダー・テイル〉をプレイし、基本を身につけ、ＭＭＯにありがちなさまざまな出来事に首を突っ込み、はぐれ、知り合いを作り、そして〈茶会〉に出会った。〈茶会〉はソウジロウがネットゲームで出会った最初のコミュニティで、守りたいと思える場所だった。

　当時〈茶会〉は生まれたばかりだった。カナミを中心に大規模戦闘レイドに挑戦したいメンバーが集まり始めてはいたが、メンバーは固定ではなく、半分以上は攻略のたびにその場で募集しているような有様だった。何度かの参加の後、ソウジロウは本格的な参加を打診され快諾した。より本格的で高レベルのハイエンドコンテンツへ挑戦したいという気持ちも強かったが、ソウジロウは仲間がほしかったのだ。優しくしてくれる女性は多かったが戦友とは言えない。ソウジロウはひりつくような戦いを求めていた。

　その時はすでにカナミ、シロエ、ＫＲ、インティクス、直継、にゃん太、忍冬すいかずら、ストールボーン、ぬるかん、ナズナといった古参メンバーは参加済みだった。ソウジロウと前後して、トゥリ、沙さ姫き、★鞍くら馬ま☆、詠よみなどの同期も参加して〈茶会〉は形作られていったのだ。懐かしくて輝かしい、それはソウジロウの思い出である。

「シロ先輩の作戦ですからね」

「そうかい」

　ナズナの声もどこか笑みを含んで嬉しそうだった。それがソウジロウの身体を、前に、さらに前に加速させる。

「くあー。ソウジ、お前、シロエのこと好きすぎだろ!?　ホモかよ！　おまえホモなんかっ」

　くりのんの悪口にも笑みをこぼすソウジロウは、狭い階段を三段飛ばしで駆け上がる。高性能な〈冒険者〉の身体能力で加速されたその姿は、まるで発射台カタパルトから解き放たれたロケットのようだった。

　この作戦の要諦は、敵集団の分断。

　とくにその首魁ボスの孤立化は最重要課題。

　そしてそれは、ソウジロウを筆頭とする第二セカンドに任された任務なのだ。再編成を終えた一行は風を巻いて走った。後続の心配はない。ソウジロウが役目を果たす時、シロエが自分の持ち場で失敗することなど、ありえない。ソウジロウが憧れる三人のプレイヤーのうちの一人なのだ。

「先輩がその気になった今、僕の役目はただひとつっ」

　ソウジロウは〈神刀・孤こ鴉がらす丸まる〉を一閃させる。切り裂いたのは屋上へと通じる鋼鉄のドアだった。夕暮れの逆光の中へと飛び出し、そのまま間髪入れずに跳躍する。

「〈一騎駆け〉！」

　そこはひらけた空間だった。このセルデシア世界において、〈大地人〉は高層建築を作ることが少ない。マイハマの〈灰姫城キヤツスル・シンデレラ〉に見られるようにその技術がないわけではないのだろうが、コストが圧倒的にかかるのだろう。〈呼び声の砦〉は神じん代だいの廃墟であり、それゆえ周囲には匹敵する高さの建築物はない。地上十階程度の高さはセルデシアにおいて摩天楼に等しかった。

　投げ出されたかのような屋上広場の中心部には、その十階程度の高さからさらに空中に突き出した巨大な鉄塔が存在する。それがおそらく月への通信を可能にする魔法装置──放送塔なのだろう。

　その根元部分に浅黒い肌をしたしわ深い老人がいた。

　八六レベル、レイドランクモンスター〈召喚の典災ジーニアスタリクタン〉。

「視認一体！　大盤振る舞いだ。行きな！　ソウジ！」

　ナズナの振りかざした腕の先に無数の小さな足場が生まれる。

　口く伝でん、天てん足そく通つう。ナズナの会得した、〈エルダー・テイル〉の範囲を逸脱した能力だ。その正体はダメージ遮断魔法〈禊みそぎの障壁〉を仲間ではなく空間に分割配置することにより足場とするもの。ダメージを遮断する能力はほとんどなくなるが、何もない空中に作られたきらめく半透明の板は、空中移動を可能にする。

　天足通とは仏教で悟りを開いた結果得られる六神通という異能のひとつなのだという。いわゆる神通力というもののひとつだ。もちろんナズナが用いるそれは、ゲーム時代の能力を応用して研けん鑽さんした果てに得られた彼女自身の能力で、仏教とは関係ない。しかし、天足通の効力といわれる「城壁や山を飛び越えられる」、「空中を自在に駆け巡り鳥と並走できる」というのは、この口伝の名称としてぴったりだと思えた。ソウジの口伝、天てん眼がん通つうも同じ起源のネーミングだ。

　そのナズナの口伝を足場に、ソウジロウは宙に躍り上がった。

　半ば腐食したコンクリートの高台にあって〈召喚の典災タリクタン〉は異教の司祭のように見えた。浅黒い肌に白い総髪、白と紫のゆったりしたローブに、ねじくれた長い杖。タリクタンを見て〈召喚の典災ジーニアス〉という名前が腑に落ちた。その異能でタリクタンは無尽蔵のモンスターを呼び出していたのだ。放送塔と天をつなぐ虹色の柱はＭＰの泡だった。この敵が〈大地人〉や〈冒険者〉を昏睡状態にしたのだと思うと、青く燃えるような闘志が湧き上がる。

「〈浮舟・兜割り〉っ！」

　足場を活かした体術移動から上段の攻撃につなげる。本来であればそれは両手持ちの刀にふさわしい真っ向唐竹割りだ。ソウジロウは〈武士サムライ〉としては少数派に属する反撃重視の二刀流ビルドであるため、両手にはそれぞれの刀を装備している。そのため、本来の斬撃ではなく、身体に巻き込むような回転を用いてその技を繰り出さなければならない。

　その攻撃がタリクタンの肩口に食い込んだ。

　手ごたえは、ある。

　もちろん相手はレイドモンスターだ。ソロモンスターの数千倍から数万倍のＨＰをもつハイエンドコンテンツでの難敵である。ソウジロウの一撃程度で、ＨＰ表示が減少する様子は見えない。しかし、ソウジロウの攻撃は障壁にはじかれるでもなく、装甲に食い止められるでもなく通用している。そもそも相手のレベルは八六である。勝てないはずがないのだ。ここが〈エルダー・テイル〉同様の世界であり、ソウジロウたちがちゃんと二十四人であるのならば。

「ナズナ、イサミ。援護を」

「まかせてっ。局長！」

「はいはいっと」

〈百舌の速贄ラニアス・キヤプチヤー〉を放つのは術師系のモンスターを相手取る際の定じよう石せきだが、それが不調に終わるや否や〈旋風切り〉へと連携するイサミに〈大災害〉直後の怯えは見られなかった。ナズナの援護、〈天足法の秘儀〉を活かして高速で間合いをつぶし、ソウジロウのために隙を作り続ける。

　それにこたえるためにもソウジロウは〈兜割り〉から〈火車の太刀〉へとつなぐ。大気を切り裂く刀の音が心の行く先をも導くようだった。




　ソウジロウは長い間おびえていたことがある。

〈西風の旅団〉を作ったことだ。

　誰にも言われたことはないが、いつの日か「お前が作ったギルド居場所って、〈茶会〉の代わりなんじゃないのか？」といわれるかもしれない。

　シロエを〈西風の旅団〉に誘い断られた日、その恐れが胸に巣食ったのだ。自分でも気が付かぬままに、大勢の人に望まぬ生きざまを強いているのではないか？　それはソウジロウの隠された躊躇ためらいだった。

〈茶会〉での日々がとても楽しかったから、もしかしたらその日々を取り戻そうとしているだけなのではないか？　もしそう問われたら自分は何と答えられるのだろう？　ソウジロウはものを考えるのが苦手なので結論らしきものは出てこない。しかしその問いそのものがソウジロウの奥にある鈍い痛みを呼び起こすのは本当のことだった。

〈エルダー・テイル〉を始めて舞い上がっていたあの頃も、〈茶会〉が解散してしまったあの時も、ソウジロウが頭を下げて一緒にいてほしいと頼んだ友は自分の道を進んでいった。友達運がないのだと、ソウジロウは思う。

　だからソウジロウはうれしかった。

　今ふるう一太刀は歓喜と充足をもって打ち下ろされた。

　復活したシロエの指揮は、かつて〈茶会〉で過ごしたあの日のままだった。いいや過去よりも冴えわたり、大規模戦闘レイドチームの各員に浸透している。空中を跳ねて身をひねる瞬間に、アイコンへ視線を走らせて〈構え〉を切り替える瞬間、仲間の息遣いを感じた。実際その姿を視界に収めているわけではないのに、その存在はたとえようもなく身近に感じられた。考えていることも、何をしようとしているのかも、克己も、すべてを我が事のように感じた。

　そんな理由で戦闘を好むのは頭がおかしいといわれるのだろうが、唇が吊り上がるのがわかる。敵を殺したいわけではない。自分が拡散して接続してゆく感覚の中で、普段わからないことが理解されてゆく。それは普段の戦いでも感じられないわけではないが、シロエの指揮の中では比べようもないほど濃い実感として感得された。

　つまりはソウジロウの取り越し苦労だったのだ。

　イサミも、ナズナも、オリーブやくりのんも。

　ちゃんとソウジロウを友人だと思ってくれている。もちろんその感情にはいろいろ混じっているだろうし全員が同じ質のものではないのだろうが、ソウジロウが感じている仲間への絆は、一方通行ではない。

　そんな単純なことすら大規模戦闘レイドを通してしか理解できない自分は、本当に察しが悪いとソウジロウは自嘲した。

　そして離れたと思っていたシロエがその理解を手助けしてくれたことに、不思議な縁を感じた。




「だから、タリクタン」

　ソウジロウは鍔鳴りの音を立てて〈神刀・孤鴉丸〉を眼前のレイドボスに向ける。その背後には狐面の神使が半透明に立ち現れ、能の演目のように両腕を広げる。〈幻想級フアンタズマル〉の刀が空気を震わせるような圧力でその霊力を高めているのだ。

「しばし僕と踊ってもらいますよ。あなたを下へ行かせるわけには、いかないんだ」




　　　▼３




「先輩、お先にしてます」

「温まってるよ！　シロエ」

　地上数十メートルに突き出た空中の荒れ果てた庭園がそこには広がっていた。コンクリートはひび割れ、細くてひょろひょろとした雑草がその隙間から姿をのぞかせている。暮れかけた真紅の空の中にぽっかり浮かんだ、それもやはりひとつの廃墟の姿であった。

　頰を叩く強い風は四方から吹き寄せてくるようだ。高層ビルなどほとんど現存しないこの世界セルデシアにおいて、〈呼び声の塔〉からの景色は圧巻だった。旧世界でいう東京のほとんどすべてが視野に収められるのではないかというほどはるか彼方まで見通せる。

　方形のこの建築物屋上は、柵や段差のような安全措置がないために、切り立ったような形状を持っていた。高所恐怖症の人間であれば動けなくなりそうなほどの圧倒的な広がり。

　シロエたちがその中にまろび出たその時、想像どおりソウジロウたち第二セカンドが〈召喚の典災タリクタン〉との遅滞戦闘を継続していた。




「助かった！　後続はクリア、報告を」

　シロエは叫びながらを片手で後続に合図を送る。

　そのハンドサインで、直継を先鋒とした大規模戦闘レイドチーム残りの十八名が大蛇のようにタリクタンへと進み陣形を形成してゆく。

　第二は遊撃防衛を目的とした編成の六人組パーテイーだ。敵首しゆ魁かいと完全に組み合って長期間拘束、殲滅戦闘を目指すための第一フアーストに比べて汎用性能は高いが、防御能力、回復能力、継戦能力において劣る。防御にせよ攻撃にせよ、瞬間的な能力に秀でるのが〈武士サムライ〉という職業なのだ。ソウジロウはプレイヤースキルで今までの時間、戦闘を維持してくれた。さすがというほかないが、それでもこれ以上の負担は避けるべきだろう。

　前方へ駆け出すメイン防衛役直継にマリエールから支援が飛ぶ。〈反応起動回復リアクテイブ・ヒール〉だ。レベルは低いもののミノリの〈禊みそぎの障壁〉と合わせれば初撃は保つだろう。




「レベルはそう高くない。通常攻撃は予想の範囲内。属性は物理、あの杖だ。厄介なのはふたつ。わけのわからない集団攻撃がある」

「範囲形状は？」

　ナズナは意識をしないでも継ぎ足せるほどに習練をした〈禊みそぎの障壁〉をソウジロウにかけながらシロエに答える。風が強いため、どうしても互いの会話は怒鳴り声になりがちだ。

「わからない。誘導するような紫色の雷撃が暴れまわった。うちで助かったのはわたしだけ。でもソウジとほとんど同じ位置にいたんだ！」

（距離とは無関係？　ランダム攻撃？）

　シロエは〈フォース・ステップ〉で戦列を調整しながら思考を続ける。

「ダメージはでかい。切り札を切ったソウジでさえ沈みかけた」

　それは悪いニュースだった。

〈武士サムライ〉という職業は、戦士としての基本性能では〈守護戦士ガーデイアン〉に劣る。盾を装備できないし、属性防御も低くなりがちだ。しかし、そのかわり瞬間的な対応能力では大きく上回る。〈刹那の見切り〉は短時間ながらすべての攻撃を完全回避する強力な特技だし、〈叢むら雲くもの太刀〉は攻撃そのものを相そう殺さいさせてダメージを半減させることができる。〈茶会〉での戦闘を知るシロエは〈受け流し〉発動中のソウジロウが沈みかけたというだけで、敵の攻撃の苛烈さを思い知ったのだ。

　同じ攻撃を受ければ前線が崩壊する可能性は低くない。

（どうりで後衛要員のＨＰがあんなにも減少しているはずだ）

　あえてマリエールと競わず後方に待機していたてとらが重傷者を中心に回復を開始した。〈反応起動回復〉は高性能だが、その名前のとおり敵の攻撃に自動反応して失われたＨＰを（もちろん完全にではないが）回復する呪文系列だ。すでにダメージを負ってＨＰが大きく低下している後衛相手には、通常の回復呪文でケアを行なっていくしかない。てとらは〈ヒール〉や〈ヒーリングライト〉の呪文を組み合わせることによって、傷ついたメンバーをいやしていく。

　その対応は正しい判断だったといえるだろう。




「眠りにつけ、すべてのもノよ」

「どうしてそんなことするんですか！　この眠りは何なんですか!?」

　唸るような声だった。

　モンスターの口から漏れる言葉にシロエは、それでも予定したとおりの希望を込めて応答を返す。それはシロエのひそかな目的のひとつだった。この場にシロエが来なければならなかった理由だ。

　シロエはやはり、ロエ２からの手紙のすべてを信じられてはいなかった。

　それ以前に内容からして十分にわかったとは言い難い。

　ロエ２は〈典災ジーニアス〉について警告してくれていたが、それでもシロエは話し合いもしないで切り捨てることにためらいを覚えていたのだ。ことがこうなってしまった以上戦いを避けるのは難しいかもしれないが、それならせめて情報がほしかった。

「眠りにつけ、すべてのもノよ」

「話し合う余地はないのですか！」

　タリクタンがねじくれた杖をふるうたびに衝撃波が荒れ狂い、コンクリートのはずの床材が冗談のように砕ける。

〈召喚の典災ジーニアス〉の瞳をのぞき込む。

　漆黒の背景に星のように光る小さな瞳孔があった。

　姿かたちは壮年の召喚士のようだが、その表情はまるで別のものだ。生物というよりは機械的な、平板で非人類的な反応しか感じることができない。

「カマイサルと同じだよ、こいつ。変態じゃないだけまーだましだ」

「シロ先輩、話通じないんです」

　飛び交う銃弾のような衝撃波に頰を切り裂かれながらも、シロエはまっすぐ典災ジーニアスを見つめた。それでもここには手がかりがあるはずだ。シロエは闘いながらも必死にそれを探し出そうとした。

　タリクタンもまた〈共感子エンパシオム〉を求めている。

　その結果がこの眠りなのだ。

　そしてシロエが予想するかぎり〈共感子〉とは資源ではあっても狭義のエネルギーではない。〈典災かれら〉の話の通じなさそのものがある意味の証拠なのだ。その一手でシロエはあの手紙の意味に少しだけ近づいた。




「シロエさん、報告の雷光、事前動作──」

　リーゼの叫びは見事だったといってもよいだろう。

　ほとんど初見のモンスターの攻撃、その予備動作を察知したのだ。

　しかし回避行動を促すほどの余裕はさすがになかった。視界の隅で直継が大盾を掲げるのが見えたが、雷撃は直継を迂回したようだ。一気に増えた前衛の間を縫うように、ソウジロウ、にゃん太、ナズナ、アカツキなどが貫かれてゆく。

「シロエ、おおよそ百八十秒くらい……っ」

　雷撃の威力で大地に叩きつけられながらもナズナが報告を締めくくる。

　この威力の攻撃を連発されてはいくらなんでも戦闘にならない。百八十秒であれば回復しながらの力押しも可能だが、その作戦もとれないようだ。

「シロ先輩、油断しないでください。あいつ、援軍も呼ぶんです。虹色の光を捻じ曲げて〈常蛾〉とか〈月兎〉とかっ！」

　回復職ヒーラーとは違い多少余裕のあるソウジロウはシロエに告げながら果敢に突撃を敢行する。その特殊能力は予想がついていた。〈召喚の典災ジーニアス〉という名前を確認した時から、そしてアキバの街に〈常蛾〉の大群が現れた時から。何らかの援軍を呼ぶ存在が黒幕であろうことは予想されていたのだ。現にこのダンジョンでシロエたちが戦い抜いてきたモンスターのほとんどすべて、パーティーランクのモンスターはタリクタンが呼び出したものなのだろう。




　対応策は考えてきてある。

　ここへきて戦場を確認し、確信も持てた。

　問題はそれをゆっくり説明する暇がない事だ。

「第三サード、ヘイト下げて！　直継、ソウジ。シザース準備っ。移動します」

「移動ってどうするんですか、シロエさん!?　ここ周りどこもないですよっ」

　悲鳴のような小竜の言葉に罪悪感を覚える。

　確かに空中に突き出たコンクリートの庭園であるこの場所に、逃げだすような場所はない。常識的に考えれば、その通りだ。

「第一フアースト、密集」

　しかし、小竜をはじめとした多くに詳しく説明する時間はない。

　紫の雷光の〈再使用規制時間リキヤスト・タイム〉が百八十秒だとすれば援軍召喚のそれも準じていると考えるべきだろう。少なくとも、ゆっくりと解説するほどの余裕はない。

「皆さん、戦場を移動しますっ。勝算はあります。信じてください！　〈冒険者じぶんたち〉の力を」

　アカツキと視線があって、大きく頷いたのがわかった。

　わけもなく、いけそうだという気持ちになった。

　さっきまであんなに思い悩んでいたのに現金なものだとシロエは自嘲する。やるべきことさえわかっていれば、どうやら自分は迷わないらしい。いずれにせよあの塔が魔法装置なら、敵を引きはがす必要があるのだ。




「〈ヘイトエクスチェンジ〉！　〈アンカーハウル〉」

　直継が高く掲げた剣から奔流のような光が伸びて、ソウジロウの身体から何かを奪ってゆく。──〈ヘイトエクスチェンジ〉。この特技は対象の仲間と自分のヘイトを交換する効果を持っている。先制攻撃をして、今まで前戦を支えてくれた第二セカンドの主力防衛役ソウジロウ、そのたまりにたまったヘイトをいま直継が継承したのだ。

　黒い底なし沼に赤い星を浮かべたようなタリクタンの瞳が、音を立てるかのような異い形ぎようの回転をして直継を睨みつけるのがわかった。

「マリエさん、ちょい失礼」

　タリクタンの憎しみを一身に受けた直継が振り返って陽気なウィンクをすると、マリエールを抱き上げる。横抱きにあっけにとられたマリエールは、次の瞬間湯だったように頰を染めて、直継に抗議をしようとしたがそんな暇はなかった。
















「行くぜ、シロ」

「急ぐのだ。主君」

　そんな声を残した二人は、タリクタンに追われるままに夕暮れの空の中に飛び出した。




　落下。

　地上数十メートルの高さからシロエたちは飛び降りた。

　耳元をうなりを立てて通り抜けていく固体化したような空気を突き抜けて、シロエたちは石ころのように地面へと向かう。範囲化した〈飛行呪文フライ〉の制御を緩めてでもシロエは月をシルエットにして迫る影をにらみつけた。

　追いかけて来い。

　声に出さない思いをタリクタンにぶつける。それはあるいは〈典災ジーニアス〉との対決よりも重要な一手だった。虹のような泡がまとわりついてタリクタンを追ってくる。想像どおり、あの〈召喚の典災ジーニアス〉といえども〈常蛾〉を呼び出すためには鉄塔が、つまり月との経路が必要なのだ。

　鉄塔とタリクタンを引き離すため、シロエたちはダイビングもどきの作戦を決行する。もはや召喚は始まってしまった。いま、ここでタリクタンを止めなければまたもや大きな被害が発生してしまう。そしておそらく、月への連絡手段も、そして謎へと迫る手段も失われるだろう。

　だがシロエは不敵に笑いながらタリクタンに呟いていた。

「大規模戦闘レイドであるなら、僕の戦場です。八年間で転戦した無数の戦場と引き出しを、御覧に入れますよ」

　その言葉はだれに聞かれることもなく風に引き裂かれて消えていった。




　　　▼４




「あー、はいはい。どんどん出しちゃって。いいからいいから採算なんて。矢弾も水薬ポツトもバンバン使っちゃって、ティア六までの倉庫は全開放だって、在庫一掃よろしくねー」

　カラシンは在庫管理担当のドワーフ娘に念話を終えると間髪入れずに回廊から身を乗り出して「肉差し入れに来ましたよう」と〈大地人〉の侍女や調理人に声をかけた。中庭には即席のかまどや天幕が数多く設置され、さながら戦場のような騒ぎの中にある。いいや、「ような」ではなくて、ここは戦場なのだ。

　マイハマ公爵領の中心たる〈灰姫城キヤツスル・シンデレラ〉は今や前線基地となっていた。天から襲い掛かる〈常蛾〉というモンスターにとって城壁や市街地は関係ない。この城は夕暮れの中襲い掛かるモンスターとの戦いの渦中にあった。

　彼らはどうやら戦闘能力の高い存在あるいは魔力の高い存在に優先的に襲い掛かるらしい。それはこの世界において〈冒険者〉と同義だ。マイハマの都の市街地はすべての家々の扉を固く締める戒厳令が発布されている。〈大地人〉たちは息をひそめて天を見上げるばかりだ。その街を、城を、〈黒剣騎士団〉を中心とした戦力が防衛している。

　街から離れた森林や街道で〈常蛾〉を食い止めるというアイデアも出ないではなかったが、彼らが〈冒険者〉に襲い掛かるのはあくまで「基本的に」というレベルだ。行き逢った〈大地人〉をわざわざ見逃すほどの知能はない。そうであれば目の届く範囲内において防衛を、というのが〈黒剣騎士団〉率いるアイザックの判断だった。

　カラシンとしては別の思おも惑わくもあるのだが結論は変わらない。

　そのようなわけで防衛作戦は進行している。




「カラシンさん」

「やあだあ、差し入れありがたいねえ」

　黄色い歓声が上がった。

　カラシンはこの城の中ではアイザックをしのぐほどの人気者なのである。〈第八商店街〉がもたらす物資はどのような職分の〈大地人〉にとっても有用だし、厨房関係者にはとくに需要が高い。ソースや醬油、純度の高い砂糖などは、〈大地人〉の手だけではいまだに作成が難しいアイテムである。

「ギルマス大人気！」

　驚いたように目を見開いて褒めるタロを一瞥して、カラシンは「そりゃもう若旦那ですからねい」とぼやいた。歓声の成分は二割が腹を減らした兵士であり七割は食事を用意する中年の侍女や調理師だ。毎回のようにびっくりしたすごいな憧れるな、という表情をするタロだってそんなことはわかってやっているのだ。付き合いきれない。

〈ク・ラルの神域鞄フアンタズマル〉から手際よく食材と水薬を取り出してテントの下に並べると、ここでのカラシンの役目は終わる。その横で自前の肩下げ鞄から包帯を取り出してたタロも作業を終えたのか大きく頷いた。




「南西よりは西より、ですかねえ」

〈灰姫城〉の擁壁の上を小走りに移動しながらタロはそんなことを言った。

　空気を入れた紙袋を叩き割ったような、鋭いがどこか軽い音が連続で鳴っている。空中で破裂する攻撃魔法の音だ。距離があるので軽薄に響くのだ。

「あの辺は〈黒剣〉の主力だな。〈大地人〉の騎士団もいるはずだよ」

「平気なんですかあ？」

　間延びしたようなタロの問いかけに「心配ないさ」とカラシンは頷いた。

　大丈夫のはずだ。いや、むしろ今回の騒動に関していえば非常に有益な働きをしていることが予想される。アイザックたちによって鍛えられた〈マイハマ騎士団グラス・グリーヴス〉のレベルは二〇台後半である。〈大地人〉の中ではエリートといえるその能力は、市民〈大地人〉とは比べ物にならない戦闘力を表している。筋力や耐久力といった基礎的な能力も成長しているために、長時間の戦闘も可能だ。それでいて〈黒剣騎士団〉のレベル九〇には遠く届かないので、〈常蛾〉の標的にはなりにくい。〈黒剣騎士団〉が正面で敵を受け止めている間、遊撃役として存分に側面攻撃や避難誘導などの活動ができる。現にそういった報告がカラシンには届いている。

「でも日が暮れる前なんて、ねえ。予定を守ってほしいですよ」

「仕方ないさ。トラブルが起きるなんていつものことだ」

　カラシンは肩をすくめる。

　何が起きたのか月の出も待たずに〈常蛾〉の来襲となったが、カラシン自身はむしろポジティブに受け止めていた。

「シロエ殿たちがなんかやったんだろ」

「なんかですか？」

「なんかだ」

　何かが何なのかはわからないが、それはカラシンの考えることではない。

　とにかくシロエが現場で何か行動を起こして、そのせいで敵が追いつめられて、予定がずれただけだ。シロエが出向いたからにはどうせどうにかはするのだろうから、細かい現地の状況なんて考えるだけ無駄であるというのがカラシンの考えだった。別にシロエを信頼しているとかそういう話ではなく、どうせ世の中というのは突発事態満載の激流川下りのようなものなので、自分に管理しきれないことまでなやんでも仕方ないとカラシンは思っている。思っているというか、カラシンはカラシンの担当分野で手いっぱいなのだから、余計なおせっかいをしている暇はないとでもいうべきだろう。

（ミノリちゃんとか女の子の世話ならともかくねえ──）

　シロエの心配だなんて馬鹿らしい。

　それは無駄な投資というものだ。

　とはいえ今目の前の戦いは当事者で切り抜ければならないだろう。

「タロ」

「ほいさ、ギルマス」

　背筋を伸ばして敬礼をする同輩に、カラシンはいくつかリクエストを行なった。お尻のポケットから肉球マーク付きのメモをを取り出して書きつけたタロは「本当ですかあ」「本当に本当ですか？」と何度も確認をとった後に前線へと駆け出した。市街そのものの城壁は数キロ先にあるが〈冒険者〉がその健脚を発揮すれば十分弱で到着できる。

　在庫放出は全く問題ない。レベル三〇以下対応のアイテムはアキバの〈冒険者〉の間ではほとんど使われなくなっているのだ。ゲーム時代から貯めこまれた不良在庫だともいえた。ここで手放してしまっても、帳簿上はともかく実質そんなに損害があるわけではない。むしろ貸しを作れるのならば作っておくべきだろうとカラシンは思った。




　カラシンは大広間へと入り、通り抜け、絨毯の色鮮やかな通路を経由して主塔へとたどり着いた。幅の広い螺旋階段をゆっくりと上がってゆく。明かり取りの小窓から漏れる色は、茜あかね色いろだ。春先の夕暮れのひんやりした空気がこの塔にはある。

　登った回数は多くはないが、この主塔の上階からであるならば市街が一望できるだろう。先ほど聞いた話によれば、セルジアッド公もそこにいるはずだ。

　螺旋階段の途中、警備の騎士たちとカラシンはすれ違った。それは〈大地人〉だけではなく〈冒険者〉も含まれている。警備責任者であるはずのレザリックは十分な戦力を配置しているようだった。

　塔の中ほどにある小窓から覗く市街は緊張感には満ちているものの戦闘の様子は見えない。角度が悪いのだろう。交戦状態にあるのは丘と防壁の方向だ。

　カラシンはため息をついてさらに歩を進めた。

　なかなかに面倒くさい状況だ。

　しかし、面倒くささというのは飽和限界があるのではないかとカラシンは思っている。水に塩を混ぜた場合一リットルの水に三百グラムだかそこらしか溶けないのと一緒で、人間の人生に溶ける面倒事の量は限界があるのだ。限界からあふれた面倒はどこへ行くのかといえば周囲にただこぼれるのである。大混乱した部屋と一緒だ。人間が掃除できる分量には限界があるのである。

　タイミングよく謎のモンスターが現れたので、イセルス暗殺事件への追及は棚上げになった。カラシンにとっても都合がよかったので騒ぎはしなかったが、暗殺事件だって等とう閑かんに付せるようなものではない。

　人間が掃除できる量には限界がある。

　しかしまあ、人間は協力ができる生き物だとされているので、カラシンとしては目下の義務と興味を遂行するつもりで塔を上るのだった。




「どうも」

「ほう。カラシン殿がここに来られるとは」

　気やすい挨拶に気やすい返答を返したセルジアッドは、塔のバルコニーから戦場へ視線を向けていた。厳しい横顔はカラシンへ振り返るときには柔和に戻っている。おつきの騎士たちにも逼ひつ迫ぱくした感情が見えないのは、このバルコニーから見える戦場の様子が優勢だからだろう。

「どうですか、モンスターの襲来」

「大異変だな。マイハマの歴史でも街の防壁に〈冒険者〉が並ぶほどの襲来は記録にない」

「その割には落ち着いたご様子」

「なあに、アイザック殿に任せておるからな。慌てふためくのは卿の武勇に対する侮辱にもなるであろうよ」

　軽く笑うセルジアッド公にあわせてカラシンも微笑んだ。

　心の中では口をへの字にする。元の世界にいたころの上司のようだった。しかも直接の上司ではなく雲の上の方の常務だとか専務クラス。気まぐれのように昼飯に誘ってきては飯の味をわからなくする妖怪の気配だ。

（そういえばミチタカさんとかアイザックさんとかは相性いいんだよなあ。体育会系補正か？）

　自分には無理無理、とカラシンは内心でツッコミを入れる。

　半端に気が利くというのはこういう相手には弱点にしかならない。行動も発言も予測されて全部叩き落とされるのが落ちだ。交渉で勝敗を競うという考えから離れる必要がある。

　まあ大丈夫だろうとカラシンは考えることを投げ出した。もし問題が残ればどこかの誰かが後始末をすればいいのだ。所詮人間一人で掃除できる範囲は限られている。

（どこかの誰かなんて言ってるけどまあシロエさんだわなー）

　精神内部でだけ合掌する。

「というわけで対〈ウェストランデ〉外交どうします？」

「とうとう〈円卓会議〉もヤマトの政治に乗り込むか？」

「いえとんでもない。木こつ端ぱ商人が身を守るための情報収集ですよ」

　肩をすくめて韜とう晦かいのポーズを見せるカラシンだが、本気で言ってるわけではない。そして商人が雑談をしているだなんてセルジアッド公が受け止めてくれるとも考えていない。相手はこのヤマトを二分する政治主体の党首なのだ。

　遠慮していても後手に回ってろくなことにならないと思ったカラシンは、ずうずうしい表情を意図的につくって質問を重ねる。内心は冷や汗が流れていても情けにすがるのは悪手でしかないと思えた。

「戦争になりますかね」

「──避けたいとは思う」

　遠くへと視線をやったセルジアッド公が漏らしたのはそんな言葉だった。

「だがままならぬな。カラシン殿はそうお尋ねになるが、〈神聖皇国ウェストランデ〉にすれば我らイースタルは叛そむいた朝敵なのだ。戦争をする、しないではない。そのはるか以前に彼らからすれば我らは逆賊であり討つべき相手なのだ。この三百年余り〈神聖皇国ウェストランデ〉が我らに攻め込まなかったのはひとえにその戦力がなかったからにすぎぬ」

「それが〈冒険者〉の登場で崩れたと」

「〈ウェストランデ〉も一枚岩ではない。遠からぬ将来割れるであろう」

　セルジアッド公の言葉は風に紛れたがカラシンの耳にははっきりと届いていた。

　その可能性は確かにある。

　ミナミの情勢は複雑だ。ある意味それはアキバと〈自由都市同盟イースタル〉よりも複雑な関係である。

　アキバの〈冒険者〉のほとんどが信じるように〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉は関西に本拠地を構えた〈冒険者〉たちの作り出した自治組織、つまり、西日本の〈円卓会議〉、というわけではない。

　その証拠に〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉十席会議には〈冒険者〉だけではなく〈大地人〉も参加している。そのことの意味を深く考察している人間はアキバにも多くはない。

「それはその。〈冒険者〉のせいですかね」

「野心を持っているのは元老院であろうがな。油があれば火勢は強まろう」




〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉は〈冒険者〉による自治組織ではない。

　西日本の新しい統治組織なのだ。統治されているのは〈大地人〉であって、〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉参加の〈冒険者〉は新しい支配階級、つまりは貴族である。もちろんそんなことを十席会議は言わないし、ミナミに住んでいる〈冒険者〉の大部分だってそんな自覚はないだろう。しかし現実にはすでにそうなのだ。そうとしかなれないシステムがすでに稼働している。

　そしてさらに悪いことに、だからといって〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉は西ヤマト唯一の統治機構というわけではないのだ。

　西ヤマトにはすでに〈神聖皇国ウェストランデ〉という統治機構が存在する。その内部には官僚機構としての元老院と、皇族としての斎さい宮ぐう家けがある。元老院と斎宮家の対立と協力は〈神聖皇国ウェストランデ〉の歴史そのものだといえるだろう。民を治める元老院と、民の希望たる斎宮家。その二重支配のうえにさらに〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉が塗り重ねられたのだ。

　本来であれば混沌のあまり崩壊しかねないような矛盾が渦巻いているはずである。しかしその矛盾は〈冒険者〉がもたらす安全と新しい技術、つまりは利益によって覆い隠されているのだ。

　カラシンの危惧はどうやらセルジアッド公によって裏付けられたようなかたちだ。

「どのような密談が行なわれ、誰と誰が手を組んでいるのかはわからぬ。しかし〈神聖皇国ウェストランデ〉のおそらく元老院派は、戦になっても構わぬと思ったのだろう。その程度の勝算はある、と」

「それはどうかなあ」

　カラシンは肩をすくめる。

　あのゼルデュスにそこまでの気合いがあるのかと問えば、なかなか難しいだろう。

「勝算ってそこまで数字で出てくるものじゃないでしょう」

「商人殿としては異なことを言うな」

　セルジアッドの言葉にカラシンは考えながら答えた。

「商人だからこそ、ですよ。企画、つまり新しい商売ってのは海のものとも山のものともつかないんです。始めたらやめられないし、結果のほとんどは玉虫色です。九割は勝ちとも負けともつかないようなオチですよ。用意した資金は溶けたけれど人材は失わないですんだ、とか。予定していたのより大きな売り上げを得たけれど新規工場では労働争議になったとか」

「勝っても負けても完璧はないということか」

〈円卓会議〉の目的も、〈第八商店街〉の目的も、究極的には生き抜くことサバイバルにある。このいびつな世界で〈冒険者〉は死なない。しかし、〈冒険者〉は死なないというのは死なないだけで、生きていることとイコールではない。イコールではないと思うからカラシンは商業ギルドなんてものを営んでいる。

　終わりがないのだから、その終わりのなさをどう過すかが問題だ。

　結局はこの場所で喧嘩をしたり仲直りをしたりしながら過すしかないのである。対話できるということがカラシンの考える最低限だ。殺せない相手との全面戦争だなんて、考えただけでぞっとする。

「そうですよ。要するに僕らは生きてるんですから、ボロマケしたってイイトコのひとつやふたつ探しながら次を探すしかないじゃないですか。大勝ちしたってその大勝ちのせいで将来人々が傲慢になってまた戦争になるかもしれない。どう転んだってそうそう終わらないのが商売で」

「しぶといな」

「カスタマーとか安全管理とか、利益を生まない部門に予算は微笑まないってのが民間企業の常識なんですけどね。あいにく僕らは勤め人じゃないので。そんなわけでセルジアッド公。──そちらの在庫、〈円卓うち〉に売ってくれませんか？」

　眉を撥ね上げて「なにが必要かな？」と漏らすセルジアッドにカラシンは精いっぱいのすまし顔で答えた。

「とりあえず、ぐうたら姫さまとか」

　月へと登る虹色の光の柱を背景に、二人の影は彫像のように固まったまま長い間動かなかった。




　　　▼５




　壁に大穴を開けて飛び込んできた〈召喚の典災ジーニアスタリクタン〉をリーゼはその金色の髪を揺らして迎え撃った。冷気をほとばしらせる氷の槍〈フロスト・スピア〉。

〈妖術師ソーサラー〉の操る三つの元素の中で、冷気はほかの属性に比べて人気が低い。敵に死をもたらすという攻撃職の本分においては氷結魔法の直接打撃力は低いからだ。電撃魔法〈ライトニング・チャンバー〉や火炎魔法〈バーンド・ステイク〉のほうがはるかに多くのダメージを与えることができる。しかしそれでもリーゼは氷結魔法に重きを置いていた。火力と消費ＭＰのバランス、詠唱時間の長さと単発威力の大きさもよい。

　詠唱時間が長いというのは一般的に欠点であるとみなされているが、敵の行動予測さえできていればそれも利点に変わる。いまもそうだ。敵が移動する時間を長い詠唱に費やした呪文は、その詠唱時間に見合った破壊力を秘めている。白髪の〈典災ジーニアス〉がこのホールに出現するその鼻先へ合わせてやった。〈妖術師ソーサラー〉の魔法系統の中では敵の行動阻害に秀でているという点もよい。

　たたらを踏むタリクタンに孤猿やユズコが全力攻撃を仕掛ける。

「それにしても」

　リーゼはつぶやいた。

　ずいぶん荒っぽい。

　作戦を聞いたときは正気を疑ったし、今でもとんでもないと思っている。正確な階数はわからないが、あの放送塔の高さは地上三十メートルはくだらないはずだ。その屋上広場から飛び降りて、しかもその飛び降りる行動を〈敵の引き回しカイテイング〉に直結させるというシロエの作戦。

　結果は成功したがあまりにも荒唐無稽なものだったとリーゼは思う。いや、しかし、それはリーゼの側が固定概念に縛られていただけなのだろう。現にその作戦は成功し、タリクタンをこの音楽ホールでの乱戦に引き込むことに成功しているのだ。

「シロエ様らしくない……ような」

「そんなことはないって」

　まるで背中にでも目がついてるかのような動きでふわりと飛とび退すさってきたナズナが、リーゼの横に立ってその言葉を受けた。

「シロは〈茶会〉で参謀おなじことやってたんだぜ。世間の評判がどうかは知らないけど、〈茶会うちら〉は荒っぽくて行き当たりばったりだったからね。今日のシロエが昔どおりなだけさ。これが普通だよ」

　油断なく刀を構えて敵をにらむナズナが薄笑いを浮かべてうそぶく。

　その言葉は事実なのだろう。

　リーゼはシロエを誤解していた。〈円卓会議〉の立役者。〈自由都市同盟イースタル〉との同盟成立に貢献した一人。ギルド間の取りまとめや情報整理を引き受ける苦労人。能吏、有能な管理者、政治能力のある実務者、謀臣、そんなイメージでシロエを見ていた。でもそれはシロエの一面でしかないのだ。

　杖は自動的に動き、矢継ぎ早に呪文は紡がれる。

〈妖術師ソーサラー〉の役目は火力の集中だ。呪文にはそれぞれ〈詠唱時間キヤストタイム〉と〈硬直時間〉、〈再使用規制時間〉がある。同じ呪文を連続で使用することはできないのだ。〈再使用規制時間〉を利用して別の呪文の〈詠唱時間〉を挟み込む。五から十種類程度の呪文を組み合わせて循環を作り、その循環を繰り返すのが〈妖術師ソーサラー〉の戦い方となる。口にするのは簡単だがそれはなかなかに難しい。同じ呪文ではあっても、その〈妖術師ソーサラー〉によって性能は微妙な違いがある。

　取得した特技や〈スタイル〉、装備品によって〈再使用規制時間〉には変化が出るために、循環で接続できる呪文に変化が生じるのだ。

　敵モンスターによっては炎ダメージに耐性を持つものなどもいる。そういったモンスターを相手取る場合、循環の中の炎属性呪文は邪魔になるが、その呪文を抜いてしまえば当然循環全体のループは壊れてしまう。つまり、自分専用に構築した循環を何種類持っているか？　それを無意識レベルで維持でき、また臨機応変に選択できるか？　それが大規模戦闘レイド構成員として〈妖術師ソーサラー〉に求められる能力となる。

〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉所属のリーゼは十分に熟練した循環を八種は使える。そのうち四種はとっさのアクシデント対応を可能にするため、循環の中に分岐を仕込み別の循環への連絡を可能にしたタイプだ。これだけの習練をつんだ〈妖術師ソーサラー〉はさほど多くない。〈エルダー・テイル〉魔術職において、洗練のひとつの極みだということができるだろう。

　しかしそのリーゼからみても、シロエの呪文循環は特殊だった。

〈詠唱時間〉は多くの呪文で二秒から十秒程度。つまりひとつの循環は百秒、二分程度で一周する。観察すれば構成呪文も連結の仕方もおおよそはわかる。しかし、シロエのそれは循環の規模が読めなかった。かといって思いついた順に呪文をただ詠唱しているかといえば違う。そんなことをすればつなぎが甘くなって時間をロスするのだ。それは最終的なダメージ出力の低下をもたらす。シロエの呪文詠唱にそういうロスは見られない。何らかの研鑽の跡が見える。しかし、循環の構成がわからない。一日やそこらの共闘では見切れないほど豊富な種類の循環を習練の結果身につけているのか、そうでもなければ何か別の技術なのか。

　──ＭＰが減らない。減っているのに、回復が釣り合っている。戦闘能力を維持したまま、隊列を循環させて制御する。こまめな前線突破の指示はそのため。

　考え付きはしても冗談だと一笑に付すようなアイデアをシロエは形にしている。もちろん、ミスはある。ミスはあるがそれをカバーするような伏線がすでに張り巡らされている。

　いまさっきナズナに下がるように指示したのはＭＰを温存させるためだけではない。大技〈大祓の祝詞〉の〈再使用規制時間〉を回復するため──ですらなく、五十鈴とルンデルハウスへ向けたタリクタンの射線と視線を遮るため。とみせかけて、ソウジロウの背後から連携が熟練した口頭アドバイスで観測手を務めさせるため。

　シロエの指示の真意が曖昧になるままに効果だけが降り積り、ただ勝利に向かう無数の道筋を光が駆け巡る。リーゼもまたサブ職〈軍師〉をもつ大規模戦闘指揮官レイドコマンダーだ。敵との遭遇を一つの物語と見立てて読み解くことを役割としている。しかしそのリーゼすら、いまシロエが読んでいる物語は自由すぎて把握が追い付かない。

　シロエはおそらく、この物語に主役を置いていない。

　だれがどんな手段でタリクタンを追いつめてもよい。

　そう思っている。

　シロエの指揮においては攻撃手と援護手サポーターさえはっきりとは決まっていない。〈白兵型の神祇官暴れ巫女〉の櫛八玉でさえ、気持ちよさそうにその刃をふるっている。




「カウント十秒。〈障壁〉要請、直継、にゃん太、孤猿、アカツキ、ソウジロウッ」

「ほいほいさっ」

　シロエの指揮にナズナがからかうような声を上げて〈禊みそぎの障壁〉を唱える。茜色に輝く半透明の壁が一瞬あらわれて味方へと付与されていく。それは攻撃を予測しての事前防御呪文だ。リーゼはその指揮に、タリクタンの大型攻撃が来るのだと直感した。

「急いで……四、三、二……いまっ！」

　リーゼが睨み付ける視線のその先で、タリクタンはねじくれた杖を高く掲げると、紫色の稲光を放つ。雷が至近距離で炸裂した輝きに顔をそむけたリーゼだったが、口伝〈賢者の石板ケイローン・タブレツト〉は戦闘記録バトルログを追いかけている。

　間違いなく〈障壁〉は襲い掛かる雷撃を遮ったが、それでもなお狙われた直継たちはＨＰの半分以上を失うほどのダメージをうけた。タリクタンの最強攻撃だ。〈障壁〉が間に合わなければ、そしてピンポイントで守らなければ前線は確実に崩壊していた。

　その事実に気が付き青ざめるリーゼは、恐怖しながらも必死に答えを探し求める。タリクタンの雷光はリーゼを避けてにゃん太へと向かったのだ。電光の経路にはリーゼがいたはずだった。直進すれば〈障壁〉をもたないリーゼは黒こげにされていたに違いない。なぜリーゼは避けられたのか？　にゃん太が狙われた理由は？　なにより予測しきれたその理由は──。

「なんでなん？　シロ坊、誰が狙われてるかわかってたん？」

　蒼白になりながらも呟いたマリエールの問いに対する答えは。

「ヘイトリスト上位貫通攻撃」

　シロエの声とリーゼの声が重なった。

　それはヘイトリスト、すなわちタリクタンの感じる敵てき愾がい心しんをも指標にしたらという概念だ。タリクタンが感じている脅威を数値化した場合の上位陣五名を指名した攻撃。

　その気づきはさほど大きなものだったわけではない。

　まだほとんど初見だということを除けば、大規模戦闘レイド指揮官として当然の推論であり誇るべきことではないだろう。問題はそこではない。シロエがヘイトリストの上位陣を当然のように指名して見せたことだった。

　敵愾心は数値化されたステータスではない。与えたダメージが大きいもの、回復魔法の強力なもの、距離の近いもの。様々な条件を加味してモンスターの内面で目まぐるしく変わるものだ。メイン盾職タンクはこのヘイトを最大限高めて自分にモンスターを引き寄せるから、直継にたいしてタリクタンが正面から戦っている現在、ヘイトリストの最上位は直継だとわかる。しかし二位以降は今までの戦闘経過から推理するしかない。

　ましてや〈大災害〉以降、戦闘記録をウィンドウで確認できなくなったこの世界において、口く伝でん〈賢者の石板〉を習得していないはずのシロエがなぜそれを察知し得たのか？　その答えはリーゼの背筋を不思議な寒気と感動で貫いた。

〈賢者の石板〉であれば戦闘ログを視認することができる。与えたダメージ、受け取ったダメージ、その属性や範囲、頻度、回復や付与効果まで「戦闘で起きた出来事」を文字化して読むことができる。それがリーゼの持つ口伝〈賢者の石板〉だ。

　しかしシロエはただ単純に、その観察と洞察でリーゼの口伝を上回った。

　シロエの〈全力管制戦闘フルコントロールエンカウント〉を、リーゼはたったいま味わったのだ。




「どしたのさっ」

　鋭く問いかけて前線に飛び込んでいく櫛八玉の姿に心が震える。

　空中に半透明の階段があるかのように舞うアカツキの勇姿が鮮やかに見える。

　苛烈な攻撃を放っているように見えて、絶妙な位置取りで後衛への射線をつぶすナズナの気遣いが理解できる。

「面白いですね、櫛先輩っ」

「そのとーうりっ！」

　リーゼも駆けだした。

　心の鬱屈はすっかり晴れ渡っていた。

　クラスティの指揮にあって自分にかけているもの、それはカリスマかと思っていたがそれだけではないと示された。カラシンが言っていたことは本当だ。シロエはリーゼと同じタイプだという言葉の本当の意味は、リーゼ自身はまだまだだということに他ならない。同じタイプなので似たことができるなどというのは思い上がり、シロエに対する侮辱だ。同じタイプだからこそわかる。

　確かにシロエはリーゼと同じ後衛型軍師。だからクラスティにあるカリスマはない。でも、そんなシロエはリーゼのはるか先にいる。

　計算と洞察と下調べで戦うからこそ、場数と経験の違いが残酷なほどにわかる。

「うふふふふ。ははははっ」

　リーゼは飛んできた瓦礫を〈女王の誇りプライド・オブ・クイーン〉で叩き落として長い脚で地を蹴った。

　面白い。シロエの指揮は面白かった。

　まだ見えていないことがたくさんある。

　自分に手の届かぬ領域が広く残されている。

　それは屈辱感でも劣等感でもなく、憧れと飛翔感をリーゼにもたらした。




「思い上がっていました。これが〈茶会〉の伝説。教導部隊の隊長だ、三羽烏だとおだてられ、ミロードの留守を守らねばならないと思いあがっていましたけど、未熟ですわ、私。大規模戦闘レイドの兵卒としてさえも。──櫛先輩、依頼があります」

「引き受けたっ」

「即答!?」

　隣で暴風のように無数の斬撃を繰り出す櫛八玉に問いかけ、響くような応えをもらう。素晴らしかった。悩みもためらいも鬱屈の日々も、陽に溶ける影のように消えていく。

「──りっちゃんが素直になったからね」

　悪戯めいた〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉の古い先せん達だつにリーゼは微笑みかける。

　ずっと上手にできなかったお願いを今ならできる。

　自分にできなければ頼むしかない。クラスティのいなくなった〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉には信頼できる人がいくらだって必要なのだ。櫛八玉はリーゼが言葉にしなかった望みをわかっていてくれたに違いない。だからこそこんな大規模戦闘レイドについてきてくれたのだ。

「言ってくれますね。燃えてきました。ゲキアツです！　──積層型魔法陣ラミネーシヨンシンタツクス構成っ！　目標ターゲツト設定。──貫けっ！　氷の五槍フロストスピア!!」

　重なり合った多重魔法陣の空間を歪ませて氷の槍が分裂してゆく。

　リーゼは〈妖術師ソーサラー〉の攻撃呪文を、魔力のかぎり解き放った。




　　　▼６




「〈護法の障壁〉!!」

〈神祇官カンナギ〉の緊急防御呪文がミノリから放たれた。五十数レベルの〈障壁〉呪文は九〇レベルを超えるシロエたちから見れば脆ぜい弱じやくだ。しかしそのタイミングはまさにシロエが指示しようとした機先をとらえていた。

　シロエは小さく笑った。

　ミノリの反応は予想外だった。もちろん良い方向にだ。そのためにほんのわずか、おそらく攻撃班に数秒の優位アドバンテージが生まれる。その隙を見逃すような今のメンバーではなかった。

　練度はすでに今までの戦闘で十分に練られている。

　もともと〈記録の地平線ログ・ホライズン〉の年少組さえ除けば大規模戦闘レイド経験はあるメンバーばかりだった。その年少組でさえ、基礎のしっかりした〈Ｄ．Ｄ．Ｄ大手〉のやり方を見てまるごと吸収しているのだ。

　高い連携能力はどちらかといえば旺盛な士気と集中力の結果だった。

　タリクタンという敵の性格ともがっちりとかみ合っている。両腕を振り回す敵首魁タリクタンはもはや典型的な白兵ボスだった。莫大なＨＰと防御力を誇り、杖や両腕による近接攻撃は強力だし、範囲を殲滅するヘイトリスト貫通攻撃の雷撃、広範囲に状態異常を与える雷鳴を操るが、いってみればそれだけだ。大規模戦闘レイド演習の相手としてはちょうどいい。




　タリクタンは身をひるがえして大きく手を振ると、その指し示す先にいくつもの魔法陣が現れて〈緑小鬼ゴブリン〉や巨人族が現れた。場に走った緊張をシロエは打ち消す。

「あれは鉄塔を使った召喚ではありません。固有能力の召喚、数も少ないし限度がありますっ。落ち着いた対処を」

　確証があったわけではない。

　しかしここは断言が大事だ。その言葉に乗るようにおどけた声で「何でもありかよ！」と叫んだ直継は突進した。その陰に隠れるようにアカツキがちらつきながら続き、その姿はかき消すように見えなくなる。

　すさまじい数の攻撃がタリクタンに着弾している。飛燕の〈絶命の一射アサシネイト〉にまとわりつくのは〈恐怖の武器ドレツド・ウエポン〉だ。魔術職と攻撃職の連携も正確さが上がっている。強力な一撃は身を挺してその主を守る〈緑小鬼ゴブリン〉の群れを貫いてタリクタンへと襲い掛かった。

　櫛八玉に襲いかかる電光をてとらの〈リアクティブ・ヒール〉がはじき返した。

　相手の防御をこじ開けたその隙に、にゃん太と孤猿が殺到する。タリクタンの反撃を防ぐのはソウジロウの〈木霊返し〉だ。

　ルンデルハウスの火炎呪文を五十鈴の呪歌が強化するように、それをそっくりそのまま真似てリーゼの氷結呪文をヘンリエッタが〈マエストロ・エコー〉で輪唱する。二組の強力な魔法攻撃班をまもるのは、ユズコのゴーレムであり、くりのんの支援を受けたイサミの刀だった。

　小竜が駆けだした。

　音楽ホールの赤い座席を飛ぶようにわたり、双剣でできた小さな嵐のようにタリクタンに襲いかかり強したたかに切りつけた。心配の悲鳴を上げるマリエールに「来ないで下さい」と叫び、必死に振るったその攻撃はタリクタンに少なくないダメージを与えたが、そのせいではね飛ばされて飛燕の救助を受けるはめになった。

　戦闘は推移している。

　多数の回復呪文を背に受けた直継は断続的に前進しては〈典災ジーニアス〉の敵愾心をかき立てる。〈守護戦士ガーデイアン〉の〈ヘイトリッドチャージ〉は仲間を守るためにこそ真価を発揮するのだ。

　鋼の響きと魔法の輝きが交差する大ホールでシロエは呪文詠唱の循環を保持しながらも周囲を観察していた。タリクタンのＨＰを示す表示棒バーは残り三割程度となっている。タリクタンの猛攻をしのぎ、仲間へ指示を飛ばし、あるいは補給するために下がらせながらシロエはいままでの躊躇いを思い出していた。




　シロエは長い間答えを探しあぐねていた。

　そして今でも迷っている。

　しかしおそらく決断の時が来たのだ。トウヤとミノリの言葉に背中を押された。ルンデルハウスと五十鈴、にゃん太班長とセララにも。いいや、考えてみれば、シロエを後押ししてくれた人々につつまれてシロエはあった。

　シロエが躊躇っていたのは、いつだって「それを選んでいいのか？」だった。世界は広大で深く、シロエを取り巻く、あるいはシロエも知らない人々がシロエには理解できないほど様々な思いを抱えて生きている。そんな世界にたいしてシロエが何かをなしてよいのか？　手を触れていいのか？　それがシロエが抱えてきた悩みだった。シロエは何かをするのが怖かった。何かをしてしまったら、変わってしまうかもしれない。とてもきれいで素晴らしいものが壊れてしまうかもしれない。だからシロエは自分の不器用な手で触れるのが怖かった。

　それはやはり怯きよう懦だなのだ。

　シロエが何かをすれば結果は確かに変わってしまうかもしれない。しかし何もしなくても、やはり変わってしまうのだ。世界のすべてには季節タイムアウトがあり、選択保留は、選択保留を選択したこととなる。

〈召喚の典災ジーニアスタリクタン〉が現れてシロエはいやでもそれを理解することになった。躊躇えば壊れてしまうものだってこの世界にはあって、おそらくシロエは失敗や後悔から逃げることはできない。

〈彼女カナミ〉の指さす方向へ歩いていくのは楽しかったし素晴らしい思い出だけど、もうそれだけではいられない。シロエにはシロエを支えて歩んでくれる仲間ギルドメンバーがいるし、マリエールとウィリアムがギルドマスターの姿を見せてくれた。




「安らぎの中で待機せよ」

　出来ない。

「眠りにつけば安全は保証される」

　出来ない。

「六億四千万単位と引き替えに帰還はなされる。同意する契約者はアクセスを受け入れ睡眠の中で待機状態を選択せよ」

　出来ない。

　もしかしたらタリクタンの言葉を受け入れるのが正しいのかもしれない。でもそれは今のシロエにとって「保留を選択すること」に等しかった。ひとつを得るだけではだめなのだ。

　人には生きる義務がある。

　そして強欲である義務もおそらくあるのだ。

　シロエは自分のことを淡く満足して生きていける人間だと思っていたがそれは思い違いだった。他人と関わらず無欲であることは簡単だ。でも仲間と楽しい時間を過せば過すほど、胸の中には痛切な祈りが生まれてしまう。優しさや、温かさや、笑顔や、平穏がそのままに長く続けばいいと願わずにはいられない。大事なものは儚はかなくてたやすく失われてしまうから、シロエは自ら願うのが怖かった。強欲だと思われるのが怖かった。

　しかし願わなければ手に入らないものもあって、いまそれはシロエの役目なのだ。

　多分それはシロエの両親がかつて望んだことでもあるだろうし、〈円卓〉に集つどったギルドマスターが願ってきたことでもある。

　アインスも、アイザックも、そのほかのみんなも、自分のために欲していたわけではないのだ。誰もが守りたい人々のために誠実であろうとして、その結果として合意することができなかった。

　──お姉ちゃんらしく。

　シロエはロエ２の手紙の一節を思い出した。

〈航界種トラベラー〉も他人の未来を光に祈ることがあるのだ。

　それに気がついたとき、シロエの胸を熱く締め付けるものがあった。杖を握る拳にじんじんと痛むほどの力が入る。それは不快ではなく、身体の中に渦巻く。

　シロエは断ち切るようにたたきつけた。

「タリクタン。それはできない」

「──この仮かり初そめの世界から帰還が果たされる」

　そのタリクタンの言葉が引き金だった。

　やはりそんな条件には応じられない。

　そしてその思いをシロエは仲間と分かち合っていた。

「まっぴらごめん」

「信用できませんもの」

「いまさらですにゃ」

　そのほかあらゆる謝絶の言葉が攻撃と共に吐き出される。真実かどうかはいま問題ではなかった。

　トウヤは言った。帰るのは、全部済ませた後だと。

　結局僕たちは強欲なんだ。シロエはいつもだったら恥じてしまうような思いをいまは率直に見つめることができた。僕たちは、この足で世界を歩いて、踏破したいんだ。正しいことか間違いなのか、それはわからない。けれど、わからないから未踏の景色の中で自らを問いたいんだ。

　この世界が仮初めなのかそうでないのか、それはシロエたちが決めることだ。神様にだって邪魔はさせない。ウィリアムはそう叫んだ。赤面ものの告白だったと思う。だけどシロエだって同感だ。

　真実はある。直継やアカツキと出会い、旅をして、空を駆け、にゃん太班長にふれて、ギルドを立ち上げた。双子を引き取って、仲間が増えた。〈大地人〉と話をした。歳の離れた友人ができた。馬鹿騒ぎで夜更かしをしたし、寝顔に毛布をかけたことだってある。それらが真実ではないはずがない。この世界は仮初めではないのだ。この世界に生きるすべての人々が命を吹き込んでしまった。仮初めとして始まったかもしれないが、だからといってそのままでいなければならないわけがない。

　だからタリクタンの無機質な誘惑に答えることはできない。




「眠りにつけ全てのものよ。眠りにつけ全てのものよ」

　もはや取り繕うことすら忘れたのか壊れたようにうなりを繰り返すタリクタン。その身体がいびつな水風船のように膨張を開始した。褐色の老人だった姿は白髪を溶けたビニールのように纏わせて直継を弾き飛ばして巨大化する。

「ＨＰ残り十五パーセント、最終フェイズですわ！」

　リーゼの叫びが背後から聞こえた。大規模戦闘レイドボスにままみられる特徴で発狂などと呼ばれる状態だ。ＨＰがある一定割合以下になると姿や攻撃パターンが変更される。たいていの場合大幅な強化を伴うことになる。しかし攻略部隊はひるまなかった。それどころかより一層の激しい攻撃を加える。

　凍り付くような風が背後から吹き寄せた。〈幻想級〉アイテムの効果を使用したものがいる。きらめく茜色の魔法光エフエクトは〈神楽舞〉を踊るナズナとミノリが、前線の戦士たちに立て続けに〈障壁〉呪文を投げかけているためだ。

　打ち合わせをせずともみんなが理解していた。攻撃力を増したタリクタンの相手を長時間続けることは不可能だ。押し切るしかない。

　シロエは胸のつかえを吐き出すように叫び、矢継ぎ早に呪文を編んでは繰り出す。〈エレクトリック・ファズ〉を囮おとりのように撃ち出して〈ブレインバイス〉で射程をつぶした。〈ナイトメアスフィア〉に重ねて〈マインドボルト〉を叩き込む。

　シロエはギルドマスターになったのだ。そして今は攻略部隊を率いている。なにも選ばないことはできない。選ぶことでしか報いることはできない。

　シロエには、多くを望む義務がある。ともに歩く仲間のために、やがて出会う未来の仲間のために。




　宙高く身をひるがえしたアカツキと視線が交差した。

　シロエは頷いて、そのあとに自分がなぜ頷いたかを理解した。高密度の戦闘連携が感じさせた錯覚なのだと冷静な自分が囁く。しかし、いま、確かにシロエはアカツキの魂に触れた。それは怒りに似ていたけれど対象を持たない、もっと透明な激しい決意であって、その思いはびっくりするほどシロエと重なっていた。

「仮初めじゃ嫌なんだ！」「一緒に歩いたあの浜辺は」

　シロエの〈ソーンバインド・ホステージ〉が白く膨張を続けるタリクタンの巨体に着弾し、紫色の茨いばらが顕現する。吹きすさぶ吹雪と雷光と、押し返す大規模戦闘レイドチームの前線の上空で、アカツキは何度も何度も翻った。ちらつき、明滅して、幾重にも重なったアカツキは逆手に構えた小太刀をふるう。

　アカツキの口伝が彼女の姿を分割し、その斬撃は驟しゆう雨うのように秘伝級〈ソーンバインド・ホステージ〉を弾けさせる。シロエは滑らかに準備されていた呪文を解き放つ。もう一度〈ソーンバインド・ホステージ〉、その着弾はアカツキが搔き消えたコンマ五秒以下にすべりこんだ。

「僕たちは贅沢だから」「そんな場所じゃない！」

　アカツキは止まらない。

　失敗の予想なんてしていないのだ。

　それはシロエも同じだったから、結果を見届けもせずに循環を次の段階に進める。

　ほとんど時間差なく相手を縛り付けた〈ソーンバインド・ホステージ〉。そこからさらにアカツキの五連撃。合計して十の茨と、十の分身斬撃。当たり前のように連携をこなした黒髪の少女は姿をぶれさせて虚空に駆け上がった。

「〈希求の一閃アサシネイト〉ッ!!」

　ひときわ大きな落雷の轟音と焼けこげるような音に、タリクタンは内側に吸い込まれるように暗黒の泡となり、直後、消滅した。

　ヤマトを騒がせた〈シブヤ常蛾城塞大規模戦闘レイド〉は、こうして幕を閉じたのだった。
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　シロエはぼんやりと空中を見つめていた。

　先ほどまで念話であちこちと連絡をして後始末をしていたのだ。合成石材と魔法機械で囲まれたこの部屋はいまだ〈呼び声の砦〉である。〈召喚の典災ジーニアスタリクタン〉を討伐した後、召喚された怪物やその卵は虹色の泡となって消えていったが、その全てが確実になくなったという確認をしなければならなかったのだ。アキバから後続の人員を受け入れつつ〈呼び声の砦〉を探索中という状況だ。

　シロエたち大規模戦闘レイド攻略チームは戦闘の疲れを考慮して調査や周辺警戒は免除されているが、元気なものは自発的に動いているようだった。とはいえ音楽ホールでゲリラコンサートを行なっているてとらや、宴会の準備を整えてそれを応援している小竜や飛燕たちが中心で、疲れたメインメンバーは放送塔の根元にあるこの機材室スタジオで腰を下ろしていた。

　飽和したような頭をむりやり振ってシロエは水筒から水分を補給する。

　先ほどの戦闘ではずいぶん感情的になってしまった。気恥ずかしくもあるがこれでよかったのだという思いも強い。何にせよ、シロエは強欲であることを選択したのだから。

　助けられる人は助けたいし、仲間たちだって守りたい。

　今までシロエは遠慮をしていた。ひっそりと自分の中で処理できる範囲だけに手を付けて、その外側については手を出さないように、出すにした所で逃げ道が残るように立ち回ってきた。しかしそんな日々もおしまいだ。

　望むと決めたからには、中途半端をするつもりはなかった。

　アキバがこれ以上陰鬱な雰囲気になることを食い止め。

　ヤマトの東西の間に騒乱が起こることを防ぎ。

〈航界種トラベラー〉と話し合い。元の世界へと帰る。

　言葉にしてみるとそうなるだろう。身の程知らずにも思えるような目標に、シロエは笑い声を漏らしてしまった。しかし良いのだ。そうするために動くと決めたのだから、シロエの気持ちは晴れ晴れとしていた。

　当面の行動指針は〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉および〈神聖皇国ウェストランデ〉との接触だろう。厄介ごとのにおいが強くて今まで後回しにし続けてきた自覚はあるが、こうなってしまっては情報交換をしないわけにもいかない。

　濡ぬれ羽はは「帰還の方法は発見された」と言っていた。

　そのこと自体はあまり驚くにはあたらない。「そう言える状況」にはいくつか心当たりがあるし、そのうちいくつかの方法では帰還できている可能性もあるとシロエは思っている。問題は帰還できる技術の有無やその手法ではなく、帰還の確認なのだ。今もし仮にこのセルデシアからある任意の〈冒険者〉が消え、それをもってミナミが「帰還に成功した」と言ったとしても、それは行方不明者が一人出たということに過ぎない。現在のクラスティの状況もそれと一緒だ。

　帰還を望む人間のほとんどが無視している避けえぬハードルがこの「帰還の確認」、いいかえれば地球世界との間の通信だ。帰還のまえに地球世界と連絡が取れるようにしなければならない。これは絶対の前提条件だ。

　もしそれが叶えられないとなれば、その先の展開は相当運任せなものとなるだろう。つまり、考え付く「人体消去」アイデアのうち分ぶがよさそうなものを選んで一いちか八ばちかやってみる、という選択だ。そんな手法は仮に成功したとしても、地球世界に帰還した人物からこちらに連絡を取る方法が確立されていない以上、成功の確認が取れない。成功していればいいが、失敗の確認すら取れないのは最悪だ。集団自殺のように次々と同じ罠に飛び込む未来もあり得た。

　突破口として希望が持てるのは〈航界種トラベラー〉との情報交換だが、それをする場合であっても〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉と話し合い、足場を固めておくことは必須であるだろう。

　彼らのいうランク２と３の差については疑問がないではないが、ただひとつ言えるのはミノリは自らを証だてたということだ。シロエは彼らが言う「ランク２」に堕落するつもりはない。

　そのうえ目標の中でまだしも手がかりがありそうなものが、ヤマトの動乱を未然に防ぐというものでもある。政治主体同士の武力衝突の間に入るだなんて考えたこともないような暴挙なのだが、その暴挙が、いま掲げている課題の中ではまだ比較的ハードルが低いというのが驚きだ。乾いた笑いが出るのも無理からぬところだろう。

　つまり、目標の中のどれを優先するにせよ、シロエたちは〈Plant hwyadenプラント・フロウデン〉と話し合い、少なくとも情報交換をしなければならないということだった。




「シロエさんどうしましたか？　まだお疲れですか？」

　ミノリがシロエの左隣に腰を下ろした。巫女みこ服を脱いで、いつの間にか学生服じみたブラウスにネクタイ姿になっている。

「また難しい顔をしてたぞ、主君」

　右隣のアカツキが、自らの目じりを指先でキュッと吊り上げながらシロエに忠告する。そんな顔をしてるつもりはないんだけどなあと思いながらもシロエは苦笑した。

「一応ね。戦闘中に、ほら。大それたことをいっちゃったからさ」

「そうであったか？」

　腕を組んだアカツキはじっとりした瞳で小首を傾げた。

　あのめまぐるしい攻防の中で繫がったような気がしていたけれど、そういうのってやっぱり錯覚なんだなあ、とシロエは思った。シロエの悩みや決意は、どうやらこの小柄な〈暗殺者アサシン〉には伝わってないらしい。

　念のために窺ってみると、ミノリも怪訝そうな表情だ。当たり前だが歳の離れたこちらの少女にだって伝わっていないようだった。

　これは人間たるもの、お互いの考えてることは言葉にして伝えあいなさいっていう神様のおせっかいなのだろう。ちょっとがっかりしたような、大いにほっとしたような気分でシロエは説明を試みた。

「願いをかなえるために頑張ろうかなあ、って思ってさ。目標は高くて遠い、手が届くかどうかわからないくらい。やることは山のようにあってどれもこれも難易度は超難関ナイトメア。仕事は増えるしどこから手を付けていいものやら。そんなこんなで考え事してたわけ」

「なんだつまりいつもどおりではないか」

「え？」

　しかしシロエの告白はアカツキの返答でばっさり切り捨てられた形になる。

（えー。仲間に相談するのが大事だって、溜め込みすぎはよくないって、あんなに厳しかったススキノ遠征奈落の大規模戦闘レイドで僕だって学んで帰ってきたわけで……）

　その相談を「いつもどおり」であっさり却下をされてしまってシロエは大ショックだった。

「そうですよ。毎月同じじゃないですか」

「ええーっ!?」

　しかもミノリにまで同調されてしまって返す言葉もない。

　それにしたって「毎月同じ」というのはひどくないだろうか？　それではシロエは執務室にこもって唸っているだけの惨め系事務職みたいだ。セルデシアにやってきてそれだけしかやれていないような評価は不本意だ。シロエだって活動的に過したはずだ。ススキノ遠征とか〈奈落の参道アビサルシヤフト〉とか。

　そのどちらにもミノリは同行していないのに気が付いたのは失敗だった。

　ワクワクした表情のミノリが「書類専用の滑なめらかインクと乾燥砂を買ったんですよ。シロエさんも見てくださいね」と〈魔法の鞄マジツク・バツグ〉を取り出すのを、シロエはひきつった表情で見ていることしかできなくなってしまったのだ。




　話題を切り替えようとしたシロエに助け舟を出したのはリ＝ガンだった。

　先ほどからしゃがみこんで魔法回路を触っていた通信装置が突然耳障りなノイズを流し始めたと思うと、部屋に明かりが戻ったのだ。

　弾けるような音を立てて火花が散って、突然拡声器が振動を始める。

　そもそもこの広くもない控室で体を休めていたのは、リ＝ガンがさっそく通信装置の破損具合を確かめたい、〈典災ジーニアスタリクタン〉の悪影響が残っているかどうか調査したい──といったせいでもあったのだ。

　目をつぶって仮眠をとっていたメンバーも身体を起こし、成り行きを見守っている。

「直ったのかよ、おっさん」

「いやあ。直ったというよりも、機能そのものの生存確認ができたという段階でして」

「お月さんとお話しできるよーになったん？」

「銀河にデビューきたー！」

　直なお継つぐたちに詰め寄られるリ＝ガンが低い装置の裏側をメンテナンスするために四つん這いのまま答える。どう見ても苦しい姿勢であるのに、その声は楽しげだった。嬉々としているといっても良い。趣味人なんだなあ、とそれでも見守っているシロエはつぶやいた。

「──そもそもの話、これは古代アルヴ時代の長距離通信装置だったことがミラルレイクの古こ文もん書じよによりわかっていますが、別に月との交信を目的とした施設ではありませんからね。月と通信という目的は聞いていますが、それはこの魔法装置を解析、研究しまして、しかるべき改修や強化を行ない、そのあとにさらに挑戦という形になるわけであり」

「意外に現実的なことをいう」

　憮然としたアカツキをシロエは「当たり前のことだよ」となだめた。てとらはそんな説明に「ボクがっかりですよ。これで宇宙デビューかと意気込んでたのに」と直継によじ登り、マリエールに引っ張られては黄色い悲鳴を上げている。

　そんな大騒ぎに、シロエはやっと身体の力が抜けていくのを感じていた。シブヤの大規模戦闘レイドは終わったのだ。ロエ２の手紙から始まった一連の騒動も、決心をつけるためには役に立ったといえるかもしれない。

　時間が流れている以上いつまでも同じ場所にはとどまれないのだ。

　明日からは新しい挑戦をしなければならない。




　通路から顔をのぞかせたリーゼが「こんなところにいらっしゃったんですか？　シロエ様」と魔法装置に囲まれたホールへと入ってきた。

「隠された財宝などありませんでしたわ。よく装置が無事でしたわね」

「完全に壊されているってことはなかったみたいです」

「やっぱり敵を引きはがしたおかげで被害が少なかったんでしょうね。指揮官、お疲れ様です」

「リーゼさんにはお世話になりました」

　シロエは頭を搔いて笑いかけた。隣でアカツキがうんうんと頷いているのは理解しがたいが、〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉出身のこの少女には助けられた。今回の攻略成功は、彼女が後列の攻撃陣をとりまとめ、敵の撃破順序を常に指示してくれていたおかげが大きいとシロエは感じている。一流の指揮官だ。

「〈円卓会議〉のほうもあちこちから問い合わせが舞い込んでてんてこ舞いの様子。いったん帰りませんか？　通信装置を稼働させるにはまだまだ時間がかかりますよね」

　リーゼは思慮深げな表情のまま、指先をあごにあてて提案をしてくれる。

　確かにいつまでもこの遺跡にいるわけにもいかないだろう。そろそろ撤収を指示しなければ。シロエはそう思ってホールを見渡した。

　幸いにしてメンバーの半分以上はこの部屋にいるようだ。本拠地に帰るまでが指揮官の任務である。

『……も……もしもーし。誰か聞こえもしもーし？』

　しかし各員に声をかけようとしたその時、魔法装置は今までとは異なった意味の取れる音声を吐き出した。アルヴ時代の古代魔法機械は、新しい冒険へといざなうように、遠い地からの便りを運んできたのだった。
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　だれもが虚を突かれたせいで部屋は一瞬の静寂に包まれた。

『……ニーハオ。ボンジュール、アロハー。モイ！　そしてモイッカ！』

　その静けさの中、魔法装置はあっけらかんとした挨拶を繰り返した。陽気な若い女性の声だ。返答をする人間はいなかった。通信装置の試験をしていただけで、どこかからその返答があるなんて誰も思っていなかったからだ。

『カリメーラ。フジャンボ……。グーテン・ターク……。ほかには……マルカジリ？』

「聞こえてます。ノイズひどいけど──そちらは？」

　いち早く気を取り直したのはシロエだった。

　どちらかというと場の責任者として無言でいるわけにはいかないという使命感からの返答だったのだが、そのシロエの言葉に意外な返答がなされることになる。

『んむ？　その声、もしかしてシロくん？』

「え？」

　自分の名前を呼ばれたシロエは固まった。シロエの声を知っている人間はそう多くはない。もちろんアキバの〈冒険者〉の多くはシロエを知っているだろうが、声だけであたりをつけられる人間は三十人もいないとシロエは考える。つまりは知り合いだ。「なぁ、今の声？」「まさかですにゃ」と後ろでやり取りしている仲間の声も耳に入らず、シロエは声を潜めてリ＝ガンに話を振った。

「どこに繫がってるんですか？　そういう探知機能ないんですか？　近場で繫がっただけとか？」

　しかしそんなシロエの疑問に、リ＝ガンはぶるぶると首を振った。自分は失敗してないし余計な操作はしていませんよ、という表情だ。悪戯をした子どもじゃないんだからそんなことで怒ったりすることはないのに、と思う。どちらにせよリ＝ガンは助けにならないらしい。

　仮にシロエの知り合いだったとしてもだ、そもそもシロエを「シロくん」と呼ぶ知り合いに心当たりはない。

　その呼び方はなんだか犬っぽくて嫌なのだ。シロエの世界観ではシロといえば室内犬なのである。そう呼ばれたからと言って激怒するほど嫌なわけではないが、くすぐったいし侮られているように感じる。だからシロエを「シロくん」と呼ぶ女性ひとは一人だけだ。そしてその人と通信が繫がるはずがない。

『やっぱりそうだ！　やっほ～！　シロく～ん！』

「カナミさん!?」

　はずがないのに繫がっていた。




『久しぶり～！　元気だったぁ？』

「久しぶりじゃないですよ！」

　シロエは反射的に答えて、目眩がするような、目の前が暗くなるような気持ちになっていた。貧血だ。なったことはないが貧血に違いないと思う。

　なんでいまさら。シロエはこの人が苦手なのだ。天敵だといってもいい。絶対にかなわない相手を誰かひとり思い浮かべろと言われたら〈彼女カナミ〉を挙げるほどだ。

　嫌いなわけではない。避けたいわけではない。

　ただ苦手なのだ。

　尊敬もしているし恩義も感じているし、良い人なのだと思う。〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉がギルドでもないのに長い間大規模戦闘レイドランキングに参加し続けていられたのは、彼女の明るさとカリスマが最も大きな要素だ。陰気なゲーム博士にすぎなかったシロエが仲間と連携してコンテンツを攻略するというＭＭＯの醍醐味を味わうことができたのも彼女のおかげである。

　荒唐無稽で傍若無人だったけれど、〈茶会〉はお祭好きの集まりだったせいもあり、それを原因に嫌う仲間はひとりもいなかったと思う。

　だからシロエはただ苦手なだけなのだ。何かにつけて弟分扱いしてくる台風のようなこの女性が。

『あ、聞いたよ？　聞いちゃいましたよ。ヤマトでもーね！　ばんばんっ！　面白いことしてるんだって？　エンタクほにゃんことか！』

「〈円卓会議〉です。なんでそれ知ってるんですか？　っていうか、カナミさん引退しましたよね!?　いつ復帰したんですか、どこにいるんですか!?」

　ほにゃんことはいったい何なのだ。

　反射で答えてしまってシロエはまた少し落ち込んだ。全く他人の話を聞かない相手だとシロエも脊髄神経で会話をしてしまう。会話というか、ツッコミだ。しかもシロエの言葉は受け流されているために消耗が大きい。

　あのひと雑じゃない？　と直継に相談したこともある。

　雑なひとだからな。と解決策にならない返答をされて脱力することになっただけだったが。




「カナミさんもしかしますけど月にいるんですか」

　疲労感を感じながら努めて事務的に尋ねた返答は「中国サーバーだよ」というものだった。

『旅の途中なんだけどさぁ。テレビ局見つけちゃってさ。動きそうだから触ってみてたわけ。そしたら繫がっちゃった』

「見つけちゃったって……」

　シロエは眉み間けんを押さえる。

　つまり、カナミは欧州に渡った後〈エルダー・テイル〉に復帰したということなのだろう。〈エルダー・テイル〉は世界中にプレイヤーのいるＭＭＯ-ＲＰＧだった。欧州には二つのサーバーがあり、北米、日本とならび最も活気のある地域のひとつだった。その可能性は全く考えてなかったけれど、アカウントごと変えていたのならば連絡がなかったことも理解できる。

　それが吉報なのか凶報なのかシロエにはよくわからなかった。

　そもそもカナミに関する事柄で、シロエがはっきりわかることなんてほとんどない。わかりたいとも思わないし、わかるべきだとも思わないし、わかったほうがよいとも思わない。

『あ、そうそう！　聞いて聞いて！　シロくん、娘、三歳になった！』

「知ってます」

　わからないほうがよい事なんて、ざらにあるのだ。

『え？　報告したっけー？』

「いえ。でも、聞きました」

『そっかあ』

　目を丸くしてびっくり顔のカナミが目に浮かぶ。腰に手を当てて胸を張り、柔らかそうなほっぺたをむにむにと動かし、すべて察しているというように頷いて、その実なんにも考えてない女性だった。

　口が大きくて、いつでも笑っているようなひとだ。

　距離感が壊れているような彼女はシロエのプライベートに土足で入ってくることもよくあって、直継とふたりで被害者の会を結成したこともある。

　行動力が抜群で、オフで会ってもそれは変わらなかった。

　身体の中に無尽蔵の活力を内蔵しているようなカナミは、いつでも全力だった。それは外の世界でもゲームの中でも変わらなかった。天性の明るさとリーダーシップの持ち主で、彼女の周りはいつでも夏の風が吹いているような気分にさせられた。

　両親が多忙で子供のころから交友関係が狭く、レジャー施設で遊ぶ経験が皆無だったシロエが「遊びに出かける」という経験を積めたのは、親友直継とカナミのおかげだといってもいい。

　そんな彼女の無茶ぶりに応えるのがシロエにとっての〈茶会〉であって、つまりはシロエが中学以来過してきた〈エルダー・テイル〉の大半だといえるだろう。

　改めて数え上げてみれば、はた迷惑な女性だ。破壊的だとさえいえるかもしれない。シロエが苦手なのも当然だ。カリスマリーダーとしてあれだけ人気があった理由をわかりたくないほどだ。

　シロエは自分の足下に視線を少しだけ落とした。石材風の床を踏みしめた自分の足が見えた。拳は握りしめられていたが、きつくもなかったし震えてもいなかった。小さく息を吐き出してシロエは覚悟を決めた。

「お祝い言えなくてすみませんでした……。おめでとうございます」

　シロエはカナミにそう言った。

　実際に告げることはないだろうと思いながらも、何百回も練習した台詞を、できる限り普段どおりの口調でカナミに伝えられた。




『娘ね、もう超かわいいの。超うごく！　ロケットダッシュでドーンって自爆攻撃でぎゅーってしがみついてくるんだぁ。あの娘お姫さまだよお』

　彼女が〈茶会〉から離れることになったのは結婚相手を追って欧州に留学することになったからだ。ドイツ系らしいということ以外、シロエは相手の素性をよく知らなかった。ドクター・オブ・ザ・ワールドとも呼ばれる国際的なＮＧＯに所属する医師だということを知ったのも〈茶会〉が解散した後、ＫＲケイアール経由だったくらいだ。

　もっともそれは、まるで知らないという意味ではない。〈茶会〉解散の直前はカナミも浮かれていたので、すね毛が濃いとか、お刺身が好きとか、遊園地の絶叫マシンで涙目になっていたとか、おはようございますをオヨハンゴジャマスとしか言えないとか、そういう断片情報をさんざん聞かされてはいたのだ。幸せそうなカナミはいつにもましてパワフルで、本当にはた迷惑だった。

　身内自慢はカナミの性格のひとつだ。〈茶会〉メンバーのことをあちこちで吹ふい聴ちようしているのは、シロエも知っていた。だから娘の話をされて温かい気持ちになることができた。

　考えてみればカナミのような境遇の〈冒険者〉は多いはずだ。

　まだ幼い子どもと引き離されてしまったような〈冒険者〉だ。もちろん幼い家族との別離だけが悲劇ではない。親や兄弟といった離れがたい人が地球にいる〈冒険者〉が大多数だろう。彼らのためにも何とか手がかりを見つけなきゃいけないとシロエは思う。

　カナミだってそれを求めて旅をしているのに違いないのだ。カナミははた迷惑なダメリーダーだが、その娘には罪がない。帰還への努力を決意したその日にこんな出来事がある奇跡を胸に、シロエは語りかけた。

「そうですか。──それじゃあ、帰らないとだめですね。元の世界に」

『……え？　なんで？』

「え？」

　だがシロエのそんな考えをカナミはいつもどおりあっさりとへし折ったのだ。

『シロくん！　あのね、わたし！　娘にこっちの世界、見せてあげたい！』

「……え？」

　シロエはあっけにとられてバカのような反応しかできなかった。

　何度も、いや何百回も考えたけど、この人一体何なんだ？　意味がわからないと心の中では疑問が渦巻いている。なにを考えているのかさっぱりわからない。

『いやぁん。セルデシアってすごいじゃない。だって未開の大地がでんぐり大パノラマだよ！　こんなに大きくて、こんなに綺麗で、こんなにすごい場所で、お母さんの友達一杯いて、世界中の人と出会う大冒険だもん。そんなの絶対娘にさせてあげたい！』

　カナミの声は明るかった。

『娘、高いところが好きなの。〈鷲獅子グリフオン〉乗せてあげたい。大森林も、海も、砂漠も見せてあげたい。びっくりすると目が真ん丸になるんだ。あなたの生まれた世界は、きれいな場所だって、教えてあげたい！』

　でも話しているのは娘のことばかりだ。

　カナミの愛情は本物なのだ。そもそも彼女は噓やごまかしが言えるほど器用な人間ではない。無鉄砲も傍若無人も、はたから見ていてふざけているようにさえ見えるすべては、カナミの本気でしかない。

　だからシロエは理解した。

　どうやら本気で娘を連れてくるつもりなのだ。




　シロエは不意に痛快な気分になった。

　今まで悩んできたことがバカらしくなってしまった。無防備な笑顔で夢物語を語るカナミの表情が見えた気がした。

　離れてみて、やっぱり彼女のことを少し忘れていたんだなとシロエは思い知った。こうして再び声を聞いてみれば、カナミは想像の数倍ハチャメチャだ。やっぱりシロエの苦手な女性ひとだった。

　こちらが悩んで躊躇って、それをしないですむように念入りな計画を立てて苦しんだような問題を颯さつ爽そうと飛び越えていく。腹立たしいヒーローだった。




「主君」

「シロエさん？」

　心配そうに見上げるアカツキとミノリに、ほほ笑むことができた。

「それでも、いいんだ。……出来っこないって諦めてたけれど。それなら」

　──どうせ強欲なんだ。目指すのなら、帰るのでもこの世界に埋もれるのでもない、そんな選択を……。

　してもいい。

　カナミが語ったのは、要するにそういうことなのだ。

　どちらかを選ばないで、両方を選んで、そしてさらにその未来も望む。強欲であることを必死に自分に言い聞かせていたシロエはばかばかしい気持ちになった。シロエが望んだ「一番大きな野望」ですらカナミには小さかったらしい。でも、そんな夢の形があるのならシロエが手に入れたってかまわないだろう。

「地球とセルデシアのふたつを行き来出来るようにする」

　言葉にすると周囲がざわめくのがわかった。

　それは理解できる。あまりにも当てのない希望だ。それができればどんなにいいだろうと思いながらも誰もが口にするのをためらってきた。

　仮に実現できたとしても、現代文明を持つ地球と中世的な科学を持つセルデシア、魔法技術のない地球とファンタジーであるセルデシア、その二つの世界の接触は、互いの世界に大きな影響を及ぼすだろう。もしかしたらそれは破滅的な規模になるかもしれない。

　だが、それでもいいとシロエは思った。

　そういった危険を無視する気もテロに加担する気もないが、かといってもし二つの世界が接触する流れにあるのならばシロエ個人が押しとどめようとするのは傲慢だろう。二つの世界が接触しない流れにあるのであればシロエ個人が努力しても出会うことはないだろう。

　行き先を決める段階では怯懦も傲慢も不要な感情だった。はっきりとはわからない可能性におびえる必要はないのだ。

「そ、そんなことが可能なのですか!?」

『いけるいける』

　二つの世界の相互影響についてのそんな考察さえ、とびっきり明るいカナミの言葉にかき回されてグダグダになってしまいそうだ。しかしそんなシロエにも仲間がいる。

「そんな無責任な!?」

「やっぱりカナミだわ。マジで始末に負えてない祭り」

「すっごいねえこの人。アイドルのボクとしてもさすがにびっくりだよ」

　だからシロエは肩をすくめて笑っていられた。カナミへのツッコミも今ではシロエひとりだけの罰ゲームではないのだ。

『だから、お願い。シロくんっ！　びびっとやっちゃって！』

「クエストの、依頼ですか」

『そうそれ！　クエスト』

「……出来ません」

　久しぶりに笑ったせいか、心が晴れ晴れとしていた。からかうような声をかけながら、シロエの中で経過した時間がゆっくりと去っていく。

『えええぇ!?　シロくんが意地悪になったぁ!?』

　時間が経ったのだ。

　心の中でこびりついていた、シロエ自身も気が付かなかったかさぶたがはがれて綺麗になっていくようだ。

　自分はどうやらもう〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉のシロエではないらしい。

　そんな実感を、ほんのちょっぴりの寂しさとそれを越える誇らしさをもって、シロエは味わった。

「カナミさん。僕、ギルド作ったんです。〈記録の地平線ログ・ホライズン〉っていいます。友達も、仲間も出来たんですよ」

『うん？』

　シロエは〈記録の地平線ログ・ホライズン〉のシロエになったのだ。心配そうに見つめてくるミノリも、ローブマントの裾をつまむアカツキも、にやにやしながら笑っている直継も、目を細めるにゃん太も、心配していなさそうなトウヤも、五十鈴やルンデルハウスも、悪乗りをしているてとらも、そんな仲間のことをシロエはちゃんと見つめている。仲間が、出来たのだ。

　だから時間は流れたのだ。

「ですのでそういう依頼、受け付けません」




『えぇええ？』「そのクエスト、僕らがこなしちゃいますからね。──僕らが、世界で最初にその景色をもらいます。そうですねえ、カナミさんと、勝負ですね。仕方ないですねー」

　ふざけたような軽口に精いっぱいの意趣返しを込めてシロエは魔法装置の向こうへと語り掛けた。渚が何度も波で洗われるように、〈茶会〉がゆっくりと終わっていくのをシロエは感じた。

　おそらくシロエはやはりどこかで間違っていたのだろう。

　終わっていてしかるべきものが終わっていなかったのだ。とても素晴らしい日々だった。〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉は良い場所だった。それを事実として確定させるために、終わったものは終わらせなければいけない。当たり前のことだ。しかしシロエはそれを上手にできていなかったのかもしれない。

（上手に何かができることなんてほとんどないんだけどね）

　シロエは小さく笑う余裕を持てた。

　なんて不思議なことだろう。未来へ進むと決意したその日に、過去がお別れをしてくれた。

　それは辛い事ではなかった。少なくとも〈茶会〉が解散した日々よりもずっと穏やかで、静かな光にあふれていた。

　思い出はなくなりはしない。むしろ、いまこそ過去が思い出に変わっていくのだ。シロエにはひそかな祝福のように思えて、慈いつくしむような気持ちでそれを胸の中にしまった。

「今はライバルですからね」

『そか』

「でも、昔のよしみですから。間に合えば見せてあげてもいいですよ？　中国サーバーってことは、こっちに向かっているんでしょ？」

　もしまた彼女と会うことになっても、以前ほど苦手だと思わないですみそうだ。シロエはそう考えかけて、頭を振った。

　別にカナミ自身が何か悔い改めたりしたわけではないのだ。子どもができたならばトラブルメイカー体質も治癒したのではないかと検討してみたが、希望的観測をもとに期待をするのはやめようと結論した。




『さっすがみんなのバスガイド。クラくんが褒めるわけだわあ。こりゃ女の子がほっておかないよ』

「だからそういう冗談やめて──クラスティさんが!?」

　言ってるそばから、とシロエは暗惨たる気分になる。後ろではリーゼが声にならないような悲鳴とともに「ミロード、ミロード」と繰り返しているのでなおさらだ。

　シロエや直継はまだ慣れているが、部外者のリーゼには刺激が強すぎる。カナミはやはりカナミなのだった。良くも悪くも、ジョーカーばかりを引き当てる天性の問題児としか言えない。どうしてここでクラスティの名前が出てくるというのだろう。

『そうそう、こっちにいるんだよねー。もうね死にかけクラくんの強いのなんのって──』

「クラスティさんが中国サーバーにいるんですか？　っていうかカナミさん、何に巻き込まれてるんですか？　救援は？　クラスティさんに代わって──」

　それでも必死に問い直した言葉は尻切れトンボのまま放置されてしまった。

「わ……あ……調子悪いな……ぐ……パンチだ、キックだ……えい！　たいがあえこう……』

　魔法機械が沈黙して何とも言えない空気が流れた。

　シロエはがっくりと肩を落として振り返る。

　リ＝ガンは無罪を主張するように首を振り、直継は頭を押さえ、にゃん太は珍しく視線を逸らした。ナズナはにやにやと、ソウジロウはにこにこと笑い、リーゼは気が遠くなったようにふらふらとしている。

　てとらに何かを吹き込まれたミノリとアカツキに「何でもないから。そういうのじゃないから」と弁明をしたシロエは騒ぎになりかける攻略部隊にアキバへの帰還を宣言した。

　それはしまらない終わりではあったけれど、それでもシロエにとってはかけがえのない終わりでもあった。すべての終わりがそうであるように、その中には新しい始まりの気配がすでに宿っていたのだ。

　シロエは頷いて仲間たちへと声をかけた。〈記録の地平線ログ・ホライズン〉だけではなくアキバの街にも、そして〈冒険者〉にも、逃れようのない季節が迫っていたからだ。

　それはシロエたちが出会いをもって新しい地平を切り開く季節──ノウアスフィアの始まりの前夜だった。





〈ログ・ホライズン10　ノウアスフィアの開墾　了〉


































































































































　「あとがき」






　アニメ『ログ・ホライズン』第二期の放映も終わり、再放送が始まっている中でのお届けになります橙とう乃のままれです。お久しぶり？　な感じはまったくしないのですが、時間が圧縮されたり延ばされたりというパンの生地かＳＦかという環境で書きました。アニメって忙しいんだな。桝ます田ださんがいてこれって他の作家さんはどんだけ勤勉なんだろう。普通に死亡フラグに思えますよ。

　今回は『ログ・ホライズン10　ノウアスフィアの開墾』をお買いあげ下さってありがとうございます。

　前回とは打って変わって、マイハマ、アキバの騒動を書きました。五冊ごとに何らかの区切りを、と思っていたので、今回はちょっと駆け足ですけど（その分本書は厚くなりましたが）、シロエの〈彼女〉ことカナミとの邂かい逅こうもこの巻です。

　カナミについては話したいことも沢山あるのですが、アニメ視聴者の方やＷｅｂ読者の方はご存じのとおりの女性です。シロエが微妙なお年頃のころ、シロエの指針だった人。アニメで初顔出しのシーンが一番印象的ですけれど、シロエのなかでカナミはいつでも「シロエを振りかえって笑っている女性」です。その辺のなんだかむずがゆいような、釈然としない敗北感とも言えるような降伏感ともそれでも反骨したいような気持ちを健全な青少年には共感して欲しいです。淑女の皆さん方は「ばっかでー」と生暖かく見て見ぬふりして上げて下さい。指摘すると多分シロエは七転八倒して死んでしまうので。




　そんな事はさておき、二期ヒロインの話ですよ。

　つまりは橙乃担当編集Ｆ田さんの話です。

　外伝『櫛八玉、がんばる！』を山本ヤマネ様が出すということで、打ち合わせにノコノコついていったんですよ。自分の本じゃないからバカンスな気分で。ヤマネ様けっこう緊張しているので、くだらない四よ方も山やま話ばなしをしていたらＦ田さんきたんですよ。

「きしゃおー？」

　大きく手を振るのは、それはもしかして挨拶？

　素早くヤマネ様を確認すると、啞然としている。ほらね？　ほらね？　この後書きは噓ではないんですよ。

　小さくて跳ねてるでしょ？　「お、おう」という返事。

　早速なんだか小洒落たダイニングキッチンで打ち合わせ兼食事を始めて、桝田さんも自分もご飯をたべたりしました。話は脱線しますけど、新宿の小洒落たご飯やさんとか、初対面のご挨拶でモチベを上げる役には立ちますが、「打ち合わせをするのは深夜の閑散としたファミレスが一番だ」と思うのは毒されてきていますかね。

　まあとにかく、食事も終わってこれから打ち合わせが本番だ！　となった時、Ｆ田さんがおかわりを頼んだんです。

「え。まだいくの？」

「いきます」

「まじで」

「ままれさんもまだ食べますよね？」

「いや、最近そこまで食べれないので」

「お肉だから平気ですよ」

　ごふっ。

　隣で初対面のヤマネ様震えてるがな。

　肩震えてるがな。

　やってきたバカでっかい角煮。

　もちろん、僕もヤマネさんもご相しよう伴ばんしました。ヤマネ様はこんにゃく。ままれは煮卵。お肉はＦ田さんが満面の笑みで召し上がりました。「きしゃお！」

　しかし横で聞いていると、書籍の打ち合わせはずいぶんと熱い議論が交わされるのだなあ。どういう方向に削るか、足すか、読者に伝わりやすくするにはどうすればいいか──参考になるな、むむむ。と結構感心してたのですが、気がついてみたら、そういう感想が出る時点で普段ろくな仕事をしていない証明っぽくて反省しました。

　帰り道ヤマネ様の「Ｆ田さんはＦ田さんだった！」という笑顔が素晴らしかったです。よし、これで同盟者が増えた。Ｆ田さんの真実を内外に広く広めていきましょう。

　きしゃお。




　そんな近況の報告をしつつお届けした『ログホラ10』です。

　小説書くのの八十パーセントくらいってパズルだと思います。すでに存在する部品を如何に制限を守って組み立てるかという話であって、センスというモノが介在にするにせよ実はさしてクリエイティブな行為じゃないです。高性能な人工知能が登場すれば人間よりも上手くやるかもしれません。

　しかしじゃあ全てがそうなのかといえばそれも間違いで、最初の二十パーセントではパズル部分で守るべき制限を構築するという作業があります。それはおそらく「解くべき問題を作る」ことが含まれているでしょう。

　シロエが今回突き当たったのもそれと同じ壁です。「僕は何を望むべきなのか？」「僕は将来何になりたいのか？」という問題はパズルでは解けません。諸条件からの類推や統計からの蓋がい然ぜん性せいで解こうとすると、動けなくなります。

『ログホラ10』はそういうお話でした。アイザックもイセルスも悩まないのにシロエばかりこういう壁にガツンガツンぶつかっちゃうのは面倒くさいじゃなかった、不器用な青年だからでしょう。主人公は作者に虐待されてナンボという説もあるそうですからね。

　今回狙いを定めたシロエはこれから三部へ向かって一直線。その旅はアキバから西を目指すでしょう。たぶんですが。おっと、その前に一回カメラを中原サーバーに振らなければなりません。ログホラもうひとりの鬼畜眼鏡の様子もそろそろ気になるからです。そんなわけでＷｅｂ連載も更新中です。




　今回も章扉の登場人物ステータス画面に記載されたアイテムは、ツイッターで二〇一五年七月に公募させていただきました。@aiirorakkoさん、@dharma0430さん、@falco_of_chocoさん、@hige_mgさん、@highgetterさん、@hpsukeさん、@irohaniwoedoさん、@kazamasa504さん、@Landerblue_さん、@makiwasabiさん、@me_ponさん、@mimitabu_subさん、@mine__mlさん、@nariri1さん、@pons_kさん、@strangestar_sさん、@sunshine_rumiさん、@tatara26さんのものを採用させて頂きました。ありがとうございました!!　ここでは名前をあげきれませんが、投稿してくださった皆様に感謝です。

　今回もたくさんたくさんのアイディアを寄せていただきました！　三つに絞るのが本当に難しかったですよ。普段よりちょっと可愛いアイテムが多めだったのは、イセルス様の癒しパワーかもしれません。

　詳しい、そして最新のニュースはhttp://tounomamare.comへ。毎週水曜日更新のブログ記事『ままれウェンズデイ』では『ログホラ』以外の橙乃ままれ情報も扱っておりますぞ～。




　最後になりましたが。プロデュースしていただいている桝田省治様、イラストのハラカズヒロ様。デザインして頂いた椿屋事務所様、編集部の小さなＦ田様＆榊原様！　今回もお世話になりました大迫様！　図書印刷様ありがとうございました！　今回はその他にも、アニメＤＥＥＮ様や、石平監督、シリーズ構成根本様、脚本チームやＮＨＫ、ＮＥＰの皆様にもお世話になりました。各種ゲーム化も応援いただきました。ＡＺＩＴＯの皆さんチビキャラ沢山ありがとうございます。

　そして。そして。一緒に本を出すことになりました、山本ヤマネ様。解説でも書いたけど、くそ。うらやましくなんか少しある。話したとおりですよ。もっと沢山外伝出ればいいのにね。次は何の話書くんです？

　ともあれあとは、みなさんがこの本を味わうばかりです。どうぞめしあがれ！





〝今年は冷夏だっていってたひとは反省すべき〟橙乃ままれ
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